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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『元令嬢様の華麗なる戦闘記』（著：夢猫）お試し版が収録されています。
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　ボルエナンの秘密





〝サトゥーです。一仕事終えた後は気が緩みがちですが、そんな時こそトラブルの報告がやってくるものです。もっとも、何も無い方が大きな不具合が潜伏していそうで怖いのですが……。〟






「サトゥー」

　エルフ達の人垣の向こうからオレを呼んだのはエルフのミーアだ。

　ここはシガ王国の南東に広がるボルエナンの森──。

　オレ達は勇者ハヤト一行と知己を得た公都を出立し、旅先で立ち寄ったプタの街でとある騒動に巻き込まれ、なりゆきで渦中にあった白虎姫達を救った。

　その事件で友人となった黒竜ヘイロンの協力で峻しゆん厳げんな山脈を越え、こうしてミーアの故郷ボルエナンの森へと辿たどり着ついたのだ。

　森の広場まで来ると、ミーアの両親を始めとした沢たく山さんのエルフ達や羽妖よう精せい達が、次々と集まって出迎えてくれた。

　──そんな風に最近の出来事を回想していると、ミーアが中学生くらいのエルフの少年と少女の手を引いて走ってきた。

　彼女の淡い青緑色をしたツインテールの髪が少し尖とがった耳の周りで踊る。

「両親」

　ミーアより一つか二つ年上に見えるが、実年齢は遥はるかに年上だ。

　両親だけあって、ミーアそっくりの顔立ちをしている。エルフはみんな緑系の髪らしい。

　彼らはエルフの民族衣装らしき、緑色の葉っぱをイメージしたチュニックに緑の三角帽を被かぶっている。靴は茶色い布製の物だ。

　まるで絵本から抜け出てきた妖精のように見える。

「ミサナリーアの父、ウラムフーヤとラレイレーアの子、ラミサウーヤ。シガ王国のサトゥー、貴公に感謝を」

「ミサナリーアの母、トラザユーヤとセリナリーアの子、リリナトーア」

　──トラザユーヤ？

　ミーアのお母さんは「揺り篭クレイドル」を作ったトラザユーヤ氏の娘さんだったのか。

　あとで彼の手記を返しておかないとね。

「シガ王国のサトゥー、あなたに最大の感謝を捧ささげます」

　二人は感謝の言葉に続けて、額と胸の順に掌てのひらを添えて会釈する。

　たぶん、エルフの感謝の仕草なのだろう。

「ミサナリーアさんをお二人の下にお返しできて──」

「むぅ、ミーア」

　ご両親に返事をする途中で、ミーアが不機嫌そうに訂正した。

　どうやら、他人行儀な呼び方が気に入らなかったようだ。

　オレに「ミーアを」と言い直させた後、ミーアが仲間達を両親に紹介する。

「リザ、槍やりの名手」

　ミーアに槍の名手と言われた橙とう鱗りん族のリザが、朱色の髪の向こうで頰ほおを染める。

　彼女の内心を反映してオレンジ色の鱗うろこに覆われた尻しつ尾ぽが少し得意げに揺れていた。

「タマ、可愛かわいい」

　白髪に猫耳猫尻尾のタマが「にへへ～」と笑った後、ピンク色のマントで顔を隠した。

　マイペースなタマも、褒められると恥ずかしいようだ。

「ポチ、元気」

　栗くり色の髪をボブカットにした犬耳犬尻尾のポチが、シュピッのポーズでドヤ顔をキメる。

　注目されて嬉うれしいのか、ポチの尻尾がブンブン揺れ動く。

「ナナ、大きい」

　ミーアが自分の薄い胸をペタペタと触りながら告げる。

　金色の髪をポニーテールに結ったナナが無表情のまま、自分の豊かな双丘を両手で押し上げて遊ぶ。

　ミーア父がそれを見て「おおおっ」と感嘆の吐息を漏らし、ミーア母に後ろ頭を殴られていた。彼は巨乳スキーらしい。オレと趣味が合いそうだ。

　なお、人族の大人に見えるナナだが、実はゼロ歳のホムンクルスなので、先ほどの行為に誘惑の意図はない。

「アリサ、凄すごい」

　不吉と言われる紫髪を金髪のカツラで隠したアリサが、「凄い？」と呟つぶやいて大きな瞳ひとみに戸惑いを浮かべる。

　元日本人の転生者で様々な文化ハザードを行う点を指すのか、ミーアと一緒に魔法の研究をしている事を指すのか、判断に迷っているのだろう。

「ルル、料理上手」

　黒髪黒目で日本人顔のルルがお淑しとやかに会釈する。

　黒く艶つややかなロングストレートの髪が揺れ、傾けい城せいという表現さえ控えめな美び貌ぼうが魅惑の効果を発揮する。

　中学生くらいの彼女は恋愛対象にするには幼すぎるが、思わず見み惚とれてしまうくらいに美しい。

　なぜかこちらの世界の人族の間では不細工と評されるルルだったが、エルフ達は特に美醜を感じていない様子だ。善よき哉かな、善哉──。

「サトゥー、綺き麗れい」

　ミーアの言葉に首を傾かしげる。

　ルルへの評価ならともかく、こちらの世界でアリサ以外に容姿を褒められた事はない。

　特に不細工扱いされた事はないが、二九歳から一五歳に若返ったこの身体からだは周囲に埋没する程度の容よう貌ぼうといったところだろう。

　ミーアの両親や周囲のエルフ達も「綺麗？」と首を傾げ、オレの自己評価との一致を見たが──。

『キレー』

『ウン、キレイダ』

『ダヨネー』

　ミーアの肩や頭に座る銀色の瞳をした羽妖精達は、ミーアと同意見みたいだ。

　首を捻ひねっていたミーア母が、瞳の色を碧みどりから銀色に変えてオレを見る。

「本当だわ、本当なの！　確かに綺麗だわ、とっても綺麗なの！　なんていう精霊の量と種類かしら、とっても多いの！　それに見えにくいけど、綺麗な虹色の精霊光だわ、初めて見るの！」

　ミーア母の話し方は、酔っ払ったり興奮したりした時のミーアそっくりだ。

「精霊に好かれているのね」

「源泉や地脈以外の場所でこんなに精霊が集まるなんて」

「珍しいね。まるでアーゼ様の傍そばみたい」

　そんな風にオレを綺麗だと評する人達は、全員「精霊視」というスキルを持っている。

　彼らが言うにはオレの周りには精霊とやらが集まっているそうで、精霊光とかいう精霊好みのオーラのようなモノが出ており、それが美しく見えるという事らしい。

　後でミーアから聞いたが、オレがどこにいようとミーアが見つけられたのは、オレの周りに集まる精霊の塊を目印にしていたからだそうだ。

　そういえば最初に出会った頃にも「精霊使い」って聞かれたっけ。




　ミーアの両親に案内されて、オレ達は最初にエルフ達と対面した広場から彼らの住居のある場所へ「妖精の輪フエアリー・リング」を使った転移で移動した。

　エルフの里では一般的な移動手段らしく、ドライアドにキスする必要もないそうだ。

　マップによると広大だったオーユゴック公爵領の四、五倍の面積を誇る広大な森なのだが、転移によって一瞬で森の外縁から中央部付近へと移動できた。

　転移先は森の中の小高い丘の上になっており、そこから山脈のような世界樹の根元と周囲に生える山樹の林が見える。

　──凄い。凄すぎる。

　オレは圧倒的な存在感でそびえ立つ世界樹を見上げた。

　世界樹にまとわりつく雲が、枝に積もった雪のようだ。

　雲までの高さの二倍くらいまでは普通の樹木のように枝葉を伸ばしているが、そこから先は太い幹だけが空の彼方かなたまでまっすぐに伸びていた。

　山ほどの高さがある山樹が、世界樹の周りだと灌かん木ぼくの若木に見える。

　まったく……自分の目を疑うような異常なスケール感だ。

「サトゥー」

　ミーアが世界樹に見惚れていたオレの手を引いて丘の先に向かう。

「樹上村」

　彼女の繊手が指差す先には、泉を囲むように広場があり、それを中心に生えた巨木にエルフ達の住居があるようだ。

　幹の途中から生えるキノコの傘みたいな屋根の家々は、他ほかの家と吊つり橋ばしのようなモノで繫つながっていた。キノコの傘みたいな屋根の家は樹家とＡＲ表示されている。

　エルフらしいファンタジーな住居だ。実に素晴らしい。

「「「ミーア！」」」

「「「お帰りなさい！」」」

　声の方を振り返ると、樹家の窓や吊り橋の上でエルフ達が鈴なりになって、ミーアに手を振ったり帰還を歓迎する歌を歌ったり音楽を奏でたりしていた。

　マップで確認したところ、ここ以外のエルフの居住区は世界樹の根が広がる半地下のような場所にあるようだ。

　どういう使い分けをしているのかは知らないので、滞在中にでも教えて貰もらおう。

『階段』

　ミーア父が丘の端にある石壇の上でエルフ語で告げると、パタパタと光る板が支えの無い空中に階段を作り上げていく。

「きらきら～？」

「光が集まって階段ができたのです！」

　その光景を見て大興奮したタマとポチが、階段を駆け上がりたそうにこちらを振り向く。

　許可してあげたいが、手て摺すりのない階段なのでオレと手を繫がせて一緒に上がる事にした。

　階段に足を乗せると、ポロン、ポロロンと音を奏でる。

　どうやら、階段が楽器になっているようだ。京都旅行で行ったウグイス張りの廊下を思い出す。

「へ～、楽しい階段ね」

「そうね、ミーアちゃんの故郷らしいかな？」

　アリサの感想にルルが楽しそうに頷うなずく。

　やがて階段が樹家のある樹に届き、そこからは幹を螺ら旋せん状に上る蔦つたと木の階段へと移る。

「ご、ご主人様、ご注意ください！　階段が動きます」

　エスカレーターのように動き出した階段を見て、リザが動揺しつつもオレに警告してくれた。

「木製のエスカレーターなんて、なかなかシャレオツね」

　アリサは余裕の表情だが、他の子達はおっかなびっくりにエスカレーターに飛び乗っていく。

　オレは皆のサポートをしつつ、この樹家のある木々を見回す。

　幹からは樹木サイズに相応ふさわしいサイズの枝の他に、数メートル程度の短い枝が生えており、その短い方の枝には、色々な種類の果実が無秩序に実っていた。

「マスター、前方に『揺り篭』と同種の果実を発見したと報告します」

　ナナが洋よう梨なしと葡ぶ萄どうが生なった枝を指差す。

　確かにミーアを救出した「トラザユーヤの揺ゆり篭かご」の中にも、こんな感じに一つの枝に複数種類の果実が生っているものがあった。

「美お味いしそ～？」

「いい匂においなのです」

「肯定。選べ」

　タマとポチの呟きに、ミーア父が頷いて二人に食べたい果実を選ばせる。

　短い指示なのに、二人には普通に通じたようだ。

　果物を手に取ったタマとポチがこちらを振り返った。きっと許可待ちだろうから、二人に頷いてやると嬉しそうに食べ出した。

「でりしゃす～？」
















「しゃくしゃくなのです」

　タマは葡萄を、ポチは洋梨を選んだようだ。

「みかん」

　ミーアが枝の一つに生っていた蜜み柑かんを、アリサとルルに手渡している。

「んまい」

「これがコタツの中で食べるという、幻の果実──蜜柑なんですね」

　ルルは何か大げさに驚いているが、アリサはおもむろに蜜柑を剝むくと、大きく開いた口に一房放り込み、満足そうにむぐむぐと咀そ嚼しやくしている。

「この葡萄はずいぶん粒が立派なのですね」

「同意、美味であると報告します」

　リザとナナも、ミーア母から手渡された巨峰のような葡萄を食べていた。

　みんなお腹なかが減っているのかな？




　樹家のベランダに到着したときに、エスカレーターに慣れない皆が降りられない事案が発生したが、オレが抱き上げて下ろす事で対応した。

「ご主人様にお手数をおかけして申し訳ありません」

「リザ、気にしなくて良いいよ」

　恐縮するリザに微笑ほほえみ返し、ミーアに手を引かれて屋内に入る。

　石壇から見上げた時の印象と異なり、中はかなり広いようだ。

　屋内なのに芝生のような草が床を覆い、壁や天井を這はう蔦には花が咲き、爽さわやかな芳香を放つ柑かん橘きつ系の果実が実っている。

　ここの芝生は高級絨じゆう毯たんみたいにふかふかだ。

『ミーア！』

『おかえり、ミーア！』

　先ほどの広場に出迎えに来ていなかったエルフ達が次々と姿を現してミーアとの再会を喜ぶ。

　揉もみくちゃにされるミーアに心の中でエールを送り、オレ達はミーアの両親と一緒に部屋の中央に向かう。

『テーブル』

　広間の中央に来たミーア父が呟くと、芝生の間から切り株のようなテーブルがむくむくと現れた。

　続いてミーア父が『椅い子す』と声をかけると、芝生の隙すき間まから蔦が持ち上がって椅子になった。

　ミーア父が指を鳴らすと、羽妖よう精せい達が人数分のゴブレットを持ってきてテーブルに並べてくれる。

　今いま頃ごろ気がついたが、羽妖精はトンボの翅はねを持つ者と蝶ちようの翅を持つ者の二種類がいるようだ。

　もう一度、ミーア父が指を鳴らすと、今度は上から降りてきたウツボカズラのような植物が、テーブルの上のゴブレットに甘い香りのする透明な液体を注いでくれた。

　美味しそうに見えるがウツボカズラの樹液だ。

　──飲んで大丈夫だろうか？

「おいし～？」

「美味なのです」

　だが、そんな風に引いてしまったオレと違い、タマとポチは躊躇ためらう事なく口を付けて称賛の声を上げていた。そうか、美味しいのか。

　そんな風にオレ達が目の前で繰り広げられるファンタジーな光景に目を奪われている間に、危険人物の監視が疎おろそかになっていたようだ。

　小さな抗議の声で、オレ達はその事に気付く。

『ハナセ』

『オイコラ、ハナセヨー』

『タしケテ、ラーヤ、タしケテ』

　振り向くとナナに捕まった三人の羽妖精達が、泣きそうな顔でミーア父に助けを乞こうている。

　ナナの両手に一人ずつ摑つかまれ、最後の一人はけしからん事に、ナナの胸元に押し込まれていた。

　──オレと代われ。

　ミーア父もナナの胸の谷間で暴れる羽妖精を見るばかりで助け舟を出さない。

　なんとなくミーア父と視線が合ったので頷き合う。

　──あいたた。

　後ろからアリサに頭を叩たたかれてしまった。羽妖精達はルルが救出してあげたようだ。

「まったく、このオッパイ星人共め」

「誤解だ」

「ん、誤解」

　アリサとルルの責めるような視線から目を逸そらし、揉みくちゃにされるミーアの方を見る。

　やはりエルフはみんなスレンダーらしい。ぽっちゃりエルフはいないようだ。部分的にも全体的にもね。

『マッタク、ヤッテランネーゼ』

『コマッタモンダ』

『ココ、イゴコチイイ』

　ナナから逃げ出した羽妖精達が、なぜかオレの頭の上や肩の上に集たかっている。やさぐれた発言をしているヤツは、オレの髪を引っ張りながらだ。

　それなりに痛いから、その羽妖精を手で包んでテーブルに降ろす。

　ボヤいている羽妖精達に、ポチが焼き菓子を割って食べさせてやっている。

『オウ！　コリャウメーナ』

『ホントダゼ』

『モット、チョーダイ』

　焼き菓子の粉がポロポロと零こぼれているので、後ほど生活魔法で掃除しておこう。

　そんな羽妖精達の称賛の声が聞こえたのか、次々と他の羽妖精達が集まってきた。

『ネエ、チョウダイ？』

『アタシニハ、クレナイノ？』

「あうあう、待ってなのです。も、もう無いのです」

　羽妖精達はエルフ語で話しているので、言葉が通じていないはずだが会話が成立している。

　慌てるポチを見るのも楽しいが、ここは助け舟を出してやろう。

　オレは格納鞄ガレージ・バツグ経由で取り出した篭かご一杯の焼き菓子をテーブルに出してやる。

「さあ、どうぞ──」

　オレが差し出した篭の焼き菓子を目掛けて、羽妖精達がはしゃぎながら突撃する。

　──うわっ。

　勢いが付きすぎたのか、篭に潜り込んで焼き菓子の山に埋没して足だけを晒さらしている者や、焼き菓子を抱えたままテーブルの反対側から落ちている者までいる。

　ミーアと一緒に戻ってきたエルフ達も焼き菓子に興味がありそうだったので、もう二篭分の焼き菓子をテーブルに並べて振る舞う。

「旨うまい」

「うむ」

「良いね」

　大たい抵ていはこんな感じのミーアみたいな単語の称賛だが、中にはミーア母のような長文を話す人もいるようだ。残念ながら、単語会話タイプが優勢らしいが。

「まあ、美味しいわ。凄すごく美味しい。ねえねえ、これはサトゥーさんが作ったのかしら？　本当に？」

「美味しいわね。いくらでも食べられちゃう」

「うふふ、そうね。これは蜂はち蜜みつじゃなくて雪砂糖の甘さかしら？」

　こんな感じで、ほとんどのエルフは友好的だが、全員ではないようだ。

　オレの前にダンッと手を突いて一人のエルフの少年がオレを睨ねめ付つける。

「相思相愛？」

　──誰だれと誰がだ？

　少年の発言に当惑するオレの首元に、ミーアが抱きついてきて、少年に見せつける。

　ミーアが「当然！」とか言っているんだが、事実無根だと思う。

　どうやら、少年はミーアの事が好きらしい。

　さっきから少年と言っているがミーア父と変わらない外見で、年齢もミーアよりかなり年上の二〇〇歳だ。

「どこがいい？」

「綺き麗れい、優しい、強い、楽しい──」

　少年の問いに、ミーアがリズミカルに答えていく。

「──サトゥーは悪い魔法使いに捕らえられていた私を救い出してくれたの、助けてくれたの！　それは凄い事なの、誇らしいの！　赤あか兜かぶとやユーヤにだってできなかったの。本当よ？」

「同意。マスターは崩れる『揺り篭』から私を抱えて脱出してくれたと補足します」

　長文のミーアの訴えに、ナナが自慢気に付け加える。

　ミーアが言う赤兜とは「揺り篭」事件でミーアを助けた鼠人族の戦士で、ユーヤ──ユサラトーヤ氏はセーリュー市の「何でも屋」を経営するエルフの店長さんだ。

　ナナが言っているのは「揺り篭」事件で「不死の王ノーライフキング」ゼンを倒した後に、自壊装置によって塩化して崩れる大樹から逃げ出した事だろう。

　ミーアの迫力に気け圧おされた少年が、「負けない！」と捨て台詞ぜりふを残して去って行った。

「ごめんなさい、サトゥーさん。許して欲しいの。ゴーヤはミーアのお兄ちゃんみたいな子なの。兄妹きようだい同然に育ったのよ？」

　エルフの容姿は似通っているせいで、ゴーヤ君の顔を今一つ思い出せない。

　むしろ、野菜みたいな名前のお陰で忘れずに済みそうだ。

「ゴーヤはいい子なの、本当よ？　でも、ミーアを構いすぎるの、ちょっと過保護みたい。ちょっとだけね？」

　先ほどのゴーヤ君はミーアの「婚約者」発言を真に受けて牽けん制せいしに来たらしい。

　滞在中に誤解を解いてあげないとね。




「このシュークリームの皮みたいなパン、美お味いしいわね」

「イギリス料理店で食べたヨークシャー・プディングみたいな感じかな？」

　なし崩しに宴うたげが始まったので、オレ達も遠慮無くエルフ達の美味しい料理に舌鼓を打つ。

　大きな切り株テーブルの上には焼きたてのヨークシャー・プディングもどきが山と積まれ、その周りにローストビーフやミートパイ、ソーセージ、小魚のマリネ、丸焼きの大魚などが並ぶ。

　肉類だけでなく、ベリーパイやチェリーパイ、それにサラダやカットフルーツが盛られた大皿、ゼリーで作られたタワーなんかも、大きなテーブルの上を飾っていた。

　どれもこれも、ミーアの帰還を祝うエルフ達が持ち寄った品だ。

　エルフ達の間を幼児のような背丈の家妖精ブラウニー達がちょこまかと配はい膳ぜんして回る。

　──ん？　何だろう？　何か違和感を覚えた。

「もちもち～」

「ローストビーフを挟むのが美味しいのです」

「ご主人様、こちらのテリヤキチキンを挟むのもお試しください」

　獣娘達がヨークシャー・プディングもどきに肉を挟んだ物を勧めてくれたので、順番に味見していく。

「マスター、このパイが美味しいと告げます」

　ナナの胸元にパイの粉が積もっていたので、タマやポチとお揃そろいのナプキンを胸元に巻いてやる。

　胸元のラインが隠れてしまい、一部の巨乳マニアなエルフ達が落胆していた。

「おかえり、ミーア！　君の好物の甘あま瓜うりを取ってきてたよ」

「相変わらず細っこいね」

「鴨かもと鹿しかを獲とってきたから、ちゃんと喰くうのだぞ」

　入り口から顔を見せた高レベルなエルフ達が弓を片手に獲物を見せる。

　──そうか！　肉だ。

　肉を食べないはずのエルフ達が、様々な技巧を凝らした肉料理を作り、楽しそうに食べている。

　獣娘達みたいに肉至上主義じゃないみたいだが、菜食オンリーな者はいないようだ。

　視線を巡らせると──。

「まあ、ミーアったら！　好き嫌いしていたら大人になれないわよ？　なれないんだから！　ほら、避よけてないで、お肉も食べなさい。食べるわよね？」

「むぅ、不要」

「食べろ」

　両親に挟まれたミーアが、左右から肉を食べるように言われている。

　どうやら、エルフが肉を食べられないというのは間違いらしい。

　思い返してみると、最初にミーアに肉を勧めた時に「エルフ」「肉」と続けたあと口の前で指をバッテンにしたから、「エルフは肉を食べられない」と勘違いしたが、あれは「エルフのミーアは肉が嫌い」という事らしい。

　その後でアリサが発言した「エルフは肉を食べないんだ」という言葉を、ミーアは肯定しなかった。

　──なるほど、苦手なだけか。

　アレルギーや生活習慣上の禁忌でないなら、ミーアにも肉好きになって貰もらおう。

　豆腐ハンバーグを美味しく感じていたようだし、そこから攻めていこうかな。




「待った」

「いいですよ」

「むぅ、一〇回目」

　ミーア父の「待った」の要求に応こたえたら、横で見ていたミーアがジト目でミーア父を見上げた。

　先ほど宴の途中にエルフ達が持ってきた将棋で対戦しているのだが、なぜか連戦連勝してしまっているのだ。

　高い知力ＩＮＴ値のお陰で数十手先まで鮮明にイメージできるのと、将棋ゲームアプリを作成したときに定番の指し方を学んだ経験が生きているのだろう。

　さらに将棋ゲームアプリ作成時にプランナーのメタボ氏に受けた地獄の特訓の成果が残っていたようだ。若い頃は奨励会にも顔を出していたというメタボ氏は激強だった。

　ちょっとチートくさいので、「待った」のリクエストは無条件で受ける事にしている。

「サトゥーさん、妖精葡萄酒ブラウニー・ワインはいかが？」

「ありがとうございます、いただきます」

　ミーア母が差し出してくれるワインのゴブレットを受け取り、ルビー色の綺麗な液体を目と鼻で楽しんでから口に含む。

　ライトボディの軽いワインだが、今まで飲んだ事のないほど旨い。まろやかで、舌に溶け込むような不思議な味わいだ。

　アルコール度数の高い酒のように鼻を突くような感じはなく、優しい芳香が鼻孔を擽くすぐる。

　竜泉酒とは趣が違うが、実に美味だ。

　エルフ達が用意してくれたチーズやパイも良いが、この味には公都で手に入れたレッセウ伯爵領産のチーズが合いそうだ。

「まあ、素晴らしいチーズね」

「葡ぶ萄どう酒によく合うわ」

　オレの見立ては正しかったらしく、エルフ達も絶賛してくれた。

「指した──むぅ」

　長考していたミーア父が指したので、素早く次の手を指す。

「ご主人様！　こんな料理がありました！」

「マスター、このふわふわした白い物が美味しいと報告します」

　田楽風の料理を持ったルルとマシュマロのようなお菓子を持ったナナが、興奮した様子でオレの口に料理を詰め込んで、次の料理を探しに行った。

　なかなか宴を楽しんでいるようだ。

　食べさせてくれるのはいいが、もう少し優しくして欲しい。

「ハンバーグを食べた事があるというのは本当ですか！」

　エルフ達の向こう、肉料理エリアで戦っていた獣娘達の方から、そんな叫びが沸き起こった。

「おふこ～す？」

「もちろん、なのです！　ポチはハンバーグならいくらでも食べられるのですよ！」

　詰め寄るエルフの少女達に、タマとポチがシュピッとシュタッのポーズで答える。

　リザは肉料理を咀そ嚼しやくするのに忙しくて、こくこくと頷うなずくだけで言葉を発していなかった。骨付きの鳥モモ肉がお気に入りらしい。

　でも、美味しいからって骨ごとバリバリと食べるのは危ないと思う。

「サトゥー様！　ハンバーグの作り方をご存じだというのは本当ですか?!」

「ええ、本当です」

　オレの答えを聞いた先頭の少女が手を叩たたいて喜んだ後、「ぜひ、ご教授ください」と抱きつきそうな勢いで迫ってきた。

　首肯してやると、喜びのあまりオレの首に抱きついて頰ほおずりするほどだった。

「もしかして、オムライスやピザもお分かりに？」

「え、ええ、今度作りましょう」

　二人目の少女の質問にもイエスと答える。

　それを見た三人目の少女が期待を込めて尋ねてきた。

「もしかして、カ、カレーライスも、ですか？」

「すみません、そちらは──」

「や、やっぱり無理ですよね。ニホン料理の事を教えてくれた勇者ダイサクも、カレーの再現は別格なほど難しいって言っていましたから……」

　しょんぼりした三人目の少女の肩をポンと叩いて、オレは先ほど言おうとした言葉の続きを口にする。

「──必要なハーブや香辛料が手持ちにありませんがレシピ自体は分かっています」

　はっと顔を上げたエルフの少女に協力を要請する。

「宜よろしければ香辛料集めに協力していただけますか？」

「はい、喜んで！」

　張りのある声で元気良く頷いた少女に微笑ほほえみ返す。

　──協力者ゲットだ。

　この香辛料から作るカレーのレシピは、黒街ムラァスの闇やみオークションで手に入れた手帳に載っていたのだ。

　手帳には他にも有用な知識が記載されていたが、そういったモノよりもカレーとチョコレートのレシピの二つを、先に再現したいんだよね。あとラーメンも。

　エルフの料理人達とレシピ交換を行う事を約束し、ルルも交えて料理談義に花を咲かす。

　一時間ほどでミーア父との対局も終わり、旅の疲れを理由に次の対戦を断った。

　ベランダに出て、すっかり暗くなったエルフの街の夜景を見回す。

　ここ以外の樹家でも宴が開かれているらしく、賑にぎやかな音楽や笑い声が聞こえてくる。

　下の広場で篝かがり火びを焚たいて宴会を開いている者も多いようだ。

「サトゥー」

「どうした、ミーア。主賓が席を外していいのかい？」

「ん」

　ミーアに手を引かれて、彼女の導くままに樹家を抜け出し、下の広場の宴会の間を通り過ぎる。

「どこまで行くんだい？」

「この先」

　エルフ達の自然に溶け込んだ住居を眺めながら、ミーアの後ろをついていく。

　苔こけむした木の階段を下った先には、色とりどりのキノコが丸く輪を描くように生えている広場があった。

　森の入り口からこの居住区へと転移したときに使った「妖精の輪フエアリー・リング」が幾つも設置されている。

「こっち」

　ミーアが手招きする「妖精の輪フエアリー・リング」に入る。

「転移」

　ミーアの合図で二重になったキノコの輪が交互に点滅する。

　どこに転移するのか分からないが、ミーアのする事だから悪い事じゃないだろう。

　光の点滅速度が上がるほどに地面から噴き出す光が強くなる。交互点滅が終わった時、転移が発動した。

　次の瞬間、オレ達は森の中から、街並みを見下ろす開けた丘の上にいた。

　ここは自然と調和したような樹家の街と根本的に趣が違う。丘から放射状に等間隔に延びる道は整然としており、平屋の家が規則正しく建ち並んでいた。

　計画的に建設された近代日本のニュータウンを彷ほう彿ふつとさせる。

　先ほどまでの樹家がエルフ達の街だとすると、ここはドコだ？

　オレはそんな戸惑いを抱きながら視線を彷徨さまよわせる。

　上を見上げると、木の枝のようなものに支えられた透明な天てん蓋がいがある。街全体を覆うようなサイズだ。

　いや、枝じゃない。あれは世界樹の根だ。

　袖そでを引かれて視線を戻すと、イタズラが成功した子供のような目をしたミーアが見上げていた。

「本当の街」

　ミーアがポソリと呟つぶやく。

　──本当の？

　なら地上の街は偽物なのだろうか？

　そんな疑問を抱きながら、マップを開いて現在位置を確認する。

　どうやら、ここは前にマップで確認したエルフ達のもう一つの居住区らしい。

「普段はこっちに住んでいるのかい？」

　そうミーアに問い掛けたが、「ん」としか答えが返ってこなかった。

　ミーアに手を引かれるままに、少し離れた場所にある路面電車のホームのような場所に行く。

　そこには、術理魔法の「自走する板フローテイング・ボード」のような板が浮かんでいた。

　板は透明だが、色が付いているから術理魔法とは少し違うみたいだ。

　オレ達がホームに着くのに少し遅れて、板に乗った青年が到着した。

　見た目は少年なんだが、似合わないヒゲを生やしている。

　彼を見ていると生え始めたヒゲを無理に伸ばそうとした昔のトラウマが蘇よみがえってくる。

　──似合わなくたっていいじゃないか。

「おかえり、ミーア。もう連れて来ちゃったのかい？　やあ、ボクはツトレイーヤ。ツーヤと呼んで欲しい。ボクも一〇〇年ほど前までは人族の国に留学していたんだ」

　その青年が、オレに気さくに話しかけてくる。

　彼が言うには、先ほどまでオレ達がいた街は、来客用に演出された「いかにも」エルフらしい街として建造されたモノなのだそうだ。

　来客用の演出と言っても悪意ある詐欺の為ためのものではなく、あくまで客を歓迎し、もてなす為のモノらしい。

　なんでも、四〇〇年ほど前に、戦いに疲れ、この地で余生を送ったサガ帝国の勇者ダイサクが主導して作ったという話だ。

　──なるほど。

　半地下の近未来都市みたいなここよりは、樹家のある地上の村の方がオレ達日本人のイメージするエルフの住居らしいね。

　青年の話が長いのにむくれたミーアが手を引っ張るので、青年と再会を約束してその場は失礼させて貰った。

「乗って」

　ホームらしき場所に浮かぶ板に、ミーアが器用に飛び乗る。板は少し沈んだ後、元の高さに復元した。

　ミーアの促すままに横にあった同じ板に飛び乗る。ミーアの告げる番地のような番号を受けて、板が走り出す。

　オレの乗る板は何も言っていないのに、ミーアの乗る板の後ろを追従し始めた。

　板を先導するように街路灯が点ともっていく。蛍光灯のような明るい街灯だ。

　建ち並ぶ家々はどれも同じような大きさで、二〇〇坪ほどの敷地に白い樹脂のような素材を外壁に使ったスレート葺ぶきの屋根を有している。

　これらの家はファンタジーというよりは、近代建築という方が近い印象を受ける。

　何がそうさせるのかは、すぐに分かった。

　──窓だ。

　シガ王国の家の窓は比較的小さなものが多く、どれも木板で作られた換気や採光の為の穴だった。

　だが、ここの家には透明度の高い大きなガラス窓やガラス戸が使われている。

　オーユゴック公爵領の屋敷にはオークガラスを使った窓もあったが、ここまでたっぷり使っていなかったし、大たい抵ていは嵌はめ殺ごろしになっていた。

　ここのガラス戸はレールのある窓枠に嵌まっているので、現代日本の家でよくあるスライド式に開閉するのだろう。

　家を区切るのは金属製の塀ではなく生垣や花壇が多い。どちらかというと花壇が優勢に見える。

　──それにしても、誰だれもいない。

　みんな、樹上村で宴会に参加中なのだろうか？

　オレ達を乗せた板は時速二〇キロメートルほどの速さで、道路の上を滑るように飛んでいく。

　道路はアスファルトというかハードコートのテニス場の地面みたいというか、茶色の細かいビーズのような小石を固めたような感じの素材でできている。

　ミーアに何でできているか聞いてみたが、「知らない」と言われてしまった。

　先ほどのツーヤ君は物知りっぽかったし、再会したときに尋ねてみよう。

　そして、一軒の家の前で緩やかに板が止まる。板は静かに降下し、そのまま地面に吸い込まれるようにして消えた。

「サトゥー」

　ミーアが入り口のドアに触れると、圧搾空気の抜けるような音がして自動的にドアが開く。

　彼女に手を引かれて中に入ると、後ろで自動的にドアが閉まった。なかなかＳＦちっくだ。どうせなら、エアロックみたいに二重扉だったら面白かったのに。

　廊下の天井は透明なドームになっていて、街の天蓋の向こうに月が見える。

　だが、二つのガラスを透過しているせいか、その光は柔らかい。

　ミーアに手を引かれるままに廊下を歩む。

　さすがに廊下まで魔法の仕組みがあるわけではないようだ。

「ここ」

　ここはミーアの部屋らしい。

　ミーアが留守の間も両親がこまめに掃除してくれていたようで埃ほこり一つ無い。

　ベッドが一つに机が一つ。ベッドの傍らにある作り付けの棚には、デフォルメされたペンギンなどのヌイグルミが並んでいた。

　全体的に、ピンク系の淡い色調の部屋だ。観葉植物のようなものは無い。

　なんていうか、女子中学生の部屋みたいだ。

「可愛かわいい部屋だね」

「ん、お気に入り」

　とりあえずミーアの部屋を褒めると、恥ずかしそうにミーアが微笑んだ。

　──自分の部屋を見せたかったのかな？

「待ってて」

　そう言って、ミーアがウォークイン・クローゼットのような衣装部屋に入っていった。

　衣装部屋の扉を閉める前に顔だけ覗のぞかせて、「見ちゃダメ」と呟いてから奥に消えた。

　──言われなくても覗いたりしないよ。

　黙って出てきてしまったので、「遠話テレフオン」の魔法を使ってアリサに連絡を取る。

『ふぁい、こひらアリサちゃんれすよ～』

「──酔っているのか？」

『酔ってませんひょ？』

「ほどほどにしておかないと、酔い覚ましの薬をやらないぞ」

『ういうい、委細承知の助でありまっす』

　明らかに酔いを感じるアリサの言葉に、そっと「遠話テレフオン」の魔法を解除する。

　今度はリザに向けて「遠話テレフオン」を発動するが、返答はなかった。寝ているようだ。

　最後にミーア母に繫つないで、家にお邪魔している事を伝えておいた。

「サトゥー」

　衣装部屋から顔を出したミーアが、意を決したように部屋に飛び出してきた。

　長なが袖そでの白いブラウスに細いプリーツのミニスカートという可愛らしい服装だ。

　特徴的なのは──。

「にーそ」

　ミーアが自分で言ったように、細い足にぴったりとくっついたニーソックス。

　こちらの世界では初めて見る。ちなみに白と水色の縞しま々しまだ。

「似合っているよ」

　オレが褒めると、にへっとはにかんだミーアがくるりと一周してスカートを舞わせる。

　ミーアは縞々柄が好きらしく、ローライズの下着もお揃そろいの縞々だった。

「ミーアちょっといいか？」

「ん」

　こくりとミーアが頷うなずいたので、ミーアの足にぴったりのニーソを指で引っ張って弾力を調べてみる。さほど強い弾力でもないのにぴったりと足にくっつく不思議な繊維だ。

　ボルエナンの森に滞在中に、紡績工房にお邪魔して教えて貰もらえたら皆の衣装にも幅が広がりそうだ。

「サトゥーのえっち」

　抗議の声に視線を上げると、ミーアが頰ほおを赤らめて口を尖とがらせていた。

　──おっと、女の子には少し失礼だったかな？

「ごめんごめん、不思議な繊維だったから気になってさ」

「むぅ、デリカシー不足」

　女の子は幼くても難しい言葉を使うね──って、ミーアの方が何倍も年上だっけ。

　オレはミーアを宥なだめ、そのまま夜半過ぎまでミーアのファッションショーに付き合う事になった。

　樹上村のエルフ達が着ていたようなエルフの民族衣装や、ワンピースのような服、七分丈のスパッツに短めのスカートを合わせたような衣装など、思ったよりも豊富なバリエーションだった。

　なお、エルフの民族衣装だと思っていた服装も、エルフのテーマパークである樹上村を設計した勇者ダイサクのデザインだったらしい。

　そのまま疲れて眠くなってしまったミーアをベッドに寝かせ、オレもその横で眠ってしまった。

　ミーアの部屋のふかふかベッドの魅力には抗あらがえなかったのだ。

　オレは夢も見ない泥のような眠りに落ちた。




「抜け駆け禁止ダァアアアイブ」

　そんなかけ声と衝撃がベッドのオレを襲う。

　横で寝ていたミーアから「ぐぇ」と乙女らしからぬ悲鳴が聞こえた。

「アリサ、朝からダイブは止やめてくれって言ったろ？」

　オレはアリサに抗議しながら、マップを確認する。

　どうやら、アリサ達はミーアの両親に連れられて地下の街へとやってきたようだ。

「いーのよ、これはいつもの遊びじゃなく誅ちゆう伐ばつなんだから！」

　アリサがオレの顔を両手で挟んで顔を近付けてくる。

　誅伐なんて聞き慣れない言葉を使うって事は、何か元ネタがあるんだろう。

　二日酔いしていないところをみると、エルフ達から酔い覚ましの薬を貰ったらしい。

　なぜか、アリサは金髪のカツラを被かぶっておらず、紫色の地毛を晒さらしていた。

「むぅ、重い」

「抜け駆けの罰よ。もうちょっとロリータプレスを味わいなさい」

　ミーアの抗議にもアリサはプンプンと怒ったままだ。

「ご主人様、外凄すごい～？」

「板の上を滑って、扉が勝手に開くのです！」

　そこに興奮した様子のタマとポチを小こ脇わきに抱えたリザが入ってきた。

「アリサ、ご主人様に無礼ですよ」

「ああ、ちょっとリザさん、まだ罰の途中──」
















　タマとポチを下に降ろしたリザが、アリサをベッドの上から排除してくれた。

「マスター、地下の街が凄いと伝えます」

「地下にこんな街があるなんてエルフさん達は凄いですね」

　ナナとルルの二人も、いつもより声のトーンが高い。

　どうやら、みんな地下の街並みを見て驚きを隠せないようだ。

「確かに凄かったわ。宇宙世紀のコロニーや統合政府の移民船みたいな感じだったもんね」

　たとえはよく分からないが、恐らくＳＦ風だと言いたいのだろう。ミーアとの同どう衾きんに我を忘れていたようだが、アリサもエルフの地下都市には驚いていたらしい。

「おはようございます、サトゥーさん」

「ミーア！」

　仲間達の後ろから、彼女達を地下の街に案内してくれたミーアの両親が姿を現した。

　オレも挨あい拶さつを返すが、ミーア父の方はオレと同衾していたミーアを見て目くじらを立てているようだ。

　ミーア母やミーアの反応はというと──。

「あらあら、仲がいいのね？　仲良しさんだわ」

「ん、相思相愛」

　激げき昂こうするミーア父を余よ所そに、誤解を招く暢のん気きな会話を交わしていた。

「異種族、次代無理」

「落ち着いてください、お父さん」

「違う！」

「では、ラーヤさん──」

　オレに矛先を向けたミーア父を宥める。

　なんだか、恋人の両親に結婚の許可を貰いに来た男のようだ。

「──一緒に寝ていただけですよ。いつもはこの子達とも一緒なんですよ」

「ハーレム？」

　オレは他の子供達も一緒だから他意は無いと訴えたかったんだが、ミーア父は斜め上の受け取り方をしたようだ。

　怒り心頭の彼の誤解を解こうと頑張ったが、結局オレの言葉は彼に届かず、この誤解はミーア母が加勢してくれるまで解けなかった。

　いや、誤解が解けたというよりは、ミーア母のマシンガントークを浴びて有う耶や無む耶やになっただけという気もする。

　ミーア母はたっぷり喋しやべった後に本題に入った。

　──用事があったのなら、もっと早く切り出してください。

「サトゥーさん、ミーアとのなれ初めは後で聞かせてね？　楽しみなの。だから、今は長老会の方へ顔を出して欲しいの。呼ばれているのよ？」

　もちろん、オレに否はない。噂うわさのハイエルフに会えるかもしれないからね。

　エルフ達を見る限り、ダイナマイトボディーは期待できそうにないけれど、普通じゃ会えないはずだから、ちょっと楽しみだ。







　世界樹





〝サトゥーです。入社したての新人の頃ころは偉い人との面談に怯おびえていたものですが、無茶な顧客に揉もまれる内にどんどん平気になっていきました。やはり環境が人を育てるものなのですね。〟






「こっち」

　ミーア父に促されて、フットライトに照らされた動く歩道に飛び乗った。

　ここはボルエナンの森の中央。オレ達は世界樹の基部にある長老議会の議事堂へ向かっているところだ。

　世界樹までは樹上の街から地下街に行った時のように「妖精の輪フエアリー・リング」による転移でやってきた。

　ミーア父が寡黙すぎて分からないが、たぶん転移でのみ進入できる区画なのだろう。

　この区画に入った時に「全マップ探査」をしておいたのだが、世界樹の一定より上の階層と最下層がマップに掲載されなかった。違うブロックになっているようだ。

　もしかしたら、「全マップ探査」に抵抗するシステムでもあるのかもしれない。

　分かった範囲で言うと、この世界樹の区画は地下数キロメートル近い深さがある。

　地殻の厚さは覚えていないが、かなり深いんじゃないだろうか？

　あくまで建造物のある区画の広さで、世界樹の根はもっと深く伸び、横にはボルエナンの森全体より広く伸びているようだ。

　昨日行った、ミーアの家があった場所は、世界樹区画から一〇キロメートルほど離れている。

　結構近く感じたのは、世界樹が異様に大きいせいで錯覚したのだろう。

「次、跳ぶ」

　単語で先導するミーア父に続いて、用途不明の銀色の輪を潜くぐる。

　周囲のクリーム色をした通路も材質が不明だ。ＡＲ表示だと「テルピート三型樹脂材の廊下」となっている。テルピートってなんだろう？

　見た目は近代風なのに、森林浴のような清涼な香りと葉擦れのような優しい音色が聞こえる。

　前方で圧搾空気の抜ける音がして、自動ドアが開いた。

　左右に開いたドアの奥に、さらにスライド扉が重なっており、そちらは上下に開いていく。

　その先は二〇メートルほどの直線通路で、行き止まりには先ほどと同じ構造の扉があった。潜水艦の隔壁みたいな感じだ。

　隔壁の向こうは細い渡り廊下になっており、その下には異様に広い格納庫が広がっていた。

「あれは──」

「船外殻」

　オレの呟つぶやきにミーア父が教えてくれる。

　彼が言うように、広大な格納庫には勇者ハヤトの次元潜行船ジュールベルヌそっくりの銀色の船体が、船首を天井に向けて無数に浮かんでいた。

　格納庫の奥の方には双胴型の船体や木製の船体、中には帆船も一緒に浮遊していた。

「あれは全て飛空艇なんですか？」

「違う、外殻のみ」

「でも、浮いているみたいですけど──」

「次元杭デイメンジヨン・パイル」

　確か、「次元杭デイメンジヨン・パイル」っていうのは空間魔法の中にあった、物体を空中に固定する魔法だったはず。

　恐らく、格納庫に無数に並ぶ船体は「次元杭デイメンジヨン・パイル」で固定されていると教えてくれたのだろう。

　……エルフ達の単語会話は推測する力が試されるね。

　それにしても、どの船もぴかぴかで綺き麗れいだ。

　サビたり劣化したりしない仕組みはＡＲ表示が教えてくれた。

「固定化？」

「ん、術理、保護」

　ミーア父の言葉からの推測になるが、術理魔法による疑似物質で船体をコーティングして酸化などから守っているのだろう。

　公都の貴族宅で読んだ上級術理魔法の書物にそんな記述があった。

　武器なんかには使えないが、ある程度魔力供給のできる場所ならば「固定化」を維持できるので、領主の宝物庫アイテムボツクスなんかで使われているそうだ。

　オレが船を眺めていると、技術者風のエルフ達が船体の間で何かを探している姿が見えた。

「──トーヤが作った虚空船なんて本当にあるのか？」

「おかしいなー、絶対あるはずなんだけど」

　マップ検索してみたが、彼女達の探す「虚空船」というのはこの区画には無いようだ。

「ジーア、ここに無かったら、睡眠槽で眠ってるユーアを起こすしか」

「ダメよ、睡眠槽の人を起こすのは絶対ダメ」

　下の二人が何やら揉め始めた。

　睡眠槽ってなんだろう？

「サトゥー、行く」

　ミーア父に袖そでを引っ張られて、本来の目的を思い出した。

　渡り廊下を抜けて格納庫を出ると、今度は光るガラス板のような浮遊板に乗って斜面を登っていく。

　同じような通路が他にも幾つも見えるが、オレ達以外の人の姿は無い。

　この世界樹区画には地上の一〇倍、数万人ものエルフがいるはずなのに、先ほどの格納庫の二人以外は誰だれにも出会わなかった。

　マップを眺めていると、この区画のエルフはほとんど全すべて「睡眠」状態になっている。皆さんお休み中のようだ。さっきの二人が言っていた睡眠槽という場所で眠っているのだろう。

　地上のエルフと違って一万歳を越える高齢なエルフが多い。

　比較的レベルが高いが、高齢なわりにレベル五〇を超えるエルフはいないようだ。

　眠るエルフ達がどういう状態なのかミーア父に聞いてみたいが、「なぜ知ってる」とか突っ込まれそうなので、聞くに聞けない。

　また、エルフの他に八人のハイエルフが世界樹区画にいるようだ。

　やっぱり、ファンタジー系の物語の定番通り、ハイエルフはエルフの王族なのだろうか？

　他のエルフと同様に大多数が眠っており、レベル五〇から七〇の範囲で収まっている。

　もしかしたら、何かレベルを上げない理由でもあるのかもしれない。

　そんな風に世界樹区画のチェックをしている間に、目的地に着いたようだ。

　さっきまで乗っていた浮遊板が地面に吸い込まれるようにして消えていく。

　目の前には一辺三メートルの八角形の扉があった。ここまでの廊下が樹脂製だったのに、ここだけ木目調だ。

　八角形の頂点を結ぶ溝に隙すき間まが開き、昔のカメラにあった絞りのように回転しながら開いていく。

　まるで古典ＳＦに出てくる宇宙船のエアロックみたいな構造だ。

「サトゥー」

　先に扉の向こうに進んでいたミーア父から呼ばれる。

　しまった、扉の構造が気になって見入っていた。オレは早足でそちらに向かう。

　扉の先は千人以上の人が入れるような広々とした議事堂だった。

　天窓のような所から柔らかい光が差し込んでいて、奥にある講壇までの通路を明るく照らしている。

　ここから姿は見えないが、唯一起きているハイエルフが奥の控え室にいるようだ。

　──もしかしたら、会えるかも。

　オレはわくわくと心を浮き立てながら、ミーア父に続いて議事堂の講壇へと向かう。

　講壇の背後にある一段高い席には長老議会のお歴々が二〇人ほど腰掛けていた。

　オレは被告人席みたいな講壇に設しつらえられた席を勧められ、ミーア父と並んで座る。

「シガ王国のサトゥー。貴殿の助力に感謝する」

「シガ王国のサトゥー。邪悪な魔術士の手から幼子を救ってくれた恩を我らは忘れない」

「シガ王国のサトゥー。遥はるか遠方より幼子を連れ帰ってくれた事に我らは報いたい」

「シガ王国のサトゥー。よくぞ──」

　そして、長老一人一人がミーアを連れ帰った事に対してお礼を言ってくれているんだが、なぜか必ず最初に「シガ王国のサトゥー」と付けていた。

　そういう言い回しで言うのが決まりなんだろうか？

　オレがエルフ語を話せるのが伝わっていたのか、彼らはエルフ語を話している。

　この長老達の見た目はミーア父とほぼ同じ若さだ。

　ただ、目が違う。

　なんというか、年経た老ろう亀がめの瞳ひとみというか、落ち着きというよりは無感動に近い静寂を感じる瞳をしていた。

　あまり見られているとウトウトしそうなくらい安定した不動の瞳だ。

　さすがに数千年も生きている人達だけはある。仲良くなって昔話とかを色々聞いてみたいね。

　しかし、このエルフの長老達より黒竜ヘイロンの方が遥かに年上なのに、よっぽど若く感じる。これは種族差なのか、個人差なのか気になるところだ。

　そして、全員がお礼を言い終わるのを待っていたかのようなタイミングで、議事堂の奥の緞どん帳ちようが上がり、部屋一つ分くらいあるような空飛ぶ光る板に乗った人々が出てきた。

　その板にはお待ち兼ねのハイエルフを中心に、その四方を守るように四人のエルフの巫み女こが立っている。

　この四人の巫女達は、公都のセーラ達のような洋風の巫女装束ではなく、「和風」の衣装を着ていた。やっぱり巫女なら白小こ袖そでに緋ひ袴ばかまだよね。

　ただし、シンプルな巫女服ではなく、神楽かぐら舞を舞う巫女のように金細工の冠や鉾ほこ鈴すずを身に着け、銀糸ならぬミスリル糸で刺し繡しゆうされた千ち早はやを着ている。

　残念ながらハイエルフの姿はまだ見えない。

　四方に立つ巫女達のすぐ内側に御み簾すが浮かんでいるからだ。

　たぶん、なんらかの魔法だろう。

　ハイエルフ達を乗せた光る板が、長老達の間を通り抜け、オレの前で停止した。

「「「静粛に～」」」

　巫女達の持つ鉾鈴が、声に合わせてシャリンと鳴らされる。

　誰も喋ってないが、突っ込むのは野暮というものだろう。

「「「聖樹様よりのお言葉です」」」

　ハイエルフは聖樹様って呼ばれているらしい。

　本名はアイアリーゼって言うみたいだから、聖樹様っていうのは役職の略称とか二つ名とかだろう。ＡＲ表示によると称号は「無む垢くなる乙女」、職種は「世界樹：地の管理者」となっていた。

　彼女を隠していた御簾がするりと開いて、アイアリーゼさんが姿を現した。

　──幼い。

　御簾の向こうにいたのは、アリサよりも年下、就学前くらいの幼女だ。

　顔立ちはミーアに近いが、銀髪に赤い瞳をしているので、緑髪碧へき眼がんのエルフ達とは少し違うようだ。耳はミーア達エルフと同じく、少しだけ尖とがっている。

　──おおうっ。

　興味本位で年齢を確認して驚いた。億だよ、億！

　ドライアドの年齢も大概だったが、アイアリーゼさんの年齢は別格だ。

　年齢で億という単位を初めて見た。桁けた数すうを数えている最中に眩暈めまいがしたよ。

　しかし、見た目が、幼女か……。

「シガ王国のサトゥー。よくぞ無事にミサナリーアをボルエナンの森まで送り届けてくれた、のじゃ」

　──ん？

「わっち？　は、とても感謝しています、のじゃ」

　何だろう、この違和感のある喋しやべり方は。

　途中までは流りゆう暢ちように話しているのに、自分の一人称や語尾のあたりで詰まったり、棒読みになったりしている。

　流暢な時は幼さに似合わない落ち着いた声なのに、詰まる時は変にアニメ声っぽく変調した声になっている。

　声優じゃない人が声優のマネをしているような感じだ。

　長老達はそんなハイエルフの姿を見ても、相変わらず不動だ。

　だけど、四方の巫女達は顔を伏せて表情は窺うかがえないものの、肩が震えている。

「どうかしたの、かや？」

　小首を傾かしげる幼女。

　──ん？　なんだろう？

　目の前に立つ幼女に重なって、正座する二〇代の女性の姿が見える。

　そうか、目の前の幼女は幻影だ。前に闇やみオークション会場の白虎人の幻影を見破った時にもそうだったんだが、どうやらオレには幻術の類たぐいは効かないようだ。

　本体の彼女は少し淡い金髪にも見えるプラチナブロンドに碧眼、薄い唇と高すぎない鼻び梁りよう、ルルほどではないにせよ、文句無く美しい。有り体に言って、好みのタイプだ。

　白小袖と千早のせいで体形が見分けにくいが、胸もＣからＤカップくらいはありそうだ。

　座っているので背丈は分からないが、オレと同程度くらいだろう。

　──いい、実に良いい！

　やはり、異世界には幼女や美少女じゃなく、こういう美女との出会いが足りてないと思うんだ。

　セーラやゼナさんは若すぎて恋愛対象にできないし、仲間達やカリナ嬢は保護対象だしね。

　ああ、ボルエナンの森を訪問して良かった。

「褒美は、何が良いでしょう──良いのじゃ？」

　幻影の幼女は自信満々の偉そうな顔だが、本体の彼女は少し顔が赤い。

　彼女が率先して茶番をしたいわけではなさそうだ。

　たぶん、エルフ達のサプライズイベントに付き合わされているのだろう。

　少し困ったような気弱そうな表情に少し惹ひかれる。

「──では、シガ王国のサトゥー。褒美として口付けを授ける、のじゃ」

　しまった、前後の話をちゃんと聞いていなかった。

　手を広げた幼女が、蛸たこのように唇を突き出している幻影が見える。

　本体の美女の方は恥ずかしいらしく、少し下を向いて目を伏せていた。

　幼女にキスをしろと言われたらやんわりと拒否するのだが、こんな美女相手ならＯＫしないわけがない。

　ミーアも気軽にキスをしていたから、きっと欧米の人みたいに挨あい拶さつ代がわりなんだろう。

　オレは地面を滑るように一瞬で歩み寄ると、自然な動作で本体の美女の頰ほおに手を添える。

　唇にキスをする誘惑に負けそうになったが、仮にもエルフの里の代表だ。

　さすがに、それは自重しよう。

　ミーアを助け出した時にオレの額へキスをしていたので、オレもそれに倣ってアイアリーゼさんの額に軽く触れるようなキスをする。

　反応が無いので視線を落とすと、アイアリーゼさんが茹ゆで蛸だこのように真っ赤になって目を回していた。まるでカリナ嬢のような反応だ。

　くてっ、と脱力するアイアリーゼさんを慌てて支える。

　どうやら、気絶していたようだ。

　ひょっとして、マズかったか？




　　　　◆




「シガ王国のサトゥー、我らが聖樹の粗相を詫わびる」

　別室で長老の一人から深刻な表情で謝られてしまった。

「いえ、こちらこそ失礼致しました。もしかして、女性の額にキスをするのは失礼な事だったのでしょうか？」

「否、なれど、それは神聖な行為。軽はずみに行う事ではない」

　そうだったのか……アイアリーゼさんを驚かせてしまったみたいだ。

　失礼な行いではないのが唯一の救いだね。

「アーゼ様は医務室に寝かせてきました。看病にはルーアを付けてあります」

「お加減はいかがでしたか？」

「驚いて目を回しただけですから、一眠りすれば大丈夫ですよ」

　部屋に戻ってきた巫女エルフ達がクスクスと笑う。

「年とし頃ごろになったエルフの子達に額にキスされるなんていつもの事なのに、あんなに慌てるなんてアーゼ様らしくなくて驚きましたけどね」

「クーア」

　お喋りな巫女エルフを、長老エルフが深みのある声で窘たしなめた。

「先ほどは言いそびれたが、我らボルエナン氏族のエルフは君達を歓迎する。君達用の家を建てるまでの間は、客人用の館やかたを使って欲しい」
















　──はい？　家を建てる？

「いえ、そこまでしていただかなくても。滞在中は樹家に住まわせていただければ十分です」

「でも、外の家は落ち着かないでしょ？　家なんて一年もあれば完成しますよ」

　オレの言葉に巫女エルフが首を傾げる。

　エルフの時間感覚はオレの予想以上に長いらしい。

　少なくともオレ達が一年以上滞在する前提のようだ。

　長居しても半月くらいのつもりだったんだが、あまり早く発たつと失礼にあたらないかが少し心配だ。

「住む場所はそれで良いとして、ミーアを助け出してくれたお礼の品は何が良いだろう。何か望みはあるかな？」

「お礼、する」

「ラーヤが個人的に礼をするのは構わぬ。ワシが言っているのはエルフの里全体でのお礼の話だ」

「ん、理解」

　ミーア父の言葉を長老が訂正する。

　お礼が欲しくてミーアを故郷まで連れてきたわけじゃないんだけど、ここで「お礼なんていらない」っていうのも失礼な発言かもしれない。公都の貴族達相手でもそうだったしね。

　ここは無難なお礼を頼もう。

「でしたら、ボルエナンの森を観光する許可をいただけますか？」

「うむ、許可する。ただし──」

　世界樹区画などの立ち入り禁止区画やプライベートスペース──エルフ個人宅や工房などはそれぞれの所有者の許可が必要──以外はフリーパスで入って良いと許可を貰もらった。

　ミーアの歓迎会が落ち着いたら、みんなでエルフの里を観光して回ろう。

「それで謝礼は何が良いか決まったか？」

　あれ？　さっきの観光許可だけで十分だったんだけど……。

　その時、オレの脳裏に広大な格納庫で見た銀船の外殻や帆船が過よぎった。

　ボルエナンの里から迷宮都市までは海路か空路で行こうと考えていたので丁度良い。

「先ほど、格納庫で見かけたのですが──」

　ダメ元で船の外殻を求めてみたところ、少し思案した後に長老が許可してくれた。

　後で聞いた話だが、お礼の品に不良在庫のガラクタを渡して良いものか迷っていたそうだ。

　滞在中に魔改造して遊ぼうと思う。




　　　　◆




「ルーア、水ぅ～」

　淡く光る透明なベッドに寝かされていたハイエルフのアイアリーゼさんが、寝ぼけ眼で起き上がった。

「アーゼ様が目覚めたみたいです」

　長老達との話が終わった後、アイアリーゼさんの様子を見に寄ってみたのだが、丁度良いタイミングだったようだ。

　巫女のルーアさんが水差しから注いだ水を彼女に手渡してあげている。

　水を入れたコップはガラスみたいな質感だが、持った感触はプラスチックに近い不思議な素材だった。ＡＲ表示ではアルアのゴブレットとなっている。アルアが素材名なのだろう。

「うう、絶対、ダイサクの話が間違っていたのよ。ハイエルフは銀髪の幼女姿で、語尾が『のじゃ』だって言うから」

「アーゼ様」

　ルーアさんがオレの存在をアイアリーゼさんに伝えようとしているが、彼女は自分がまくし立てるのに必死で、まるで気がついていない。

「分かってるわよ、故人に愚痴を言ってはダメだって言うんでしょう？」

「アーゼ様！」

　アイアリーゼさんは、ミーアのように頰を膨らませて拗すねている。

　ちょっと可愛かわいい。うっかりしたら惚ほれそうだ。

「もうっ、少しくらいいいじゃない。絶対、変な女だと思われたわ。ミーアを連れ帰ってくれた恩人なのに、エルフの里の印象が最低になっちゃったんじゃないかしら」

「アーゼ様!!」

　確かに、情緒不安定に騒ぐ様子は変だと思うけど、めまぐるしく変わる豊かな表情にはわりと好感を持ってますよ。

「昨日は用事を済ませてからミーアに『オカエリ』って言いに行ったのに上の街にいないし。そうよ、あのアリサっていう子も、『ハイエルフは銀髪幼女が基本なの、間違いないわ』とか『ご主人様は幼女がキスを求めたら必ず断るわよ』って言ってたのに、全然違うし」

「アーゼ様……」

　そうか、アリサも一枚嚙かんでいたか。

「もう、これだからニホンジンは油断ならないのよ。昔から人をオモチャにして」

　歴代の日本人に何人か会った事があるようだけど、アリサみたいなのにばかり出会っていたに違いない。

　オレみたいに普通なのもいるのに、巡り合わせの悪い人だ。

　それにしても、アリサが日本人って分かった理由は何だろう？

　本人が言うとは思えないから、転生者の証あかしである紫色の髪で気がついたに違いない。

　金髪のカツラを被かぶらせておくべきだった。

「アーゼ様、お願いですから私の話を聞いてください」

「もう、ルーアったら、何よ」

　ルーアさんが小さく指差す方には、オレがいる。

　アイアリーゼさんが油をさしていないブリキ人形のように、ギギギと首を巡らせる。

　目が合った。

　あうあうと、うろたえるアイアリーゼさん。

　落ち着きのある大人な外見と、ガードの甘そうな迂う闊かつな行動のギャップがいいね。こういうのもギャップ萌もえと言うのだろうか？

　それはさておき、ここは助け舟を出そう。アリサも悪いみたいだしね。

「ルーアさんから伺いましたが、朝から熱を出して臥ふせっていたそうですね。うわごとを呟つぶやくほどだったとか……」

　詐術スキルの協力ででっち上げた話を、ルーアさんにパスする。

「そ、そうですよ、アーゼ様。まだ熱は下がっていないのですから、今日の所は無理せずにお休みくださいませ」

　ルーアさんも、オレがでっち上げた「変な言動は高熱で朦もう朧ろうとしていたせい」という作り話に素早く乗っかってくれた。

　アイアリーゼさんが落ち着いた頃ころにもう一度伺う約束を交わして、その日はお暇いとまする事にした。

　ルーアさんによると何か話があるそうだ。

　厄介事の予感がするが、聞くだけなら別にいいだろう。




　ミーア帰還歓迎の宴うたげが続く樹上の家に帰ると、なぜかミーアから「正座」と言われた。

　密告犯は先に帰っていたミーア父ではないようだ。アリサやミーアの後ろで、三人の巫み女こさんが楽しそうに笑って焼き菓子を食べている。

　口の軽いお喋しやべり娘達には、涙が出るような激辛クッキーを差し入れしてやろう。







　石舞台の修行





〝サトゥーです。女教師というジャンルに憧あこがれます。真ま面じ目めで凜り々りしい先生が、私生活ではポンコツというスタイルが好きです。残念ながら年上には相手にされた事がありませんけどね。〟






「ご主人様、面白いお茶菓子貰ってきたわよ」

「ありがとう、アリサ」

　小さなカップケーキでいっぱいの篭かごを抱えたアリサがオレの横に座る。

　普通のカップケーキに見えるが、中にトロリとした完熟果実が入っているそうだ。

「これはアルコールが入っていないだろうな？」

「もう、あれは初日だけの失敗だってば」

　同じミスは二度もしないとアリサが笑う。

　あの日、飲酒を禁じているはずのアリサ達が酔っ払っていたのは、差し入れられた菓子の香り付けに使われた酒のアルコール分が抜けていなかったからだった。

　ここは初日に訪れた樹家のリビングで、あの日以来、ここを住居として与えられている。

　ミーア一家は地下空洞にある実家への滞在を勧めてくれたのだが、久々の親子の団だん欒らんを邪魔したくなかったのでこちらに滞在しているのだ。

　もっとも、あれから四日経過してもミーア帰還の宴が続いている状況では、あまり意味のない気遣いだったかもしれない。

　今も沢たく山さんのエルフがミーアを中心に賑にぎやかに談笑している。両親に甘えるミーアは幼い外見相応で微笑ほほえましい。

　タマとポチの二人はエルフ達のみならず、給仕や清掃を行うブラウニー達からも人気で、マスコットのように愛めでられている。

「かもジャーキ～？」

「こっちは赤あか鹿じかのジャーキーなのです！」

「アタリ」

「やるな！　今度はとっておきだぞ」

　今も餌え付づけ──もとい、ジャーキーの種類当てをして楽しんでいるようだ。

　リザは二人の後ろで、粗相をしないように監督している。もちろん、周りから勧められるジャーキーはもれなく彼女の胃袋の中へ直行していた。

「ナナ、もっと」

「ふかふか」

「焼き菓子美味しい」

　初日は力加減を間違えて羽妖よう精せいに嫌われていたナナだったが、今では甘い焼き菓子という援軍を得て羽妖精との友情を取り戻せたようだ。

　ナナの肩や頭の上に座った羽妖精達がモリモリと焼き菓子を食べていた。

　ふかふかと言っているヤツはけしからん事に、ナナの豊かな胸の谷間に腰掛けている。オレと代われ。

　この羽妖精達はエルフ語しか話せないので、仲間達は意思疎通の補助に翻訳指輪を装備している。

　この指輪はミーアの両親が手配してくれたモノだ。公都で出会ったルモォーク王国のメネア王女が、日本人召喚者達に貸し与えていたものと似た指輪だった。

　竜の谷の戦利品にも無いレアな品なのに、一人一個ずつの翻訳指輪を無償で無期限貸与してくれた。

　昔、翻訳指輪を作る事に情熱を傾けたエルフがいたらしく、ボルエナンではそれほど珍しい品ではないそうだ。

　教えを乞こいたい偉業だが、残念ながら件くだんのエルフは世界樹で睡眠中らしい。

　その睡眠中のエルフの事は、宴に来た酔っ払いエルフに尋ねてみたところ、あっさりと教えて貰えた。

「──ああ、睡眠槽ってのは、生きるのに飽きたヤツや思い出が風化するのが嫌なヤツが入るのさ。五〇〇年くらいまでなら記憶も鮮明だが、そこから先はどんどん記憶が色あせていく。数千年から一万年くらい生きた長老達はどんどん無感動になっていくみたいだ」

　なるほど、忘れたくない思い出を抱えて眠っているらしい。

　確かに生き物の脳みそなんて、そんなに容量があるはずないもんね。

「ハイエルフ様も同じなのですか？」

　アイアリーゼさんを始めとしたハイエルフ達は一億歳超えだし、エルフとは桁けたが違う。

「ハイエルフ様達は記憶庫があるから記憶の風化なんて関係ないし、生きるのに飽きたか自己嫌悪で引き篭こもっただけ──」

　オレの質問に答えかけた酔っ払いエルフが、真面目そうな顔のエルフに肘ひじ鉄てつを食らって止められていた。

　どうやら、エルフ達のタブーに触れてしまったようだ。

　微妙に気まずい雰囲気を打ち払ったのはミーアの明るい声だった。

「サトゥー」

　さっきまで母親の腕にくっついていたはずのミーアが、エルフの少年少女三人を連れてきた。

　涙の再会的なシチュエーションは二日目以降激減したが、今もこうして初めて来るエルフをミーアが一人一人丁寧に紹介してくれている。

「ソーヤ、プーヤ、エーア」

　──あまり丁寧ではない気もする。

「お前がラーヤを将棋で負かしたサトゥーだな」

「強敵」

「ラーヤは私達『ボルエナン遊戯会、夜明けの四天王』の中でも最弱！　あなたの将棋が私達に通じるかしら！」

　開いた口が塞ふさがらないノリだが、こういう謎なぞ文化は勇者ダイサクが持ち込んだものだと、ここ数日で学んだ。

　ラーヤことミーア父が「むぅ、失礼」と口を尖とがらせていたが、総スルーされていて少し寂しそうだった。

　ちなみに『夜明けの』の他ほかにも『暁の』や『風鳴りの』など、遊戯会四天王には沢たく山さんのシリーズがある事も付け加えておく。

　エルフ達相手に将棋で無双したお陰か、称号に「将棋名人」「遊戯王」というのが増えていた。

「将棋の勝負ですね。いいですよ」

「では、私から」

「いえいえ、せっかくですから三面指しにしましょう」

「傲おごり」

「ふん、そんな余裕も最初だけよ！」

　エルフは負けず嫌いが多いようで、ミーア父と同様に「待った」を多発する者が多かったので同時に対局する事にした。

　異世界に来て若返ったこの身体からだは知力ＩＮＴ値が上カ限ンにス達トしているせいか、多面指しでも苦にならないのだ。

　お陰で「並列思考」というスキルをゲットできた。

　残念ながら字面ほど凄すごいスキルではない。ＣＰＵで言うマルチコアではなくマルチスレッド的な並列処理なので、処理能力の総計は元のままなのだ。

　簡単に喩たとえるなら「ながら作業の達人」といった感じだろうか？

　何度目かの「待った」で三面が同時に止まったタイミングで、階下の厨ちゆう房ぼうからエプロン装備のルルが戻ってきた。

　料理好きエルフの少女達と一緒だ。

　勇者ダイサクが語った日本料理を研究しているというネーアさんが一歩前に出た。

「サトゥーさん、昨日お約束したハンバーグを作ってきたので、ご評価をお願いします」

「ええ、喜んで」

　ネーアさんが自称ハンバーグの皿をオレの前に並べた。試食用なので、どれも一口サイズだ。

　ミートボールっぽい小玉、ペースト状にした肉を焼いたモノ、麵めん状にした後にそれを編んで小判サイズの塊にしてから網焼きにしたモノ、塊肉にしか見えないモノ、そして最後に見た目はハンバーグそのものが載った皿が並べられている。

　明らかにハンバーグではないものが交ざっている理由は、勇者ダイサクが言い残した言葉が「肉を捏こねて焼いた料理」という曖あい昧まいなものだったかららしい。

　彼はオレ以上に料理知識がなかったようだ。

「コレ以外は、どう見てもハンバーグじゃないけど、文句無く美お味いしいわ」

「うん、確かに」

　アリサの評価に同意する。

「特にこのペースト状のヤツと編み麵が美う味まいな」

　ハンバーグではないし、地球では見かけない料理だ。創作料理の店なんかに並んでそうな感じの料理かな。

　ネーア式ハンバーグがハンバーグっぽくないのは、肉だけで作ろうとしているせいだろう。

　ネーアさんは「牛肉一〇〇％です」と言っていたので、勇者ダイサクの伝え方に問題があったようだ。

　肉だけで作るとパサパサになり易やすいのだが、その辺は数百年の試行錯誤でなんとかしたらしい。

　数百年か……さすがエルフ、タイムスパンが人族と違う。

　それにしても、つなぎも無しに肉だけで麵なんてどうやって作ったのか謎過ぎる。

　ルルもアリサの横で試食した後、オレが教えたハンバーグを作りに厨房へと向かった。

「他にも百種類以上あるんですけど、この五種類が最もダイサク様の言い残した料理に近いと思うのです」

「それは凄いですね。ぜひ滞在中に全種類制覇してみたいものです」

「ええ、ミーアの恩人ですもの。腕によりを掛けて作りますわ」

　オレの厚かましいお願いをネーアさんが快諾してくれた。

　一緒に来た料理好きエルフ少女達も自分達のレシピを伝授してくれるらしい。滞在中にルルと二人でいっぱい教えて貰もらおう。

　──きゅるるる。

　可愛かわいいお腹なかの音に振り返ると、涎よだれを零こぼしそうな顔をしたタマとポチがこちらを見つめていた。

　さっきまでジャーキーの食べ比べをしていたとは思えない表情だ。

「試食してみるかい？」

「あい！」

「はいなのです！」

「微力ながらお手伝い致します」

　水を向けると、飛び上がりそうな勢いで二人が手を上げて肯定した。

　いつの間にか二人の背後に立っていたリザも試食したいようだ。お澄まし顔だが、尻しつ尾ぽがぴたぴたと動いているので、声が掛かるのを待っていたに違いない。

　そして、タマとポチから順に食べて貰ったのだが──。

「にゅ～？　ハンバーグ違う～」

「ハンバーグは、もっと柔らかくて弾力があって食べるとじゅわっとなるのです！　こう、ぱくっと食べると幸せなのです」

　ネーアさんの前で腕をふりふり熱く語るポチの手からフォークを奪う。危ないからね。

　リザはそれぞれ一口ずつ食べてうんうんと頷うなずいている。目め尻じりが緩んでいるので、満足のいく味だったようだ。

　そこにルルが焼きたてのハンバーグを運んできた。

　ハンバーグはファミレスにあるような皿に盛ってある。木の皿の上に、熱々の黒い鉄皿が載っているタイプのヤツだ。

　ネーアさんが感無量といった感じで香りを楽しみ、目に焼き付けるようにハンバーグの詳細を確認している。冷める前に早く食べなよ。

「それでは、いただきます」

　ナイフとフォークで一口分に切って小さな口に運ぶ。

　タマとポチが涎を垂らしながら、そのフォークの動きを目で追っている。

　ちらりとリザの横顔を見たが、少し口が開いているだけで涎は垂れていなかった。視線の行方に関しては不問にしよう。
















　──それにしても。

　泣きながら食べるのは止やめて欲しい。

　ネーアさんにとっては幻の料理だから仕方ないのかもしれない。

　もっとも、彼女の腕なら、一度食べたらすぐにでも再現してしまいそうだ。

「サトゥー」

　両親の間からこちらを見ていたミーアが、いつの間にかオレの傍そばに来ていた。

「トーフハンバーグ」

　後ろから首元に抱きついたミーアが、頰ほおをすり寄せながらおねだりしてくる。

　アリサがにこやかな顔を引きつらせながら、ミーアの手を剝はがそうと奮闘を始めた。

　──止めなさい、大人げない。

　オレは心の中でアリサを窘たしなめ、ミーアを宥なだめるように頭を撫なでる。

「仰せのままに、お嬢様」

　ミーアに軽口を叩たたいて首に回した手を外させたオレは、ネーアさんが落ち着いて味わえるようにタマとポチを小こ脇わきに抱えて台所に向かう。

　ルルも手伝いに来てくれたので、ミーアリクエストの豆腐ハンバーグだけでなく、和風ハンバーグや煮込みハンバーグ、トマトバーガーなんかも作ってあげよう。

　もちろん、欠食児童達の分も忘れずにね。




　完成した豆腐ハンバーグを持って戻ると、エルフの来客が増えていた。

　ここでハンバーグが食べられるという噂うわさが口コミで広がってしまったらしい。

「すぐに新しいハンバーグが来ますから、もう少しお待ちください」

「ん、了解」

「楽しみね、楽しみだわ」

　エルフ達に軽く挨あい拶さつしてから、ミーアに豆腐ハンバーグの皿を差し出す。

「はい、ミーア。お待ちかねの品だよ」

「ん、ありがと」

　ミーアの前に置かれた皿を見て、ミーアの両親やエルフ達の間にざわっと驚きが走った。

　その場にいる皆の視線を集めながら、ミーアが豆腐ハンバーグを一切れ口に運ぶ。

　むにむにと咀そ嚼しやくしながら、ミーアがふにゃっと擬音が出そうな顔で幸せそうに目を細めた。

「「「ミーアが肉を！」」」

　エルフ達が声を揃えて驚く。

　いや、そこまで驚かなくても。

「偉いぞ」

「ミーア、立派よ。立派だわ。今日はお赤飯を炊かなくちゃ、炊くべきよね？」

　両親がミーアに抱きついて喜ぶが、ミーアは食事を邪魔されて困惑顔だ。

　いや、はしゃぐ両親を見て、少し得意そうな顔になった。

　──うん、成功だ。

　オレは悪巧みの成功に内心でほくそ笑む。

　あらかじめミーアの両親から、ミーアに肉アレルギーが無い事を確認していたので、今回の豆腐ハンバーグは豆腐だけでなく、脂肪分を排除した肉を一割ほど混ぜて作ってみたのだ。

　試食した感じでは、肉々しい感じはしなかったし、ミーアも肉入りとは気がついていない。

　ミーアへの告知は、もう少し肉の割合を増やしてからが良いいだろう。

　──ふっふっふ、食育の魔の手はいつもキミを狙ねらっているのだよ。





＞「策略」スキルを得た。






「ご主人様、笑顔が怖いわよ」

　なんとなく、脳内で悪役気分を出していたら、呆あきれたような声のアリサから指摘を受けた。

　気を抜いていると、「無表情ポーカーフエイス」先生スキルが働かないらしい。

　そこにルル達が皿に山積みになった各種ハンバーグを運んできた。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たにしていたリザに頼んで、予備の小皿をこちらに運んで貰う。

「お待たせしました、ご賞味ください」

　オレはそう告げて、エルフ達に各種ハンバーグを勧める。

「美味」

「美味しい！　とっても柔らかいの、口の中に旨うまみが広がるわ！」

　エルフ達が口々にハンバーグを称賛した。

　ルルとリザにヘルプを頼んでハンバーグのお代わりを焼いたのだが、「勇者の言い残したハンバーグの再現」という言葉のインパクトが強かったらしく、何度焼いてもお代わりのリクエストがやってくる。

　ネーアさん達三人娘にハンバーグのレシピを伝授して、他の樹家でもハンバーグの量産を始めて貰わなければ、厨房から解放されるのは明日あしたになっていたに違いない。

　普通の肉の在庫は結構消費したが、クジラ肉を除いても、魔物肉はかなりあるので当分は大丈夫だろう。

　ハンバーグに喜んだエルフ達がお礼だと言って大羊や紅こう鶏けいなどの家畜をプレゼントしてくれたしね。

　家畜達は樹家のある大樹根元の広大な洞うろに作られた厩きゆう舎しやで、馬や走竜と一緒に「動く人形リビング・ドール」の厩きゆう務む員いんが世話してくれる予定だ。

「お疲れ様、ルル」

「いいえ、これくらい平気です」

　一仕事終えたオレとルルは、エルフ達が手土産に持ってきた郷土料理を食べながら、争うような勢いでハンバーグに舌鼓を打つ人々を眺めて満足に浸った。




　　　　◆




「「「ヘイ・ボーイ、来訪者だじぇ」」」

　エルフの里七日目の朝食後に、突然、樹家のリビングに掛けられた複数の謎なぞ彫刻が同時に喋しやべりだした。

　完全に不意を突かれたらしく、さっきまで遊んでいた将棋崩しの山を覗のぞき込んだ姿勢のまま、タマが尻尾を膨らませて硬直している。

　驚きに目をまん丸にしたポチも椅い子すから落ちそうになっていたが、横に座っていたリザが支えてやって事なきを得たようだ。

　どうやら、この謎彫刻はインターフォンのようなものらしい。

　宴うたげが開かれていた昨日までは動いていなかったから、気を利かせた誰かが起動させてから帰ったのだろう。

　壁に掛かった鏡がモニターのように来訪者の姿を映すかと思ったが、そこまでの機能はないようだ。

　オレが立ち上がると謎彫刻の声が止んだ。

「私が見てきます」

　ルルがパタパタと階下にお客を迎えに走っていく。

「おはようございます、サトゥーさん」

「おはよう」

　ルルに連れられてやって来たのは意外な人達だった。

「いらっしゃい、アイアリーゼ様、ルーアさん」

　オレは巫み女こルーアさんとハイエルフのアイアリーゼさんを部屋に招き入れる。

「ほら、アーゼ様──」

「う、ううっ、分かったからせっつかないでよ、ルーア」

　なかなか話し出さないアイアリーゼさんの肩をルーアさんがつつく。

「ご主人様、わたし達はちょっと馬達を散歩させてくるわね」

「ああ、頼むよ」

　何か話しづらい様子のアイアリーゼさんを見たアリサが気を利かせて、部屋で寛くつろいでいた仲間達と一緒に席を外してくれた。

「申し訳ありません、気を遣わせてしまったようで……」

　恐縮するルーアさんを宥めて、二人に椅子を勧める。

　アイアリーゼさんは人見知りな所があるのか、上目遣いでオレを見てモジモジするばかりで全然喋ろうとしない。

「ほら、アーゼ様っ。ダメなところばかり見られて恥ずかしいからって、いつまでもウジウジしないでくださいっ」

　その事にじれたルーアさんが、アイアリーゼさんの頭を両手で挟んで、強引にグイッとオレの方に向けた。

　──ちょっと、ルーアさん！

　気持ちは分かるけど、アイアリーゼさんが首を痛めるよ？

　オレと目が合ったアイアリーゼさんが、テンパった顔で口を開いた。

「こ、この間はごめんなさい！」

　アイアリーゼさんが何の言い訳もなしにオレに頭を下げた。

　この間の銀髪幼女の件だろう。

「私の方こそ、アイアリーゼ様の言葉を真に受けて口付けしてしまって申し訳ありません」

　アイアリーゼさんに「ご不快ではありませんでしたか？」と尋ねてみたら、「そ、そんな事ないっ──」と真っ赤な顔で断言された。

　オレは緩みそうになる頰を「無表情」スキルの助けを借りて抑え込む。

「では、両方悪い、もしくは両方悪くないという事で終わらせましょう」

「うん、サトゥーがそれでいいなら──」

　オレの言葉にアイアリーゼさんが、安あん堵どの吐息をついた。

「噂には聞いていましたけど、サトゥーさんの精霊光は本当に綺き麗れいですね」

　アイアリーゼさんとオレの間に漂う微妙な空気を、瞳ひとみの色を銀色に変えたルーアさんが話題を変えて払ふつ拭しよくしてくれた。

「そうなんですか？　私には精霊光というのが見えないのでよく分かりませんが──」

「こんなに強い光なのに、精霊視の力が無いんですか？」

　オレの答えにルーアさんが驚きの声を上げた。

「ダイサクもそうだったけど、勇者って変なところが不器用なのよね」

　アイアリーゼさんがさらりと爆弾発言をする。それに応こたえたのはルーアさんだ。

「サトゥーさんは勇者様なのですか？」

「ほら、ルーアにも言ったじゃない。サトゥーは黒竜と戦っていた虹にじ色いろの精霊光の勇者よ」

　そういえば黒竜と戦っていた時に、世界樹方向からアイアリーゼさんに「遠見クレアボヤンス」系の魔法で覗かれていたっけ。

　あの時はナナシの格好に変装してあったはずだから、一応とぼけておこう。

「あの、何の事でしょうか？」

　オレの答えにアイアリーゼさんが首を傾かしげる。

「山脈で戦っていたときの事よ──って、あれ？　今日は勇者の称号じゃないのね」

　無数にあるアイアリーゼさんのギフトの中に「鑑定アナライズ」があった。

「そういえば、あの時は名前が空欄だったし、今日はレベルやスキルも違うのね」

「それは誰か他の人とお間違えでは？」

「あはは、そんなに特徴的で強い精霊光を出す人が他にいるわけないじゃない」

　オレはアイアリーゼさんの問いにとぼけてみたが、それは一笑に付された。

「私達ハイエルフや天竜達だって、そんなに凄すごい精霊光を放っていないわ」

　うっとりとオレを見つめるアイアリーゼさんの表情は素敵だが、今のオレに見み惚とれるような余裕はない。

「もしかして、サトゥーは自分が勇者なのを隠したかったの？」

「ええ、私が勇者なのを権力者に知られたら面倒事が舞い込んできそうでしたから──」

　オレ一人なら、どうとでも振り切れるが、仲間達はそういうわけにはいかないし、なによりのんびりと物見遊山の旅を楽しむ事もできなくなるからね。

「ふ～ん」

　よく分からないと首を傾げるアイアリーゼさんに、ルーアさんが何やら耳打ちしている。防ぼう諜ちようの魔法道具マジツク・アイテムでも持っているのか、オレの「聞き耳」スキルでも会話の内容は拾えなかった。

　普通なら、「黙っていてやるから何々しろ」みたいに要求されると身構えるところなんだが、どうも、ここのエルフ達を見ているとそんな言葉が予想できない。

　何かして欲しかったら、交換条件ではなく普通に頼んでくる直球タイプばかりだ。

「なら！　私が！　教えてあげる！」

　拳こぶしを握り締めたアイアリーゼさんが立ち上がって宣言する。何を教えてくれるか分からないので、彼女の次の言葉を待つ。

　見つめられるのが恥ずかしかったのか、真っ赤になってしゃがみ込んでしまった。

　微妙に面倒なタイプというか、何をそんなにテンパっているんだろう？

「だから！　ミーアを里に送ってくれたお礼に、私が精霊光の抑え方を教えてあげる！」

「それは願ってもない事ですが、宜よろしいのですか？」

「ええ、任せて！」

　ルーアさんの背後に隠れるようにして言葉を紡ぐ。

　なんていうか小柄なルーアさんに隠れると、中学生の背後に隠れる気弱な先生みたいだ。

　こうして、オレは少し頼りないアイアリーゼ先生の教えを乞こう事になった。




　ドライアドの「転移」で世界樹から三○キロメートルほど離れた岩場までやって来た。

　ボルエナンの森の中では比較的自由な場所に転移できるらしい。

「サトゥーさん、こちらです」

　巫み女こルーアさんに先導されて岩場を進むと、滝を見下ろす場所へと抜ける。

　障害物の無い正面に、世界樹の雄大な姿が飛び込んできた。

「やっぱり世界樹は大きいですね」

「ええ、山樹も大きいですけど、世界樹は別格です」

　あれだけの大きさがあって、よく自重で倒れないものだ。

　そう思って質問したところ──。

「長老様方の話だと、世界樹自身が維持する『次元杭デイメンジヨン・パイル』という魔法で支えられているそうですよ」

　なるほど、前に世界樹内の格納庫で見た銀船の船殻を固定していた魔法と同じヤツか。

　歩を進めながらそんな会話を巫女ルーアさんと交わす。

　やがて、滝の前に巨大な岩を寝かせた石舞台が見えてきた。そこには先発していたアイアリーゼさんが待っていた。

　いや、いるのはいいんだ。

　何、その格好？

　白シャツにタイトスカート、おまけに三角レンズのメガネまで。髪型は後ろでお団子にしているが、サイドの髪を左右に一房ずつ残している。あの短たん杖じようは指示棒の代わりなんだろう。

　いわゆるステロタイプの女教師といった格好だ。

　勇者ダイサク……文化ハザードもほどほどにしようよ。

　まあ、今回のは目の保養になるからいいか。

「サトゥー君、遅いわよ」

　赤くなるならコスプレなんてしなければいいのに。

　ジト目で見てやりたいところだが、話が進まなそうなので無表情スキルに頑張って貰もらった。

「遅れてすみません」

「アーゼ様こそ、遊んでないで導師の衣装に着替えてください」

「いいじゃない、この衣装なら教育スキルに＋１の効果があるってダイサクが言っていたわよ」

「それは彼の冗談です」

　アイアリーゼさんは、ルーアさんに怒られてというよりも「教育スキル＋１」というのが噓うそだと教えられて愕がく然ぜんとしている。

　どうして、そう信じるかな。

　アイアリーゼさんが気を取り直すまで、岩舞台の上から滝の絶景を見下ろす。

　有名なナイアガラの滝ほどとは言えないが、複数の滝が一つの淵ふちに向かって落ちていてなかなか壮観だ。

　岸壁に沿って浮かんでいる岩からも水が流れ落ちている。オレの持つ「奈落の水袋ウエル・バツグ」みたいな原理なんだろうか？　なかなか不思議フアンタジーな光景だ。

　コホンと一つ咳せき払ばらいの声が聞こえたので振り返る。

　そこには巫女服に着替えたアイアリーゼさんの姿があった。衣擦れの音に誘われて、振り返ったりしないようにするのが大変だった。

「では、修行の前に、これを飲んでください」

　助手役のルーアさんが薬包に入った青い粉を差し出してくる。

「これは？」

　公都の宝石工房で見たサファイアの粉みたいな感じだ。たまにキラキラと発光しているので、何かの魔法薬なのだろう。

　ＡＲ表示では「聖樹石の粉末」となっていた。

「聖樹石──森の外では『賢者の石フイロソフイウム』という俗称の方が有名ですね──これはその粉です」

　──賢者の石?!

「出産する妊婦に飲ませる事もありますけど、主な用途は魔法の効果増強ですね」

　ルーアさんが粉末の他ほかの使い道を教えてくれた。

　それに変な対抗意識を刺激されたのか、アイアリーゼさんが口を滑らせる。

「世界樹で年に小石一個分くらいしか取れない貴重品なの！　だから、零こぼしちゃダメよ？」

　なるほど、世界樹から採れるのか──。

　なんとなく結石みたいな印象を受けてしまった。

　もしかしたら、と思ってストレージを検索してみたが、残念ながら聖樹石や賢者の石は見付からなかった。

　オレは青い粉を口に含み、ルーアさんが渡してくれた水で喉のどの奥に流し込む。

　味は無い。粉粒の動きを感じようと集中していたら、「魔力感知」スキルを手に入れた。この粉粒からは僅わずかだが魔力が湧わき出しているみたいだ。

「それでは、まず準備運動よ。私の動く通りにマネしてね」

　アイアリーゼさんの動きを確認しながら、同じ動きを模倣する。なかなか動きが激しい。

　この動きは粉粒を全身に広げる為ためのもののようだ。胃まで行った粉粒が溶けて血流に乗って、聖樹石の微粒子が体中に広がっていくのが分かる。

　なんとなく胃部レントゲンのバリウムを連想した。

「次は身体からだに魔力を通して」

　言われた通りに魔力を自分の身体に満たす。自己治癒するときに近い感じだ。魔力を身体に流す端から、血中の微粒子に吸い込まれていく。

　油断すると修行服のユリハ繊維に魔力が流れそうになるので、注意が必要だった。

「上う手まいわね」

「本当ですね、普通は魔法服に流出したり、上手く魔力を循環できなかったりするんですけど、自然にやってますね」

　褒めてくれるのは嬉うれしいが、このまま続けていいのかな？

　わりと調整が難しいので、喋しやべる余裕はない。

　血中の微粒子は一定量まで魔力を吸い込むと、今度は魔力を放出しだした。この感触は、聖剣の出す聖光に近いかな。

「いいわよ、そこで身体から溢あふれる魔力を摑つかんで、ねじ伏せて。そのまま身体の表面に薄い膜を作るように広げるの」

　なるほど、天才の教えベタというヤツだな。だが、なんとなく分かる。

　オレは「不死の王ノーライフキング」ゼンの「影鞭シヤドウ・ウイツプ」を摑んだ時の要領でグイッと摑む。今度はその魔力を薄く広げる。勇者ハヤトとの訓練で覚えた「魔力鎧よろい」の使用経験があったので、割と簡単だった。





＞「精霊光制御」スキルを得た。

＞「魔力制御」スキルを得た。






「はい、成功よ」

「え?!　あ、本当です。精霊光が全く見えなくなりました」

　目を開けると銀色の精霊視バージョンの瞳ひとみになったルーアさんが確認してくれている。残念ながら元から見えない精霊光の漏れは、自分では分からないのでルーアさんの言葉を信じるしかない。

　ついでに、いつも身体からほんの少しだけ漏れていた魔力も、全く流出していないのが分かる。

　こちらは「隠形」スキルでも流出が止まっていたので、「魔力制御」スキルは不要かもしれない。有効化アクテイベートする時があったら、魔力操作との違いも検証してみよう。

「普通は数年かかるんだけど、筋がいいわね」

「私なんて一〇〇年もかかったのに……本当に勇者って規格外ですね」

　ルーアさんが釈然としない顔でボヤいた。オレが慰めるのは何か違う気がしたので、そのままスルーする。

　二人の助力に礼を言おうと居住まいを正して向き直ったのだが、それは少し気が早かったようだ。

「次は修行の第二弾よ」

「そうですね、貴重な聖樹石の粉を使った事ですし、効果がある内に次の課程も済ましてしまいましょう」

「今度は、膜のようにした魔力を目の部分に薄く伸ばして、僅かに通すようにしてみて」

　一部だけの操作は難しいんだよね、っと。

　うん、コンタクトレンズをイメージして操作したら上手くできた。

「私の両手の先を見ててね。■■■■■■■■　■■　水精霊召喚サモン・ウオーター・エレメント」

　アイアリーゼさんが上に突き出した両手から、水が溢れる。しばらくして水が球となって両手の少し上でフワフワと浮かぶ。

　球体から霧雨のような水の粒子が風に乗って流れ、アイアリーゼさんの傍そばに小さな虹にじを作った。

　──妖精か女神みたいだ。

「よく見て、サトゥー」

「──は、はい」

　アイアリーゼさんに見み惚とれていて、返事が遅れてしまった。

　真剣な表情のアイアリーゼさんは、いつもとは別人のように凜り々りしい。

　オレはそれを誤ご魔ま化かすように咳払いした後、言われた通り水球に目を凝らす。

　凝らす。

　さらに、凝らす。

　水以外見えない──いや、薄い水色をした不定形の小さな光がある。目を凝らすと見えなくて、逆に焦点を外すと見える感じだ。





＞「精霊視」スキルを得た。






　意外に簡単に手に入った。賢者の石様々っていうところか。

「見えました」

「「えっ?!」」

　──なぜ、そこで驚く。

「本当に？」

「ええ、薄水色の不定形の光ですよね」

「そ、そうです」

「凄すごいわね、エルフでも一〇〇人に一人くらいしか後天的に手に入れられないのに」

　百分の一なら、それほどレアでもなさそうだ。

「よっし、ここは第三弾！　精霊魔法にいってみよー！」

　少しテンション高めのアイアリーゼさんが腕を振り上げて宣言する。

　ここは生活魔法の「乾燥ドライ」で服を乾かしてあげるのが紳士なのだろうが、もう少しだけ、そうほんの刹せつ那なの間だけ、この光景を堪たん能のうしたい。

　水に濡ぬれた巫み女こ服って、いいよね──。




「いくわよ、■　風ウインド」

　まずは、アイアリーゼさんの模範技だ。

　有効化した「精霊視」スキルによって、アイアリーゼさんのした事がよく見えた。

　彼女の唱えた、たった一語の呪じゆ文もんで、彼女の周りに無色の精霊達が集まり、間を置かず緑色の風属性の精霊に変化して、「風」という現象になり魔法を発動させた。

　威力的には風魔法の「気鎚エア・ハンマー」程度だったのだが、詠唱が凄く短い。

「どう？　発現する魔法は普通の風魔法と変わらないけど、詠唱時間の短さや必要な魔力が凄く少なくて済むっていう利点があるの」

「その代わり、精霊のいない場所では無力なので注意が必要です」

　アイアリーゼさんの言い忘れたデメリットをルーアさんが補足してくれる。

　精霊は人工物の中や魔物の住すみ処かにはあまりいないらしい。

　発動した「精霊視」スキルが見せてくれる視界では、アイアリーゼさんから金色を中心とした貴金属系の強い光が放たれていて、凄く綺き麗れいだ。

　ルーアさんは寒色系の光が淡く明滅している感じかな？

　二人を見る限り、精霊光は一色というわけではなく、特定の幅の色彩が変化するものみたいだ。滝の上を飛ぶ鳥なんかも見てみたが、光が薄くてよく分からなかった。

　オレの身体から漏れる微かすかな光は淡く白い。

　試しに押さえていた精霊光を解放してみたら、目が潰つぶれるかと思うほど強烈な光が周囲を染め上げていく。滝の周りにいた精霊達が恐ろしいほどの速度で集まってきた。精霊達が邪魔でよく見えないが、オレの放つ光は寒色から暖色まで幅広い感じの原色で、品の無い極彩色だった。

　ミーアは「綺麗」と評してくれたが、美的な観点で言うなら、アイアリーゼさんの放つ光の方が遥はるかに高貴で綺麗だと思う。

　おっと、これじゃ周りが見えないな。

　オレは急いで精霊光を収束させて、外に漏れないようにする。目標を見失った精霊達がフラフラと散り始めた。ルーアさんやアイアリーゼさんの放つ精霊光に惹ひかれた精霊だけが残り、大部分は元の自然界に帰って行く。集まった時に比べたら、ゆっくりした速度だ。

「もう、自由自在なんですね。凄い適応力です。ね、アーゼ様」

「え、ええ」

　アイアリーゼさんはオレの精霊光が眩まぶしかったらしく、目をパチパチさせるばかりで、ルーアさんの言葉に生返事だ。

「すみません、アイアリーゼ様。少し確認したい事があって制御を緩めてしまいました」

「は、初めてだから仕方ないわ」

　あれ？　アイアリーゼさんの人見知りが再発動している。さっきまでオレを見ながら話せていたのに、またモジモジと挙動不審な感じで話している。よっぽど眩しかったのかもしれない。

「そ、それより！　やってみて」

「はい、◆　風ウインド」

　お？　呪文を失敗したのに少しそよ風が吹いている。精霊達が気を利かせてくれたのだろうか？

「あら？　呪文の詠唱は苦手なの？」

「ええ、どうしても上手くいかなくて」

「そのわりに、今、風が吹きませんでしたか？」

「精霊が気を利かせてくれたのかもしれませんね」

「それはありませんよ」

　ルーアさんの言葉になんとなく感じた通りに答えたのだが、あっさり否定された。

「ドライアドみたいな例外を除けば、精霊達に自我や知性はありません。地脈から魔マ素ナを受け取って、魔素を必要としている生き物まで届ける役割を機械的にしているだけです」

　なるほど、精霊は自然現象の一部なわけか……。

　それはいいけど、色っぽいウンディーネのお姉さんに会えないのは残念だ。

「そうなの？　たまに沢たく山さん集まると何か言っているわよ」

　お、アイアリーゼさんから反対意見が。

「そんな事を言っているのは、アーゼ様だけですよ。他のハイエルフの方からも同意して貰もらえなかったんでしょう？」

「うう、それはそうなんだけどっ。言ってるように感じるんだもの」

　ルーアさんに否定されたアイアリーゼさんが、頰ほおを膨らませてそっぽを向いている。ミーアみたいなリアクションだな。

　気のせいの可能性が高いけど、あながち勘違いと決め付けることはできない。ゲーム開発時のデバッグでも、「気のせいだ」と断じられたバグは大たい抵てい市場で見つかるからね。

「一度、試してみてもいいですか？」

「もう、サトゥーさんまで」

「やってみて！　絶対聞こえるんだから！」

　二人の許可を貰って試してみる。

　精霊光の眩しさと、精霊達の猛突撃に耐えて精霊乱舞が終わるのを待つ。一〇分ほどで、オレの周りを精霊達が繭のように囲む。よく見ると空中に静止しているのでは無く、ゆったりと一定距離を周回しているようだ。

　ふむ、特に何も聞こえない。

　これはアイアリーゼさんの思い込みかな？

　そのまま精霊達から漏れる微小な魔素を受ける。

　──これは有意の信号なのだろうか？

　そう認識した瞬間、何かがカチリと嵌はまるような感覚と共に、小さな小さなざわめきが聞こえてきた。

　確かに何かを伝えようとしてきているが、残念ながらそれ以上は分からなかった。一〇〇メートル先の雑踏の声を聞き分けようとしているみたいな感じだ。スキルも取得できなかったし、精霊の声を聞き取るには、何か条件があるのかもしれない。

「何かを言っているみたいですけど、何を言っているかは分かりませんでした」

「そうなのよ！　一度で良いいからお話ししたいわ」

「サトゥーさん、冗談とかではなくですか？」

　困惑気味のルーアさんに、冗談じゃない旨を伝えておいた。




　その後、何度か試したが、残念ながら精霊魔法の方はダメダメだった。

　予想はしていたけど、呪文の詠唱と同じく、精霊魔法も詠唱が上手くいかなかったのだ。

　一度、見本を見せようとするアイアリーゼさんのポカミスで、ルーアさん諸もろ共ともずぶ濡れになったが、その時に「精霊魔法」スキルが手に入ったので特に文句は無い。ルーアさんに怒られてしょぼんとするアイアリーゼさんが可愛かわいかった。

「サトゥーさんなら詠唱さえできたら、普通の精霊魔法だけじゃなく、疑似精霊を召喚して使役できそうなのに残念です」

　巫女ルーアさんが連絡用に使うという鳩はと型の疑似精霊を召喚してみせてくれた。

　ボンヤリした白い燐りん光こうを纏まとっている以外は鳩そのものだ。

　召喚と言っているが、実際は小精霊達を素材に作り出すらしい。

　疑似精霊は痛みや恐怖などを覚える事もないので戦闘訓練に使ったり、狩りの時に盾役や囮おとりに使ったりするのに便利との事だった。

　体力がゼロになると遺い骸がいは消滅し、元の小精霊に戻って拡散してしまうそうだ。

　巫女ルーアさんから「アーゼ様やサトゥーさんの傍だと精霊光が濃いから召喚が楽です」と言われてしまった。

「そういえば、この精霊光って、どういう理屈で強弱が変わるんですか？」

「さあ？」

「ちょっと、アーゼ様」

　頰に指を当てて首を傾かしげるアイアリーゼさんにルーアさんのツッコミが入る。説明はルーアさんがしてくれた。

「地脈なんかの場合は、流れの濃いところからは強めの光が漏れていますね。源泉付近は特に激しく光っています」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、言いにくそうに続きを口にした。

「でも、人の場合は魔力総量の違いというわけでもないですし、実はあまりよく分かっていないんですよ」

　長命なエルフでも分からない事があるようだ。

　今までの旅で得た情報から、源泉は魔力の発生源であり、精霊は魔力を帯びた魔素を媒介するという事だった。

　精霊光というのは魔力と魔素の濃い場所に現れるのだろう。

　電流の周りに現れる電磁波のようなモノと考えれば、そんなに間違っていない気がする。

　さて、精霊光についてはそれでいいとして──。

「源泉とは何なのでしょう？」

「地脈の噴出孔かな？」

「そうですね、この大陸だと、竜の谷が破格の規模ですけど、それ以外にも百箇所以上はあります」

　ふむ、「最強の神」である竜神の領域だけあって「竜の谷」は特別だったらしい。

　オレの精霊光が規格外だというのは、あの源泉が理由だと考えるのが正しそうだ。

　それと、異常に速い魔力回復や他人と比較にならないほど高い魔力効率も、「竜の谷」の源泉を支配している事が関係しているのかもしれない。

　もっとも、レベルや能力値も他者よりかなり高いので、一概に源泉のせいにするのは止やめておこう。

「そうだったわね。確か──」

　ルーアさんの説明を聞いて思いだしたのか、アイアリーゼさんがポンと掌てのひらを打ち合わせる。

「そこの滝つぼの底も精霊溜だまり──源泉の一つよね」

　アイアリーゼさんの言葉を聞いて思わず視線を落とす。確かに精霊視を有効にすると滝つぼの底から光が漏れている。

　水が濁っているというわけではないのに、それほど強い光ではない。

「これも百箇所の内の一つなんですか？」

「違いますよ。百箇所というのは上に都市や街が作られるような規模の大きいモノの話です」

　オレの質問にルーアさんが首を横に振る。

「源泉と言ってもピンキリですからね。この滝つぼくらいの小さな源泉だと総数はちょっと把握できていません」

　小さな源泉は意外にありふれているようだ。

　ちょっと気になって、後ろの世界樹を精霊視で見てみた。

　樹木本体が目ま映ばゆく輝いている。しかも目を凝らすと、幹の周りから同心円状に光の輪が波紋のように広がって行っている。

「綺麗でしょ？」

　世界樹を見上げていたオレに、優しい笑顔になったアイアリーゼさんが話しかけてきた。

「はい、とても。あの世界樹も源泉なんですか？」

「いいえ、違うわ──」

「アーゼ様」

「──あれは地脈じゃなくって、虚空から──って言っちゃダメだったんだっけ？」

「まぁ、サトゥーさんなら構いませんけど、外の世界で吹ふい聴ちようしないでくださいね」

　ルーアさんの言葉に頷うなずく。それを確認したアイアリーゼさんが続きを話してくれた。

「虚空にはエーテルの流れがあるのは知ってる？」

「すみません、無学なもので」

　そもそも虚空が何か分かりません。

　空の彼方かなたに伸びる世界樹を見る限り宇宙空間という答えが返ってきそうだが、ここはファンタジーに精霊界とかの答えを期待したい。

「あら、知らないなら学べばいいのよ。エーテルって言うのは──」

　アイアリーゼさんが得意げな様子で、別人のように流りゆう暢ちような口調でエーテルの説明をしてくれた。

　地水火風の四大元素に続く第五の元素がどうとか、ややこしい話をバッサリカットすると、要は太陽から吹き出る大量の魔素を宇宙空間で媒介する物質という事らしい。

「──でね、世界樹は、そのエーテルに晶枝エメラルド・ブランチっていう糸みたいな細い枝を伸ばして、エーテルの流れから魔素を吸い上げるの。そうして回収した魔素を今度は地中深くに送り込んで、地脈を流れる魔素に混ぜ込んで活性化させているのよ」

　両手を広げて世界樹を見上げたアイアリーゼさんが、愛いとしい我が子を見るような微笑ほほえみを浮かべる。

　こんな表情を見るとアイアリーゼさんがオレより遥かに年上だと実感できる。

「あの世界樹の光は、魔素が天から地へと流れる時に漏れた分を精霊達が拾っている姿なの」

　──なるほど。

　世界樹は世界を活性化させる巨大な魔法装置といった存在らしい。

「その事を欲の深い者に知られると、ボルエナンを始めとする世界樹のある森を狙ねらう国が跋ばつ扈こしそうなので秘密にしているのです」

　いわば大出力の発電所みたいなモノだからね。

　独占したら潤沢な魔力で世界征服だってできそうだ。

「決して口外しないとお約束します。口約束では不安でしょうから、『強制ギアス』や『契約コントラクト』で縛っても構いません」

「そこまでしなくていいですよ」

　割と重要な秘密だと思ったのでそう言ったのだが、ルーアさんには大げさだと苦笑されてしまった。

　結構本気だったんだが……どうもエルフ達は人が良すぎて危機感が薄すぎる。

　老婆心ながら、そう思ってルーアさんにそう意見してみたところ、こんな答えが返ってきた。

「もし本当に世界樹を私物化して世界を破滅させようとしたら、神々から天罰が落ちますから最悪の事態は無いと思いますよ」

　そういえば、神様が実在する世界だったっけ。

　でも、まあ、誰にも口外しないように注意しよう。




　──オレはそう心に刻み込んだ。







　妖よう精せい遊戯





〝サトゥーです。社会人になってから、カレンダー通りの休暇を取れる日が減りました。その分、開発終了後のリフレッシュ休暇は全力でバカンスに興じるようになった気がします。〟






「ヘラクレスたん、ゲットだぜぇええ！」

　朝あさ靄もやの残る緑豊かな森に、アリサの元気な声が響き渡る。

　今日はエルフ達と一緒に狩りに行く予定だ。待ち合わせの場所に早く着いてしまったので、約束していたエルフ達はまだ来ていない。

　狩りなどではいつもは留守番のアリサとルルも、今日は狩り場の手前にある景色が綺き麗れいだと聞いたので一緒に連れてきた。

　術理魔法の「理力の手マジツク・ハンド」や「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」があるから、一般的な不測の事態なら何があっても守りきれるはずだ。

　特に後者は森の中を薄着で歩いても、草で足を切ったり樹液で手がかぶれたりしなくて済むので非常に便利である。

　理論上は伝説のビキニアーマーすら可能だが、仲間達のジト目に晒さらされそうなので口には出していない。

　なので、今日の仲間達はお揃そろいのジャングル探検隊ファッションに身を包んでいる。

　さて、それはともかく、アリサは何をしているのやら。

　木の上から空間魔法の「短距離転移シヨートレンジ・リープ」で地上に戻ってきたアリサが、軽く三〇センチ以上ありそうなカブトムシをオレの前に突き出した。蜘く蛛もは苦手な癖にカブトムシは平気らしい。

　見た目は確かにヘラクレスオオカブトに酷似している。ＡＲ表示によると「ボルエナン槍そう角かく甲虫」という種類のカブトムシらしい。

　オレと一緒に三つ葉を摘んでいたルルとナナもアリサの方を見上げるが、持っているのが虫だと分かると興味を失って野草採取に戻ってしまった。

「どうよ、凄すごいでしょ？」

　男子小学生のような行動を窘たしなめるより早く、タマとポチの二人がアリサを称賛する。

「おっき～？」

「凄いのです！　ポチも負けてられないのですよ」

　妙なやる気を出したタマとポチが近くの木をするすると登って行く。

　タマはよく木の上で昼寝をしているのを見かけたが、ポチが木に登るのは初めて見た。

「とったど～？」

　アリサの捕まえたカブトムシに匹敵するサイズのクワガタを捕まえたタマが、くるんと空中で一回転してから地上に降りた。

　アリサが「にゃんこ空中回転ね、これからはキャット先生と呼ぶべきかしら」と真剣な顔で妄言を呟つぶやいていた。たぶん、謎なぞの昭和ネタに違いない。

「うにゅにゅ、タマは素早いのです」

　樹上で悔しがっていたポチが何かを見つけたらしく、隣の枝に飛び移って木の洞うろへ頭を突っ込んだ。

　ここから見える激しい尻しつ尾ぽの動きからして、獲物を見つけたに違いない。

「さぁ、観念するのです！」

　ずぼっと音がしそうな勢いでポチが洞から抜け出し、そのままの勢いで後ろ向きに落ちてきた。

「うぁあああ──なのです？」

　悲鳴の途中で「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばしてポチをキャッチし、オレの両手の中へ誘導する。

「危ないから注意しないとダメだよ」

「ごめんなさいなのです」

　しょぼんとしたポチが耳をペタンと伏せる。

「ポチはどんなの取ってきたの？」

　気を遣ったアリサが、下からポチに問い掛ける。

「これなのです！」

「うげっ、な、なんてものを取ってくるのよ」

　アリサが若干引き気味に後ろに後じさる。

　そこにリザに先導されたエルフ達がやってきた。ミーアも一緒だ。

「珍味」

「土産」

「この時期に獲れるなんて珍しいね。人族はあまり食べないらしいけど、蒸した後に煮込むんだ。中のトロリとした身をスプーンで掬すくって食べると美お味いしいんだよ」

　ポチの持っていた獲物を見てエルフ達が肯定的な意見を述べる。

　まさか、子犬サイズの芋虫に対して、そんな言葉が出てくるとは思わなかった。

　ゲテモノまでいけるとは……伊だ達てに長寿じゃないね。

　さて、待ち合わせしていたエルフ達も来たし、狩りに向かいますか。




「にゃ～にゃお～ん！」

「うわぉおおおおおん、なのです！」

　タマとポチの雄お叫たけびが、森の木々を通り抜ける。

　背の高い樹木から垂れ下がる蔦つたを使って、タマとポチがターザンのように大樹の枝から枝へと飛び移っていく。

「マスター、次は私の番だと告げます」

　キリッとした無表情顔で振り向いたナナが、蔦を摑つかんでこちらを見つめる。

　シロウトには分からないだろうが、今日のナナはタマやポチ並みにわくわくしているようだ。

「ね、ねぇ、やっぱ、わたしもご主人様に運んで──」

　一人で蔦に摑まれないアリサは、「身体強化」の理術で強化したナナの背負しよい子こに固定して移動する事になっている。

　アリサの言葉の途中で、待ちきれなくなったナナが出発した。

「──ぅひゃあああああああああ」

　ナナの背中に背負われたアリサの悲鳴が森の木々に木霊こだまする。

「ご、ご主人様──」

　絶叫するアリサを見て、ルルが真っ青になって震えていた。

「大丈夫だよ。魔法で持ち上げる事もできるし、こんな風に抱えて飛べるからね」

　安心させる為ために、「理力の手マジツク・ハンド」で少し持ち上げ、続けてルルを横抱きにしたまま一緒に「天駆」で浮かんでみせる。

「ふぁあ、そんな、急に」

　ルルが腕の中で顔を真っ赤に染めた。

　最近はオレとのスキンシップに慣れてきた感じだったが、予期しないシチュエーションにはまだまだ弱いようだ。

　こういう所は妹のアリサに似ているね。

「むぅ、サトゥー」

「ミーアは帰り道の時に運んであげるよ。リザ、ミーアを頼んだよ」

「はい、ご主人様」

　オレはミーアとリザに手を振り、先発したエルフや仲間達の方へと飛び出した。

「きゃぁあぁ──」

　飛び出した直後は遊園地の急流落とし的な血の引く感じを味わい、少し遅れて振り子のような加速方向の変化と髪や服をはためかせる風圧を楽しむ。なかなか爽そう快かいだ。

　もっとも、ルルにそれを楽しむ余裕があるはずもなく、悲鳴を嚙かみ殺ころし、必死にオレの体にしがみついていた。

　そんな姿を見ていると、つい小学生のように手を滑らせたフリをして怖がらせてみたい稚気が沸き上がったが、そんな子供っぽいことでルルの信頼を裏切るのもバカバカしいので自重する。

　木から木へと飛び移り、ほどなくして森の切れ目へと辿たどり着ついた。

「ああ、大地って素晴らしい」

　先に到着していたアリサが、地面に座り込んで独り言を呟いている。

　一方で移動を楽しんでいたタマ、ポチ、ナナの三人は笑顔をてかてかと輝かせていた。彼女達が興奮しすぎて失敗しないように注意しておこう。

「大丈夫かい、ルル？」

　地面に着いても離れようとしないルルに声を掛けた。

　密着しているせいか、ルルの激しい心臓の鼓動が伝わってくる。

　よっぽど、怖かったのだろう。

「は、はい。まだ胸がドキドキしてますけど、だ、大丈夫です。も、もう少しだけ、このままで……」

　オレの肩に顔を埋うずめるようにしているので、ルルの表情は見えないが、摑まっているルルの指が震えているので、もう少し好きにさせよう。

「おやぁあ～？　おやおや、おや～？」

　そんなルルを下から覗のぞき込んだアリサが、ニマニマとした笑みを浮かべ、ポンポンとルルの腰を叩たたく。
















「ルルお姉様？　心臓がバクバクじゃなくて、胸がドキドキなの──」

　アリサが「聞き耳」スキルでようやく聞き取れるような小声で、ルルに囁ささやく。

「ア、アリサ、それ以上はダメぇええ！」

　真っ赤な顔のルルが同極の磁石のようにオレから離れ、たおやかな繊手でアリサの口を塞ふさごうと飛びついた。姉妹仲が良くてなによりだ。焦るルルも可愛かわいいね。

「──ぐえぇええ」

　アリサの首が絞まっている気もするが、アリサには無詠唱の短距離転移シヨートレンジ・リープもある事だし、もう少し姉妹のスキンシップを放置しても良いいだろう。

「サトゥー」

　オレを呼ぶ声に振り返ると、リザに背負われたミーアが手を振っていた。

　最後に出発したリザ達も到着したようだ。ミーアは運ばれ慣れているらしく、なんとなく余裕の表情をしている。




　森を抜けた先にあったのは、澄んだ湖の傍そばにある高原だった。

　湖の畔ほとりには花が咲き乱れ、花と麗しさを競うように翅はねを広げた多種多様な蝶ちようが舞っている。

　高原には幾つかの野牛の群れが草を食はんでいて、なかなか長閑のどかな雰囲気の場所だ。

「ちょ～きれ～？」

　本物の猫のような前傾姿勢から、お尻しりふりふり突撃したタマが蝶達と戯れる。

　タシタシと蝶に手を出すが、蝶の翅を傷つけないように配慮するだけの優しさは保っているようなので、叱しからずに見守るとしよう。

　いつもならタマと二人セットで行動するポチが、うずうずしつつもじっと待機している。

「ポチは行かないのかい？」

「お花の傍に行ったら、獲物の臭においが追えなくなるからダメなのです」

　なるほど、そういえば今日の主目的は狩りだったっけ。

「安全」

「小休止」

　エルフ達がぽつりぽつりと呟く。

　相変わらず、単語オンリーなエルフの発言はよく分からない。

「グーヤ、ギーア、今日は長年一緒に暮らしていた里の者だけじゃないんだから、ちゃんと言葉にしないといけないよ」

「任せた」

「信頼」

　長文エルフの少年が二人を窘めるが、短文エルフ達は言い直すのが面倒らしく彼に丸投げする方向で話を終わらせた。

　ちなみに長文エルフの名前はヒシロトーヤ、通称ヒーヤというらしい。

「もう、しょうがないな……」

　長文エルフはそんな二人の態度に肩を竦すくめるだけで済ませた。

「ここは安全地帯なんだ。毒を持った生き物はいないし、湖にも危険な生き物はいないからね」

　念の為にマップ検索してみたが、彼の言う通り蛇や毒虫もおらず、肉食獣や気性の荒い動物もいないようだ。

　でも、一つだけ確認しないといけない事があった。

　オレは湖の中央に生えた葉の散った樹木を指差して、長文エルフに話しかける。

「あそこにいる『古老樹人エルダー・トレント』は気にしなくて良いのですか？」

「うん、大丈夫さ。でも、よくトレントだって分かったね。普通は樹木だと勘違いしそうなものなんだけど──基本的に彼らはそこにいるだけだから気にしなくていいよ」

　樹木の幹中央には幾つもの洞があり、老人のような顔に見えなくもない。

　トレントの存在に気付いていなかった仲間達が、「うそ」とか「本当だ」とか言って騒いでいる。

「湖岸で火を焚たいて彼らを怒らせたりしませんか？」

「大丈夫。さすがに湖に油を流し込んで火をつけたら怒るだろうけど、湖岸の火まで気にするほど彼らは好奇心旺おう盛せいじゃないからね」

　基本的に普通の木と変わらない生態らしい。

　一度言葉を交わしてみたい気もするが、巨人達以上に会話に時間が掛かりそうだ。

　懸念事項が片付いたオレは、地面から弓と矢筒を拾い上げてエルフ達に頷うなずく。

「それじゃ、行こうか──」

「待て」

「水みず石いし」

　短文エルフの二人が制止し、湖へと向かう。

「■　水呼びコール・ウオーター」

　短文エルフのギーア嬢が精霊魔法らしき短い詠唱を行うと、湖面が揺れ、水色に光る塊が浮き上がってきた。ＡＲ表示によると「水石」らしい。

　精霊視で見ると、水の精霊達が「水石」にまとわりついて湖岸に誘導しているのが分かる。

「必要」

「解体」

　ギーア嬢が湖岸まできた「水石」を拾い上げ、魔力を流して「水石」から水が溢あふれる様子を見せてくれた。どうやら、獲物の解体に使うようだ。

「それじゃ、行ってくるよ」

「大きい獲物を獲とってきてね！　一番の人には花冠とアリサちゃんのキスがご褒美よ！」

　花園の傍らに用意されたキャンプセットの上で、アリサが変なポーズで激励する。

　口には出さないが、海賊ペアなそのポーズは胸が大きくないと分からないと言いたい。前世紀ネタはさすがに古いと思う。

「この辺は少し肌寒いですから、温かいスープでも準備していますね」

「マスター専用の花輪作製は任せて欲しいと請け負います」

　──開店記念でもあるまいし、花輪を作ってどうする。

　そんなツッコミはともかく、花園が気に入ったナナはルルやアリサと一緒に留守番班に入るようだ。

　オレは獣娘達とミーアを連れて、エルフ達の後を追ってキャンプ地を出発した。




「ご主人様、角の立派な野牛の群れです」

「ウシいっぱい～？」

「あんなに食べきれないのです」

　爛らん々らんと光る目をした獣娘達が、高原に群れをなすボルエナン大角牛を見つめる。なんとなくアメリカンバッファロー的なフォルムをした野牛達が旺盛な食欲で草を食んでいる。

　ここからだと一〇〇メートルほどあるので、短弓だと射程ギリギリだ。

　作戦会議の声で野牛に気付かれないように、エルフの一人が風魔法の遮音結界を張ってくれた。

「間引く」

「一〇」

　短文エルフ達の言いたい事が分からないので、長文エルフに視線を向けて解説を乞こう。

「この辺りはボルエナンの森の中でも特に肉食獣の少ない場所なんだ。放置しておくと天敵のいない野牛達が増えすぎて植物の新芽を食べ尽くしてしまう。だから、一定数以下になるように間引くのが今日の狩りの目的だよ。脅かして逃げ出した野牛の内、逃げ遅れた一〇頭を間引こうと思う」

　なるほど、この長文を単語二つに省略していたのか。

　なかなかに奥が深い。

「ミーア！」

　分担を決め、さあ狩りを開始しようというタイミングに、なんとなく見覚えのあるエルフの少年が駆けてきた。

　確かミーアの幼おさな馴な染じみのゴーヤ君だ。名前からの連想で悪いけど、久々にゴーヤーチャンプルーが食べたいな。会社の近所に美お味いしい店があったんだよね。

「ゴーヤ？」

　そう問うミーアに弓を見せて頷いた後、オレをキッと睨にらんで「勝負！」と一言叫んだ。

　もう少し、長文エルフを見習って欲しい。

「えーっと、弓で狩猟を競う勝負をしたいって事かな？」

「そうだ」

　そんな風に愚ぐ図ずを見るような目で、オレを見るのは止やめて欲しい。

　普通は一言で全すべてを理解できるわけがないよね。

「勝敗はどうやって決めるんだい？」

「大きさ」

　ふむ、群れのボスが一番大きいけど、それだと今回の狩りの趣旨からは外れちゃうね。

　逃げ遅れた一〇頭の中から一番大きいのを狙ねらって射ればいいだろう。

「オッケー、了解だ」

「それじゃ、いこうか。グーヤは皆の弓に『導きの風ホーミング・ストリーム』を、ギーアは『騒音ラウド・ノイズ』の魔法で野牛を脅かすのを頼む」

「ん」

「承知」

「導き不要」

「ゴーヤとサトゥー君の命中補正魔法は無しって事かな？」

「ん、肯定」

　ゴーヤ君の言葉に長文エルフが困った顔でこちらを見たので、「大丈夫ですよ」という意味を込めたアイコンタクトを交わした。

　ゴーヤ君が矢を外したとしても、オレとミーア、それから長文エルフの三人で射倒せばいいだけだ。

　一三〇年しか生きていないミーアでさえ優秀な射手なのだから、千歳超えの長文エルフは楽々当てるだろう。

　オレは作戦の概要を分かり易やすく獣娘達に伝え、大きな音が出る魔法に驚かないように注意した。

　彼女達は野牛に突撃する予定なので、探検隊ファッションからクジラの革かわ鎧よろいに着替えている。

「行く。■■……」

　短文エルフのグーヤ氏が呪じゆ文もんを唱え始め、それより少し遅らせてギーア嬢も詠唱を始めた。

　オレとミーアが短弓に矢をつがえる。

　ゴーヤ君を始めとする他のエルフ達は長弓を使うようだ。エルフ達の弓はミーアの物も含め、瀟しよう洒しやなレリーフと飾り紐ひもで彩られた雅みやびな作りをしていた。

　ＡＲ表示によると、どの弓も命中や射程にプラス補正のあるエルフ製の妖よう精せい弓という物らしい。

　オレが構えるのは巨人の里で手に入れた魔弓ではなく、自作した狩猟用の短弓だ。特別な補正効果はないが、一〇〇メートルほどの近距離の狩りにそんなものはいらないよね。

「……　■　導きの風ホーミング・ストリーム」

　グーヤ氏の呪文が完成すると、ミーアと長文エルフの周囲から野牛に向けての風の流れが生まれた。

「──今っ」

「……　■■■　■　騒音ラウド・ノイズ」

　長文エルフの合図直後に、ギーア嬢の魔法による爆音が高原に鳴り響いた。

　驚いた牛達が身を竦め、ボスを先頭に逃走を始める。

「行きますよ、二人とも」

「たりほ～？」

「ポチいきまーす、なのです」

　獣娘達が脱だつ兎とも顔負けの速さで藪やぶから飛びだした。

　彼女達の役目は追い立て係ではなく、仕留め損ねた野牛に止とどめを刺してやる事だ。

　しゅたたたたたーとポチが先頭を駆けていく。途中で躓つまずいて一回転していたが、そのまま立ち止まらずに上う手まく疾走体勢に戻った。

　なかなか凄すごいリカバリー能力だ。

「速い」

「俊敏」

　詠唱していたエルフが矢筒から矢を抜き取りながら、獣娘達を称賛する。

　オレが獣娘達を横目で見守る中、周りのエルフ達が矢を射始めた。

　それはいいのだが、ゴーヤ君は少々力が入りすぎている。矢は命中するだろうけど、あれじゃ怪け我がをさせるだけで仕留めるのは無理だ。

　オレはエルフ達が誰も狙っていない野牛の未来位置を予測して矢を射ていく。この距離なら風の流れは気にしないといけないが、空気の密度や温度差までは考慮しなくて良いいから楽ちんだ。

　連続して五本の矢を放ち、他ほかの者達が射た矢を眺めて撃ち漏らす野牛がいないか確認する。

「むぅ」

「良い腕」

　呪文を詠唱していた二人が弓に矢をつがえるが、すぐにその手を緩めた。

　二人も矢の軌道が読めるのだろう。

　ＡＲ表示で見たところ牛の何頭かは生きていたが、駆け寄った獣娘達が短剣や小剣で野牛の喉のどを裂いて止めを刺していく。残酷にも見えるが、そのまま死ぬまで放置すると野牛が苦しむし肉の味も落ちるのだ。

「──ポチ！」

「うわぁあああ、なのです」

　ミーアが倒したはずの雄牛が起き上がり、ポチを角で空中に突き上げた。

　体重の軽いポチがボールのように宙に投げ出される。

　オレは思わず茂みから駆け出したが、途中でポチに怪我が無いのはＡＲ表示で確認できた。魔族との戦闘を想定したクジラの革鎧を、野牛の角が突破できるわけがないのだった。

　オレは安心しつつ「理力の手マジツク・ハンド」をこっそり伸ばし、ポチを落下の衝撃から守ってやる。

「あばれうし～？」

　雄牛の首にまたがったタマが角に摑つかまってロデオをしている。

　タマが怪我をしたら危ないので、傍そばまで辿たどり着ついたオレもタマの後ろに飛び乗った。

「ご主人様～？」

「支えてあげるから、雄牛の首を」

　ロデオマシンとは次元の違う動きに舌を嚙かみそうだ。

「あいあいさ～」

　オレは雄牛の角を摑んで後ろに引き、「理力の手マジツク・ハンド」でタマの身体からだを支えてやる。

　タマがくるん、と雄牛の首を滑り、喉に短剣を這はわせて雄牛に止めを刺した。

「なむ～？」

　雄牛の転倒に巻き込まれないように、冥めい福ふくを祈るタマを抱えて雄牛の背から飛び降りる。

　今のオレなら平気そうだが、一トン超えの雄牛の下敷きになったら、普通の人なら骨折じゃ済まないはずだしね。

「怪我はありませんか？」

「大丈夫なのです」

　心配して駆け寄ってきたリザが、ポチの怪我を確認してやっている。

　そこにエルフ達もやってきた。

「足速い」

「魔法？」

　縮地こそ自重したが、ポチが心配でわりと本気の走りを見せてしまい、エルフ達を驚かせてしまったようだ。

　鋭い目で獲物の確認をしていた長文エルフが、笑顔に戻ってこちらを振り返る。

「凄いね、サトゥー君。エルフでもこれだけの腕を持つ者はめったにいないよ」

「魔法無し」

　称賛の声を上げる長文エルフに、オレの腕に抱きついたミーアがＶサインを見せて補足する。

「そうだね、魔法の補正無しであれだけ素早く正確に狙える者はいないよ」

　長文エルフがオレを大げさに評価したのが満足なのか、ミーアがオレの腕に頭を擦こすりつけて喜ぶ。





＞称号「弓聖」を得た。






　おっと、新しい弓系の称号を得てしまった。

「次……」

　呟つぶやく声に振り向くと、ゴーヤ君が目め尻じりに涙を溜ためて震えていた。

　中学生くらいにしか見えない容姿でそんな風に悔しがられると、なんだか悪い事をした気になってくる。

「次、負けない！」

　そう叫んだゴーヤ君は結果を確認する事もなく走り去った。

「青い」

「応援」

　短文エルフ達がゴーヤ君の背を見送る。

　射止めた数はオレが六頭、長文エルフが三頭、ミーアが一頭だった。ゴーヤ君が仕留めた野牛がいないので確認するまでもなかったようだ。

　五本しか射ていないオレが六頭も仕留めたのは、貫通した矢の一本が隣を併走していた野牛を仕留めたからだったりする。

　なお、一番大きな雄牛を射止めたのはミーアだった。

　男はいつまでたっても好きな女の子に格好良く思われたいものだから、ゴーヤ君はオレに負けた事ではなく、ミーアに負けて悔し泣きしたのかもしれないね。

「さて、血抜きをしようか。野牛を持ち上げて」

「了解」

「承知」

　短文エルフの一人が「土盛りアース・リフト」の魔法で野牛の身体を傾斜させて血抜きを補助する。

　もう一人の短文エルフは「植物操作プラント・コントロール」の魔法で雑草を操って野牛の身体を持ち上げた。

　魔法でやってしまうとは実にエルフらしい。

　血抜き後の野牛の解体では獣娘達が三さん面めん六ろつ臂ぴの大活躍をした。

　エルフ達は精肉と一部のモツ以外は埋めていくつもりだったようだが、「それを捨てるなんてとんでもない」という獣娘達の強い要望で食べられる部位全てを持って行く事になった。

　肉の運搬は大容量タイプのエルフ製「魔法の鞄マジック・バツグ」に入れて運ぶようだ。

　長文エルフの知り合いが作れるそうなので、滞在中に仲間達の分の「魔法の鞄」を作ってくれるように頼むと請け負ってくれた。




　　　　◆




「かわい～」

「とってもとってもきゅーとなのです」

　留守番組の所に戻ると、花の妖精さん達が出迎えてくれた。

　花冠を頭に乗せ、三つ編みにした髪にも花を挿して飾り付けたアリサ、ルル、ナナの三人の事だ。

「えへへ～、なかなかのモンでしょ？」

「マスター、評価と称賛を希望します」

「ああ、とっても可愛かわいいよ。花の妖精かと思った」

　素直に褒めろとポーズをつけるアリサとナナに称賛の言葉を贈る。

「ルルも、もっとよく見せて」

「は、はい……」

「ルルの綺き麗れいな黒髪によく似合っているよ」

　恥ずかしそうにうつむくルルの頰ほおを撫なでて顔を上に向けさせる。

　せっかく可愛く装ったんだから、もっと人に見せないとね。

「タマも花の妖精さん～」

「ポチも妖精なのです」
















　アリサに花を飾って貰もらった二人が嬉うれしそうに笑う。

　今日の仲間達の服装は探検隊ファッションよりも、妖精風のコスプレ衣装にするべきだった。

「ここがぽいんと～？」

　タマが嬉しそうに自分の耳元を指差す。

　髪が短くて三つ編みにできなかったタマは、耳元に大きめの花を飾って貰っていた。

「アリサ、私は花など似合わないと思うのですが……」

「ほめて」

「みんな可愛いよ──」

　リザとミーアの態度は対照的だったが、分け隔てなく称賛する。

　似合わないと謙けん遜そんするリザも、花のお姫様みたいで可愛かった。

　──とはいえ、オレまで花でデコレーションするのは止やめて欲しい。

　もっとも、そんな内心の思いは、楽しそうなアリサやルルの姿を前にしては言い出せなかった。

「似合う～」

「とってもびゅりほ～あふた～なのです」

　オモチャにされるオレの周りを、タマとポチがぴょこぴょこ飛び跳ねる。

　ポチの言葉が色々と混ざっているのを突っ込むのも野暮なので、されるがまま小一時間ほど人形役をまっとうする事にした。




「奇想天外」

「不思議」

　人形役を終え、お昼の準備を始めたところ、短文エルフ達がオレの造った釜かまを眺めてそう呟いた。

　──そんなに変かな？

「たぶん『理力の型マジツク・モールド』から派生した魔法で造ったんだと思うけど、こっちの普通の釜はともかく、この密閉型の釜は面白いね」

　長文エルフが牛のスジ肉を煮込む釜を眺めながら語る。

「へー、任意に火力が調整できる熱源もついているんだね」

　この空中に浮かぶ透明な釜は「理力の型マジツク・モールド」の魔法で造り出したもので、完全密閉できるので圧あつ力りよく鍋なべのように使えるのだ。

　釜はスジ肉を調理するモノの他にも、もう一つあり、そちらではご飯を炊いている。

「普通はこんな使い方をしたら、すぐに型が崩壊しちゃうんだけどね」

「特別製」

　呆あきれたように呟く長文エルフの前でミーアが鼻息荒く自慢する。

　漫画だったら、ミーアの頭上に「ふんすっ」と擬音が表示されそうだ。

「ご、ご主人様、木が！」

　湖に野菜を洗いに行っていたルルが、大声でオレを呼ぶ。

「トレントが動くなんて珍しいね」

　長文エルフが言うように、ルルを驚かせたのは、いつの間にか岸に近寄っていたトレントだ。

『やっほー』

　トレントが枯れ木のような腕を伸ばすと、その掌てのひらの上に緑色の幼女──ドライアドが現れた。

「ミーア、フォーメーションＤよ」

「ん、警戒」

　気安く手をふるドライアドを見て、アリサとミーアがオレの前で勢いよく両手を広げてガードする。

　フォーメーションなんて、いつ決めたのやら。

『あらら、幼子ちゃんに嫌われちゃったかしら？』

　立ちふさがるミーアの態度に、ドライアドがちょっぴり悲しそうな顔をした。

「どうしたんだい、ドライアド」

『トレント達がニンゲンに用があるっていうから、通訳にやってきたのよ。エルフならともかく、トレントと会話できるほどニンゲンは長生きじゃないものね』

　長文エルフの問い掛けに、ドライアドが答える。

　なんでも、オレが魔法を使ったときに出た魔力の余波にトレント達が反応したらしい。

　普段は覚えたばかりの魔力制御で魔力漏れを防いでいるが、魔法行使時にまでは気が回らなかったようだ。精進しよう。

「それで、オレにどんな用があるのかな？」

『トレント達に芽吹きの季節が来たから、湖に魔力を流して欲しいの』

「むむむ」

「重労働」

　ドライアドの答えを聞いて、短文エルフの二人がげんなりと顔を顰しかめた。

「ドライアド、今はアーゼ様がお忙しいのはお前も知っているだろう？　魔力の潤沢なエルフ達もアーゼ様のお手伝いで余力がない。せめて一年ほど延期できないかトレントに尋ねてくれ」

　長文エルフの言う「芽吹きの季節」が何の隠語か分からないが、一年とは気の長い話だ。

『だから聖樹じゃなくて、ニンゲンに頼んでるのよ～』

　魔力提供するのは構わないが幼女とのキスは遠慮したい。

「いいよ、どうすればいい？　できればキス以外の方法がいいんだけど」

　オレの言葉を聞いたアリサとミーアが満足そうに頷うなずき、他ほかのエルフ達が揃そろって顔を青ざめさせた。

「無謀」

「自殺志願？」

「サ、サトゥー君、ドライアドは加減を知らないんだ。アーゼ様や巫み女こ達が一緒じゃない状況で魔力譲渡マナトランスフアーなんてしたら、干ひ涸からびるまで吸い上げられてしまうぞ」

『やーね、ニンゲンなら大丈夫よ』

　──おいおい。

　ドライアドのヤツ、長文エルフの発言を否定しなかったぞ。

　今までの経緯を考えたら、確かに普通の人間なら限界以上に吸い上げられていた可能性が高い。

『じゃ、湖に直接だと効率が悪いから、ちょっと待ってね──』

　ドライアドはトレントの方を向いてしばらく沈黙する。

　きっと、植物ネットワーク的なモノで会話しているのだろう。

　なんらかの合意に達したのか、トレントがさわさわと枝を動かし、小枝を二本ほど湖に落とした。

　バシャンという音が耳に届く。存外に大きな水しぶきからみて、小枝に見えたモノは家の柱に使えるほどの太い枝だったらしい。

『その枝を媒介にして湖に魔力を流すの』

「分かった」

　独りでに岸までやってきた太い枝を拾い上げる。

　枝を動かしたのがドライアドかトレントかは判わからないが、ミーアに水魔法を使って貰う手間が省けた。

「いくよ」

『かもーん』

　一声掛けてから魔力を流していく。

　媒介にしたトレントの枝が割けないように、流す魔力量には注意した。

『いえす！　いえぇええすぅ！』

「やかましいわ！」

　ドライアドの下品な合いの手にブチ切れたアリサが、足下にあった木の実をドライアドに向けて投げた。

　インドア派のアリサの投げた木の実は明後日あさつての方向へと飛んでいく。

　ある程度投げ慣れていないと、まっすぐ飛ばないんだよね。

『いたいけな応援なのにぃ』

　それでも、ドライアドの合いの手を止める効果があったので結果オーライだ。

　それにしても、思ったよりも難しい。いくら魔力を注いでも、湖面から魔力が抜けていくような感触がある。

　勿もつ体たいないので、魔力を分割操作して湖面に魔力を覆い込む膜を作ってみた。これで万全だろう。

　オレの魔力が半分くらいなくなった頃ころ、湖全体がほんのりと光を発し始めた。

『おっけー、もう良いいわよ』

「……凄すごいね。アーゼ様でも魔力を飽和させるのに一〇日ほどかかるのに……」

　少しやりすぎたようだが、アイアリーゼさんやエルフの上層部にはオレが規格外なのはバレている事だし、エルフ達に少しくらい実力がバレても今更だろう。

　ボルエナンの森の外とはそれほど交流がないみたいだしね。

「みてみて～？」

「湖の木が春になったのです！」

　枯れ木のようだったトレント達の枝から新芽が芽吹き、瞬く間に花を咲かせ、黄金色の実をつけていく。

　なるほど、これが「芽吹きの季節」というヤツに違いない。

『ニンゲン、これトレントからのお礼だってさ』

　ドライアドから松ボックリのような模様をした木の珠たまを受け取る。

「樹霊珠」

「便利」

「これは『森魔法』の触媒に使える貴重な品だよ。『森魔法』の素養がなくても、魔力を篭こめて念じるだけで植物の育成を促したり、木材を曲げたり伸ばしたりできるんだ」

　ほほう、それは木工をするときに凄く便利そうだ。

「ありがとう、トレント！」

　嬉うれしくて思わずお礼が口をついて出た。

　それを見たドライアドが顔面が口になったと錯覚しそうな大口で笑い転げる。

『あははははは、お礼にお礼なんて、ニンゲンは面白いね』

　十分に笑い転げて満足した後、ドライアドがトレントの掌の中に消えた。

　トレントもさわさわと枝葉を鳴らして湖の中央へと去っていく。





＞「園芸」スキルを得た。

＞称号「庭師」を得た。

＞称号「樹人トレントの友」を得た。

＞称号「古老樹人エルダー・トレントの友」を得た。

＞称号「芽吹きの導き手」を得た。






　なんとなくログを確認すると、それらしい称号に加え、微妙に変なスキルや称号が手に入っていた。

　それはさておき──。

「この枝はどうしたらいいんだろう？」

「貰もらっておけば良いよ。魔法の杖つえを作るのに適した素材だし、湖が飽和するほどの魔力を流していたから、枝の内部に魔力経路が生まれているだろうからね」

　今度、杖作りの名人を紹介してくれると、長文エルフが約束してくれた。

　ルルが黒竜から貰った黒金色のトゲの件もあるし、丁度良い機会だね。




　──そろそろいいかな？

　そんなちょっとしたハプニングの間に、釜での調理が頃合いになったようだ。

　オレは釜の下に大きな鍋なべを置き、魔法を解除してスジ肉を鍋に移してタマネギと一緒に煮て味付けを調整していく。

「ご主人様、下した拵ごしらえが終わりました」

「こちらも準備完了です」

　ルルとリザの二人が用意してくれた野菜やモツを使って手早くサイドメニューを作っていく。

　タマとポチが森の中から卵をゲットしてきてくれたので、ミーア用にはキノコとグリーンピースがたっぷり入ったオムライスを用意してやる事にした。

「ミーア、ハートマークの描画は任せて欲しいと告げます」

「ウサギ」

「リクエストを受諾」

　完成したオムライスに、ナナがケチャップで絵を描かいてあげるようだ。

「う～ん、良い香り。これって、やっぱ、アレよね？」

「それは後のお楽しみだよ」

　鍋から漏れる醬しよう油ゆの香りに、待ちきれないとばかりにアリサが詰め寄ってきた。

　彼女の横では獣娘達もうっとりと目を細めている。

　完成した丼どんぶりをエルフ達が魔法で用意したテーブルに並べていく。

　そして、いつものようにアリサの「いただきます」の合図で食事が始まった。

「くっはー、美う味ますぎ！　牛丼なんて久々よ！」

　目め尻じりに涙を浮かべたアリサが、肉とご飯を口いっぱいに頰ほお張ばる。

　いつもなら、お行儀が悪いと窘たしなめるルルも、優しい瞳ひとみで見守って──いなかった。リザにも負けない真剣勝負みたいな表情で一口ずつ丁寧に咀そ嚼しやくしている。

　さらに、何かを思いついてはメモをしているようだった。なかなか研究熱心だね。

「うみゃ～、ばりうみゃ～」

「美味がぎゅぎゅ～っと詰まっているのです！」

　特盛り牛ぎゆう丼どんの肉を一口食べたタマとポチが拳こぶしをふりふり喜びの声をあげた。

　ポチは尻しつ尾ぽまでブンブンと振り回している。

「美味です」

　リザが感動に打ち震えながら、ぽつりと感想を呟つぶやく。

「ハンバーグと甲乙付けがたい美味しさだとマスターに報告します」

「負けてない」

　牛丼を称賛するナナに、ミーアがオムライスも負けないくらい美お味いしいと対抗していた。

「うわ～、何？　すっごく良い匂におい！　ねぇ、何食べてるの？」

「牛丼」

　転移で姿を現したアイアリーゼさんが、短文エルフの一人に尋ねている。

　アイアリーゼさんの後ろには巫女ルーアさんの姿もある。

「沢たく山さんありますから、ご一緒にどうぞ」

「ありがとう、サトゥー！」

　何の用事かは知らないが、食事は大勢の方が楽しいので、食べたそうにしてたアイアリーゼさんにも牛丼を手渡す。

　大量に作ってあるので二、三人増えたくらい余裕だ。

「うわっ、美味しぃいい～」

「もう、アーゼ様ったら……ところで、ヒーヤ。ドライアドから『トレント達に芽吹きの季節が来た』って聞いたから慌てて来たんだけど」

　巫女ルーアさんの質問に、長文エルフのヒーヤ氏は「黄金の実」を付けたトレントを指差すだけで終わらせた。

　どうやら、饒じよう舌ぜつな彼も牛丼を食べるのを優先したようだ。

「……うそ、どうして黄金の実が？　芽吹きが終わっているなんて！」

「サトゥー」

　巫女ルーアさんの驚きを短文エルフの一人がオレを指差して終わらせた。

　皆みんな牛丼を食べるのを優先させすぎだ。

「サトゥーさんが何かしたんですか？」

「ドライアドに頼まれて魔力を提供しただけですよ。この間の石舞台で教えて貰った精霊光や魔力漏れを防ぐやり方が役に立ちました」

「魔力を提供しただけって……」

　呆ぼう然ぜんと呟く巫女ルーアさんにも牛丼を提供する。

　アイアリーゼさんは食べながら「さすが、サトゥーね」とご飯を零こぼしながら呟いて、ミーアに叱しかられていた。

　横にいた短文エルフの一人がハンカチで拭ふいてやっているようだ。

　牛丼を口に運ぼうとした巫女ルーアさんが、その様子を見て動きを止めた。

「──あっ、食べている場合じゃないですよ、アーゼ様！　トレントの問題が片付いたなら早く戻らなきゃ！」

「ああ、まだ途中──」

　巫女ルーアさんに手を引かれて、アイアリーゼさんが転移用の「妖精の輪フエアリー・リング」に引っ張り込まれて姿を消した。

　いくらデスマーチ中でも、食事くらいしていったら良いのに……。

　少しだけ、二人の消えた「妖精の輪フエアリー・リング」を眺めた後、肩を竦すくめて気を取り直した。

　さて、オレも食べるとしよう。

　まずは肉からだよね──うん、調理時間が短かったわりに、歯を添えただけで嚙かみ切きれるくらい肉が柔らかい。

　肝心の味の方も、一嚙みごとに肉の旨うまみと甘いタレの味が絡み合って実に美味い。

　これは、牛丼チェーン店で全国展開を企画したくなるほどの美味さだ。

　そんな事を考えながら、今度は表面が少し飴あめ色いろになったタマネギと一緒に食べる。

　僅わずかに残ったシャキシャキ感とタマネギの甘い風味がギリギリのバランスで両立している。

　先ほど至高だと思った肉の旨みを、タマネギの甘さがさらにワンステージ上に引き上げてくれた。

　そして、最後にご飯と一緒に口の中へ──。




　美味い。




　──とっさにそれ以外の言葉が出てこないほどの完成度がそこにあった。

　肉、タマネギ、米、そして陰の主役であるタレ。

　これらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって奏でる牛丼シンフォニーが、今ここに現出して──。

「ベニショウガが赤くない！」

　異次元へ飛ひ翔しようしかけたオレの脳みそを、アリサの叫びが現実へと引き戻してくれた。

　危ない危ない。久々の牛丼だったので、ついテンションが上がりすぎてしまったよ。

「赤あか紫し蘇そか食紅が手に入ったら、赤く染めてやるよ」

　赤紫蘇だと若干赤紫系の色になるんだっけ？

「ある」

「ネーア」

「ネーアさんが赤紫蘇か食紅を持っているという事ですか？」

「そう」

　短文エルフ達の言いたい事も大分、分かるようになってきた。

　料理人のネーアさんとはカレー用の香辛料調達の打ち合わせもあるし、その時に尋ねるとしよう。

　オレは情報をくれたエルフ達に礼を告げ、アリサのリクエストに合わせてベニショウガを細切りにしてやる。

　牛丼チェーン店でよく見るタイプのカッティングだ。

　オレも一つまみ口に入れ、口の中をリフレッシュしてから、牛丼の残りに専念する事にした。

　やっぱり、牛丼にはベニショウガがないとね！




　　　　◆




「なんでやー！」

　アリサがイントネーションのおかしなエセ関西弁で叫ぶ。

　狩りを終え、エルフの里に戻ったオレ達は、汗を流す為ために地下都市にある公衆浴場へとやってきていた。

　その公衆浴場の入り口で、「男」「女」と書かれた暖の簾れんを見たアリサが大声を上げたのだ。

「せっかくのショタとの混浴が──そうだ！　こんな時は家か族ぞく風ぶ呂ろを予約すればいいのよ！」

「家族風呂？」

「無い」

　アリサが名案を思いついたとばかりに振り返ってきたが、短文エルフの二人がふるふると首を横に振って否定した。

　そういえば大河沿いの露ろ天てん風ぶ呂ろ以来混浴していない。

　ムーノ男爵領や公都では一人サイズの浴槽だったから、交代で入っていたんだよね。

「それじゃ、我々男性は男湯に行きましょうか」

　オレは男エルフのヒーヤ氏とグーヤ氏の二人に声を掛けて男湯の暖簾を潜くぐる。

　今いま頃ごろ気がついたが、エルフの男性の名前は「ーヤ」で終わり、女性は「ーア」で終わるようだ。

　アリサの嘆きの叫びを聞き流し、仲間達に女湯へ行くように促した。子供達はついてきたがったが、今日は他ほかの男性も一緒なので心を鬼にして禁止した。




　エルフ達は入浴時に湯着を身に着けるという習慣はないようなので、「郷に入れば郷に従え」の精神でタオル一枚を携えて浴場へと足を踏み入れる。

　時間が早いせいか、浴場にいるのはオレ達三人だけらしい。

「このお椀わん型の果実は石せつ鹼けんの代わりですか？」

　微妙におっぱい型に見えるが、それはオレの心が汚れているからに違いない。

「ダイサクが品種改良を始めた石鹼の実だよ。『おっぱい』石鹼って名前だったかな？」

　ヒーヤ氏の「おっぱい」の部分だけ日本語の発音だった。

　どうやら、心が汚れていたのは勇者ダイサクの方だったらしい。

　何を作っているかな……。

　微妙にげんなりしつつ、エルフの二人に誘われて背中の流しっこをする。見た目が少年なエルフ達といると、幼い従い兄と弟こ達と風ふ呂ろに入った時の事を思い出す。

　おっぱい石鹼は使う気にならなかったので、普通の石鹼を出して貰った。こちらは牛乳のような良い香りがする。

　さっぱりした身体からだを湯船に浸つけて、絞ったタオルを頭に乗せる。

　やっぱり、広い風呂はいいねぇ～。

「ダイサクが持ち込んだ文化は沢山あるけど、やっぱり公衆浴場が一番だね」

「命の洗濯」

　エルフの二人も同感らしい。

「ふーろーだぁああああ」

「アリサ、浴場で走ってはいけません」

　全身を伸ばして風呂を満喫していると、女湯の方からアリサとリザの声が聞こえてきた。

　続いて他の仲間達やエルフのギーア嬢の声も聞こえる。

　賑にぎやかな女湯の声に、和やか気分が加速する。

　湯上がり用にフルーツ牛乳でも作ってやろうかな？




「やっぱり、人族の身体はエルフと違うね」

　新たに入ってきた声質の高いエルフが、かけ湯をした後、オレの二の腕を無遠慮にむにむにと揉もむ。

　ぶしつけな行動に少し気分を害しながら、抗議の視線を件くだんのエルフに向ける。

　──あれ？

　肩口で切り揃えられた髪が湯に濡ぬれてソバージュのように波打っていた。

　そこから視線を下げると、膨らみ始めた生意気なおっぱいが健けな気げに主張しており、世の幼女趣味者垂すい涎ぜんの光景が惜しげもなく大気に晒さらされていた。

　せめて、下半身にはタオルを巻くくらいの配慮が欲しかった。

　好みの対象年齢から逸脱しているので欲情する事はないが、微妙に気まずい。

　オレのそんな胸の内に反応したわけではないだろうが、今更ながらに湯気が少女の大事な部分を隠してくれる。

　微妙に逸そらしていた視線を彼女に戻し、疑問の解消に移る事にした。

「ここは男湯ではないでしょうか？」

「──男湯？　エルフの里にはそんな区別はないぞ？」

　ＡＲ表示によると、このエルフの少女の名前はポルトメーア。西洋人形みたいな可愛かわいい顔をしているが、言葉遣いが少々乱暴だ。

　異種族とはいえ、男の前に裸身を晒して恥じるところがない羞しゆう恥ち心しんの低さは、ミーアと似ている。

「では入り口の『男』『女』と漢字で書かれた暖簾は何の為に？」

「あれはダイサクの設計だから知らん。『ヨーシキビ』ってヤツらしい」

　様式美って……。

「日本人は混浴が基本だって聞いていたけど、違うのか？」

「時代によってはそうだったのかもしれませんが、私のいた国では男女別な浴場の方が主流でした」

「ふーん、風呂は皆で楽しんだ方が良いいのに変な話だ」

　ポルトメーア嬢が理解不能だとばかりに肩を竦める。

「ポーア様、お酒をお持ちしました」

　幼女にしか見えないブラウニーが、ワインの入ったタンブラーとグラスが載ったお盆を持ってきた。なぜか仲居さん風のファッションをしている。

「少年もやるかい？」

「ええ、お相伴に与あずかります」

　湯に浸かったポーア嬢が、美う味まそうにワインを口に運ぶ。

　前にも飲んだ妖精葡萄酒ブラウニー・ワインという銘柄で、甘く口当たりの軽い赤ワインだ。

　ポーア嬢の乱入をスルーしていた長文エルフのヒーヤ氏が、赤ワインに手を伸ばしながら話しかける。

「やあ、ポーア。蜘く蛛も狩りはもう終わったのかい？」

「大物は斬きった。面倒な子蜘蛛はシーヤに押し付けてきた」

　手刀で斬るジェスチャーをしたポーア嬢がニヤリと笑う。

　そこに湯気を割って長髪の美少女──否、美少年エルフが現れ、ポーア嬢の頭を踏みつける。

　彼の名はシシトウーヤという名前らしい。通称はシーヤだ。

「この粗そ忽こつ者め、『押し付けてきた』ではないわ。拙者の刀は子蜘蛛のような雑ざ魚こを斬る為にあるのではござらん」

「いいじゃないか。これで『またつまらぬモノを斬ってしまった』っていつものセリフが言えるだろ」

　侍口調のシーヤ氏の足を払い、ポーア嬢が憎まれ口を叩たたく。

「ふん、戯ざれ言ごとを」

　シーヤ氏はポーア嬢の言葉をスルーして、湯船に浸かる。

　ケンカに発展しそうな雰囲気だったが、二人にとってはいつもの事のようで、それ以上は舌戦を交わす事もなくお風呂を楽しみ始めた。




「ダ、ダメです、ギーアさん。そっちは男湯ですよ」

「邪魔」

　平和になった男湯とは裏腹に、女湯で何やら騒ぎが起こったようだ。

　先ほどのルルとギーア嬢の声に続き、アリサや獣娘達の声が聞こえる。

　ズダン、バシャンと何かの破砕音と水音が風呂場に響き、湯気の向こうから怒り心頭のギーア嬢が姿を現した。

　先ほどのポーア嬢と同様に素っ裸だ。

　オレが幼女趣味だったら、さぞかし幸せな光景だったに違いない。

「聞いた」

「何をでしょう？」

　目の前で仁王立ちするギーア嬢にタオルを差し出すが、彼女がそれに手を伸ばす事はない。

「ま、前を隠してください！」

　湯気の働きに期待するよりも早く、ルルがタオルでギーア嬢の胸元を隠す。

　ルルは湯着を身に着けていたが、お湯に濡れてスケスケだ。

　美少女の背徳的な姿に思わず幼女趣味に転向しかけたが、なんとか理性を保つ。

「うほっ、ここは桃源郷やぁ」

「アリサ」

　遅れてやって来たミーアがギーア嬢の下半身をタオルで隠し、自分の横で鉄壁任務を放棄したアリサを叱しかる。

　女湯の方から獣娘達とナナがこちらに来る姿が湯気の向こうに見えた。

　どうやら、全員集合らしい。

「迷宮、本当？」

　ギーア嬢が再び言葉を紡ぐ。

「私達が迷宮都市へ行こうと考えているか？　という質問なら、その通りです」

　オレの答えを聞いたギーア嬢およびエルフ達が顔を顰しかめた。

　そういえば「揺り篭クレイドル」で見つけたトラザユーヤ氏の手記に「迷宮では多くの若者を死なせてしまった」と書かれてあったっけ。

　エルフ達にとって、迷宮は忌むべき場所なのかもしれない。

「迷宮に行くと聞いて気分を害されたのでしょうか？」

「違う、危険」

　オレの言葉にギーア嬢が首を横に振る。

「落ち着け」

「巧遅は拙速に如しかずとは言うが、相手に伝わらねば意味が無いでござるよ」

　ギーア嬢の前に、ポーア嬢と侍エルフのシーヤ氏が割って入る。

「サトゥー君、もしかして迷宮都市セリビーラに行く予定なのかい？」

「ええ、そのつもりです」

「無謀」

　長文エルフのヒーヤ氏に首肯すると、静かにしていた短文エルフのグーヤ氏が否定の言葉を呟つぶやいた。

「君達は迷宮がどういう場所か知っているのかい？　あそこは好んで足を踏み入れるような場所ではないよ──」

　どうやら、エルフ達はオレ達を不快に思っているのではなく、親身に心配してくれているようだ。

「ちょ、ちょっと待って、わたし達がご主人様にお願いしたのよ。迷宮に行きたいって」

　長文エルフのヒーヤ氏の言葉を遮って、責任は自分にあるとアリサが主張する。

「迷宮行きを望んだのはアリサだけではありません──」

　さらにリザまで責任を主張し、他の子達まで同じように言い出した。

　ふと目をやるとヒーヤ氏がなんだか真剣な表情になっているのが見えたので、仲間達を一いつ旦たん落ち着かせる。

「少し、昔話をしようか──」

　湯冷めしないように皆を湯に浸からせたヒーヤ氏が自分の経験を語ってくれた。

　ここにいるエルフ達は何百年も昔に、セリビーラの迷宮で修行をした事があったそうだ。

　経験値効率の悪い動物だけを相手にしてレベル四〇台になったわけではないらしい。

「酷ひどいところだったよ。薄暗い迷宮は足下を照らす明かりがあるんだけど、その明かりは罠わななんだ」

「光は影を作るのさ」

　ヒーヤ氏の言葉に首を傾かしげたアリサに、ソバージュ髪のポーア嬢が補足した。

「物陰から忍び寄る『影小鬼デミゴブリン・アサシン』に怯おびえ、安全地帯と思っていた場所に『湧わき穴』が生まれて突然戦闘が始まる」

「まさに地獄でござったな」

「精霊微弱」

　オレにはマップやレーダーがあるから問題ないんだが、確かに普通の人には地獄のような場所かもしれないね。

　ちなみにヒーヤ氏の言う「湧き穴」はゲームでいうモンスター発生場所スポーン・ポイントの事らしく、突然壁に穴が開いてモンスターが雪な崩だれ込んでくるそうだ。

「敵見つける～？」

「そうなのです、タマとポチなら全部見つけられるのです！」

　タマとポチの主張に、ヒーヤ氏が悲しそうな笑みを浮かべて二人の頭を撫なでる。

「そうだね。獣人の感覚は鋭いから、精霊の少ない場所では頼りになったよ」

　過去形か……。

「でもね、いくら獣人でもずっと神経を研ぎ澄ませていたら精神が保もたないんだよ。人は眠らないと生きていけない。迷宮の奥を目指すなら何日も潜る必要があるんだ」

　そういえば、獣娘達とセーリュー市の迷宮騒動に巻き込まれた時は、何日も眠らずに番をしていたっけ。

　今の身体なら、精神を張り詰めていれば五日くらいは平気で起きていられそうだ。

「それに敵は魔物だけじゃない」

「盗賊がいるのですか？」

「迷賊」

　リザの質問に短文エルフのギーア嬢が答える。

　なるほど、海洋の賊で海賊なら、迷宮の賊だと迷賊なのか。

「うん、それもいたね。けど、私が言いたいのは同じ探索者の事さ。普段は手を出してきたりしないけど、魔物との戦いで疲弊して隙すきを見せたら罠に掛けようとする者だっている。迷宮の中では誰も信じちゃダメなんだよ」

　ヒーヤ氏の重い言葉に、年少組が泣きそうな顔をする。

「もちろん、そんなヤツらは少数派だけどね」

　オレが不安そうなタマとポチを抱き寄せるのを見て、ヒーヤ氏がフォローの言葉を足してくれた。

　迷宮を探索する時は、他ほかの探索者が来ない奥地にベースキャンプを作って篭こもるのがいいかもね。

　転移魔法もあるし、対人的なトラブルは比較的簡単に回避できそうだ。

「私達を心配してくださってありがとうございます。もし、宜よろしければ他にも迷宮でのお話を色々と聞かせていただけませんか？」

　オレの言葉を聞いたヒーヤ氏が頭痛を堪こらえるような表情でこちらを見た。

「い、今までの話を聞いていたのかい？」

「はい、とても為ためになるお話を──」

　おかしいな……安全の為に情報収集に努めてるのに、この反応はなんなのだろう。

　しばしの沈黙の後、エルフ達が集まって何やら相談を始めた。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たになったので、タマとポチの頭を撫でてやる。

　スキンシップが効いたのか、タマが喉のどを鳴らし始め、ポチも「にへへ」と笑みを取り戻したようだ。

　ヒーヤ氏に代わってゴザルな侍エルフのシーヤ氏がこちらにやってきた。

　ようやくエルフ師匠達の結論が出たらしい。

「どうしても、迷宮にいくのでござるか？」

「おふこ～す」

「も、もっちのろん、なのです」

　シーヤ氏の問いにタマが即答し、やや遅れてポチが続く。

　他の子達も異口同音にＹＥＳと回答する。

　なぜか、ボルエナンの森に残るはずのミーアも皆に釣られて肯定していた。

「はい、それがこの子達の望みなのです」

　オレとしてはジメジメした魔物だらけの迷宮よりは物見遊山の旅をする方が好みなのだが、この危険な世界を共に旅するには仲間達のレベル上げは必ひつ須すになってくるのだ。

「ならば、このボルエナンにいる間に、我らが貴公らを鍛え直してやるでござる。何もせずに送り出してトーヤの時のように悲報を後から聞かされるのはごめんでござるからな」

　侍エルフのシーヤ氏の望外の申し出に、オレ達は一も二もなく頷うなずいた。

　オレはともかく、他の子達にエルフが長い年月を掛けて磨いた技術を伝授して貰もらえるなんて、願っても無い事だからね。







　妖よう精せい修行





〝サトゥーです。ゲームでは最上級の回復薬をなかなか使えない病に罹り患かんしていました。ラスボス戦で大盤振る舞いした後に、ボスの第二段階目でボコボコにされた経験のせいに違いありません。〟






「まだまだ～？」

「なかなかやるでござるな。突撃力が少し足らぬが、よく周りを見ているでござるよ」

　小剣と盾で巧みに攻めるタマを、侍エルフのシシトウーヤ──シーヤ氏が軽々と捌さばきながらアドバイスをしてやっている。

　ここはボルエナンの森の外れ、魔物の領域に近いエルフの修練場だ。

　あの風呂場での出来事から既に五日ほど経たっており、オレと仲間達はこの修練場で、エルフの師匠達から指導を受けていた。

　今日は師匠とのマンツーマンだが、実戦練習の日もある。

　実戦練習の相手はエルフ師匠達が魔法で作り出す草や泥の人形が多い。

　魔物と戦う練習の日は、狩りの名人のヒシロトーヤ──ヒーヤ氏とオレがボルエナンの森の外にある魔物の領域まで行って調達してきている。

　その魔物の領域にいるのはレベル一〇未満かレベル四〇以上の極端な二択なので、ここで修練する者は他にいない。

「とー、なのです」

「良い踏み込みだが、周りをもっと見ろ。足下の草の間に罠があったら、今いま頃ごろ引っかかっているぞ」

　片手剣を両手持ちにしたポチが、ソバージュ髪のポルトメーア──ポーア嬢に相手をして貰っている。

「罠なんて食い破ればいいのです！」

「減点一だ、バカ弟子」

　ポチの慢心に満ちた発言を、ポーア嬢が叱りつけ、手に持ったハリセンでスパンッと叩たたく。

　このハリセンはアリサの作品だ。

「バカって言った方がバカなのですよ？」

「やかましい。師匠は絶対だ。師匠がハンバーグを寄よ越こせと言ったら空腹でも差し出すようでなければいかん」

　ポーア嬢の暴言に、ポチが顔を青くして目め尻じりに涙を浮かべた。

　それを見たポーア嬢が慌てて前言を撤回する。

「ハンバーグは言いすぎた。オニギリにしよう」

「はいなのです。オニギリなら大丈夫なのです」

　どうやら、ポチの中でハンバーグは別格のようだ。

「このレベルで魔刃を使うか……」

「有望」

　魔刃を使うリザを見て評価するのは、スプリガンの短たん槍そう使いユセク氏と短文エルフこと螺ら旋せん槍使いのグルガポーヤ──グーヤ氏の二人だ。

　ユセク氏の方は今日初めて会ったが、グーヤ氏にも劣らぬ槍の使い手で、ボルエナンの森で暮らすスプリガンの中で一番強いとの事だった。

　一度だけ、自己紹介の時に魔刃を短槍の先端から飛ばしてみせるという離れ業を披露してくれたほどだ。

　もう一度見せて欲しいというオレの頼みは「盗め」と一言呟つぶやいただけで叶かなわなかった。

　盗めといった癖に、それ以来一度も披露してくれていないのは酷いと思う。

　面白い技なので、いつかモノにしたいね。

「魔法併用」

「盾だけで魔物の突進を防げると思うな！　魔法も併用しろ、魔力の温存を考えるのはもっと強くなってからだ。身体強化が使えるなら出し惜しみはするな！」

「指導、受諾」

　ナナの指導をするのは短文エルフの片割れ、魔法剣士のギマサルーア──ギーア嬢とドワーフの盾使いであるケリウル氏だ。彼もレベル三八と高いレベルを誇る。

　ケリウル氏はドワーフの自治領ボルエハルトで会った片思い鍛か冶じ師のザジウル氏の叔父さんにあたるらしい。

　盾役が得意なエルフがいなかったので、顔の広いヒーヤ氏がレプラコーンの里で修行をしていたケリウル氏を連れてきてくれたのだ。

「ルルさん、膝ひざを曲げないように注意して」

「は、はい、ネーアさん」

「うぎぎぎぎ、無理、これ以上曲がらないから！　お、折れるぅううう」

「アリサちゃん、体術に必要なのは柔らかい身体からだですよ？　柔軟をもっとしっかりやりなさい」

　ルルとアリサの指導をしてくれているのは、意外な事に料理人のネーアさんだ。

　魔法に秀でたエルフの中にも空間魔法が使える者は僅わずかしかおらず、ハイエルフのアイアリーゼさんの用事に全員動員されていて教師役がいない状態だった。

　そこでサポート要員として来ていたルルと一緒に、ネーアさんから護身術を教えて貰う流れになったのだ。

　ルルの魔法銃やアリサの無詠唱空間魔法は対人向きじゃないから丁度良いいしね。

　なお、ここにいないミーアは母親のリリナトーアさんから、岩舞台の修行場で精霊魔法の手て解ほどきを受けている。

　精霊魔法の万能さに惹ひかれたアリサがスキル取得を考えたようだが、空間魔法を凌しのぐ必要スキルポイントを見て早々に諦あきらめていた。

「さて、それじゃ、サトゥー君も修行を始めようか」

「はい、師匠」

　長文エルフのヒーヤ氏──もといヒシロトーヤ師匠の言葉に首肯する。

「◆　微風」

「▲　微風」

「▼　微風」

　──そう、オレは呪じゆ文もん詠唱の修行をしている。

　巻物から魔法欄に登録するという裏技で使える呪文数を増やしているとはいえ、やっぱり正攻法で魔法を使えるようになりたいのだ。

　巻物は中級魔法までしか作れない上に、シーメン子爵の巻物工房に依頼する必要があるからね。

　先日の野牛狩りの時にヒシロトーヤ師匠の前で魔法を使った事があるのだが、あれは勇者的なユニークスキルによるものだと解釈されているらしく、詠唱ができない事にツッコミは入らなかった。

「■　微風」

　頰ほおを撫なでる優しい風は、オレの詠唱によるものではない。

「余裕」

　野牛狩りで辛酸を舐なめる結果になったゴーヤ君の魔法だ。

「ゴーヤ、邪魔をするなら帰りなさい」

「むぅ、見本」

　ドヤ顔のゴーヤ君をヒシロトーヤ師匠が窘たしなめる。

　叱しかられながらもゴーヤ君のニヤケ顔は止とどまるところを知らない。

　よっぽど、オレに勝てる事があるのが、嬉うれしかったのだろう。

　内心でムカムカしつつも、無表情ポーカーフエイススキルの助けを借りて余裕な大人の態度で彼の挑発を受け流した。




　　　　◆




「そんなに落ち込まないで、サトゥー君」

「いえ、別に落ち込んではいませんよ」

　ヒシロトーヤ師匠の慰めに、努めて軽い口調で答える。

　修行というと朝から晩まで倒れるまで続くイメージがあるが、エルフ達の修行はもっと緩やかだ。人族の一〇〇倍以上もある寿命のせいか、修行時間は午後の数時間だけしかない。

　エルフ達の修行は「これからする訓練の意味」を教える座学から始まり、身体を使った実技を経て、「本日の振り返り」といったミーティングで終了する。

　もっとも、最後のミーティングは今いる場所──公衆浴場で汗を流した後の湯船に浸つかりながら行われる事が多い。

「サトゥー」

　ちゃぽん、という水音と共にオレの横に滑り込んできたのは精霊魔法の修行から戻ってきたミーアと彼女の母親であるリリナトーアさんだ。

　エルフ故だろうが、リリナトーアさんはとても経産婦には見えない。

　二人と挨あい拶さつを交わした後、ヒシロトーヤ師匠との会話に戻る。

「ゴーヤだって詠唱ができるようになるまで三〇年以上かかっているんだから」

「そ、それは凄すごいですね」

　──というか、三〇年もよく続いたなゴーヤ君。

　次からは彼のドヤ顔も、広い心で受け流せそうだ。

「やっと笑った──」

　オレを見上げたアリサが、ほっとしたような顔を見せる。

「ご主人様が、お風ふ呂ろでスンッて顔しているときは表情を繕っている時だもんね」

「ん、把握」

　アリサとミーアがオレを挟んで会話する。

　修行の後のお風呂は混浴が常態化してしまったので、エルフ師匠達に説明して湯着の使用を許可して貰もらった。

　もっとも、エルフで着用している者はいない。

　それをヒシロトーヤ師匠に尋ねてみたところ──。

「エルフは全員家族みたいなモノだし、他の種族ほど異性に性的欲求を抱かない者ばかりだからね」

　物語でよくある「エルフは繁殖力が低い」ってヤツだろう。

　もし人族並みに繁殖するなら、今頃世界中がエルフだらけになっているはずだもんね。

「よくそれで子供ができるわね～」

「エルフも恋はするよ。恋をして一〇〇年くらい気が変わらなかったら、結婚するんだ」

　アリサの呆あきれたような言葉に、ヒシロトーヤ師匠が若干ズレた答えを返す。

「結婚～？」

「公都で結婚式のパレードを見たのです！」

　お湯にタオルを沈めてブクブクさせて遊んでいたタマとポチが、結婚というキーワードに反応してシュタッのポーズで会話に参加した。

「エルフの結婚ってどんなの？」

「アーゼ」

「祝福」

　アリサの質問に短文エルフの二人が答えた。

　もちろん、意味が分からないので長文を話す人達に解説を求める。

「世界樹で婚姻の誓いをして、アーゼ様から祝福を授けて貰うんだ。この時に受け取った聖樹石に二人で魔力を注いで、二人の愛と一緒に育はぐくんでいくんだよ」

　聖樹石っていうと、石舞台の修行の時にアイアリーゼさんから飲ませて貰った粉の元になる「賢者の石フイロソフイウム」の事だったはずだ。

　たぶん、結婚指輪とか婚姻届的なものなのだろう。

「結婚してから、だいたい一〇年から五〇年くらいで発情期が来るんだ。妊娠すると聖樹石に食欲を覚えるからすぐに分かるんだよ。妊婦は聖樹石の粉を溶かした水を飲むと良い子が生まれるって信じられているね」

　聖樹石は魔力ブーストアイテムって話だったから、エルフは胎児を成長させるのに魔力が必要なのかもね。

　そういえばムーノ男爵領で会ったコボルト達も、子育てに青せい晶しようっていう宝石が必要だって言っていたっけ。

　あれも似たような理由なのかもしれない。

「──何の話？　ミーアへの性教育はまだ早いんじゃないかしら」

　湯気の向こうから現れたのはプラチナブロンドの美女──ハイエルフのアイアリーゼさんだった。

　好みのタイプの全裸登場にどぎまぎしてしまう。

「アーゼ」

「珍しいね、アーゼ様が公衆浴場に来るなんて」

　エルフ達の言葉もオレの耳を素通りするだけだ。

　情けない事に、アイアリーゼさんの黄金比を体現したような裸体に目を奪われて、次の行動に出られない。

　気の利いた一言を口にするどころか、思春期に戻ったかのように、彼女から目を逸そらす事さえできないでいる。

　そして、それは目の前で真っ赤な顔をして、あうあう言うアイアリーゼさんも同様のようだ。

「どうしたんですか、アーゼ様？」

　アイアリーゼさんの後ろから現れた巫み女このルーアさんが、不思議そうにアイアリーゼさんを見上げる。

「はっ！　出遅れた──ミーア！」

「ん、ぎるてぃ」

　鉄壁ペアの活動をこれほど頼もしく、そして恨めしく思った事はない。

　幼女二人の活躍で、オレの視界からアイアリーゼさんの裸体は隠され、それをきっかけにしてアイアリーゼさんは湯船に沈み込む事ができたようだ。

「助かったよ、アリサ」

「ふーん、だっ。わたし達の裸じゃ余裕な癖に」

「ん、不服」

　ぷんぷんと怒るアリサとミーアからの八つ当たりを甘受し、オレはルルに頼んで予備の湯着をアイアリーゼさんに届けて貰う。

　オレが今いる男湯から女湯──という名のもう一つの湯船に移動すれば良いのだが、一部元気な下半身事情がそれに待ったをかけたのだ。

　仕方が無いので、鎮まるまで無難な会話で乗り切ろう。

「すみません、アイアリーゼ様、ぶしつけに見てしまって」

「う、うぅ……」

　オレの謝罪に、アイアリーゼさんは顔をお湯に半分沈めたまま上目遣いでこちらを見るだけだ。

　気のせいか、彼女の視線がオレの鎖骨や肩のラインを彷徨さまよっているような？

「どうしたんですか、アーゼ様？　そんな初婚の女の子みたいな……」

「──ルーア？」

　会話の途中で言葉を途切れさせたルーアさんが、短文エルフのギーア嬢に心配されていた。

「な、なんでもありません。そんなはずないですから」

「むぅ」

　ルーアさんが凄く何かありそうな顔で会話を終わらせる。

　ギーア嬢は心配そうだったが、それ以上はルーアさんを気遣って何の追及もせずに済ませていた。

　そんな微妙な雰囲気のまま、お風呂タイムは終了となった。




「ぷっはー！　やっぱ、湯上がりはコーヒー牛乳よね！」

　腰に手を当てて瓶入りのコーヒー牛乳を飲み干したアリサが、満足そうに告げた。

　アリサの明るい声が、先ほどまでの微妙な雰囲気を消し飛ばす。人に属性があるなら、アリサはきっと太陽だね。

　それにしても、そこまで喜んでくれると、瓶から自作した甲か斐いがあるというモノだ。

「アリサ、白牛乳が至高だと告げます」

「むぅ、フルーツ牛乳」

　アリサの発言に異を唱えたのは、身体からだにタオルを巻いただけのナナとミーアだ。

　ナナの場合は白牛乳の瓶に付けたデフォルメ仔こ牛うしのラベルが気に入っただけに違いない。

「炭酸さいこ～？」

「ぷちぴちが刺激に素敵なのです」

　肉球のワンポイントが入った女児パンツに丈の短いキャミを着たタマとポチが、瓶の口から溢あふれる炭酸水を零こぼさないように啜すすっている。

　Ｔシャツとショートパンツを身に着けたルルは、部屋の隅のフロアでストレッチをしており、水分補給は後回しのようだ。

　なお、風呂好きのリザはまだ湯船で至福の時間を過ごしているので、ここにはいない。

「美お味いしい──」

　ガラス扉の冷蔵庫前で、フルーツ牛乳に口を付けたアイアリーゼさんが嬉うれしそうに呟つぶやく。

　なぜか、彼女の声は騒がしい場所でもよく通る。

　きっと聞き心地の良い声だからに違いない。

「この黄おう橙とう果実を使った飲み物が凄く美味しいわ。ネーアの新作なの？」

「いいえ、アーゼ様。ここにある飲料は全すべてサトゥーさんが作られたものです。レシピを公開してくださったので、いつでも作って差し上げられますよ」

「──サトゥーが？」

　ネーアさんの説明に驚くアイアリーゼさんの声には、素の感嘆の響きが乗っている。

　なぜだか、凄く誇らしい気分だ。

「そういえば、公衆浴場に冷蔵魔法装置なんてあったかしら？」

「サトゥー」

「それはサトゥー君が作ってくれたんだよ」

　巫女ルーアさんの疑問にエルフ師匠達が答える。

「凄いのね、サトゥー」

「たまたま公都で大きめの氷こおり石いしを手に入れられたので──」

　アイアリーゼさんの子供みたいな直球の称賛に、どぎまぎしてよく分からない言い訳が口をついて出る。

　風呂の時にも感じたけど、なんだろう、この思春期に戻ったような不思議な感覚は……。

　でも、なんだか、こんなのも悪くないと思ってしまう自分がいた。

「エマージェンシーね」

「ん、危険」

　眉まゆをへの字にしたアリサとミーアが何やら顔を寄せ合っていたが、微妙に舞い上がったオレはそんな二人の姿を気にも留めていなかった。
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「はんば～ぐ」

「やったー、なのです！　今日もハンバーグ先生は素敵に無敵なのです」

　タマとポチが夕飯の皿を見てクルクルと踊る。

　樹家の食卓では公衆浴場にいたメンバーに加え、ネーアさんを始めとした料理人エルフ娘達が揃そろっていた。

　ミーア母とネーアさんには豆腐ハンバーグのレシピを伝授してある。

「私、ハンバーグ好きよ」

「サトゥーさんの料理は美味しいですからね」

　公衆浴場でのお詫わびも兼ねて食卓に招いたアイアリーゼさんと巫女ルーアさんにも好評のようだ。

「竜田揚げにステーキまであるなら、こっちの野菜サラダはいらないんじゃない？」

「ダメだよ、バランス良く食べないとね」

　オレはアリサの暴言を首を横に振って否定した。

　修行が始まってからは身体を作る為ためにもタンパク質を多めにしてあるが、仲間達のマッチョな姿が見たいわけではないので肉オンリーにはしていない。

　今日の竜田揚げはクジラ肉、ステーキは噴進狼ロケツト・ウルフの肉を使っている。野牛の肉は美味しいけど、同じ肉ばかりだと飽きがくるんだよね。

　もっとも、テーブルに並べた魔物肉の料理にはエルフ師匠達から、ちょっとした物言いが入った。

「魔物肉」

「大丈夫？」

　エルフ達は魔物肉に忌避感があるのかな？

「珍しいね。でも、ここはアーゼ様がいるから大丈夫だろう？」

「ん、瘴しよう気き無い」

　瘴気っていうと、魔王復活の為に魔族が集めていたヤツかな？

「魔物の肉には瘴気が含まれるのですか？」

「そうだよ。でも、瘴気は神気や強い精霊光に弱いから、アーゼ様の近くなら浄化されるから害はないよ」

　オレの質問にヒシロトーヤ師匠が答える。

　つまり、アイアリーゼさんの傍そばじゃないと害があるって事か？

　ムーノ男爵領で常食されているんだけど……どうしよう。

「弱い魔物の肉なら大丈夫だよ。それにサトゥー君の精霊光はアーゼ様よりも強いから、君の近くで処理されたのなら、瘴気も無害なくらいまで拡散するから大丈夫さ」

　ヒシロトーヤ師匠に相談したところ、そんな答えが返ってきた。

　問題なのは瘴気らしいし、魔王信奉集団の「自由の翼」が魔王復活の瘴気集めに使っていた「邪念壷カオス・ジヤー」や「呪じゆ怨おん瓶」を使えばオレがいない状況でも、魔物肉から瘴気を除去できそうだ。

　もしかしたら、クジラ肉の唐揚げを食べた時にステータスが上昇するのは、残留瘴気の影響なのかもしれない。

　もっとも、その事実を確かめる為に瘴気のたっぷり残った魔物肉を食べる気はないけどね。

　そんな一幕を挟み、オレ達は食事を始める。

「サトゥー、味が変？」

　豆腐ハンバーグを食べたミーアが不思議そうに眉を寄せた。

「美味し～よ？」

「ハンバーグ先生にシツレイなのです！」

　タマとポチがハンバーグの擁護をしている。フォークを持った手を振る前に、ソースをちゃんと舌で拭ぬぐうあたりルルやリザの教育のたまものなのかもしれない。

　今日のミーアのハンバーグは、何の変哲もない普通の豆腐ハンバーグだ。オレも同じものを食べているが、特に雑味も無いし、なかなか会心のできだと思う。

「口に合わないかい？　こっちの皿の豆腐ハンバーグを食べてごらん」

　オレは保温魔法具から取り出した予備の豆腐ハンバーグをミーアの前に差し出す。

「ん、美味し」

　その皿のハンバーグを一切れ口に運んで、ミーアが満足そうにはぐはぐと食べ始めた。

　ミーアの残した豆腐ハンバーグは、タマとポチが分け合って食べたようだ。ポテト以外の付け合わせの野菜は、きっちりミーアに押し付けていた。

　──そろそろ告知の頃ころ合あいか。

「ミーア、君に言わないといけない事があるんだ」

「ん」

　神妙な顔でミーアに話しかけたのだが、なぜか目を瞑つぶって口を突き出して来た。アリサに毒されすぎだと思う。

　誤解を解く為に「ハンバーグの事だ」と前置きして話を続ける。

　なぜか凄すごく不服そうな顔をされてしまった。

「ミーアが今食べた豆腐ハンバーグには、肉が入っているんだ」

　樹家で出す豆腐ハンバーグは日々肉の割合を増やしていたのだ。今ミーアが美味しそうに食べていたのは肉が七割くらい入っていた。

「……ぎるてぃ」

　ミーアが裏切られたと言わんばかりの劇画調の表情でオレを見つめる。

「うん、ごめんね。さらに言うと、ミーアが最初に食べたハンバーグには肉が入っていなかった。あっちが本来の豆腐ハンバーグだったんだよ」

「──むぅ」

　何かの葛かつ藤とうをしているミーアに、最後の一押しをしてやる。

「ミーア、お代わりはどっちのハンバーグにする？」

「むむぅ、こっち」

　ミーアが指差したのは肉入り豆腐ハンバーグの方だった。

「ん、美味し」

　葛藤を克服したミーアが、肉入り豆腐ハンバーグを食べて満足そうな笑顔になる。

　まだ、普通の肉だけのハンバーグは食べられないみたいだが、少しは肉に対する忌避感が減ってくれたと思いたい。

「こっちの本格ハンバーグを一口あげるのです」

「むぅ、不要」

　ポチが差し出した肉汁たっぷりのハンバーグは、ふるふると首を横に振って、嫌そうに手で押し返していた。

　いきなりは無理だよね。




　食事がある程度進んだところで、ネーアさんからカレー計画の進しん捗ちよく状況を教えて貰もらう。

　カレーの再現を求めていたのは、料理人エルフのノーア嬢なのだが、彼女は人見知りなので、カレー計画はネーアさんが取り仕切ってくれている。

「それじゃ、香辛料の探索はスプリガンやレプラコーン達がやってくださるんですか？」

「ええ、なんだか伝説の素材をどちらが先に見つけるか勝負だって言って、楽しそうに出かけていきました」

　スプリガンは少し灰褐色の肌、レプラコーンは赤銅色の肌をした人達で、どちらも妖よう精せい族共通の特徴である小柄で少し尖とがった耳をしている。

　残念ながら定番のハーフエルフや闇やみ堕ちのダークエルフという種族はいないそうだ。

　褐色巨乳でちょっとエッチなダークエルフに会えないなんて……この世界はファンタジー感が足りないと思う。

「闇に堕ちるも何も、闇を司つかさどる世界樹もありますし、エルフも日焼けしたら褐色の肌になりますから。それに混血は異なる妖精間でも無理ですよ。異種族間で混血できるのは人族と耳族のような例外を除けば、猫人と虎とら人、犬人と狼おおかみ人などの近親種の獣人くらいのものです」

　ふ～ん、人族と耳族は混血できるのか。

　そういえばタマとポチは人族の間に生まれた先祖返りだって言っていたっけ。

「エルフとハイエルフも無理なのですか？」

「はい、もちろんです。存在の根本が違うのです」

　──根本？

　確かに容姿などを見ても、ハイエルフはエルフ達よりは人族に近い。

「ハイエルフ様達は神々や世界樹と一緒に、神界からいらした亜神様ですからね」

　さらっと重要な情報を告げたのは巫み女こルーアさんだった。

　──アイアリーゼさんって亜神なのか？

　ハンバーグと一緒にチキンライスを頰ほお張ばるアイアリーゼさんからは、そんな神々しさは全く感じられない。

　むしろ、ダメなお姉さん臭が凄くする。

　……でも、ダメなお姉さんって、何か良いいよね。

「神界とはパリオン神などの神様達が暮らす場所なのですか？」

「違ひがうふわふあよひよ──」

「アーゼ様、口の中の物を飲み込んでからにしてください」

「──むぐぐっ」

「ア、アーゼ様？」

　ルーアさんに叱しかられたアイアリーゼさんが、早く飲み込もうと無理をして喉のどに詰まらせて目を白黒させた。

　オレは慌てて縮地で彼女の傍らに移動し、テーブルから取り上げたグラスを差し出す。

「水です、ゆっくり飲んで」

　アイアリーゼさんは世話をされるのに慣れているようだ。

「あ、ありがとう、サトゥー」

「どういたしまして」

　水を飲ませて貰ってほっと一息吐ついたアイアリーゼさんが、儚はかない笑顔でオレに礼を告げる。

　さっきは慌てすぎて縮地を使ってしまったが、誰だれも気にしていないようだ。

「それでは神界というのは、どういった場所なのでしょう？」

「私達ハイエルフや世界樹を作った創造神様の世界──と言っても、幼い頃に世界樹と一緒に送り出された私達ハイエルフには、その世界の記憶がほとんどないの」

　アイアリーゼさんに詳しく聞いたところ、以前絵本で見た神話は大筋で事実のようだった。

　パリオン神を始めとした八柱の神々は八本の世界樹に乗って、この世界へとやって来たらしい。

　この世界自体は世界樹を作った創造神とは無関係に存在していたらしく、神々にとっては赴任というよりは開拓に訪れた感じのようだ。

　この惑星の原住生物である竜以外の生き物は、世界樹の中にプールされていた種子シードから広まったそうで、絵本の神話にあったようにパリオン神などの神々によって創造された存在ではないらしい。

　世界樹は次元を渡る神々の播は種しゆ船みたいなものかな？

　ファンタジーというよりはＳＦちっくな感じだね。

「サトゥー」

　この世界の神話に興味がないらしく、アイアリーゼさん達の話に飽きたミーアが構えとばかりにオレの膝ひざの上に座る。

「ミーア、口元が汚れているよ」

「拭ふいて」

　甘えるミーアの口元をハンカチで拭いてやる。

　さっき、何か気になった事があったのだが、ミーアの世話をする内に脳裏から消えてしまった。

　思い出そうと視線を彷徨さまよわせると、アイアリーゼさんのほっぺたにご飯粒がくっついているのを見つけた。

「アイアリーゼ様、ちょっと失礼」

　手を伸ばして彼女の頰に付いていたご飯粒を取り、年少組の世話をする感覚のままそれを自分の口に入れて処分する。

「「「あーっ！」」」

　なぜか、それを見たアリサやミーアが「裏切り者」とでも言いたげな顔で、まなじりを決した。

　一緒に声を上げていたルルは悲しそうな目でこちらを窺うかがっている。

「アーゼ様？」

　ネーアさんの声に視線を戻すと、アイアリーゼさんが真っ赤に染まった顔で目をグルグルさせている。

　なんだか、王都に向かったカリナ嬢を思い出す仕草だ。

　でも、変だ。アイアリーゼさんはカリナ嬢と違って男性が苦手なわけでもないし、他人に世話されるのも慣れているはずなのに。

　そんなアイアリーゼさんに対抗心が湧わいたのか、奇行に走る者がいた──アリサとミーアだ。

「ご主人様、わたしのも！」

「取って」

　わざとチキンライスを頰に付けた二人が顔を突き出してくる。

「食べ物で遊んじゃダメだよ」

　タマやポチの教育に悪いのでハンカチで拭き取ろうとも思ったのだが、縋すがるような二人の視線に負けて望み通りにしてやった。

　予想通りマネしようとしたタマとポチの二人はリザが叱ってくれていたようだ。




　そろそろ食事も一段落したようなので、デザートを出そう。

　オレが厨ちゆう房ぼうからプリンを運んで戻ると、アイアリーゼさんとルーアさんの姿がなくなっていた。

　言こと伝づてを受けたアリサによると、仕事場から呼び出しを受けて戻ってしまったそうだ。

　二人のマーカーが世界樹の遥はるか上方へと移動していたので、衛星軌道か宇宙空間付近で何かが起こっているのかもしれないね。

　何か力になってあげたいけど、部外者のオレが首を突っ込んでいいのか判断に迷う。

　ヘタに出しゃばってアイアリーゼさんに拒絶されるのがなんとなく怖い。

　なんだかいつもと勝手が違うね。




　　　　◆




「へー、変わった繊維ね。ゴムとも違うし化繊でもないし」

　裁縫工房の棚に並べられた珍しい繊維にアリサが興味津々だ。

　お風ふ呂ろでの出来事から早くも三日が過ぎた。今日は顔の広いヒシロトーヤ師匠の紹介で、アリサを連れて見学に来ている。

　魔法の布なんかもあるそうなので、前日から楽しみにしていた。

　この工房はエルフの天てん蓋がい地下都市の横にある同型の工房専用区画に存在している。住居と工房は別の区画に隔離しているようだ。

　なお、他ほかの子達はミーアの案内で樹家近くの森に山菜摘みに行っている。

「魔力を流すと縮むアリドアラクネの魔縮布さ。普通のゴムもあるから、いるなら後で隣の倉庫から出してやるよ」

「ゴムがあるの！」

「あ、ああ、森の南の方に群生しているよ。ゴムは加工するときに嫌な臭においがするし、布に使うなら山樹の『弾はずみ果実』から取った繊維や油あぶら蜘ぐ蛛もの糸から作った伸縮性の良いヤツの方がいいと思うけどね」

　アリサの反応に、工房主のエルフが引き気味に答える。

　下町のおばちゃん風の口調だが、外見は可か憐れんな美少女なのでギャップが凄い。

　彼女の言う「弾み果実」の繊維は、既にオレ達の下着や靴下に使われている。

　ミーアのファッションショーで見かけたニーソには油蜘蛛の糸が使われているそうだ。

　他にも化繊風の特徴を持つ白玉芋虫の糸から作ったという生地も見せて貰えた。光沢や手触りが化繊そっくりだ。

「魔力に反応する生地が色々とあるんですね」

「ああ、大昔にノーム達が広めたユリハ繊維が有名だけど、魔法を反射するケネアワームの布や魔力を増幅する世界樹の葉から作った繊維なんかが便利だね」

　ほほう、なかなかファンタジー感があっていいね。

　せっかくなので、他にも珍しい布製品関係の話がないか尋ねてみた。

「他にかい？　そうだね……ビロアナン氏族のハイエルフ様が織った大怪魚の銀皮繊維から作られた服は上級光魔法や聖剣すら弾はじき返したって語り継がれているよ」

　思ったよりも凄すごい話が出てきた。

　公都で退治した大怪魚トヴケゼェーラ──クジラの皮は黒かったはず。

　レアポップな銀色の皮をした大怪魚の亜種でもいるのだろうか？

　もし、その素材が手に入るなら普段着の防御力が一気にアップしそうだ。

「銀色の皮をした大怪魚もいるんですね。てっきり黒いモノだけかと思っていました」

「おや？　サトゥーさんは大怪魚を見た事があるのかい？」

「ええ、前に一度」

　驚いた様子の工房主に首肯すると、「よく無事だったねぇ」と感心された。

　どうも、オレが黒竜と互角に戦っていた勇者だというのはエルフ全体には広がっていないようだ。

「そうそう、銀皮の話だったね。あれは表皮じゃないんだよ。確か──」

　工房主が棚の上の分厚い本を広げて、何やら呪じゆ文もんを唱える。

　小さな光の粒子が本にまとわりつき、ページがパラパラと自動で捲めくれていく。

　そして、見覚えのあるクジラの絵のある見開きで止まった。自動検索付きとはなかなかファンタジーだ。

「──これだね。エルフ語は読めるかい？」

　工房主の指し示してくれた古いエルフ語の説明によると、クジラ頭部の皮と骨の間に耐衝撃性の高い白銅色の脂肪層があり、それが硬質化した内皮が工房主が言っていた「銀皮」というモノらしい。

　加工方法がその見開きから二〇ページほど続いていたが、そのほとんどは銀皮をいかに手て頃ごろなサイズに切断するかという事と、どうやって繊維状に解ほぐすかという事に重きが置かれていた。

　他にもこの本には様々な裁縫の奥義が記載されているようだ。

　原材料と加工方法を教えて貰もらえたら、色々と作ってみたいね。マップ検索があるから原料はいくらでも探しに行けるしさ。

「貴重な本を見せていただいてありがとうございます。銀皮が手に入ったら、お持ちしますね」

「もし手に入ったなら、腕によりをかけてすっごい服を作ってやるよ」

　近日中に加工して持ってくるつもりだったんだが、工房主は冗談と受け取ったようだ。

　雑談ついでに帆船用の帆布に良い素材を尋ねてみた。

「帆布？　それなら堅けん殻かく果実の繊維で編んだ布で揮発性を高めたモノが向いているね。風かぜ石いしが沢たく山さんあるなら、風かぜ寄よせ処理をしてやれば無風状態でも進むから便利だよ」

　ふむ、巨人の里で手に入れた堅殻果実はまだまだ沢山あるし、ムーノ男爵領で手に入れた風石もあるから加工方法を教えて貰おうかな？

「あとはそうだね……ヒーヤの所に魔物素材の在庫があればだけど、大型のヒュドラの翼や亜種ワイバーンの大翼なんかの皮膜が最適だよ」

　オレが思案していると工房主が他の素材についても教えてくれた。

　こちらも十分な量があるんだけど、加工後のビジュアルが魔王軍風になりそうなので、堅殻果実の繊維と風石の組み合わせで無難に行こうと思う。

「ちょっと脇わき道みちに逸それたね。それじゃ、まずは刺し繡しゆうのやり方から教えようかね」

「えー！　し、刺繡はちょっと……」

「おやおや、そんな事じゃダメだよ。服を作る布は愛情を込めた刺繡をしなくっちゃね」

　ちまちました作業が苦手なアリサが拒否感を示したが、若者のそういう態度には慣れっこなようで、工房主は気分を害した様子もなく笑い飛ばした。

　そして、工房主の指導の下、二人で刺繡を始める。

「──凄いもんだね、サトゥー」

　オレが刺繡を終わらせた布を見て工房主が感嘆の吐息を漏らす。

　指導を受けている内に「さん」付けがなくなり呼び捨てになっていた。

「思ったよりも面白いですね」

「そうだろう、そうだろう」

　オレの言葉に工房主が満足そうに頷うなずく。

　これは社交辞令ではない。単なる模様に思えた刺繡だが、これは刻印魔法と魔法陣の考え方を応用した一種の魔法道具マジツク・アイテム的な機能を作り出すものだったのだ。

　公都でオレが光石工芸品に使ったちゃちなものではなく、何千年、いや何万年もの時間をかけて洗練されていった模様に違いない。

「それにしても、サトゥーはエルフの古老並みに技術が凄いけど、芸術性がまだまだね……もう少し遊び心がないと、一流の職人になれないよ。その辺はアリサに学びな」

「精進します」

　リズム感ほどではないが、芸術性を問われるようなものは苦手だ。シンプルなのが好きなんだよ。

　一方で芸術性を褒められたアリサだが、頭の上に黒い渦巻きが表示されそうな顔で、ぶつぶつ文句を言いながら作業をしていた。

「うっがー、ちまちまちまちまちまー」

　ついに我慢できなくなったアリサが天井に向かって叫び声を上げた。

　アリサに必要なのは根気らしい。




「こんちー、ケーアいる？」

　アリサとオレの合作であるメイド服を工房主に寸評して貰っているところに、一人のエルフが入ってきた。

　オイルで汚れたような顔やツナギ服に無骨なブーツや手袋といった装備が、全力で技術畑の人間だと主張している。しかも三つ編みにメガネ装備だ。

　ところが、オレの予想に反し、彼女には世界樹一級園芸員という肩書きがＡＲ表示されていた。

「おや？　ジーアじゃないか。展望台から出てくるなんて珍しい」

「何着か虚空服できてる？」

「二着ならあるけど、この前、五着納品したところじゃないか」

「ちょっと、上で事故があって……二着だけでもいいから出してくれ。できれば早めにあと七着欲しいんだけど……」

「無茶を言いなさんな」

　納期の繰り上がりをきっぱりと工房主が拒否をして、完成品を取りに倉庫に向かう。

「やっぱ、そうだよね……」

　どさりと適当な椅い子すに腰を掛けたジーア嬢に、疲れに効く黄橙果実の炭酸水割りを出してやる。

「ありがとう──はじめまして、だよね？　私はジルサリーア。普段は虚空展望台で晶枝エメラルド・ブランチの手入れをやっているんだ」

　ジーア嬢は飲み物を機械的に口に運びながら、疲れた口調で自己紹介をする。

　無理なタスクを押し付けられたデスマーチ中のプログラマーのような顔で呟つぶやくジーア嬢に親近感が湧いてくる。

「今は忌々しいクラゲ対策で追われてて、手入れらしい手入れなんてできてないんだよね……はあ、プーヤ達の汚染樹液対策は進んでいるのかな……」

　──ヤバイ、何やら支離滅裂な事を呟き始めたぞ？

　こんな時は優しい言葉より、まず「ドリンク剤」だ。

　お疲れエンジニアには何よりソレが効く。

「ジーアさん、これも飲んでください」

「ああ、ありがとう。酒の方がいいんだけど、あれは寝ちゃうからなぁ……」

　オレは栄養補給用の魔法薬を取り出してジーア嬢に手渡す。

　うわごとのように呟きながら、魔法薬を飲み下したジーア嬢が、別人のようにシャッキリとした顔で立ち上がった。

「なんだいコレ?!　凄くイイ！　コレは凄いよ！」

　そんなに喜んでくれるなら、ストックは樽たるである事だし、彼女の職場の皆さんにも提供しよう。

「急に立つと貧血を起こしますよ。宜よろしければ、職場の方達にもどうぞ」

「いやー、助かるよ。いつもは森魔法の『精神力賦活スタミナ・チヤージ』でなんとかなるんだけど、使いすぎたせいかここしばらくは効きが悪くてさー」

　オレは「格納鞄ガレージ・バツグ」経由でストレージから取り出した魔法薬を、袋に入れて三〇本ほどジーア嬢に手渡した。

　同類相哀れむではないが、エンジニアの苦労は過去の自分を見ているようで看過できないのだ。

　──おっと、ジーア嬢は園芸員だったっけ？

「お待たせ」

　術理魔法の「自走する板フローテイング・ボード」に虚空服を載せたケーアさんが倉庫から戻ってきた。

「う、宇宙服?!」

　それを見たアリサが驚きの声を上げた。

　むしろ、宇宙服というよりは黎れい明めい期きの潜水服を彷ほう彿ふつとさせるフォルムだ。リベットたっぷりなのがレトロ感を煽あおっている。

「助かるよ、ケーア」

　すっきりとした顔のジーア嬢が工房主から受け取った虚空服を、大型の「魔法の鞄マジツク・バツグ」に収納する。

「──おや？　何があったんだい、ジーア？　さっきとは見違えるようじゃないか」

「ああ、彼がくれた魔法薬で元気になったんだ。残り五着は早めに頼んだよ」

　ジーア嬢がそう告げて、手を振って出て行った。

「気軽に言ってくれるね……虚空服が縫えるほどの技量を持つ子は、全員アーゼ様の手伝いに駆り出されてるし、私一人じゃ無理さね。それこそ『寝台』で寝てるご先祖様達でも起こさなきゃ──」

　ジーア嬢が去った後の扉に向かって毒を吐いていた工房主が、途中で失言に気付いて自分の手で口を塞ふさいだ。

　彼女が漏らした「『寝台』で寝てるご先祖様」というのは、世界樹の中にある謎なぞ区画で眠るエルフ達の事だと思う。たぶん、「寝台」は睡眠槽の隠語に違いない。

　睡眠槽で眠るエルフを目覚めさせるのは、エルフ達にとってタブーなのだろう。

「──ごめんよ、私ったら。あんた達に愚痴っても仕方ないのにね」

　恥ずかしそうに微笑ほほえむ工房主を見ていたアリサが、何かを閃ひらめいたような顔で見上げた。

「いる！　凄い技量の人ならいるわ！」

　そう叫んだアリサがオレを指差す。

　手をポンッと叩たたいた工房主の願いを聞き届け、オレは彼女と一緒に虚空服作りを行う事になってしまった。

　忙しそうなアイアリーゼさんの手助けになるなら、少しくらいの労働は別に構わない。

　そうして、工房主と作業を始めたのだが──。

「──エルフの時間感覚を舐なめていた」

「まさか、夕飯時に作業終了なんてね」

　夕飯までの半日の間に、工房主と二人がかりで虚空服一着を仕上げる事ができた。

　徹夜で頑張れば二日とかからずに五着くらい余裕で仕上げられそうだったのだが、一着仕上げてきりの良いいタイミングで作業終了となったのだ。

　虚空服の中核になる空気浄化や排熱制御の魔法装置の在庫が二つしかないのも、急がない理由の一つだったのかもしれない。

　そうだと分かっていても、納期最優先のプログラマー時代の感覚が焦燥感を搔かき立てる。

　自重をかなぐり捨てれば、一二〇本の「理力の手マジツク・ハンド」を使った同時生産で一晩に三〇着くらいは作れる。

　公都地下でシルバー・チェーンを量産したときのようにね──。

「ご主人様？　ちょっと怖い顔になってるわよ」

　つんつん、とアリサに頰ほおを突つつかれて我に返る。

　アイアリーゼさんに良いところを見せようと少し脳内で暴走してしまったようだ。いくら好みのタイプへのアピールチャンスとはいえ、被保護者を不安にさせるのは良くない。

「ちょっとデスマーチが日常だった頃ころを思い出してたんだよ」

　オレは詐術スキルの助けを借りて適当な言い訳をでっち上げ、熱くなった頭を冷やす為ために大きく深呼吸をする。

「ありがとう、アリサ」

「いいえ、どういたしまして」

　冷静さを取り戻すきっかけをくれたアリサに礼を告げると、アリサがちょっとおどけた様子で顎あごを反らしてポーズを取る。

　そんなアリサの頭を撫なでてから、工房主から分けて貰っておいた材料で四着の虚空服を作り始めた。

　作業は順調に進み、最後の魔法装置の部分を残して二時間ほどで完成した。

　かなり自重したはずだったのに、作業が終わったときにはアリサに呆あきれた目で見られてしまった。

　──解せぬ。
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「お前がサトゥーか──ヒーヤの紹介だ。見学させてやる」

　翌朝、裁縫工房で虚空服二着を完成させたオレは、顔の広いヒシロトーヤ師匠の紹介で魔法道具工房へとやって来ていた。

　もちろん、虚空服の制御装置作製の手伝いをする為だ。

　師匠はオレを魔法道具工房の工房主であるキーヤ氏に紹介したあと笑顔で去って行った。

　なお、事情を話して本日の修行は休みにして貰っている。

　会社の上長もこれくらいあっさりと有給許可をくれたらいいのにね……。

　そんなやるせない想おもいを脳裏から振り払い、オレは大人しくキーヤ氏と弟子達が魔法道具を作る様子を見学するのに集中した。

　人族の魔法道具作りと違って、錬金術や魔法を併用する割合が多いようだ。

「馬ば鹿か者！　呼吸草の処理は湿度に注意しろと言っただろう！」

「すみません」

「吸熱液の質が悪い！　作り直せ！　これじゃすぐに稼働限界がくる」

「了解」

　そんなやり取りが何度か繰り返される。

　オレならもっと上う手まくやれるのに……昔のアニメ主人公のような思考が脳裏を過よぎる。

　たぶん、ここの作業がボトルネックになっているのがもどかしいのだろう。

　魔法道具の核となる魔法回路サーキツト自体は先ほどキーヤ氏と高弟達が一つ目を完成させていた。

「キーヤさん、私もお手伝いして宜しいですか？」

「うん？　見た目ほど簡単じゃないぞ？」

「はい、承知しております」

　実際、キーヤ氏は弟子達に、錬成のスキルレベルが七以上はないと失敗しそうなシビアな要求をしている。

「まあいい、邪魔だけはしてくれるなよ」

　許可が得られたので手伝いに入る。

「サトゥー！　勝負！」

　入り口から、ミーアの幼おさな馴な染じみのゴーヤ君が姿を現したのだが──。

「馬鹿野郎！　魔法道具作りは遊びじゃねぇ！　基本の魔法回路が作れるようになってから出直してこい！」

　──キーヤ氏に怒鳴られて泣きそうな顔で帰って行った。ちょっとかわいそうだ。

　さて、ゴーヤ君はともかく、手伝いに入ろう。

　オレは弟子達が失敗しそうになるたびに、こっそりと大型錬成装置の調整を補助したり、「気体操作エア・コントロール」の魔法で湿度を調整したりしてサポートした。

「ふむ、これならギリギリ及第点だ」

　キーヤ氏のお眼鏡に適かなう品質の中間素材ができたところで、本格的な組み立てに入る。

　ここから先は錬成スキルレベル九以上が揃そろっていそうなキーヤ氏と高弟達の作業なので、オレが手を出す必要もない。

　オレは安心して、彼らの技術を盗んでいく。

　よし、元素材からの全行程を確認できたから、あとは機材さえ揃えばオレ一人でも虚空服を量産できる。

　もっとも、日が沈む三時間前には必要分の虚空服用魔法装置ができたから、オレが出しゃばる必要はないけどね。

　完成品の虚空服用魔法装置は工房の主あるじの一人であるドーア女史が、弟子二人と一緒に裁縫工房へ届けに行っている。

　ノルマを終え弛し緩かんしたムードになったのに便乗して、オレは工房で普段作っているものについて質問してみた。

「キーヤ師匠とドーア師匠は二人とも虚空用の有人ゴーレム作り。ボクは魔法の発動体や杖つえ作りが専門なんだ。魔力増幅率の増加と消費魔力の低減を両立する研究をしているのさ」

「動く人形リビング・ドール」

「私は一人乗りの小型飛行用魔法道具の開発かな」

「魔力貯留装置」

　ほほう、どの研究も興味深い。

「なんだ？　ゴーレムに興味があるのか？」

　雑談に首を突っ込んできたキーヤ氏が嬉うれしそうにオレを連れて、工房裏手のガレージへと向かった。

　ゴーレムの話なんてしていなかったはずだが、確かに興味があるので素直に彼の後ろをついていった。

　そこにあったのは八脚の蜘く蛛も型ゴーレムだった。頭部がコクピットになっているらしい。

　大学の卒研で機械科の連中と合同で、火星探索を想定した自立型多脚ロボットを作った事を思い出す。

　オレはプログラム担当だったが、アセンブラでドライバソフトから作ったのでハードウェアについてもそれなりに知識がある。

「どうだ、人が乗るゴーレムは珍しかろう？　八本の脚で世界樹の上を這はうだけでなく、この穴から火を噴いて虚空を飛ぶ事もできるのだぞ」

　キーヤ氏の自慢に少し首を傾かしげる。

「圧搾空気ではないのですか？」

「爆発を利用した方が魔力効率が良いんだ」

　なるほど、推進剤や圧搾空気を使うよりも、魔法で飛ぶならそっちの方がローコストなわけか。

　科学知識だけで考えると、意外な落とし穴に嵌はまりそうだ。

「空力機関を使わないのも効率の為でしょうか？」

「虚空には空気がないから、空力機関は使えんよ」

　やっぱり、虚空っていうのは宇宙空間みたいな場所のようだ。

「この弁の操作はどうやっているのですか？」

「この金属紐ひもの先に巻き取り機があってな、それをゴーレム内に配置した超小型『動く人形リビング・ドール』が巻き上げているのだ」

　そのローテクかハイテクか迷うような仕組みは何なんだ。魔力のオン／オフで回転する装置があれば十分だろう。

　そう考えて、もっとシンプルな仕組みをキーヤ氏に提案する。

　この仕組みは帆船の帆布制御にも活用できそうだ。

　キーヤ氏とゴーレムの仕組みについて話していると、工房でキーヤ氏と同じくらい偉いドーア女史が姿を現した。この二人は夫婦らしい。

「外側ばかりではこのゴーレムの真価は伝わらんよ。このゴーレムの肝は聖樹石を使った知性回路だ。見ろ、サトゥー。ここがゴーレムの脳みそだ」

　ドーア女史がオレをコクピットに連れ込み、木製のケースを開けて中で光る青い石が中央に嵌まった綺き麗れいな魔法回路を見せてくれた。

　どうやって描いたのか分からないが、透明な青い石の中にも複雑で微細な回路が見える。

「操縦席からの指令を受け取った知性回路が適切に判断して八本の脚を巧みに操るんだ。分かるか？」

「ええ、もちろん」

　本職はプログラマーだからね。

　ロボットの多脚制御は海外の論文にまで手を出して研究したものだ。

　興味があるので、ダメ元でドーア女史に回路図を見せて欲しいとお願いしたところ、「読めるものなら読んでみろ」という激励の言葉付きで書類の束を渡された。

　少々複雑だったが、知力ＩＮＴ値が上限に振り切っているお陰で把握するのにさほど時間はかからなかった。

　世界が違っても試行錯誤する過程は似ているのだろう。

　かつてオレが嵌まったのと同じ、試行錯誤をした故のアルゴリズムの肥大化と過多な不具合修正パッチによる煩雑化を招いてしまっている。

　なので、苦労しているであろう場所についてだけ、ほんの少し学生時代に得た知識をお裾すそ分わけしようと思う。

「ドーアさん、ここの判定なのですが──」

　これくらいの御お節せつ介かいは許されるはずだ。

　日が暮れる寸前まで、そんな楽しい時間を過ごし、帰りに寄った裁縫工房で工房主と一緒に残りの虚空服を完成させた。

　残業に悲鳴を上げる工房主に、竜泉酒の魅力をエサに奮闘して貰もらった甲か斐いがあるというものだ。

　発注者のジーア嬢への連絡は精霊魔法で作り出した小鳥型の疑似精霊で行うそうなので、後は任せてオレは樹家へと帰宅した。
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　樹家の天窓から差し込んだ木漏れ日が、オレの目覚めを促す。

　寝ぼけたオレの鼻孔に味み噌そ汁しるの優しい香りが届いた。聞き耳スキルが階下の厨ちゆう房ぼうにいるルルとリザの包丁の音と楽しそうな女子トークを拾ってくる。

「──もう朝か」

　懸案事項だった虚空服作製が順調に終わって肩の荷が下りたせいか、予想以上に深く眠っていたようだ。

　視線を彷徨さまよわせると、オレの腹の上で丸くなって眠るタマと、右手をミーアと取り合って眠るポチの姿が目に入った。左半身の幸せな感触はナナだろう。

　ここ数日は実家で寝泊まりしていたミーアだが、昨日は珍しくこちらに泊まったようだ。

　四人のパジャマは新作の「着ぐるみパジャマ」だ。

　それぞれのキャラに合わせて、猫、犬、ウサギ、ひよこの四種類を着ている。

「ぐっどもーにん！　えぶりでい！」

　寝室の入り口から、謎ハイテンションのアリサが飛び込んできた。

　ボルエナンの森に着いてから、アリサのヤツが休日の子供のような早起きになった。

　毎日、よく食べよく遊びを実践しているせいか、公都ではぽっちゃり気味だったアリサの頰やお腹なかの肉も年相応に戻ったようだ。

　健康の為ために強制ダイエットを考えていたのだが、これなら必要ないだろう。

「おはよう、アリサ。それを言うなら、エブリワンだろ？」

「そうとも言うわね。それより、今日は休みなんでしょ？　皆でトランポリン茸だけか生ハム狩りに行きましょうよ！」

　窓のブラインドを開けながら、アリサが休日の提案をする。

　前者は想像がつくが、後者の「生ハム狩り」というのがイメージできない。

　ボルエナンの森には、生ハムが生える木があるのだろうか？

　……本当に、ありそうで怖い。

　オレはメニューの中にあるスケジュール帳を確認する。

「今日はダメだ。エルフ師匠達と一緒に渓流釣りを約束してる」

「ああ、そんな話もあったわね。それじゃ生ハム狩りは次の機会にしましょう」

　オレが先約を告げると、アリサが残念そうにしていた。

　よっぽど「生ハム狩り」とやらに行きたかったようなので、オレは遊び候補の一番上にそれを追記しておく。

「おはよ～？」

「あふぁひょ～なの、れす」

　猫の着ぐるみパジャマのタマが伸びをし、犬の着ぐるみパジャマを着たポチが目元を擦こすりながら大きなあくびをした。

























　ミーアとナナも目を覚ましたようだ。

「サトゥー」

　そう呟つぶやいて、ミーアがにへりと笑う。

　ウサギの着ぐるみの癖に猫のようにゴロゴロと喉のどを鳴らして顔を擦りつけてきた。

「マスター」

　ミーアの仕草がうらやましかったのか、ナナもミーアのマネをし始める。

「タマも～」

「ポチも甘えるのです」

「わ、わたしも！」

　結局、全員に飛びつかれて、ベッドにもう一度転がる羽目になった。

　なんだか、こういうのは幸せでいいね。




　そして、軽い朝食の後、オレ達はエルフ師匠達と一緒にボルエナンの森にある渓流へとやってきていた。今日の修行は昼からだ。

「大物～？」

「さすがはタマなのです！　ポチも負けていられないのですよ」

　早朝の渓流のせせらぎに、タマとポチの嬉しそうな声が響く。

　大きな麦わら帽子を被かぶり、赤い長なが袖そでアンダーシャツの上に白Ｔシャツを着たアリサは、珍しくジーンズ風のスラックスを穿はいている。

　たぶん、何かのコスプレなんだろうけど、元ネタが分からない。

「ん、大物」

　ミーアがボルエナン大鱒トラウトという名前の大きなニジマスを釣り上げた。

　それを見たアリサが、焦りを帯びた言葉を吐く。

「たっはー、ミーアにまで先を越されちまったぁ～」

　コスプレに合わせたらしき変わったイントネーションの言葉だ。

　でも、すぐに飽きたのか普通の言葉遣いに戻ってしまった。

「う～、これでボウズ仲間はご主人様だけじゃない！」

　──失礼な。

　一匹でも釣れれば「釣り」スキルが手に入るのに……いや、それはフェアじゃないか。

　オレは心に湧わいた邪よこしまな考えを捨て、静かな森と川の奏でるメロディーに心を委ゆだねた。

「引いてる！」

　自然と合一しそうな心を現実に引き戻したのは、アリサの叫びだった。

　釣つり竿ざおから伝わる感触はない。

　どうやら、アリサの竿さおにアタリがきたらしい。

「うっひょ～」

　いつもより嬉しそうにアリサが叫ぶ。

　釣り上がったのはレプラコーン川鱈コツドという名前のタラみたいな見た目の赤い魚だ。

　大きさは三〇センチくらい。エルフ師匠によると、雑食性の魚で生食には向かず、酢漬けや干物にすると美う味まいらしい。酒に合いそうだ。

　そして、ようやくオレの竿にもアタリが来た。

　軽いスナップで竿を上げると、小さな小さなドジョウを釣り上げた。





＞「釣り」スキルを得た。






「次、負けない！」

　称賛してくれる仲間の向こうで、ぐぬぬと唸うなっていたゴーヤ君がそう叫んで駆けて行った。

　いつの間に釣り大会に参加していたのやら……どうせならお昼を一緒に食べていけばいいのに。

　ゴーヤ君が立ち去った上流の方では、侍エルフが何か新しい事を始めたようだ。

「ぎじえ～？」

「羽根や糸で作った虫なのです」

「よく見ているでござるよ」

　毛針を使ったエルフ師匠が巧みな竿さお捌さばきで川魚を魅惑する。

「本物みたい～？」

「魚さんが寄ってきたのですよ！」

　それを見たタマとポチが小躍りして喜ぶ。

「──疑ぎ似じ餌えなんて邪道だ」

　ポーア嬢が悔しそうな顔でぼそりと呟く。

　弟子であるポチの関心が、自分ではなく侍エルフの方に向いているのが気にくわないのかもしれない。

「やはり、釣りをするよりも銛もりで突いた方が早いですね」

　そう呟きながら、リザが紐ひもに鈴なりになった川魚をルルに手渡す。

　彼女は槍やり師匠のグルガポーヤ氏と一緒に銛を片手に下流に行っていたようだ。

　効率で言うなら「理力の手マジツク・ハンド」で川の中の魚を捕まえた方が早いけど、それだと味気ないんだよね。

　十分な数が揃そろったので、人数分の川魚に塩を振って焚たき火びの傍そばで串くし焼やきにする。

　やっぱり、川釣りなら、これをやらなくちゃね。

　メインには川魚のすり身を使ったツミレや山菜を入れた味み噌そ仕立ての鍋なべを用意した。年少組が捕まえてきた沢ガニも半分にカットして具に追加してある。

　なかなか野趣に溢あふれた鍋になってきた。

　なんだか子供の頃ころの夏休みにやったサバイバル・キャンプを思い出す。

「うまー！　ちょっち塩辛いけど、やっぱ川魚の塩焼きはこうじゃないとね！」

　川魚の塩焼きにガブリと齧かじり付いたアリサが満足そうに笑みを浮かべる。

「アリサ、頭やワタが残っていますよ。そこが美お味いしいのですから、残したら『もったいないお化け』がやってきます」

　アリサの食べ方をリザが矯正している。

「えー、そこってエサに使った虫が入っているじゃない」

「それが何か？」

　現代っ子なアリサの訴えは、リザには意味が分からなかったらしい。

　窮地に陥ったアリサを救ったのはナナとタマの二人だった。

「マスター、スイカが食たべ頃ごろに冷えたと告げます」

　ナナが沢に浸つけて冷やしておいた二玉のスイカを抱えて戻ってきた。

　それにリザの気が逸それた隙すきに、アリサが持て余していた食べ残しをタマが二口でバクバクと食べて処分してしまった。

「ありがと」と小さく呟くアリサに、タマはいつものように「なんくるないさ～」と言ってスイカの所へ駆けていく。

　ピンと空に向かって伸びたタマの尻しつ尾ぽがなんだか誇らしそうだ。

「マスター、美味しいスイカだと報告します」

「ありがとう、ナナ」

　スイカの汁で汚れたナナの口元を拭ふいてやりながら、彼女の持ってきてくれたスイカに齧り付く。

　口の中に残った種を受けようと手を──。




　──イチロー！　そんな女々しい食べ方をしてはダメなのじゃ！




　不意に脳裏に昔の思い出がフラッシュバックした。

　あれはいつの事だったろう。




　幼おさな馴な染じみの実家の神社の縁側で、新緑色の髪をした童女が笑顔を向ける。

　なぜか顔が影になっていて、よく見えない。




　──種はこうして口から、ぷぷぷーっと吐くのが夏らしくて青春なのじゃ！




　木漏れ日の間の風が、童女の銀色の髪を優しく撫なでていく。

　これは子供の頃の夏休みの記憶──本当にそうか？

　オレの幼馴染みは黒髪だったはず。

　なら、これは誰だれの記憶なんだ──。




「──マスター？」

　たおやかな手がオレを現実に引き戻してくれた。

「なんでもないよ、ナナ。気が緩んで白昼夢でも見たみたいだ」

　心配そうなナナにそう告げて、大きく伸びをして妙な既視感を振り払う。

　ちょっと疲れが溜たまっているのかもね。

　せっかくの夏休み風の日々なんだし、もう少し余暇を楽しもう。

「あー、いたいた！」

　そこに春風のような聞き心地の良い声が聞こえてきた。

　振り返ると、「妖精の輪フエアリー・リング」から姿を現したアイアリーゼさんと巫み女こルーアさんの二人がいた。

　ここしばらくは凄すごく忙しかったようで、直接会うのは五日ぶりだ。

「ありがとう、サトゥー！」

　駆け寄ってきたアイアリーゼさんがオレの手を両手で包み込んで上下にブンブンと振る。

「ケーアやキーヤから聞いたの！　虚空服の補充が予定より早かったのはサトゥーのお陰だって！」

「いえいえ、どういたしまして」

　アイアリーゼさんの笑顔が見られただけで十分だ。

「サトゥーさん、ジーアが貰もらってきた魔法薬なんですが──」

　巫女ルーアさんが言うには、オレがドリンク剤代わりに渡した栄養補給用の魔法薬が大人気だったらしい。

「──できれば、錬金術工房で量産していただけたら嬉うれしいんですけど」

　ふむ、バカンスを楽しむと決めた直後とはタイミングの悪い。

　レシピだけ渡して後はエルフの錬金術士達に丸投げしよう。

「お願い、サトゥー」

「ええ、お任せください」

　前言を軽々と棚の向こうに投げ捨て、アイアリーゼさんの手を握って快諾する。

「ぎるてぃ」

「うぉのれ！　断罪のサンシャインをくらぇえええ」

　──まぶしっ。

　反射板で太陽光をオレの目に当てたらしい。オレは光量調整スキルと自己治癒スキルがあるから眩まぶしいだけだけど、普通の人にやったら失明の危険もあるから、後で叱しかっておこう。

　ミーアとアリサが使ったのは、ケネアワームの糸とクジラの銀皮繊維で作った魔法反射板の試作品だ。普通に光を反射するだけなら、手鏡の方が効率がいいのに。

　少し木陰に移動すると、アリサ達の反射光は届かなくなる。

「サトゥー、大丈夫？」

「ええ、もちろんです」

　心配してくれたアイアリーゼさんに微笑ほほえみ返しながら、横に立つ巫女ルーアさんと魔法薬量産の日程を詰める。

「木陰に隠れても無駄よ！　惑星の陰にだって光は届くんだから！」

「ん、衛星」

　今度は二人で連携して木陰に反射光を飛ばしてくる。

　そういえば昔のアニメ特集で、巨大レーザーを反射させて攻撃してくるＳＦ大作を見た記憶がある。

　オレは胸元から取り出した反射板で、一瞬だけ光を反射し返してやった。

「目が、目がぁああ」

　大げさに目を押さえるアリサをスルーして、打ち合わせの終わったアイアリーゼさん達が戻るのを見送る。

　オレの丁でつ稚ち奉公は先方の錬成工房側の都合で明日あしたからだ。

　ならば、今日は家族サービスのつもりで、全力で楽しもう！

　──おっと、その前に反射板でイタズラした二人を叱らないとね。




　　　　◆




「これが噂うわさの栄養補給薬ですか」

「甘い。もしかして回復薬に砂糖をぶちこんだだけじゃないでしょうね？」

　アイアリーゼさんの要望で訪れた錬成工房では顔見知りの二人のエルフが待っていた。

　ミーアと初めて地下の街に行ったときにネタバレを口にした錬金術士のツーヤ君と、彼の師匠で将棋四天王の一人であるエーア女史だ。

「残念ながら砂糖は入っていませんよ。ガボの実と山樹の黄橙果実が主成分となります」

　オレは作業手順をエルフ語に纏まとめたレシピ冊子を二人に配る。

　簡単な図解入りなので、さほど説明はいらないだろう。

「ツーヤ、材料を工房から取ってきな」

「ガボの実なんてありませんよ」

「サトゥー、手持ちにあったら分けてくれ。対価が必要なら倉庫にある素材を好きに持って行って良い」

「ガボの実は沢たく山さんありますから、対価なんていりませんよ」

　オレはあらかじめ格納鞄に移しておいたガボの実を取り出す。

　巨大な黄橙果実を術理魔法で浮かべて戻ってきたツーヤ君と一緒に作業を始める。

　黄橙果実の果肉とガボの実をすり卸すのは自作の魔法道具を用いる。

「ふむ、台座に卸し金の上が固定してあって、ガボの実を付けた部分が前後してすり卸してくれるのか……面白い工夫だな」

　魔法道具に夢中の錬金師匠をスルーして、普通の調合道具を持ったツーヤ君が丁寧に果肉をすり卸していく。

「サトゥー、勝負！」

「ゴーヤ、丁度良い。ガボの実をすり卸すのを手伝って。綺き麗れいにすり卸せたらゴーヤの勝ちだよ」

「ん、承知」

　またしても姿を現したゴーヤ君だったが、彼の操作法を心得ているらしきツーヤ君の誘導にあっさり引っかかって、体よく労働力として活用されていた。

　本人は一生懸命だし、このまま頑張って貰おう。

「終わったら煮詰めた黄橙果実の果汁を混ぜるんだね」

「はい、少しずつ混ぜてねっとりしたくらいで止めてください」

　ツーヤ君の質問に細かなニュアンスを伝えて、彼の作業を見守る。

　エルフ達の錬成板は起動すると透明な魔法のフレームが展開され、中央に置いた素材が宙に浮かび上がる。加工中は謎なぞの煌きらめきに包まれていて綺麗だ。

　さらに、人族の使う道具よりも遥はるかに設定が細かい。

　オレのレシピは人族の錬成板用だが、基本的な技術はエルフから流出しているようなので、上位互換のエルフの錬成板なら少しアレンジするだけで問題なく流用できる。

「設定はこんなモノかな？」

「ええ、それで大丈夫だと思います」

　ここからは設定値が違うだけで、普通の魔法薬の錬成と一緒だ。

　手慣れた様子で錬成する二人に迷いはない。

　作業場の奥には魔法道具工房にあったのと同じ大型の錬成装置もあったが、レシピに慣れるまでは小型の錬成板で作業するようだ。

　ガボの実すり卸しで疲れ果てたゴーヤ君は長なが椅い子すでぐったりとして動かない。後で疲労回復薬をプレゼントしよう。

「思ったよりも簡単ですね」

「愚か者」

　拍子抜けしたようなツーヤ君を錬金師匠が杖つえでポカリと叩たたく。

「それはサトゥーが分かり易やすくレシピを纏めていてくれたからだ。それにこれはサトゥーが人族だからこそ思いついた魔法薬だぞ」

　錬金師匠の言葉に疑問符が浮かぶ。

　なぜ、「サトゥーだから」ではなく「サトゥーが人族だから」なのだろう？

「どういう意味ですか、師匠？」

「私達エルフは疲れたら、疲れが取れるまで休息を取る。魔法薬を使ってまで作業を続けるのは寿命の短い人族だからこそ、なのさ」

　オレと同じ疑問を持ったツーヤ君の質問に、錬金師匠が分かり易く教えてくれた。

　確かに寿命が一〇〇倍以上もあったら、生き急ぐ必要はないよね。

　──あれ？　だとしたら、虚空展望台のジーア嬢達はどんな差し迫った理由があって、薬漬けになってまで頑張っているんだろう？




「これは凄いですね」

「なかなかの蔵書量だろう」

　栄養補給薬の量産をツーヤ君に押し付けた錬金師匠の案内で、エルフ固有の魔法薬レシピや上級魔法薬の研究書が並ぶ書庫を訪れていた。

　床から高さ五メートルほど上の天井までずらりと書棚が並んでいる。

「図書館と違って書籍の持ち出しは禁止だけど、ここにある本は好きに読んで良いいよ。禁書は別の場所に移してあるから安心しな。ただし、他の人族にここのレシピを教えるのはナシだ」

　理由を尋ねると「レシピの多様性」が無くなるからだと錬金師匠が言う。

　ここの知識や発想を生かした新レシピなら、広めても良いそうだ。

　錬金師匠が「踊る蛙かえる像」みたいな形をした書庫の合あい鍵かぎを貸してくれたので、皆が寝静まった夜中にでも読みに来るとしよう。

「ところで禁書にはどんな内容が書いてあるんですか？」

「エリクサーや若返り薬、万能薬なんかの特殊な薬だよ。血珠や大怪魚の肝粉、成竜の鱗うろこなんかの普通では手に入らない素材や聖樹石が必要なモノさ。他にも魔人薬や屍しかばね薬なんかの外道が使うような禁止薬品とかも載っているけど、そっちは絶対に作っちゃダメだよ？」

　前者はなかなか興味をそそられる。レシピはともかく、滞在中にどんな薬があるのかと必要素材だけでも教えて貰おう。

　そうしておけば、必要になったときに素材を持ち込んで錬成して貰う事ができるからね。

　特に若返り薬は早めに手元に置いておきたい。

　利己的な話で申し訳ないが、仲間達の蘇そ生せい手段確保の為ためにもテニオン神殿の巫女長さんには長生きして貰わないといけないからね。

　なお、普通の書庫に媚び薬やくや興奮剤のような薬のレシピ辞典があった。

　意外に思って錬金師匠に尋ねてみたところ、なかなか子宝に恵まれない夫婦用のレシピだったらしい。

　普通は一〇〇年もしない内に妊娠するから、必要とする者は非常に稀まれだと錬金師匠が豪快に笑っていた。

　相変わらず、エルフの時間感覚にはついていけないものがある。

　オレの錬成板では作れない薬が多いので頭を悩ませていたら、誰も使っていない古い錬成板をくれた。エルフは気前がいい。

　なお、彼女の言っていた図書館は世界樹区画の地下にあり、謎区画で眠るエルフ達や家にスペースが無くなった者達が持ち込んで自然にできた場所との事だった。

　そのうちアイアリーゼさんや長老から許可を貰って、アリサ達と一緒に閲覧しに行きたいね。




　　　　◆




「──空間とは皆が考えているよりも、もっと自由なものなのじゃ」

　樹家で暮らし始めて半月ほど経たった頃ころ、オレ達は空間魔法の使い手であるという長老エルフの講義を受ける機会を得た。

　少年の外見で老人言葉だと違和感が凄い。

　彼の後ろにいる白衣の助手エルフと弟子達は、彫像のように静かに立っていて少し威圧感がある。

　いつものように、ゴーヤ君も顔を出したが、長老エルフと助手エルフを目にして、早々に退散していた。

「そこの箱に穴があいているじゃろ？　そこから顔を入れて中を覗のぞき込んでみるがいい」

　オレ達は言われた通りに順番に大きめの穴に顔を入れる。

　一辺一メートルくらいの立方体だったのに、箱の中は一辺三〇メートルくらいの広い空間になっていた。

「あー！　遠くにご主人様の顔があるのです！」

　対面の穴から顔を出したポチがブンブンと手を振ってきた。気のせいか声が微妙に二重に聞こえてくる。

　たぶん、箱の中と外で距離が違うからだろう。

　オレは手を振り返してから、箱から首を出してポチの方に視線を向ける。

　リザに身体からだを支えて貰もらっているポチの尻しつ尾ぽがブンブン揺れているのが見えた。

「これは空間拡張ですか？」

「そうじゃ、魔法の鞄などはこの空間拡張の亜種である『格納庫ガレージ』の魔法を固定して実現するのじゃよ」

　長老エルフがオレの質問に頷うなずいて、色々と教えてくれた。

　空間拡張は魔力を常に消費するらしく、長期間の維持には向かないらしい。

　長老エルフの言った「格納庫ガレージ」とは初期投資魔力に応じた広さの亜空間を作り出す魔法で、亜空間を構成する魔力自体が内部で循環する為に維持魔力は微量で済むそうだ。

　ゲートの開閉には魔力を必要とし、亜空間内で消費された魔力もその時に補ほ塡てんされる仕組みになっているらしい。

　スキルの「宝物庫アイテムボツクス」は、この「格納庫ガレージ」とほぼ同じ効果に加え、収納アイテムの目録をスキル使用者が把握できる機能が追加されているそうだ。

　勇者の使う「無限収納インベントリ」も、この「格納庫ガレージ」と同じ仕組みで出し入れに魔力を消費するらしいが、収納先の亜空間自体をパリオン神が作る為、「ほぼ無限に」物が収納できるとの事だった。

　……オレのストレージは出し入れに魔力を消費しないんだけど？

　もしかしたら、機能が似ているだけで、全く別の仕組みで作られているのかもしれないね。

「鞄かばんに『格納庫ガレージ』の魔法を固定するには聖樹石を用いる」

　そう言って長老エルフが腰に下げていた巾きん着ちやくからサファイアのような青い石を取り出した。

「きれ～？」

「キラキラなのです」

　タマとポチがそれを見た感想を口にする。

「アーゼ様から、サトゥーの為になら聖樹石を使って良いと許可をいただいているのじゃが、聖樹石は貴重な品ゆえ一つしか与えられん」

　ふむ、貴重な品なら無理に使わなくてもいいんじゃないだろうか？

　エルフの里に滞在中に聞いた話だと、聖樹石は色々な事に使えるみたいだしね。

　オレは「魔法の鞄」作製に魔コ核アを使うのを提案してみた。

「人族は等級の高い魔核を聖樹石の代替品に使うと聞いたが、維持できる空間が狭くなる上に、放置すれば千年と経たずに壊れてしまう。そのような粗悪品じゃから、あまり推奨できん」

　長老エルフがそう言って首を横に振るが、千年も効果が維持できたら十分じゃないだろうか？

　長命なエルフならともかく、人族の寿命なら五〇年も効果が維持できるくらいでも十分だと思う。

「──サトゥーがそれで良いなら、我らに否はない。ヒーヤに言って必要な数の魔核を用意させよう」

「どのくらいの等級が必要でしょう？　旅の間に集めた魔核があるので、宜よろしかったらそれを使わせてください」

　魔核の貯蔵は十分にあるので、狩人かりゆうどで詠唱師匠のヒシロトーヤ氏に依頼するまでもない。

　長老エルフに、人族の錬金術士が使う等級表を見せて必要な品質を教えて貰う。

　手持ちの中だと、レベル三〇級のヒュドラやワイバーンくらいで丁度との事だった。

　ムーノ男爵領内や公都から黒竜山脈への行程で、同程度の魔核はそれなりに確保してある。仲間達の人数分を揃えるのは余裕だね。

　ナナの大盾の出し入れができるような大きな入り口の袋と獲物の血で汚れてもいいような食材運搬用のバックパックも用意するとしよう。

「さて、実地じゃが……空間魔法を必要とする作業以外は弟子達にも可能じゃ。私はアーゼ様の手伝いがあるので、一連の作業工程を説明した後は弟子達に作業を任せ、仕上げの工程だけを行う事にしたい」

　長老エルフが申し訳なさそうな口調で告げた。

　多忙な彼に無理を言っているのはこちらなので、そんな風に言われると恐縮してしまう。

「いえ、それで十分です。お弟子さん達の行う作業も見学したいのですが宜しいでしょうか？」

「うむ、初めからそういう約束だ。構わんとも」

　長老エルフが鷹おう揚ように頷くのを見て、彼の後ろにいた助手エルフが微妙に顔を顰しかめたのが見えたので、見学に来るのはオレだけにしようと思う。




　──それから五日。

　オレは修行を休んで「魔法の鞄」工房へ出入りし、お弟子さん達の作業を手伝ったりしながら、彼らの技術を学んでいった。

　初めはよそよそしかったお弟子さん達だが、動作不良を頻発する魔法装置をオレが再調整してからは少しずつ心を開いてくれるようになった。

　今では休憩時間のお茶を共にするくらいには打ち解けてくれたようだ。

　なお、初日以降ゴーヤ君の姿はない。アリサ達の話だと、ミーアが訓練に参加する日には修行場に姿を見せているらしい。

「サトゥー、錬成板の調整をしてくれないか？」

「待て。こっちが先」

「おいおい、サトゥーには一番重要な内壁に使う魔物の胃袋の処理を手伝って貰わないと！」

　こんな感じに便利屋のようなポジションで、エルフ達のリクエストを順番に対応していく。

　様子を見に来たヒシロトーヤ師匠から「モテモテだね、サトゥー君」とからかわれたが、いくら美人とはいえ男性にモテても嬉うれしくない。

　最後のエルフが言っていた「内壁」というのは空間魔法で作った亜空間の内側を形成する為のものだ。

　亜空間はかっちりと安定したものではなく、小さな隙すき間まができたりする事があるので、亜空間の安定を補助し、収納した品物が不安定な亜空間の影響を受けないように隔離する為の仕切りが必要になるとの話だった。

　この内壁には魔物の胃袋が最適らしいので、ストレージにあったヒュドラやワイバーンの胃袋を必要数分提供してある。

　なお、「宝物庫」スキルと同様に「魔法の鞄」も生き物は入れられないが、初めから仕様として組み込まれている「宝物庫」スキルと違い、「魔法の鞄」は「意図的に禁止している」のだと教えて貰った。

　かつては、中に入れた生き物が酸欠で死んだり、中で生き物が暴れて「魔法の鞄」の内壁を壊して亜空間に逃げ出したりする事故があったそうだ。

　生き物を入れられない仕様が、そういった事故を防ぐ為の誤作動防止策フールプルーフだったとはね。

　そういった経緯いきさつも踏まえて、今回作製する「魔法の鞄」の内、大型の一つをゴーレムなどの「魔創生物コンストラクター」の収納を許可する設定にしておいた。

　ゴーレムなら酸素も必要ないし、命令もなしに中で暴れたりもしないからね。

「サトゥーは凄すごいな。初日は制御装置の初期を見ただけで驚いていたのに、今じゃ投射装置や刻印装置を自在に使って魔法回路を転写できるようになってるんだからさ」

「皆さんのご指導のたまものですよ」

　オレの作業を見て感心するエルフにそう返す。

　少しは謙けん遜そんもあるが、ここのエルフ達は人に教えるのが好きらしく、かなり丁寧に指導して貰えた。

　先ほど話題に出ていた装置は、魔核に制御回路を組み込む為のものだ。

　専用の装置で「フォーマット」した魔核に直接魔法回路を刻んでいくのを見て驚いた記憶がある。前に多脚ゴーレムの制御装置で見かけた緻ち密みつな魔法回路はこうして作られたモノだったようだ。

　──そんな風に回想していると、入り口から長老エルフが姿を現した。

　今日は長老エルフが仕上げをしてくれる事になっている。

「ふむ、いつもよりできが良い」

　準備が終わった素材を検分した長老エルフが満足そうに頷く。

「お前達も腕を上げたようじゃな」

「それはサトゥーのお陰です」

「ん、優秀」

「疲れる作業でも文句も言わずに積極的に手伝ってくれるし、魔力操作なんて師匠と同じくらい上手ですよ」

　褒める長老エルフの言葉にお弟子さん達が首を横に振って否定し、なぜかオレの功績だと口々に言い始めた。

　日本人らしく「そんな事ありませんよ」と言ったのだが「謙遜不要」と助手エルフに叱しかられてしまった。

　オレの手伝いが役に立ったと言ってくれるのは嬉しいが、そこまで持ち上げなくてもいいのに。

　そんな一幕を挟みつつ、長老エルフ達の最終工程を見学する。

「……　■■■■■■　格納庫ガレージ」

「……　■■　術式固定付与エンチヤント・フイツクス・マジツク」

「……　■■　術式保持付与エンチヤント・コンテイニユアル・マジツク」

「……　■■　魔力循環化マナ・ループ」

　長老エルフの魔法の発動に遅れて、お弟子さん達の魔法が順番に発動していく。

「並列思考」スキルの助けを借りて耳コピした四人の呪じゆ文もんを、交流欄のメモ帳に記録しながら長老エルフの作業の続きを見学する。

「魔法が安定している内に、これを設置するのじゃ」

　お弟子さん達が使った呪文は魔法装置が発動するまでのつなぎのようだ。

　助手エルフが術理魔法の「理力の手マジツク・ハンド」で魔法装置を格納庫ガレージの最奥のくぼみにはめ込む。

『──起動』

　それを見届けた長老エルフが「合い言葉コマンド・ワード」を唱えると、魔法装置が起動して格納庫ガレージの壁と一体化した。これで完成らしい。

　──うん、手順や呪文は完かん璧ぺきに覚えられた。

　詠唱ができるようになったら、オレにも生産できそうだ。

　クジラの胃袋を使った「魔法の鞄」なんて想像しただけでもワクワクする。

　そんな事を考える間にも、長老エルフ達は次の鞄作製に入っていた。

　詠唱が使えないオレには最終工程の手伝いができないのがもどかしい。

「──これで最後か」

「肯定」

　長老エルフが疲れた声で助手エルフに確認する。

　仕上げだけとはいえ、一日に一〇個もの「魔法の鞄」を完成させているのだから無理もない。

　及ばずながら、オレも中級魔力回復薬や栄養補給薬を大量に提供して協力している。

　もしかして、薬のせいで途中で止められなかったのだろうか？

　……いや、きっと気のせいに違いない。

「後は任せる──」

　そう告げて去って行く長老エルフの背を最敬礼で見送った。




「お花さん印のピンク色～？」

「ポチは肉球マークの黄色なのです」

「ん、ウサギ印」

「ひよこのワンポイントが最強だと主張します」

　裁縫工房で作った「魔法の鞄」のガワを仲間達が見せ合っている。

　基本形は可愛かわいいポシェットで、取り出し口のボタンを外すと折りたたまれていた部分が広がって、大きな物が出し入れできる。

　裁縫工房に染色料が豊富だったので、年少組やナナはカラフルな色を選んでいた。

　アリサは黒地に赤いラインが入ったラスボス感のあるデザイン、ルルとリザは落ち着いた茶色の品だ。

　内側に入れる本体はできあがっていたので、オレが数分で縫い上げる。

「最後、使用者登録」

「──使用者登録ですか？」

「必ひつ須す」

　オウム返しにしたオレの言葉に助手エルフが頷く。

　言葉の通り、「魔法の鞄」の開閉を登録した個人だけに制限する機能らしい。

　便利そうなので、仲間達の武器や危険な魔法道具にはこの機能を追加しようと思う。神授の聖剣と違って、オレの作った聖剣には使用者制限がなかったんだよね。

　また、この亜種で個人に紐ひも付づける使用者制限ではなく、鍵かぎになる魔法道具を登録するタイプもあるそうだ。錬成工房の図書館の鍵がそれにあたる。

　せっかくだから、皆で共有する獲物運搬用のヤツはこのタイプにしておこう。

　指輪型の鍵を用意するのもオシャレで良いいね。

「ついにわたし達の妖よう精せい鞄かばんの完成ね！」

　アリサが完成品を手に喜びのガッツポーズを取る。少し乙女さが足りない。

「妖精鞄？」

「ええ、『魔法の鞄』ってなんだかオシャレじゃないし、エルフさん達が作ってくれた鞄だもの。妖精鞄っていう名前が相応ふさわしくない？」

　助手エルフの問いにアリサが自信満々の笑顔で答える。

「了承」

　答えたのは助手エルフだけだったが、他のお弟子さん達も笑顔だったので、彼らにも異存はないようだ。

　こうして仲間達の持つ「魔法の鞄」は妖精鞄と名付けられた。




　　　　◆




「サトゥーはいるか！」

　和やかムードの「魔法の鞄」工房に一人のエルフが飛び込んできた。

　魔法道具工房で杖つえ作りを教えて貰もらうと約束していた技師だ。

「はい、ここに」

　何かあったようなので、片手を挙げて入り口に歩み寄る。

「すまん、ついてきてくれ。アーゼ様が──」

「行きます！　どこに向かえば良いですか！」

　ここしばらく顔を見ていないアイアリーゼさんの名前が出た途端、オレの余裕が吹き飛んだ。

　縮地で彼の前に移動し、驚く彼を急せかして「妖精の輪フエアリー・リング」へと飛び込んだ。




　──待っていてください、今行きます！







　虚空





〝サトゥーです。石橋を叩たたいて渡るという言葉がありますが、いつの世も石橋が叩けるほどスケジュールに余裕があるとは限りません。時には泥の橋を駆け抜けるのが最良の場合もあるのです。〟






「サトゥー、どうしたの？」

　息せき切って辿たどり着ついた世界樹の天てつ辺ぺんにある展望台で、巫み女こ服を着たアイアリーゼさんが暢のん気きな笑顔でこちらに手を振っていた。

　安あん堵どで崩れそうになる膝ひざに魔力を流して、なんとか耐える。

　少し心に余裕ができたので周囲にも注意を払ってみる。

　展望台は直径一〇〇メートル近くもある透明なドームで覆われた公園になっていた。

　そのドームの向こうには満天の星が広がっている。昼間に夜空が広がるわけはないし、星も瞬いていない。

　つまり、外に見えるのは宇宙空間なのだろう。

　ドームの向こうには太い枝が暗くら闇やみの向こうに何本も伸びている。なんとなく根っこみたいな枝だ。

　もちろん、こんな高い場所まで走ってきたわけではない。ほとんどの行程はドライアドによる転移を利用した。

「アイアリーゼ様がお呼びだと伺ったので馳はせ参さんじたのですが──」

　オレはアイアリーゼさんに歩み寄る途中で、言葉を途切れさせた。

　ＡＲ表示される彼女の魔力もスタミナも枯渇寸前だった。先ほど暢気に見えたのは、元気がなかったからのようだ。

「そんな顔をしなくても大丈夫。すぐ良くなるから」

「アーゼ様はもう少し休憩してください。サトゥーさんへの説明は私がしますから」

　オレはポケットから取り出した栄養補給薬と中級の魔力回復薬をアイアリーゼさんに手渡してから、説明役を買って出た巫女ルーアさんの話を聞く。

「私共の事情でこんな場所まで──」

　巫女ルーアさんの詫わびの言葉を聞き流しながら、横目でＡＲ表示されるアイアリーゼさんの回復状況を見守る。

「──そして、世界樹の放電現象で多くのエルフ達が虚空に取り残されてしまっているんです」

　放電現象というと、あの黒竜ヘイロンさえ撃退するほどのヤツか？

　ここは地上や世界樹下層とは別マップだったので、急いで「全マップ探査」の魔法を実行して情報を取得する。

　この展望台から半径数十キロメートルの球形エリアは同一マップらしい。

　マップに映るエルフの光点を確認する。

　重傷を負った者は少なからずいるが、瀕ひん死しと言えるほど酷ひどい者はいない。

　──あれ？

　虚空に敵を示す赤い光点が無数にある。

　明るい場所にいるせいか、ここからだと虚空にいるはずの敵の姿は見えない。

　マップ情報だと、赤い光点は「邪海月エビル・ジエリー」という名前で、レベルは二〇から四〇ほど。平均三〇レベルほどの雑ざ魚こだが数が多い。




　──その数、ざっと一万匹。




　まったく、ガボの実で養殖されたデミゴブリンでもあるまいし馬ば鹿かげた数だ。エルフ達が手こずるのも分かる。

　こいつらは「吸収アブソーブ」「同調」「連鎖暴走」という種族特性を持っているようだ。

　よく見たらカテゴリーが、魔物ではなく「怪生物」となっていた。

　幸いな事に、邪海月エビル・ジエリー達はエルフに興味が無いようで、世界樹の枝にくっついて微動だにしない。

　救助の邪魔にならないなら、こいつらの相手は後回しで良いだろう。

「虚空服の予備はありますか？」

「いいえ、再出動に耐えられる服は残っていません」

　なら、ストレージにある予備の虚空服を使おう。

　生命維持用の魔法回路サーキツトがないけど気密は保持できるから、ストレージから酸素を出していけば窒息する事もないだろう。

　幸いストレージには酸素がたっぷり入っている。黒竜山脈越え用に水素気球を作ったときの副産物だ。

「それじゃ、ちょっと救助に行ってきます」

「む、無茶です。サトゥーさんをお呼びしたのは虚空活動用の魔法道具マジツク・アイテムの修理助手をお願いしたいからで、無謀な救助活動に行けと頼みたかったわけではありません」

　オレが格納鞄ガレージ・バツグから取り出した虚空服を見た巫女ルーアさんが、慌ててオレを制止する。

　だが、災害救助は七二時間以内という原則があったはず。

　異世界でも適用されるかは分からないが、虚空が見た目通り宇宙空間ならもっとタイムリミットは短いはずだ。

　それに、要救助者の中には顔見知りになったエルフ達の名前もあった。

「暢気に修理していては助けられる者も助けられません」

「ですが……満足に動く光ひかり船ぶねも無い状況では危険すぎます」

　彼女が言っていた光船というのは、勇者ハヤトの次元潜行船ジュールベルヌと同型の虚空を飛べるエルフの船らしい。

　なおも引き留めようとする巫女ルーアさんの肩をポンッと叩いたのはアイアリーゼさんだ。

「大丈夫、回復したわ。シガ王国のサトゥー、危険な場所だけど、私と一緒に来てくれる？」

「ええ、お供します」

　少し後ろめたそうなアイアリーゼさんに即答し、彼女の差し出す手を摑つかむ。

「少し精霊が足りないの。サトゥー、精霊光を解放してくれるかしら？」

「ええ、仰せのままに」

　少しキザったらしい言い回しをしてしまった事に内心テレてしまったが、「無表情ポーカーフエイス」スキルの助けを借りてなんとか乗り切る。

「大気圏や世界樹から、凄すごい勢いで精霊達が集まってくる……ありがとう、サトゥー。これだけ精霊達がいれば十分よ」

　オレに礼を告げた後、アイアリーゼさんが一言二言呟つぶやくと、彼女の周りに緑色に光る風が集まり、オレと一緒にふわりと空に舞い上がった。

　回復したと言っているが、まだまだ顔色が悪い。

「外に出るわよ。私から離れないように注意して」

　──え？

　アイアリーゼさんが触れた展望台のドームが変形する。

　どうやら硬質なガラスのようなものではなく、何かの粘液っぽい膜のようだ。厚みは二メートルほどもある。

　アイアリーゼさんの風の結界の内側には入ってこないので感触は分からない。

　数秒で粘液壁を抜け、虚空へと飛び出した。

　無重力感はない。思ったよりも軌道が高くないようだ。

　アイアリーゼさんの風の結界の内側は呼吸ができるから問題ないが、救助活動をするなら別行動できる方がいいだろう。

　オレは断腸の思いでアイアリーゼさんの柔らかい手を離し、早着替えで虚空服を身に纏まとう。制御装置がない分は自前の魔法とストレージの酸素で賄っておく。

「手分けして救助を行いましょう。私はこちらに向かいます」

「ダ、ダメよ──」

　天駆でアイアリーゼさんの結界を抜ける。

　焦った様子のアイアリーゼさんに注意を向けるよりも早く、周囲に伸びる世界樹の枝の表面に無音の放電現象が発生する。

　結界の向こうでアイアリーゼさんが何か言っているが、真空なので声が届かない。

　オレは彼女を守るべく、自分の周囲に避雷針代わりの金属製品を取り出す。

　それを「理力の手マジツク・ハンド」で操って、彼女に電撃が届かないように配置した。

　次の瞬間、激しい電撃がオレを襲う。

　──うぉおおおおっ。

　これはキツイ。

　オフにしていた苦痛耐性を慌ててオンに切り替える。

　電子の分際でなかなか痛いじゃないか。

「サトゥー、無茶しないで」

　ふわりとした感触が無骨な虚空服越しに届く。

　アイアリーゼさんに抱擁されているようだ。

　不思議な事に、アイアリーゼさんが近くにくると同時に電撃が止まった。

「今の世界樹は警戒状態だから、異物を見つけたら排除しようとするの」

　アイアリーゼさんによると、ハイエルフは世界樹の一部とみなされているので、異物とは判断されないらしい。

　エルフ達は準構成物扱いとの事で、不用意に動かない限りは排除対象にならないそうだ。

　──あれ？

　それなら、あの枝についている邪海月エビル・ジエリーというヤツが世界樹に排除されないのはどうしてだ？

　そんな疑問が脳裏を過よぎったが、質問は後だ。

　今は救助を待つエルフ達の方が優先度が高い。

「アイアリーゼ様、重傷を負ったエルフの所から優先的に誘導します」

「うん、お願い」

　──まさか、即答で了解してくれるとは思わなかった。

　アイアリーゼさんはオレの誘導に従って風結界を移動させる。

「あの多脚ゴーレムの中に二人います」

　黒焦げでフレームの歪ゆがんだ多脚ゴーレムに着地し、ストレージから取り出した良く斬きれる聖剣デュランダルで外部装甲を丸くくりぬく。

　中にいたのは魔法道具工房のキーヤ氏とドーア女史の二人だった。

「サ、サトゥーか」

「助けに来ました。アイアリーゼ様も一緒です」

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」を併用して救出しつつ「治癒」の水魔法で二人の怪け我が人を回復させてやる。

「サトゥー、ゴーレムの制御板だけでも回収してくれ」

「分かりました」

　他の人達の救助もあるので、少し手荒に聖剣デュランダルで切断して取り出した。

「回収しました。アイアリーゼ様、次は斜め上のあの枝です」

「うん、分かった。長くて言いにくいから、私の事はアーゼでいいわ」

「はい、アーゼ、さん」

　なんだろう、愛称で呼ぶのがこんなに恥ずかしいなんて中学生の頃ころ以来だ。

　大学時代や会社では女の子達の事を普通に愛称で呼んでいたのにね。




　　　　◆




「シガ王国のサトゥー。貴殿の協力に感謝する」

「シガ王国のサトゥー。貴殿の献身を称賛する」

「シガ王国のサトゥー。貴殿の──」

　虚空での救出劇の翌日、オレは世界樹の基部にある議事堂で、長老達から感謝の言葉を受けた。

　救助活動やそれまでの奉仕活動が評価されて虚空展望台を含む世界樹への立ち入りが許可されたそうだ。

　名誉長老の位をくれるという話もあったが、そちらは丁重に断った。

　だって、長命なエルフ達から長老なんて呼ばれるほど老けてないからね。

　長老達から副賞の目録なんかを貰もらったが、エルフの里でしか手に入らない織物や食品、それに貴重な素材類なんかが列挙されていた。

　さすがに、世界樹の枝葉や樹液なんかまで目録に入れるのはマズイと思う。

　オレの持つ錬金術の書物でも、城や爵位を代価にしても手に入らないほどの素材だと書かれてあったくらいだ。

　さて、そんな一幕を挟み、オレは長老の一人に導かれて別室へとやってきた。

「サトゥー、もう終わったの？」

「ええ、つつがなく──」

　出迎えてくれたのはアーゼさんと巫み女こルーアさん、それから前に裁縫工房に虚空服を取りに来た園芸員のジーア嬢の三人だ。

「──それで、ここに招かれたのは、先日の件ですね？」

　オレの問いにアーゼさんがこくりと頷うなずいた。

「サトゥーも昨日見て知っていると思うけど、私達は世界樹に寄生する邪海月エビル・ジエリーを駆除しようとしているの」

　なるほど、オレに駆除を頼みたいって事か。

　救助活動中に遠目に見えた邪海月エビル・ジエリーは、魔法陣風の輝きを幾つも内包した半透明なクラゲといった外見だった。エルフ達の通称もクラゲらしいので、今後はクラゲと呼称しよう。

　障害になるのが世界樹の放つ電撃だけなら、絶縁体スーツを作って雷無効状態でサクサク退治すればいいから楽勝だ。

　オレがそう早合点して確認してみたところ、「否」という言葉が返ってきた。

「それができれば苦労はありません」

「電撃は世界樹の枝自体も傷つけてしまうんです。幹に近い方の太い枝は大丈夫なんですが、中程より先の細い晶枝エメラルド・ブランチは簡単に砕けちゃうんですよ」

　巫女ルーアさんとジーア嬢が説明してくれる。

　前に石舞台で聞いた話だと、世界樹の晶枝は虚空を流れるエーテルから魔マ素ナを上げる大切な部分だと言っていたっけ。

　オレが救助活動したのは根元に近い部分だったから、晶枝の現物にはお目にかかっていない。

「そこでサトゥーさんにお願いしたいのは、今回の事故で破損した多脚ゴーレムの修理や虚空服量産のお手伝いなんです」

「それと、できれば駆除案を何か出していただけたら嬉うれしいです」

　巫女ルーアさんが話を本筋に戻し、ジーア嬢が要望を追加する。

　オレは手伝いを即答で了解し、要望についても検討すると答えた。

　ついでに幾つかの確認を行う──。

「そもそもクラゲは何が目的で世界樹に寄生しているのでしょう？」

「世界樹の枝に巻き付けた触手で、枝の中を流れる魔素を食べてしまうの」

　アーゼさんの説明に頷く。

　ふむふむ、一万匹近いクラゲに居座られたら、地上へ届く魔素が不足しそうだ。

　続いて巫女ルーアさんが補足する。

「それに枝に卵を産み付ける個体もいるんです。おまけに、卵を保護する粘液が樹液を濁らせて世界樹を弱らせてしまうんですよ」

　つまり、ありきたりな繁殖と食料調達がクラゲ達の目的って事か。

「では、クラゲが世界樹の電撃で排除されないのはなぜでしょう？」

「クラゲはなんらかの手段で、世界樹に自分達が異物ではなく自身の一部だと錯覚させているようです」

　錯覚を解除する案や電撃を撃てないように世界樹を眠らせる案もあったらしいが、それらは既に失敗しているそうだ。

「それにクラゲの周りは魔力の空白地帯があるから、魔法で眠らせたり拘束したりできないの」

　さらに、虚空では魔法なしに行動できないので、クラゲの近くでは虚空服や気密された多脚ゴーレムのような装備が必ひつ須すになるらしい。

　魔法と違い聖樹石を用いた魔法道具や装置は、クラゲの傍そばでも魔力消費が上昇するものの正常に動作するそうだ。

「ですから魔法薬で眠らせた間に、多脚ゴーレムで世界樹の枝に絡みつくクラゲの触手を切断して拘束する方法を取っていました」

　アーゼさんを始めとする精霊魔法が使える人達は、拘束したクラゲを一箇所に集める役を担っていたらしい。

　達人の作った疑似精霊はクラゲの近くでも、しばらく存在できるそうだ。

「そんな風にクラゲを少しずつ排除する方向で動いていたんですが……」

「卵持ちが隠れていたのは失敗でした」

　巫女ルーアさんとジーア嬢が同時に嘆息する。

　なんでも、産卵したクラゲを排除すると、近傍のクラゲ達が世界樹に働きかけて昨日のような警戒状態に入ってしまうそうだ。

　また、クラゲを一定数以上減らしたり孤立させたりすると、周辺の世界樹の枝を大量に消費して爆発的に増殖するらしい。

　しかも、広範囲のクラゲが連鎖反応的に増殖するらしく、一度に纏めて処分しないと減らすどころか、かえって増加してしまうという話だった。

　伝聞形式の答えが多いと思って問い掛けたところ──。

「他の世界樹でも一斉に邪海月エビル・ジエリーの群れに寄生されてしまったんです」

　そんな答えが巫女ルーアさんから返ってきた。他の世界樹ではボルエナン以上の被害が出ているそうだ。

「記録によると、今までも千年に一回くらい邪海月エビル・ジエリーがエーテル流を遡さかのぼって姿を現す事はあったのですが、一度に数匹を超える事はなかったそうなんです」

　もしかして、エーテル流の向こうでクラゲが大量発生する何かがあったか、クラゲが大挙して逃げ出すような脅威が発生したのかもしれない。

　気にならないと言えば噓うそになるが優先度は低い。

　今論じるような話じゃないので、駆除後の懸案事項として備忘録に記入しておこう。

　オレは今聞いた話を脳内で整理してみた。

　目的──クラゲを世界樹から排除する。

　注意事項は沢たく山さんある。

　その一、クラゲに危害を加えると世界樹から電撃を受ける。卵持ちクラゲはさらに敏感。

　その二、数を一定数以下にするとクラゲが爆発的に増殖する。同時に世界樹を損傷させる。

　その三、クラゲの周囲に魔力空白エリアがある。クラゲの近くでは魔法が使えない。

　こんなところか。

　次は実地で確認といこう──。




　　　　◆




「アーゼさん、あの細い枝の先にいるクラゲの傍まで行ってください」

「──あれね」

　クラゲ退治の案出しの為ために、オレはアーゼさんと一緒に仲良く虚空遊泳中だ。

　多脚ゴーレムや虚空服については素材や工房の準備ができるまでしばらくかかるそうなので、一番端っこにいるクラゲ相手に実験をしにきた。

　この辺りは最長一〇キロメートルもある世界樹の枝の中程なのだが、枝の太さが直径一メートルくらいしかない。

　この辺りからは普通の木の色をした枝から、エメラルドの結晶のような瘤こぶや細い枝が生えている。

　このエメラルド風の細い枝が晶枝と呼ばれるモノのようだ。

「まずは下級魔法から」

　短気絶弾シヨート・スタンを撃ってみた。不可視の弾丸がクラゲの手前で威力を減じ──。

「……当たったわね」

　アーゼさんが意外そうな顔で呟つぶやく。

　衝撃弾の構成は解けかけていたが、威力を減じつつもクラゲに命中していた。

　どうやら、魔法の構成が強固なら疑似精霊以外でも魔法は届くようだ。

　恐らくオレの中級魔法なら問題なくクラゲを倒せるだろう。

「では、次にアーゼさんの疑似精霊をお願いします」

「う～ん、何が良いいかしら？」

「一番得意なヤツをお願いします」

　せっかくなので、アーゼさんのとっておきを見せて貰おう。

「一番ね、分かった！　■■　……」

　得意そうなアーゼさんが、黄金──いや、神金オリハルコン製の長ちよう杖じようを両手に持って詠唱を始めた。

　ＡＲ表示されるアーゼさんのＭＰが凄すごい勢いで減っていく。

　アーゼさんの周りに光の魔法陣が生まれ、上下に分かれて増えていく。

　そんな迫力満点の姿の向こうで、大人しかったクラゲが触手を広げて、こちらを威嚇するような姿勢を取っていた。

　膨れ上がるアーゼさんの魔力の高まりに、警戒心を搔かき立てられたのだろう。

「……■■　魔獣王創造クリエート・ベヒモス」

　最後にアーゼさんの正面に巨大な魔法陣が生まれ、そこから象とカバの合いの子みたいな疑似精霊が出現した。

　──ＰＵＷＡＯＯＯＯＷＷＮＮＮ！！

　真空にも拘かかわらず、ベヒモスの力強い咆ほう哮こうが轟とどろく。

　駆逐艦並みの巨体の上にレベル五〇もあり、非常に強そうだ。

　ただし、このベヒモス君には羽がない。

　そう、飛行能力がないのだ。

　ギャグ漫画の登場キャラクターのように空中で数度足を搔いた後、愕がく然ぜんとした顔で重力に引かれて落下していった。

　疑似精霊が痛みや恐怖を感じないらしいとはいえ、なかなか哀愁を感じる姿だった。

　赤い光跡を残して消滅したベヒモス君に黙もく禱とうを捧ささげる。

　拍子抜けしたのはオレ達だけでなくクラゲもそうだったらしい。

　威嚇で広げていた触手を戻し、世界樹の枝に巻き付け直していた。

「──えーっと、次！　次、行くわよ！　次が本番だから！」

　オレの視線を避けるようにテンション高く宣言したアーゼさんが、「魔光玉創造クリエート・ウイスプ」の魔法で直径一〇センチくらいの光球──ウィスプを作り出した。

　クラゲの方にウィスプを移動して貰う。

　一定距離まで近付いたあたりで、ウィスプに気がついたクラゲが触手を伸ばした。

　触手に絡みつかれたウィスプは輪郭を失って消滅していく。オレの「魔力視」スキルによる視界には、光の残ざん滓しがクラゲの触手に吸い込まれていくのが見える。

　次にもう少し強い「風精霊創造クリエート・シルフ」で作り出されたシルフは、クラゲの触手にも耐えられるようだ。

　少々ビジュアル的に一八禁な感じで見ていられなかったので、途中でアーゼさんに魔法を解除して貰もらう。

　アーゼさんが真っ赤な顔で焦っていたのが実に可愛かわいかった。

　続いて物理攻撃の実験を行う。

　妖よう精せい剣で触手を斬きっていたら手て応ごたえなく斬れたので、やはり見た目通り脆もろい体なのだろう。実験用に触手のサンプルをストレージに回収しておく。

　魔力を充じゆう塡てんした青銅槍やりをクラゲの近くに投げたら、思いのほか上う手まくキャッチして口に運んでいた。応用したら毒殺は簡単そうだ。

　最後にアイテムを使ってみる。

　魔物避よけに使う聖碑やアンデッド払いの聖水はまったく効果がなかった。

　やはり、クラゲは魔物や魔族とは関係ない虚空の原生生物なのだろう。

　カリナ嬢に預けたままの「魔封じの鈴」がここにあったとしても、効果は期待できそうにない。

「もう実験は終わり？」

「いえ、次はクラゲの耐久力を試そうと思います」

　オレはクラゲからの攻撃を捌さばきながら、妖精剣で触手を次々に斬っていく。

　最初に斬った触手が既に生え始めていたのには驚いたが、斬った瞬間に生え直すほどでないのは救いだ。

　全すべての触手を切断したところで、アーゼさんに再召喚して貰ったシルフに傘の部分だけを世界樹から引き離して貰う。

　だいたい、一〇〇メートルほど離れた所で、クラゲが内部の光の明滅を激しくさせ始めた。

　光は赤い色に変わり、クラゲの輪郭を暗赤色に染め上げていく。アーゼさんによると、これが暴走初期状態の特徴らしく、それに反応して世界樹が警戒状態に移行するそうだ。

　この初期状態では世界樹のみが反応し、この状態がしばらく続くと周辺のクラゲへと暴走状態が伝でん播ぱしていくらしい。

　そんな事を確認している内にも、紫電を纏まとわせた世界樹の枝が全方向に電撃を放つ。

　アーゼさんと一緒なのでオレ達の方には来ないが、世界樹から垂れるクラゲの触手は電撃に焼かれ黒焦げになり、近傍を通過した電撃に砕かれた晶枝が重力に引かれて落下していく。

　もったいないので、「理力の手マジツク・ハンド」で晶枝を摑つかまえてストレージに収納しておいた。魔法の杖に良い素材らしいんだよね。

　そして、クラゲの傘が十分に離れたところで、シルフの手を離して貰う。

　落下を始めるクラゲに向けて、下級魔法の中でも一番威力の高い「火球フアイア・ボール」を放った。

　電撃に迎撃される事もなく飛ひ翔しようした火球フアイア・ボールが、世界樹の枝から十分離れた所でクラゲの傘に命中し、「小火弾フアイア・シヨツト」とは比べものにならない閃光と爆炎で焼き尽くした。酸素がなくても関係ないらしい。

　一撃でクラゲを倒したせいか、他のクラゲ達が誘発されて暴走する事も、世界樹からの追加電撃もなかった。

　全て同時に一撃で殲せん滅めつすれば、世界樹の被害もなく倒せそうだ。

　もっとも、世界樹の枝が遮しや蔽へい物になっているので、実行するのはたぶん無理だろう。

「す、凄い……豪炎球ブラスト・ボール？　それとも爆炎烈球フレア・ボールかな？」

　驚くアーゼさんに、ちょっと得意になりつつも、先ほどの「火球フアイア・ボール」が命中したときの様子を回想する。

　ずっと「魔力視」スキルで監視していたのだが、命中する寸前に「火球フアイア・ボール」からクラゲに流れた魔力はごく僅わずかだった。

　どうやら、触手がないと魔力を吸う力が弱いらしい。

　また、クラゲの触手だけを斬った場合は、クラゲ自身の反撃はあるものの世界樹の電撃を誘発する事はないようだ。

　オレは結果をメモしながら、アーゼさんと一緒に次の場所へ移動した。

「サトゥー、卵を割ったりしちゃだめよ？」

「ええ、承知しています」

　次に向かったのは産卵した後のクラゲの所だ。

　卵を抱えるクラゲは過敏らしいので、オレ達は一〇〇メートルほど離れた場所から観察する。

　真球型でバスケットボールサイズの透明な卵が一〇個くらい並んでいた。

　その周囲には三〇個ほどの割れた卵の残ざん骸がいがあり、そこから漏れた液体に濡ぬれた世界樹の枝が変色している。

　視線を巡らせると、母クラゲの触手に数匹ほどクラゲの幼生体が張り付いているのが見えた。

　割れた卵に対して数が少ないので、アーゼさんに理由を聞いてみる。

「うーん、何だっけ？　ジーアに聞いてみるね」

　アーゼさんが空間魔法の「範囲遠話マス・テレフオン」を詠唱し、展望台にいるジーア嬢とオレを通話可能な状態にしてくれた。

　なんでも、虚空だと一〇キロメートルの範囲をカバーしてくれるらしい。

『──卵と幼生体の数ですか？』

『はい、割れた卵に対して幼生体の数が少ないと思いまして』

『クラゲの卵は無精卵が多いんです。これはブライナン氏族やベリウナン氏族のエルフ達から教えて貰った研究結果なんですが──』

　ジーア嬢の話を纏めると、卵が割れた時の液体で樹液を汚染して世界樹の抗体を呼び寄せ、それらの持つ濃い魔力を養分として取り込む事で、少数の卵から幼生体が孵かえるらしい。

『ただ、両氏族でも幼生体が孵ふ化かする瞬間を目撃した者はいないそうです。私達もクラゲの卵を観測しているんですが、卵が孵る時に母クラゲが傘で卵を覆うのが邪魔で……』

　なるほど、ついでに樹液の汚染についても聞こう。

『樹液を汚染するという事ですが、世界樹に悪影響はないんですか？』

『もちろん、ありますよ。さっきの抗体の件もですけど、樹液を変質させて詰まらせたりするから、幹まで流れる魔素の量が減っちゃうんです』

　凝固した汚染樹液を溶かす薬品はベリウナン氏族によって既に開発済みで、詰まりが酷ひどい場所に適宜処方しているらしい。

　もっとも、クラゲの近くで汚染樹液の詰まりを除去すると卵を攻撃したときと同じ暴走状態になるそうなので、ある程度離れた場所でしか使えないそうだ。

　──ん？　何か今の話で引っかかりを感じた。

　オレは先ほどの話を反はん芻すうしてみる。

　だが、それは言葉になる前に霧散してしまった。

「サトゥー、次はどこを見るの？」

　上目遣いに見上げてくるアーゼさんの顔が思いのほか近くて、思考が乱れてしまったからだ。

「そうですね──」

　虚空デートを続けたいところだが、クラゲ周りで調べるべき事は終わった。

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばし、汚染樹液と割れた卵の破片をサンプルに確保し、アーゼさんと一緒に虚空を後にする。




　太陽を背中にして、世界樹への帰還コースを飛ぶ。

　展望台の下、幹のくぼみにキラリと日光を反射する物体を見つけた。

　勇者ハヤトの次元潜行船ジュールベルヌそっくりの流線形の船──エルフの光船だ。

　銀色の船体の一部が黒く変色している。

「ずいぶん焦げてますね」

「電撃を受けそうになっていた多脚ゴーレムを庇かばった時に焼かれたみたい」

　光船はアーゼさんと同じく世界樹の一部として認識されるから、本当なら攻撃は受けないはずだったそうだ。

「でも、表面だけだから、しばらく世界樹に戻しておけば治るわ」

　なんと、自動修復機能があるらしい。

　よく見たらジェル状の透明な粘液が光船の表面を覆っている。

「周りにあるくぼみに入る光船もあるのですか？」

　間隔からみて、全部で八隻くらいがドック入りできそうだ。

「ボルエナンにあるのは全部で四隻だけ。本来はどの世界樹も八隻の光船を備えるんだけど──」

　そんな会話をしながら、展望台のドームを通過する。

　地上に降りたオレ達は出迎えに来た巫み女こルーアさんやジーア嬢と合流した。

　特に急ぎの用事も無かったようなので、先ほどの会話を続ける。

　立ち話もなんなので、展望台の一角にある東あずま屋やを占拠した。

「四隻の光船が失われたのは経年劣化ですか？」

「違うわ。千数百年くらい前にゴブリンの魔王が暴れた事があってね。世界が滅びかけたのに困ったパリオン様の要請で光船を出したんだけど……」

「沢たく山さん沈みましたよねぇ」

「うん、八隻で出かけたのに半分しか帰ってこなかった」

　悲しそうなアーゼさんに相あい槌づちを打つのは二千歳超えのジーア嬢だ。巫女ルーアさんはまだ若いので当時の事を知らないらしい。

　当時はまだサガ帝国もなく、勇者召喚が行われていなかったようだ。

「結局、魔王の軍団を大陸の端に追い詰めるくらいしかできなくて、パリオン様が竜神様から勇者召喚の魔法を教えて貰って、最初の勇者に全てを託したんでしたっけ？」

「──うん、少し覚えてる。小さな子だったのに、パリオン様と竜神様から貰った二本の聖剣を手にゴブリンの魔王を倒しちゃったのよね」

　初代勇者は二刀流の剣士だったようだ。

　それはともかく、ジュールベルヌの同型船六四隻を集結しても勝てなかった相手を倒すとは、初代勇者はなかなか強かったらしい。

「勇者はその頃ころから非常識な存在だったのよ」

　オレを見ながら言うのは止やめて欲しい。自覚があるだけにいたたまれない。

「おまけに、結構ちゃっかりしてましたよね。一度は沈んだボルエナンの光船を修繕して使っちゃうんですから」

「あら？　魔王を退治したご褒美にあげたんじゃなかったかしら？　代々乗り継ぐって言ってた記憶が微かすかに残ってるわよ」

　なるほど、ジュールベルヌはそんな経緯でサガ帝国の物になったのか。

　それにしても、光船が減ったのが千年以上も前なら、その間に再建しなかったのはなぜだろう？

「他の氏族は貯蓄していた聖樹石で不足した光船を揃え直して八隻体制に復帰しています」

　少し待ってみたが、ジーア嬢はボルエナン氏族だけが揃え直していない理由を語らない。

　光船の再建には一トンくらいの聖樹石が必要になる事なんかは教えてくれた。他の用途にも必要なので、だいたい一〇万年くらいで一隻分の聖樹石が溜たまるそうだ。

「ボルエナンは聖樹石不足で無理なの」

　アーゼさんが少し後ろめたそうな口調で話してくれた。

　かつて、フルー帝国が隆盛し始めた頃、その国の大使として訪れた皇族が持ち込んだ遊戯装置に、アーゼさん以外の二人のハイエルフ達が傾倒してしまったらしい。

「仕方ありませんよ。三人しかいなかったハイエルフのうち二人が嵌はまった上に、その行いを窘たしなめるべき私達エルフのほとんどが一緒に熱狂してしまったんですから……」

　娯楽に飢えていたハイエルフやエルフ達が、遊戯装置に狂乱し、その対価を貯留していた聖樹石で支払ってしまったらしい。

　商売に疎かったエルフ達は、フルー帝国の皇族に良いいように搾取されてしまったそうだ。

　さもありなん、オレの脳裏に将棋エルフ達の熱狂していた姿が過よぎった。

「千年ほどでどの遊戯装置も壊れて、今は残っていませんけどね」

　エルフ達が狂乱したという遊戯装置が気になったのだが、稼働する筐きよう体たいは残っていないらしい。

　ジーア嬢の話だと、購入から千年ぴったりで壊れてしまったそうだ。

　某メーカーの家電みたいだ。差し詰め、フルー・タイマーといったところかな？

「落ち込むのはいいけど、睡眠槽に引き篭こもるのは止めて欲しかったわ……」

「エルフの年長者達もですね……急に引退されると引き継ぎ漏れがあって大変なんですよ」

　なるほど──って、あれ？

　睡眠槽のエルフ達は忘れたくない思い出を抱えて眠っているって言っていなかったっけ？

　忘れたくない思い出って、遊戯機で遊んだ記憶じゃないよね？

　うん、きっと違うはず。話を変えよう──。

「そのフルー帝国はそんなに沢山の聖樹石を集めて何をしたかったんでしょうね？」

「ほんの三〇〇年ほどで大陸全てを支配する魔法帝国になっていましたよ。聖樹石を加工して作った蒼そう貨かっていうのが、高性能魔法装置の起動鍵かぎと中核部品を兼ねていたそうです。帝国貴族の証あかしでもあったそうですよ」

　ふーん、蒼貨か……って、あれ？

　──あるじゃないか。

　ストレージの貨幣フォルダを何気に検索してみたら、フルー帝国蒼貨というのが二万枚以上存在していた。たぶん、「竜の谷」の戦利品だろう。

　最初の戦利品検分の時に、あまりの種類の多さと一千万枚以上あったフルー帝国金貨のインパクトが凄すごすぎて、後回しにしたきり忘れていた。

　シガ王国の貨幣以外は使い道がなかったから、わりと適当な扱いで一纏めに外国通貨フォルダに突っ込んだままだったんだよね。

「──サトゥーさん、それ！」

「ええ、フルー帝国蒼貨です」

　驚くジーア嬢に首肯しながら、手の中で蒼貨を弄もてあそぶ。

　意外に大きくて、一枚で一〇〇グラムくらいある。全部使えば二隻くらいの光船を復活できないかな？

　オレが生きている間だけ光船を一隻貸与してくれるなら、二万枚の蒼貨を差し出すのも吝やぶさかではない。

　それだけ提供しても数千枚は残るから、薬や魔法道具を作るのに困る事はないだろう。

　そう思って提案してみたのだが──。

「蒼貨に加工された聖樹石は世界樹に戻せないんです。魔法金属の錬成や多脚ゴーレムの知性回路の素材には使えますが……」

「そうですか──なら、その用途に使ってください」

　オレは格納鞄経由でストレージから取り出した蒼貨千枚入りの大袋を東屋のテーブルに置く。

「こ、これが全部蒼貨なんですか？」

「ええ、ご自由にお使いください」

「サトゥー、聖樹石が不足しているから嬉うれしいけど、ボルエナンの民じゃないあなたがそこまでしなくていいのよ？」

　目を￥マークにして大袋に飛びついたジーア嬢と違い、アーゼさんは奥ゆかしく遠慮した。

「そんな他人行儀な事を言わないでください。私の事はボルエナンの名誉市民とでも思っていただければそれで十分です」

　アーゼさんの手を取って訴える。

「──サトゥー」

　感極まったようなアーゼさんのうるうるした瞳ひとみがヤバイ。ジーア嬢や巫女ルーアさんがいなかったら思わず押し倒してしまいそうだ。

「サトゥーさん？」

　そんな気配を感じたのか、ジト目の巫女ルーアさんから牽けん制せいの一言が飛んできた。

　微妙に口説き文句風になってしまったが、今回に限ってはそういう意図はない。

　世界樹のピンチは、回り回って世界の魔素不足に発展しそうな重大案件だ。

　魔素不足で立ち枯れていたドワーフの里周辺の荒野が脳裏を過る。

　世界中があんな風になったら、物見遊山の観光どころじゃなくなってしまう。やっぱり、観光地の人達は笑顔じゃないと楽しくないよね。




　ちなみに、二万枚もの蒼貨が「竜の谷」の戦利品にあった理由だが、思わぬ流れから判明した。

「そういえば、蒼貨はフルー帝国末期に竜神様への貢ぎ物にも使われたそうですよ。魔王『黄金の猪王』に対抗する兵器を求めて、竜神様に貢いだという噂うわさを聞いた憶えがあります」

「兵器ですか？」

「ええ、詳細は伝わっていませんけど、大陸中央の広大な砂漠は『黄金の猪王』とフルー帝国の最終戦争の頃にできた物ですし、このボルエナンの森まで地震が伝わるほどの威力だったんですよ」

　ジーア嬢の話を聞きながら、ストレージを操作して公都で得た大陸地図をメニュー内表示する。

　どの程度の精度か分からないが、大陸の中央から西部にかけて大陸面積の二割近い巨大砂漠があった。

　もし地図通りなら、水爆連発でも無理な規模だ。

　どんな兵器か知らないが、現存しない事を祈りたい。

　──というか、そんな兵器を作るな竜神。

　神剣とは別ベクトルでヤバイね。

　ふと、魔法欄から使った「流星雨」を思い出した。

　手持ちの聖剣全すべてに魔力を限界までチャージしてから、それらをバッテリー代わりにして「流星雨」を連発したら、同じ事ができそうな気がしないでもない。

　うん、間違っても「流星雨」を連発する事態だけは避けよう。

　魔王や大魔王なんて称号はいらないからね！
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「──というわけで、大事な植木を荒らす害虫害獣退治の案を出して欲しいんだ」

　地上へ戻ったオレは、世界樹がクラゲに荒らされている話を少しぼやかして伝え、仲間達にアイデアを募った。

　こういう初期段階のアイデア出しは色々な人から聞いた方が良い。

　荒こう唐とう無む稽けいな案も多いが、中には専門家には思いも付かないような発想の良案が出る事があるのだ。

「害獣退治かー、動物なら高圧電流、ゴキならホウ酸団子、シロアリなら毒どく餌えよね」

「その辺りは既に試しました。毒については他の氏族で研究を続行しているはずです」

　アリサの言葉を受けて、巫女ルーアさんが対応状況を話す。

　他にも幾つかの案が出たが、ほとんどのアイデアは実行済みだった。

　お祖ば母あちゃんの知恵袋顔負けの長寿種族の寄り合いだから、経験やアイデアは豊富なのだろう。

「うーん、大たい抵ていの方法は試した後かー」

「押してだめなら引いてやればいいのです！」

　アリサのぼやきに、ポチが元気よく発言する。

「具体的には？」

「それはアリサやご主人様が考えるのですよ？　ポチは実行役なのです」

　具体案は無いとポチが堂々と答える。

　アリサが「何よ、それー」と呟つぶやいて机に突っ伏した。

　テーブルの上に広がったアリサのゆるふわヘアーが、テーブルの端にはみ出る。

　──タシタシ。

　会議に飽きて床の芝生の上で転がっていたタマが、テーブルの端から零こぼれ出たアリサの髪で遊ぶ音だった。アリサが唸うなるたびに毛先が動くのが面白いのだろう。

　動く物に反応するなんて、本物の猫みたいだ。

　──ん？　なんだろう。

　タマの動きに何か気になる事があった。

　アリサの髪を摘つまんで上下すると、タマが髪の毛に飛びついた。

「サトゥーさん、真面目に考えるのに疲れたのなら、今日はこの辺にしておきますか？」

「ああ、すみません。ちょっとアイデアが浮かんだので詳細を詰めていたんです」

　巫女ルーアさんにそう告げて考えを開示した。

「疑似餌なんてどうでしょう？」

「釣りなどに使うアレですか？」

　オレは首肯し、どう使うのかを説明していく。

「つまり力ちから尽ずくでクラゲを除去するのではなく、クラゲ自身に離れさせようというわけですね？」

「ええ、そうです」

　巫み女こルーアさんの確認に首肯する。

「たいよ～？」

「そうなのです！　ご主人様は『北風と太陽』の太陽さんなのです！」

　タマとポチが手を上げて発言する。

　アリサの語ったお話を思い出したのだろう。たとえ話としては微妙だが、二人の得意そうな様子が可愛かわいかったので「物知りだね」と褒めて頭を撫なでてやる。

「ところでさ、そういうのは誰だれも検証してなかったの？」

　アリサのもっともな疑問に、言いにくそうに巫女ルーアさんが答える。

「魔力に惹ひかれるのは分かっていたんですが、魔力で釣ると暴走と大増殖を引き起こしたので……」

　それ以後は誰も言い出さなくなったらしい。

　その後も幾つかの良案が出たので、オレは会社の会議の時の癖で議事録を作り、巫女ルーアさんに手渡しておいた。




「──勇者ナナシの発言には一理ある。ブライナン氏族は彼の提案に賛同する」

「わ、私達ベリウナン氏族だって、勇者ナナシの提案を支持するぞ！」

　オレは今、アーゼさんのオブザーバーのような立場で、聖樹会議というハイエルフ達の会議に参加していた。
















　あの時の議事録が回り回って、聖樹会議へと提出されてしまったのだ。

　さすがにボルエナン氏族以外にまでサトゥーの名前を有名にする気は無かったので、勇者ナナシとして紹介して貰もらった。

　世界樹の通信会議室で他の氏族のハイエルフ達の映像を眺めながら会議の推移を眺める。

　会社にあったテレビ会議システムと違い、こちらの通信会議室は本物そっくりの立体映像が投影される仕組みになっている。

　見た目がリアルなだけに、通信遅延ラグが妙に気になる感じだ。

　先ほど真っ先に提案に賛同してくれたブライナン氏族は研究好きで有名らしい。

　二番目に賛同してくれたベリウナン氏族も研究で有名な氏族で、求ぐ道どう者のようなブライナン氏族と違い、承認欲求が強いそうだ。

「待て、魔力に誘因される性質は既に知られている。我らビロアナン氏族の失敗を忘れたか！」

　ビロアナン氏族のハイエルフが声を荒らげて訴える。

「魔力をエサにした誘因はクラゲの狂乱と大増殖を招く、だったな？」

「もちろん、覚えているぞ。だが、今回の案は魔力以外の誘因物質を探す事にある。狂乱を避けて誘因できるなら、支持するのに不足はない」

　最初に賛同してくれた二氏族が、反対派のハイエルフに提案の趣旨を語ってくれた。

「……分かった。誘因物質の研究は一箇所の世界樹でやるというなら、ビロアナン氏族も賛同しよう」

「実験役は我らブライナン氏族が──」

「待った！　薬品関係ならベリウナン氏族の方が実績がある！　私達がやる！」

　ブライナン氏族のハイエルフの名乗りを遮って、ライバル心むき出しのベリウナン氏族のハイエルフが名乗り出た。

　薬品関係が得意というのは事実のようで、ブライナン氏族のハイエルフが「ならばベリウナン氏族に任せる」と告げた事で、実験場はベリウナン氏族の世界樹に決まる。

　一ひと悶もん着ちやくがあったが、これらの氏族に続いて、ズワカナン、ザンタナン、バレオナン、ダヲサナンの四つの氏族が承認し、最後に赤い髪のビロアナン氏族のハイエルフが承認を表明した。

「勇者ナナシよ、後でアーゼに我がビロアナン氏族が失敗したときの記録を送る。我らの愚行を糧にクラゲ共を退治する方策を頼む」

　あれ？　なんだか、オレがクラゲの誘因物質を作る事になっていないか？

　まあ、いいか。資料を貰えるみたいだし、クラゲの生体サンプルもある。

　世界樹の為ため──ひいてはアーゼさんや観光先の笑顔の為にも、クラゲ駆除の研究をする事に否はない。

「はい、微力を尽くします」

「そこは噓うそでも死力を尽くすと言え。クラゲ共をぶちのめすときは私の火炎精霊イフリートを特等席で見せてやるから、必ずやり遂げてみせろ」

　そう告げて、ビロアナン氏族が回線を切り、他の氏族も別れの挨あい拶さつを告げて回線を閉じていく。

　勝ち気な性格で気がつかなかったが、ビロアナン氏族のハイエルフは髪の色を除けばアーゼさんそっくりな顔をしていた。

　それが気になったので、アーゼさんに尋ねてみた。

「私達ハイエルフは創造神様の七つの原型アーキタイプから作られているから、彼女以外にも何人も同じ顔の子がいるのよ──もしかして、サトゥーはフーゼみたいな子の方が好みなの？」

　捨てられた子猫のように不安な顔をされたら、思わず抱きしめてしまいたくなる。

　一億年以上の時を過ごした亜神の彼女がオレに惚ほれるなんて事はないだろうけど、そんな態度を取られたら、自うぬ惚ぼれ男のように勘違いしてしまいそうだ。
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「研究する場所が必要でしょ？　必要よね？　アーゼ様から、サトゥーさんが聖樹会議のお手伝いをするって聞いたの。教えて貰ったのよ。だから、父様の館やかたを使って貰おうと思ったの。良いい考えでしょ？」

　聖樹会議から戻った翌日、ミーア母からそんな提案を受けた。

　彼女が父様と呼ぶのは、「揺り篭クレイドル」を作ったトラザユーヤ氏だ。

「──ここですか？」

「ええ、そうよ。そうなの」

　ミーア母に連れられて転移でやってきたのはボルエナンの森の東方にある樹海に没する白い館だった。

　普通の工房と違い、世界樹からかなり離れた場所にある。

　研究する場所、と聞いていたのだが、マップ情報を見る限り普通の館だ。しいて特徴を挙げるのなら、外側にたっぷりと蔦つたを這はわせている点くらいだろう。

「ギリルいるかしら？　いるわよね」

　ミーア母は返事も待たずに館の扉を開けて中に入っていく。

「リリナトーア様、ようこそおいでくださいました」

　館の奥から出てきたのはブラウニーの男性だ。

　子供のような背丈だが、顔や手は明らかに老人のソレだ。

「ギリル、久しぶりね。久しぶりよね？　元気そうだわ、とっても顔色が良いの」

「リリナトーア様もお元気そうでなによりです」

　ギリル氏がミーア母と会話しながら、鋭い観察眼でオレを一いち瞥べつした。

「ええ、とっても元気よ。元気なの。そうだわ、先にこれを渡しておくわね。父様の手記なの。サトゥーさんが届けてくれたのよ？　見つけてくれたの。ギリルも読みたいわよね、読むでしょ？」

　ミーア母のマシンガントークを柳に風とばかりに受け流していたギリル氏が、「父様の手記」と聞いた瞬間、驚きの表情になった。

　彼はしばらく逡しゆん巡じゆんした後、おずおずと手記に手を伸ばす。

　まるで、神聖な聖典を受け取るかのようだ。

　しばし感慨にふけるように手記を胸に抱いていたギリル氏が、状況を思い出したようにハッとしてオレの方を振り向いた。

「こちらがミサナリーア様の恩人殿ですね」

　気のせいか、先ほどまでよりもギリル氏の眼光が柔らかくなったような気がする。

「ええ、そうよ。間違いないわ」

　ミーア母が首肯した後、マシンガントークを再開する。

「サトゥーさんに父様の館を使わせてあげて欲しいの。いいわよね？　アーゼ様の許可もいただいているわ。バッチリなの」

「賢者様の遺産を継いだリリナトーア様と聖樹様の許可がある以上、私に否はございません」

　ギリル氏はトラザユーヤ氏を賢者と呼んでいるらしい。

「サトゥー殿、この鍵かぎをお持ちください」

「鍵？　なんだかお守りみたいですね」

「では、使用者登録を行います。■■　譲渡リライト、『サトゥー』」

　ギリル氏はオレの感想を聞き流して、職務を実行した。

　金色の鍵は彼の詠唱に反応して青く光った後、鍵の表面にエルフ語の文字で「サトゥー」と表示された。

　これが使用者登録なのだろう。

「では、地下研究室への転移門の使い方をお伝え致します」

　ギリル氏の案内で転移門へとついていく。

　ミーア母は自分の役目は終わったと言って、帰宅してしまった。

　ここの転移門は「妖精の輪フエアリー・リング」と違って、コードに繫つながれた晶枝の輪っかで作られており、少しメカニカルでＳＦな感じだ。

「輪の中に入ると床のスイッチが入って自動で転移します。私が消えたら輪の中に入ってください」

　オレが首肯するとギリル氏が輪に入り、緑色のエフェクトを残して消えた。

　起動スイッチが自動ドア風なのを除けば、普通の「妖精の輪フエアリー・リング」と同じらしい。

　転移した先には夜空が広がって──じゃない、高い天井がある。岩肌の苔こけや鉱物が光っているようだ。

　マップ情報によると、ここは館の地下七〇〇メートルほどの所にある地下空洞のようだ。なかなか広い。

「では照明を入れます」

　ギリル氏が壁のボタンに触れると街路灯が光を発し、天井付近の光のパノラマが見えなくなった。

　光に照らされた先には何棟かのビルのような建造物がある。

　あれがトラザユーヤ氏の研究所や実験棟なのだろう。

　その内の一番立派な建物に入る。

「こちらが、主研究所となります」

　中は床や壁がリノリウムみたいな樹脂でできていた。前に「揺り篭」で見たトラザユーヤ氏の研究室に似ている。

　研究室に資料室、図書館、さらに魔法道具工房より大規模な錬成装置が置かれていた。

　錬成室の奥にある格納庫にはもっと特異なモノがあった。

　──なんだろう、アレ？

　人間が中に入れるようなガラスの筒が、何本も床から直立している。

「それはホムンクルスの培養や修理に使う培養槽です。賢者様は主に生体部品の製造にお使いでした」

　ギリル氏の説明を受けながら、「揺り篭」事件で得たストレージ内のトラザユーヤ氏の資料を検索してみた。

　見つけたマニュアルによると、この装置を使えばナナの理術を追加できるらしい。

　ゲームなんかでよくある強化イベントみたいだ。




　　　　◆




　研究初日、機材のマニュアルを読みつつ動作検証に悪戦苦闘中だ。

　この手の機材セットアップや慣熟には意外に時間を喰くうので、明け方までには終わらせたい。

　研究所の主あるじであるトラザユーヤ氏は開発日誌を付けていたようなので、オレもそれに倣おうと思う。




　研究二日目、ジーア嬢が訪れて他の氏族から届いたという資料と検体を渡してくれた。

　ストレージに収納し、並列思考を活用して複数の資料を同時に読む。久々にメニューの文字列検索が役立った。これらの能力がゲーム開発中にあったら、デスマーチな日々は無かったに違いない。

　なお、資料と検体は世界樹間にある転移門経由で送られてきたらしい。転送コストが高いので普段は使われていないそうだ。




　研究三日目、資料を読破した。エルフ達はオレの想像以上に優秀らしい。

　既に忌避物質の研究はほぼ完了しているようだ。誘因物質探しはこれらを省いて行えるので、思ったよりも効率的に進められる。

　虚空で回収したクラゲの触手をサンプルに使って実験を進めよう。




　研究五日目、研究は難航している。魔力以外に誘因物質がないのだろうか？




　研究六日目、無理の利く身体からだを便利に使っていたら、ギリル氏に仮眠を取るように叱しかられた。

　そういえば少し思考力が落ちている気がする。やはり五日以上も眠らずに作業するのは効率が悪いようだ。

　ルルが差し入れてくれたシュークリームは起きてから食べよう。

　きっと濃いブラックコーヒーによく合うに違いない。




　研究七日目、やはり睡眠は偉大だ。

　すっきりした思考を取り戻したオレは闇やみ雲くもな実験を中断し、基本の資料検索に戻った。

　トラザユーヤ氏の資料室と図書館の資料の中に、過去数万年の間にクラゲが訪れた時の記録を分析した資料が残っている事に気付いた。

　コピーを作成し、ベリウナン氏族を始めとした他の氏族にも届けて貰もらおう。




　研究八日目、少し進展があった。

　ギリル氏に竜泉酒を味見して貰ったときにクラゲの触手が反応したのだ。

　黒竜の魔法で作られた酒なので微量の魔素が含まれているせいだと思ったのだが、他の蒸留酒にも僅わずかに反応していた。

　幾つかの素材で実験を済ませ、その報告書をギリル氏に届けて貰う。




　研究一〇日目、手持ちの酒を調べ終わったので、今度は調味料で反応を見ている。

　醬しよう油ゆの焦げる匂においのせいか、実験中にクラゲの触手がゲソに見えてきた。思わず触手を一本試食したくなってしまったが、毒があるかもしれないので自重しよう。

　夕方に研究好きのベリウナン氏族やブライナン氏族から、各種酒類による実験結果が返ってきた。やはり研究員が多いとこういう検証が早い。




　研究一〇日目夜、つい興味に負けて触手のテリヤキを作ってしまった。

　昼間の内に触手を食べさせておいた実験用のマウスに変化はない。

　ちょっとだけ食べてみたら予想以上に旨うまかった。絶品と言うほどではないが癖になる味だ。竜泉酒に合うに違いない。




　研究一一日目、実験用のマウスが血を吐いて死んでいた。

　オレは何ともないが、これを他の者に食べさせるのは止やめた方が良さそうだ。

　念の為ため、胃カメラならぬ「遠見クレアボヤンス」で臓器内を覗のぞいてみたが炎症などの異変は見付からなかった。

　夕方にベリウナン氏族から、アルコールを主成分にした誘因魔法薬の開発を開始したと報告が届いた。

　味み醂りんを始めとした調味料は空振りに終わった事だし、オレも明日あしたからはそっちの研究に移ろう。




　研究一二日目、お腹なかがかゆい。やはり興味本位で食べるんじゃなかった。

　何か白い繊維状のモノが盲腸にできていた。

　かゆ、うま……。




　　　　◆




　研究日誌をパタンと閉じストレージに収納する。

　最後のおふざけは消しておこう。白い繊維状のモノは世界樹の汚染樹液の中に生まれる結晶と同じモノだったので、ベリウナン氏族が開発していた魔法薬で事なきを得た。

「サトゥー様が研究室からお出になるとは珍しい」

　休憩所でストレッチをしていたら、良い匂いのする包みを持ったギリル氏が現れた。

　トラザユーヤ氏の地下研究所に来た頃ころは「サトゥー殿」だったのに、今では「様」呼びに変わっていた。

「先ほどルルの嬢ちゃんが来て、差し入れを置いていきました」

　一日一回、空間魔法の「遠見クレアボヤンス」で皆の様子を見ながら「遠話テレフオン」で話していたが、帰還転移リターンで会いに戻ったのは数えるほどだ。

「丁度、お腹が減っていたところだ。ギリル、お茶を淹いれてくれ。一緒に食べよう」

「はい、お相伴に与あずかります」

　包みには手紙が入っていたので、ギリル氏がお茶を淹れてくれる間に目を通した。

　──おおっ！　これは！

　思わぬ吉報に久々に明るい気分になった。

「何やら良い知らせのご様子ですね」

「ああ、そうさ。ついにターメリックとクミンが見付かったらしいんだ！」

　手紙にはレプラコーンの探検隊がターメリックを、スプリガンの探検隊がクミンを発見したと書かれてあった。

　コリアンダーやカルダモンなんかの香辛料は見付かっていたのだが、これら二つがなかなか発見できなかったのだ。

「これでカレーが作れるよ」

　そんな場合じゃないのは分かっているのだが、久々のカレーに心が浮き立つ。

「カレーというと勇者の国の幻の料理ですね」

「ああ、ようやく材料が揃そろったって手紙が来たんだ」

　ルルとネーアさん達に任せておけば美お味いしいカレーが食べられる気がするが、やはりオレも手伝いに行きたい。

「二、三日休みを取るよ」

　なにせ二週間弱も碌ろくに睡眠も取らずに働き詰めだったしね。

「それがようございます。他のエルフ様達もおられますから──」

　オレ一人が頑張らなくて良いとギリル氏が言う。

「それじゃ、行ってくるよ。ギリル、悪いけどこの誘因魔法薬のサンプルとレシピを届けておいてくれ」

「こ、こんなに短期間に完成、ですか?!」

　驚くギリル氏に研究成果を手渡す。

　昨日、トラブルにも負けずに完成させた第一試作品だ。

　誘因魔法薬の量産と改良はベリウナン氏族に丸投げしよう。研究好きな彼らなら、きっとやり遂げてくれるに違いない。




　　　　◆




「ただいま、美味しそうな匂いだね」

　樹家に戻ると、スパイシーな香りが漂ってきた。

「ご主人様～？」

「おかえりなさい！　なのです」

「サトゥー」

　オレが声を掛けると、タマ、ポチ、ミーアの三人が凄すごい勢いでダイブしてきた。三人ともぐりぐりと頭や頰ほおを擦りつけてくる。

　どうやら、放置しすぎていたらしい。

「マスター、強化パックのインストールはまだですかと問います」

「ごめんごめん、研究が忙しすぎて培養槽の整備が終わっていないんだ」

　オレがそう告げるとナナが意気消沈した。表情変化は少ないが誰だれにでも分かる落ち込み方だ。

　前に帰ってきたときに、理術の追加ができるかもしれないと伝えたので、ずっと期待していたらしい。

「もうしばらく待ってくれないか？　ボルエナンの森を発つ前には必ず使えるようにするからさ」

「マスターの指令を受諾──」

　まだ落ち込んだままのナナを見かねて一つ提案をしてみる。

「せっかくだからさ、どんな理術を追加したいか、他の子達と相談してリストアップしてごらん」

「そ、それは──とても素敵な提案だと、マスターを称賛します！」

　オレの腰に抱きついたままの年少組の上から、上気した顔のナナが抱きついてきた。

　オレとナナの間に挟まれたミーアから「ぎるてぃ」という呟つぶやきが漏れたが、喜ぶナナには届かなかったようだ。

「ご主人様、お帰りなさいませ」

「おかえりなさい、ご主人様」

　厨ちゆう房ぼうに行くと、リザとアリサの二人が料理人達を遠巻きに見物していた。

　二人の役目は羽妖よう精せい達の侵入阻止らしい。

「離せよー」

「あの香りに飛び込みたいの！」

「うぉおおお！」

　こんな感じで、羽妖精を近付けるとスパイスの香りに我を忘れて突撃を始めるそうだ。

　オレはリザとアリサを激励した後、ルル達の所に向かった。

「いい香りだね」

「おかえりなさい！　ご主人様、ターメリックは嗅かぎすぎるとお鼻が痛くなっちゃうから注意してください」

「うん、気を付けるよ」

　真剣なルルの注意に首肯する。

　鼻が少し赤くなっているルルも可愛かわいいね。

　それにしても、ターメリックってこんなに香りが強かったっけ？

　地球とは異なる世界だし、よく似た別の香辛料なのかもね。

「サトゥーさん、レシピにある香辛料を揃え終わりました。今はレシピ通りに香辛料の前処理を行っているところです」

　ミルで香辛料を砕いていたネーアさんが、オレを見つけて進しん捗ちよく状況を教えてくれた。

　香辛料を見つけたスプリガンとレプラコーンの探検隊は、エルフの公衆浴場で疲れを癒いやしているそうだ。

　オレからも何か彼らを労ねぎらってあげたい。

「リザ、ちょっとお使いを頼まれてくれるかい？」

「はい、ご主人様」

　湯上がりに美味しい水色の炭酸入り氷菓を、リザに頼んで公衆浴場の冷蔵庫に運び込んで貰う。

　酒類もいいかもしれないが、ここは湯上がりに美味しい品をチョイスしておいた。




「──しまった」

　在庫を確認していて思わぬ不備に呟きが漏れる。

「どうしたのよ、ご主人様？」

「福神漬けが無い。しかも、らっきょうが油漬けしかないんだ」

　やはり、カレーに付けるらっきょうと言えば甘酢らっきょうだろう。

　甘酢らっきょうや福神漬けの無いカレーなんて画が竜りよう点てん睛せいを欠く。

　大根は公都地下のオーク達に全すべてプレゼントしてしまったので、自分で漬けるにも在庫がない。

「深刻な顔をして何を言うのかと思ったら……」

　アリサが呆あきれた顔で苦笑いをする。

　自分だって牛丼の時にベニショウガが赤くないと文句を言っていたじゃないか。

　五種類のカレー向けに香辛料の調合を済ませたオレは、抜けていた最後のピースを揃える為にボルエナンの森を出発した。




　──福神漬けをこの手にする為に！




　　　　◆




「らっきょう？　ああ、さっき漬け込んだばかりだから食たべ頃ごろになるのはもっと先だよ──ってお客さん？」

　一歩遅かった……。

　オーユゴック公爵領で唯一未加工のらっきょうがある場所だったのだが出遅れてしまったようだ。

　漬け込んだばかりなら洗い流せるだろうし、諦あきらめずに加工直後のらっきょうを大人買いする。

　公都のちゃんとした店舗には福神漬けらしき漬け物が無かったので、漬け物屋の露店が並ぶ場所へとやってきた。

「『フクジンヅケ』？　知らないねぇ、そんな漬け物」

　名前だけでは伝わらないので詳細を伝えてみたところ──

「大根なんてゲテモノの漬け物、ここには無いよ」

　──と、けんもほろろな態度で首を横に振られてしまった。

　そういえば、公都では大根が忌避されているんだったっけ。

「おばちゃーん、何か食べさせてー」

「あんたまた食べてないのかい？　故郷への仕送りはほどほどにしておきな」

　意気消沈するオレの隣の屋台では、色っぽい水商売風のお姉さんが屋台のおばちゃんに甘えていた。大人っぽい外見と内面の幼さがギャップ萌もえを醸し出している。

「そうだ、クハノウ伯爵領の商人が珍しい漬け物を置いていったんだよ。あんたの故郷の品だから少し喰くわせてやるよ」

「わーい、クハノウ漬けだ！　おばちゃん愛してる！」

　お姉さんが食べ始めたのは、キュウリやナスの茶色い漬け物だ。

「そっちの若様も味見してみるかい？」

「では遠慮無く」

　興味深そうに眺めていたせいか、クハノウ漬けとやらを勧めてくれた。

　キュウリや瓜うりを醬しよう油ゆと味醂で漬けた漬物らしい。

　なかなか美う味まい──というか、この味付けは福神漬けじゃないか？

　ちょっと酸味が強いが、こういう味だったはずだ。

「店主さん、これと同じ味付けで大根を漬けたものはありませんか？」

「大根？　お隣さんでもそんな事を言ってたけど、そんな悪趣味な漬け物は公都中探したって見付からないよ」

　期待を込めたオレの問いはおばちゃん店主に一刀両断されたが、クハノウ漬けを嬉うれしそうに食べていたお姉さんがオレに光を与えてくれた。

「クハノウ伯爵領のクハノウ漬けは大根も入ってるよ」

　本当かと問うオレの言葉に彼女は首肯し、さらに詳しい情報をくれた。

「クハノウ漬けは色んなくず野菜を美味しく保存する為ための物だけど、セダム市やクハノウ市なら大根だけのを売っている店もあると思うよ」

　なるほど、それだけ分かれば十分だ。

　あとはマップ検索で絞り込めば──よし、クハノウ伯爵領のクハノウ市やセダム市にある幾つかの漬け物屋で扱っているのが分かった。

「ありがとうございます。これは情報料です」

「ええっ！　こんなにいいの？」

　恐縮するお姉さんに感謝の気持ちを込めた金貨を押し付け、福神漬け発見のきっかけになった漬け物屋から色々な種類の漬け物を購入する。

　クハノウ伯爵領に向けて出発しようとしたオレの耳に少し懐かしい声が聞こえてきた。

「みこ、ナナはいつ帰ってくる？」

「みこみこ、ナナのマしターは？」

「二人とも遠くにお出かけですから、一年くらいは帰ってきませんよ」

　声の方に視線を向けると、ナナが親しくしていたアシカ人族の子供とテニオン神殿の巫み女こセーラがいた。

　子供達はセーラの炊き出しを手伝っているようだ。

　挨あい拶さつくらいはしていきたいところだが、オレが今公都に現れるのは不自然なので、セーラ達の元気そうな顔を確認だけして立ち去る事にした。

　セーラ達を見て思い出したので、テニオン神殿の喜捨箱に金貨の入った袋を入れに向かう。

　ついでに、セーリュー市の魔法兵ゼナさんやセーラに宛あてた手紙を出しておいた。

　カリナ嬢にも出しておこうかな？　まだムーノ男爵領には戻っていないだろうけど、手紙が先に届いても問題ないだろう。

　王都のメネア王女に出すのは止やめておいた。彼女へは迷宮都市に着いてからで良いいね。




　さて、目的のクハノウ伯爵領は少々遠い。

　オーユゴック公爵領の北にあるムーノ男爵領のさらに北。幼い魔女を助けて小役人達の陰謀を覆したセダム市のある場所だ。

　公都までは「帰還転移リターン」を連続起動する事で一〇分とかからずに到着したが、ここから先は「帰還転移リターン」用の刻印板がない。

　ここからは帰路用に刻印板を設置しながら天駆で移動する必要がある。

　せっかくなので、道中で出会った人達の近況も確認して回るとしよう。

　路地裏で変装を解いたオレは勇者ナナシ黒装束銀仮面モードに変装し直し、「帰還転移リターン」で公都近傍に作った縦穴へと移動した。

　獣道からも離れた森の中の縦穴なので、誰かに転移を見られる事もない。

　オレの「帰還転移リターン」用の刻印板は全体的にこんな感じで設置してある。

　もちろん、水没対策もばっちりだ。

　周囲に人がいるわけはないが一応マップで確認してから天駆で飛び上がり、そのまま大河沿いを森の樹木スレスレの高さで北上した。

　オークの幻げん蛍けい窟くつのある峻しゆん厳げんな葡ぶ萄どう山脈を越え、後日訪問用の刻印板を一定距離毎ごとに設置しながら、グルリアン市やドワーフ達のボルエハルト市の近くを通り過ぎる。

　そのまま何事もなくオーユゴック公爵領を抜け、ムーノ男爵領に入った。

「うん、順調なようでなによりだ──」

　ムーノ市は復興が進んでおり、元スラム街の場所は区画整理されて長屋とガボ畑が綺き麗れいに並んでいる。

　都市の外にも畑が作られ、何種類かの野菜が青々と実っていた。

　そんなムーノ市を後にし、ペンドラゴン砦とりでと名前の変わった怨おん霊りよう砦を遠くから覗のぞいてみる。遠くから砦を見た限り、橙とう鶏けいや山や羊ぎ達を世話する子供達は健康的で非常に楽しそうだ。

　名目上はオレの別荘で雇用しているという事になっているので、たまには「遠見クレアボヤンス」の魔法で困っていないか確認くらいはするとしよう。

　クハノウ伯爵領に向けて空を飛んでいると、地上から喧けん噪そうが届いた。

　どうやら、大規模な盗賊達とムーノ男爵領の兵士達が戦っているらしい。最前線で勇猛果敢に戦うのは元義賊のゾトル卿きようと元偽勇者で現従士のハウトの二人だ。

　優勢なようだったので、心の中でエールを送るだけにして、そのまま飛び去る。

　そんな小さなハプニングがあったものの、ほどなくクハノウ伯爵領へと到着し、日が落ちる大分前にセダム市へと到着した。

　ちらりと見かけたが、前に滞在した時にお世話になった陶芸工房の主あるじや猫人の奴隷娘達は元気にやっているようだ。

　さて、漬け物屋に向かおう。

　店じまいをしている露店も多かったが、オレの目的とする漬け物屋は営業中のようだ。

「大根のクハノウ漬けが欲しいのですが、在庫はありますか？」

「ええ、ありますよ！　どのくらい包みましょう」

　オレの問いに威勢良く答えた少女が、漬け物の蓋ふたを勢いよく開けた。

　公都で見たクハノウ漬けと同じく茶色かったが、間違いなく目的の福神漬けだ。

　念の為試食させて貰もらって味を確認した上で、在庫全てを買い占めさせて貰う。

「うっひゃー、買い占めなんて初めてだよ。いいの？　大根以外まで買って貰っちゃって」

「ええ、他のも大変美味でしたから」

　これはリップサービスではなく事実だ。

　オレが今まで食べた福神漬けの中でも一、二を争う味だった。特に七種類くらいの野菜を漬け込んだのが一番好みだ。

　目的を果たしたオレは、市場を巡って使い道の多い丸大根や長大根を忘れずに買い求め、「帰還転移リターン」の連続行使で日が落ちるまでにボルエナンの森へと帰還した。

　やっぱり、魔法は偉大だね。




　　　　◆




　前日はカレー粉の仕上げと、福神漬けの味見で終わってしまったので、今日は朝からカレー祭りの準備だ。

　昨日の内にネーアさんに頼んで、樹家前の広場を使う許可を貰っておいた。

　樹家の厨ちゆう房ぼうでやると、寝室までカレー臭が充満するからね。

　仲間達と料理人エルフ達にブラウニー達を加えたメンバーに、アーゼさんが朝から姿を見せている。

　アーゼさんは働き過ぎなので、今日は一日お休みらしい。

　クラゲ用誘因魔法薬の量産が始まるまでは、虚空に詰めていたエルフ達も交代で休養を取る事になったそうだ。

　今回のカレー祭りは、大作戦前の壮行会という側面もあるので、アーゼさんの為にも成功させたいと思う。

「ナナはブラウニー達と一緒に野菜の皮むきを頼む」

「イエス、マスター」

　大量に積み上がった芋や人にん参じんを人海戦術で処理して行って貰う。

「リザ、こっちの鳥の解体を頼む」

「承知致しました」

　格納鞄から取り出した山鳥をリザに手渡す。

　この鳥肉は鶏じゃないけどタンドリーチキンにしようと思う。例の手帳のカレーレシピ集の中に一緒に載っていたのだが、タンドリーチキンは半日ほどタレに漬け込んでから焼くらしい。

　今からなら丁度昼時に食べ頃になるだろう。水魔法による熟成加速もあるしね。

　トッピング用にチキンカツも作りたいんだけど、ちょっと鳥肉が足りないか？

「ミーア、鳥肉を調達したいんだけど、誰だれかから譲って貰えないかな？」

「ん、ヒーヤ」

　言葉が少ないが、狩人かりゆうどであるヒシロトーヤ師匠に頼むと言いたいのだろう。

　ミーアが薄い胸をポンと叩たたいて、「任せておけ」のジェスチャーをした後、タマとポチを両翼に従えて走って行った。

「サトゥーさん、調理器具の準備ができました」

　ネーアさんが呼びに来た。彼女の後ろにはカレー再現に尽力していたノーア嬢の姿もあった。

　コンロ型魔法道具の向こうにはドラム缶サイズの大おお鍋なべが一〇個以上並んでいる。

　あの大鍋は魔法装置の一種で、鍋自体が熱くなって調理を行うそうだ。実にエルフらしい。

　オレはコンロ型魔法道具の前で、大きなフライパンを片手に調理を始める。

　まずはみじん切りにしたタマネギを炒いためるのだ。

　じっくりと炒めたタマネギはカレーに仄ほのかな甘みとコクを与えてくれるので重要だと、例のメモに書いてあった。

　見えるサイズのタマネギは人参と一緒に星型や三日月型に飾り切りして、後から入れる予定だ。

　なので、じっくりと炒める。

　じっくり。

　じっくり。

　もっと、じっくり。

　ネーアさんの陰でノーア嬢が、こちらをチラチラ振り返るほど炒める。飴あめ色いろになったところで完了だ。

　昔読んだラノベでは「タマネギが遠い目をするほど炒める」みたいに書いてあったっけ。

「このくらいまで炒めたら鍋に移してください」

　オレはそう告げてルルと場所を替わる。

　ネーアさん達もルルの横に並んでタマネギを炒め始めた。

　その間にタンドリーチキンの漬け込み用のタレを作り、リザから受け取った山鳥の肉を漬け込んでいく。

　砂肝やハツは後で獣娘達のオヤツにでもしよう。

　ナンコツは酒飲みエルフ達にでも提供しようかな？

　──ん？

　木陰から寂しそうに覗き込んでくる視線を感じた。アリサとアーゼさんだ。

　困った。

　アリサに料理をさせるなんてガチの失敗フラグだし、アーゼさんは鍋をひっくり返してカレー塗まみれになる未来しか見えない。

　少し思案した後、二人をクイクイと手招きをする。

　アリサとアーゼさんが、「私？」って顔をして自分を指差す。

　それに頷うなずくと、パアッと咲き誇るような満面の笑みでトタトタと駆け寄ってきた。

　この後を考えると、心が痛い。

「えへへ～」

「な、何か用かしら？」

　二人に「はい」と公都土産の飴あめが入った篭かごを渡す。キョトンとして受け取る二人の口元に、細い棒の付いた飴細工を差し出す。

　オレの意図に気がついたアリサが、不本意そうな顔でハグッと飴を咥くわえる。

　アーゼさんは、よく分からなかったようで、少し赤い顔をして戸惑いながら飴を咥えた。ちょっとえっちな表情だ。

「羽妖よう精せい達が邪魔しないように、飴を配ってやってくれ」

　アリサにそう告げると、ようやくアーゼさんもオレの意図を理解したようだ。

　ああ、そんなに「裏切られた！」みたいな顔をしないでください。

　篭を腕に下げたアリサが、涙目のアーゼさんの手を引いて、広場の入り口で羽妖精を集めてくれている。

　すまないアリサ。羽妖精とアーゼさんのお守りは任せた。




　エルフ達の魔法の鍋は内側が熱いのに外側は人肌の温度だ。

　水が沸騰した所で加熱を緩めて灰あ汁く取りに移る。

「マスター、灰汁取りの担当を志願すると告げます」

　キランと目が光りそうなナナが、灰汁取り用のオタマを片手に面倒な作業を替わってくれた。

　ナナだけだと手が足りないので、リザにも手伝って貰う。

　二人は几き帳ちよう面めんに灰汁を掬すくっている。あんな面倒な作業を黙々とやるのは、真面目なリザと趣味人のナナくらいにしかできない。後で、二人を労ねぎらおう。

「某それがしも手伝おう」

　リザの真剣な表情に興味を惹ひかれたのか、侍エルフのシーヤ氏が灰汁取りに飛び入りしていた。

　ただの灰汁取りなのに、なんだか真剣勝負みたいな雰囲気が醸成されている。

　突っ込みを入れたら負けな気がしたので、そっとしておく事にした。

　さて、灰汁取りが済んで野菜が煮えたら、後はカレー粉を投入するだけだ。

　野菜の煮え具合は、ネーアさん達に任せておこう。

　オレは今の内に付け合わせを準備する事にした。

　ルルと一緒に、トッピング用の揚げ物を色々と用意する。

　各種肉のカツレツにエビや白身魚のフライがいいだろう。途中からルルを先生に任命して、ブラウニー達や匂においに釣られて姿を現したエルフ達に手伝って貰った。

　さて、ミーアや菜食主義者達向けに、サラダやスティック野菜だけじゃなく、パプリカやカボチャの揚げ物なんかも準備しよう。

　ここではまだ下準備だけで、揚げるのはもう少し後だ。

　先に余った芋を薄くスライスしてポテトチップを揚げる。それを小篭に入れて羽妖精達と一緒にスゴロクで遊んでいるアリサの所に持っていく。氷入りの炭酸ジュースもセットにした。

「アリサ、オヤツの追加だよ」

「やったー！　ポテチだ！」

「みんなで分けろよ」

「おっけー！　ポポ、リリー、羽妖精達を一列に並ばせなさい！　勇者の国の素敵なお菓子を配るわよ」

「あいあいさー、だぜ！」

「アリサ、おおげさー」

「でも、いいにおい～」

　ポテチは羽妖精にも好評のようだ。

「ありがとう、サトゥー」

　羽妖精に髪を弄いじられて困っていたアーゼさんが、弱々しい笑顔でオレに微笑ほほえんでくれた。

　どうやら、上う手まく助けられたようだ。

　オレは笑顔で手を振り返して調理作業に戻る。

「こらー！　篭に突撃するなぁああああ」

　後ろからわりと本気のアリサの怒声が聞こえてきた。頑張れ、アリサ。

　そんな喧噪を聞き流しながら、辛いのが苦手な人用に甘い飲み物を用意する。

　公衆浴場のラインナップにあるコーヒー牛乳やフルーツ牛乳に加え、ネーアさん経由で手に入れた抹茶もどきを使った抹茶ラテも追加で用意してみた。

　完成品は冷蔵魔法装置で冷やしておこう。攪かく拌はん魔法装置をセットしたらアイスも作れそうだ。




　具材が煮えてきたところでカレー粉を少しずつ投入し、粉が溶けたところで、しばらくかき回したのだが、とろみが付かない。メモ帳のレシピ集が間違っていたのだろうか？

　手軽にとろみを付ける為ために小麦粉を追加投入してやる。今度はコクが足りない気がする。バターを投入すると良いい感じの味になった。

　あとは火を一いつ旦たん落として味が野菜に染みこむまで待つ。その間にトッピングの揚げ物を順番に揚げて行こう。

「えもの～」

「大猟なのです！」

「褒めて」

　タマ、ポチ、ミーアの三人がドロドロに汚れたまま走ってきたので広場に入る前に止める。

　三人の後ろにはヒシロトーヤ師匠や狩りが得意なエルフ師匠達の姿が並んでいた。

　一緒にいたドヤ顔のゴーヤ君も、山鳥を狩ってきてくれたようだ。

「お疲れ様」

　猟から帰った人々は留守番のエルフ師匠が生活魔法で綺き麗れいにしてくれた。

　ポチとミーアは狩りの途中で植物系の魔物にでも捕まったのか、変な臭においがしていたので消臭魔法を使っておいた。なかなか大変だったみたいだ。

　解体して貰った鳥肉はタレに漬け込んだり煮込んだりする時間が無いのでトッピング用に回す。雉きじとか鴨かもとか実に美う味まそうだ。

　鴨はダシを取って鴨鍋かうどんにしたいが、今回は蒸してサラダの上に並べよう。

　狩りを終えたエルフ師匠達は宴席予定地の仮設テーブルで酒と肴さかなを振る舞って先に一杯始めて貰った。

　タマとポチがエルフ師匠達の所でヤキトリを食べさせて貰っている。食べ過ぎるなよ？

「ん」

　ミーアがアリサの横にあったポテチの篭を持ってきてオレに突き出した。

　もちろん、中身は空だ。小腹が空すいたからポテチが食べたかったのかな？

「もうすぐご飯だから、ダメ。明日あしたのオヤツに作ってあげるよ」

「約束」

　ミーアの突き出して来た小指に、自分の指を絡めて指切りをする。

　指切りが珍しいのか、羽妖精に埋もれたアーゼさんが、ガン見してくる。ここは華麗にスルーしよう。




　カレーの香りに惹かれてエルフ達がどんどん集まってきたので、予定より少し早くカレー祭りを始める事にした。

　余計な開会宣言なんて無しだ。

　オレ達は手分けして完成したカレーライスを配はい膳ぜんする。これだけ人数がいるとキャンプや配給所みたいだ。

　ライスにはオーユゴック公爵領で一般的な長粒種のお米を使う。

　実は香辛料探索のついでに短粒種のお米も見付かっていたのだが、前にカレー専門店で食べた米がこんな感じだったので今回はいつものお米を使った。

　ナンもプレーンとレーズン入りを準備してあるが、日本式のカレーなら最初はやっぱりオーソドックスにライスでいくべきだろう。

「へ～色々あるのね」

　アリサが言うように今回のカレーは、緑赤黄茶色の四種類だ。

　まず、ホウレン草っぽい葉野菜を使ったグリーンカレー。

　これはミーアのように野菜好きな者に美お味いしく食べて貰もらおうと思って作った。辛さは普通だ。

　次に唐辛子をたっぷり投入したレッドカレー。

　辛いもの好きな一部の好事家の為に作った。味見したネーアさんやルルが涙目になっていたので、辛さは相当なもののようだ。こちらはサイコロカットした噴進狼ロケツト・ウルフの肉をたっぷり投入してある。

　そしてタンドリーチキンを大胆に投入した黄色いチキンカレー。

　レッドほどじゃないけど、十分辛い。異世界産の香辛料のせいか原色に近い黄色に仕上がった。

　最後に、茶色のカレー。

　こちらは野牛の肉を使った一般的な日本のカレーだ。辛さは、甘口と普通の二種類を用意した。

　茶色のカレーが嫌われないか心配だったが、事前に相談したネーアさんからは「ビーフシチューも同じような色じゃないですか？」と返されて杞き憂ゆうだった事が発覚した。

　女性陣には茶色のビーフカレーが人気だ。トッピングの揚げ物は大量に作って自由に取れるようにして置いてある。

　箸はし休やすめには福神漬けや甘酢らっきょうだけでなく、生野菜サラダ、茹ゆでキャベツ、マッシュポテト、スティック野菜など色々なモノを用意した。

　皆に行き渡ったところで、「いただきます」の合図で食事が始まった。

　ああ、久々のカレー。

「からうま～？」

「辛いけど美味しいのです」

　甘口をさらに子供向けにしたのだが、タマとポチの二人にはそれでも辛かったようだ。

「辛いですが美味です」

　リザ、トッピングは自由だけどさ。カレーが見えないほどクジラの唐揚げを積まなくてもいいと思うんだ。

　なお、彼女が選んだのはチキンカレー。鳥肉が決め手だったらしい。

「こちらのカレーの方が可愛かわいいと進言します」

　ナナはゆで卵をトッピングした激辛レッドカレーと、ウサギカットしたリンゴっぽい果物に、ご満悦だ。

「うう、美味しいけど、辛くて食べられない」

「アーゼ、がんば」

　さっきから水をカパカパ飲みながら、涙目で食べているアーゼさんを愛めでていたのだが、そろそろ助け舟を出そう。

　なお、アーゼさんを応援していたミーアはグリーンカレーを食べている。

「アーゼさん、こちらのをどうぞ」

　普通のカレーを取り上げ、甘口のカレーを差し出してやる。

「辛くない！　これなら食べられるわ」

「それは良かった」

　彼女のカレーは後でスタッフに美味しくいただいて貰おう。他にも辛いのが苦手な人がいそうなので、ブラウニー達に甘口カレーの存在を告知して貰う。

「まだ、口がヒリヒリするなら、こちらの飲み物もどうぞ。少しは辛さが和らぎますよ」

「あ、ありがとう。……美味しっ。甘くて美味しいわ」

　まだ、辛そうにしていたので、さっき作った抹茶ラテをアーゼさんに差し出した。

　両手で持ってコクコクと吞のむ仕草が可愛い。

　その姿に見み惚とれていたわけではないのだが、なぜかアリサとミーアから「ぎるてぃ」コールが起こった。

　そういえば皆に配るのを忘れていた。元から全員に配る予定だったんだが、最初にアーゼさんから渡したのが悪かったらしい。

　オレ達だけで独占するのも悪いので、残りの抹茶ラテの瓶はエルフ達のテーブルに配る。

「ああ、至福。カレーチェーンのココニーのと同じくらい美味しいわ」

「アリサ、ハンバーグカレーなのです！」

「ばりうま～」

　ネーアさんが余った肉でハンバーグを焼いてくれたそうだ。あの人は、本当にハンバーグが好きみたいだ。

　箸休めに福神漬けをコリコリと食べながら、カレーの宴うたげを眺める。

　カレー再現を夢見ていたノーア嬢は感極まったらしく、泣きながら各種カレーを食べていた。

「なんだゴーヤ、お前甘口なんて喰くってるのか？」

「むぅ、平気」

　酔っ払いエルフに挑発されたゴーヤ君が辛口カレーを食べて涙目になっていた。

　ミーアが差し出す抹茶ラテを嬉うれしそうに受け取っている。

　幼おさな馴な染じみだけあって、仲は悪くないようだ。幼いカップルというよりは、構い過ぎる兄と干渉を嫌う反抗期の妹といった感じだろう。

　視線を他に移すと香辛料集めに奮闘してくれたスプリガンやレプラコーンの探索者達もあった。なんだかエルフ達に囲まれて緊張しているようだ。

　後でお持ち帰り用のカレーを用意してあげよう。彼らの頑張りが無かったら、久々のカレーも無かったわけだしね。

　日が落ちる前に、千食分以上も用意したカレーは全すべて消費し尽くされ、トッピングも含めて全て皆のお腹の中へと消えてしまった。

　リザが考案した「カレーかけクジラカツ」みたいな派生料理も色々と生まれていたようだ。

　あれだけ沢たく山さん食べたのに、デザートに用意したフルーツゼリーを断る女性はいなかった。いくら別腹でも身体からだに悪いので、後で胃腸薬を調合して配ろう。




　こうして、カレー祭りは終わったのだが、参加できなかったエルフ達から抗議の声がでたそうで、しばらくの間、カレー祭りが延長開催される事になったそうだ。

　毎日カレーは嫌なので、やる気満々のネーアさん達に後を任せようと思う。

　エルフの里が黄色く染まらない事を祈りたい。




　　　　◆




「──クラゲに襲われた、ですって?!」

「わ、私が襲われたわけじゃないわ」

　アーゼさんの問題発言にオレは思わず取り乱してしまった。

　カレー祭りの翌日、黒竜の棘とげやトレントの枝を使った魔法発動体を作っていたオレの下に、アーゼさんと巫み女こルーアさんが訪れたのだ。

「サトゥーさん、近いです」

「す、すみません」

　笑顔を引きつらせた巫女ルーアさんが、オレとアーゼさんを引き離す。

　アーゼさんが襲われたのかと思って焦ったよ。

「朝一で虚空に出た精霊使いが二人ほどクラゲに襲われたんです」

　巫女ルーアさんが言うには、同じ場所に疑似精霊や他の精霊使いもいたのに、その精霊使いだけが執しつ拗ように狙ねらわれたらしい。

　今まではこちらから攻撃するか、クラゲの近くで魔力を使わない限り無視だったそうだ。

「もしかして、飲酒されていたとか？」

「いいえ、虚空に出る予定の者は前日から一滴も酒精を摂取しない決まりになっています」

「あの生真面目な二人に限って規則違反なんてないものね」

　クラゲが酒気に誘因されたのを疑ったのだが、巫女ルーアさんとアーゼさんの二人に否定されてしまった。

「それに、昨日は動けなくなるくらいカレーを食べていましたから……」

　件くだんの二人はカレー祭りに参加していたそうだ。

　──まさか、ね。

　その後、幾つか質問を重ね、一つの仮説ができた。

「ちょっと実証したい事があります──」

　アーゼさん達と共に虚空展望台に着いたオレは、生活魔法の「消臭デオドラント」を自分に掛ける。

　念の為、展望台の片隅に「帰還転移リターン」用の刻印板を設置してから、虚空服を着て一人でクラゲのいる場所へと向かった。

『こちらサトゥー、クラゲ達の反応はありません』

　オレはそう報告した後、虚空服の掌てのひらに少量のカレー粉を取り出す。

　──やっぱりか！

　クラゲが凄すごい勢いで触手を伸ばしてきた。

　空気も無いのに、どうやって匂においを感知したのやら。

　それにしても、ベリウナン氏族の作ったアルコール使用の誘因魔法薬より遥はるかに激しい反応だ。

　このまま相手をしても良いが、暴走状態になっても困るので、オレは「帰還転移リターン」で展望台へと戻った。

「ただいま戻りました──」

　オレは実験結果を二人に伝え、新しい誘因物質の発見を他の氏族に報告する事となった。

　検証結果が出るまでの間に、魔法道具工房のキーヤ氏や錬成工房エーア女史の協力を得て、カレー臭噴霧装置を開発し、各氏族に設計図とサンプルを提供した。

　虚空は重力がある上に気球も浮かばない困った場所だったので、トラザユーヤ氏の研究にあった虚空機関という試作品を流用させて貰った。

　試作品が噴射もなにもなく虚空を登って行く様子を見たときは、重力制御装置かと心が浮き立ったのだが、詳細資料に目を通したところ、オレの天駆と同じような仕組みである事が分かった。

　魔法装置の中に術理魔法で小さな足場を作り、その足場にギアを嚙ませて登って行くらしい。

　また、この装置の開発中にゴーレム・マニアのキーヤ氏と悪のりして、世界樹の枝を素材にした虚空活動用の「動く人形リビング・ドール」を作ってみた。

「サトゥー、成功よ！　世界樹の電撃が人形を避けていくわ」

「ええ、これで危険な場所は人ではなく、『動く人形リビング・ドール』達に担当させられますね」

　アーゼさんと一緒に実験したところ、予想以上の結果となった。

　同じような事を考えたエルフはいたらしいのだが、今回は「古老樹人エルダー・トレント」から貰った樹霊珠で世界樹の新芽を変形させて、ベースになる人形を作ったのだ。

　人形を動かす駆動部分は別途作製した魔法装置なのだが、それにも一工夫してある。

「重鈍だな……やっぱり、鉛の層が厚すぎたんじゃないか？」

「でも、これくらいの厚さにしないとクラゲが気付きますよ」

　魔力を通しにくい鉛で駆動部分を隔離して、クラゲ対策を施したのだ。

　これらの仕組みも他の氏族に伝えておいた。樹霊珠を持つ氏族が少なかったが、どの氏族にも森魔法の達人が何人もいたので問題にならなかった。

　オレも早く詠唱ができるようになりたいモノだ。

　そんな日々の後に、ベリウナン氏族の検証によってカレーの香りがクラゲを惹ひき付け、なおかつ暴走状態に入らない事が実証された。

　そして、再び訪れた聖樹会議にて──。

「では以上の採決をもって、勇者ナナシ提案の『カレー作戦』を実行する事に決定する」

　作戦名には物言いが入ったものの、結局そのまま採用されたようだ。

　やっぱり名前は分かり易やすいのが良いいと思う。

「この作戦の先せん鋒ぽうは貢献度の最も大きいボルエナン氏族に任せようと思う」

　先鋒というのは名誉ある事なのか、アーゼさんが小さく手を握ってガッツポーズを取った。

　こんなアーゼさんも可愛くていいね。

「わ、我らベリウナン氏族だって──」

「むろん、分かっている。ベリウナン氏族には次鋒を頼みたい」

「な、ならば良かろう」

　研究に協力していたベリウナン氏族の訴えを、議長役をやっていたズワカナン氏族のハイエルフが上う手まく捌さばいた。議長役にはこういった割り振りの選任権があるようだ。

　なお、全ての氏族で同時に作戦を行わないのは不測の事態を防ぐ為ためだ。

「では、前段階の忌避魔法薬塗布が全氏族で完了する一〇日後を決行日とする」

　忌避魔法薬塗布というのはカレー粉散布による誘導を確実にする為に、世界樹の枝に忌避魔法薬を塗ってクラゲの行動を制限する為に行う。

「進しん捗ちよくに遅れの出そうな氏族は早めに通達する事を忘れるな。聖樹会議は諸君の最善を希望する」

　ちょっと軍人っぽい感じの議長の言葉で会議は終了となった。

　さて、駆除準備の残りと、万が一の保険の準備に取りかかるとしよう。







　害獣駆除





〝サトゥーです。順調な時ほど不安になるのは、プログラマーの自己防衛本能でしょうか？　予期せぬトラブルとは、何もしなくても目の前に現れるものなのです。〟






「さあ、ボルエナンの子供達！　カレー作戦を始めるわよ！　慎重に楽しく、油断無くいきましょう！」

　アーゼさんの可愛かわいい声が展望台に響き渡る。

　最初に展望台の下に広がる虚空港から、勇者の銀船にそっくりな「エルフの光ひかり船ぶね」が出港した。増設されたカレー粉の散布機が不格好だ。

　続いて、背中に大きな虚空機関付きカレー粉散布機を載せた多脚ゴーレム達が虚空に出発していく。世界樹製ゴーレムは前日までに光船で予定ポジションに運搬済みだ。

　他の世界樹のハイエルフ達から祝電ならぬ「無限遠話ワールド・フオン」の魔法によるメッセージが届いた。

『こちらブライナンのケーゼ。勇者ナナシ、君の作戦の成功を祈っている』

『こちらベリウナンのサーゼ。準備完了、いつでも行けるぞ』

『こちらズワカナンのトーザ。こちらの準備も完了した。ボルエナンからの吉報を待つ』

　気のせいかベリウナン氏族のハイエルフさんの声が、急いているような印象を受ける。

　このベリウナン氏族は同じ研究好きのブライナン氏族と妙に張り合っているので、少し心配だ。

「サトゥー、準備はいい？」

　ＳＦアニメに出てきそうな特製虚空服に身を包んだアーゼさんがやってきた。

　身体のラインが露あらわになっていて実に素敵だ。

「はい、行きましょう」

　オレはアーゼさんの手を取って、二人で虚空へと飛び出した。カレー粉散布には参加しないので、世界樹の枝の無い高度までゆっくりと上がる。

　精霊視スキルを持つ者達にはオレ達の周りに膨大な精霊がいる事に気付くだろう。

　本来精霊のいるはずのない虚空に、これだけの精霊がいるのはアーゼさんの空間魔法とオレが全開にした精霊光の合わせ技のお陰だ。

　地上でオレが集めた精霊を、アーゼさんの転移門経由で展望台まで事前に運び込んでおいたのだ。

　マップで全員の配置が完了したのを確認したオレはアーゼさんにＧＯサインを出した。

「散布開始！」

　アーゼさんが精霊魔法で生み出した光の疑似精霊が目ま映ばゆい光を放つ。

　それを合図に多脚ゴーレム達や光船がカレー粉の散布を始めた。

　クラゲを示すマップの光点が、一瞬だけ赤く染まったものの、すぐに中立を示す白に変わる。

「サトゥー、下から合図が来たわ。クラゲ達が動き出したって！」

　アーゼさんが興奮した様子でオレの肩を揺する。

　マップでも確認した。確かにクラゲ達が散布機を追い始めている。

　役目を終えた多脚ゴーレム達は展望台に向かって帰還を始めたようだ。

「では、シルフ達に散布機を誘導させる準備を」

「分かった！　■■……　■　風精霊創造クリエート・シルフ」

　アーゼさんが呪じゆ文もんを唱えると、ドライアドを大人にしたような半透明の乙女が次々に姿を現す。

　散布機の虚空機関は使い捨てなので、風船のように真上に登っていく機能しかない。

　なので、シルフ達の誘導は必ひつ須すなのだ。

「シルフ達、下に見える散布機がここに届くように誘導して、後ろから追いかけてくるクラゲに追いつかれないように注意してね」

　命令を聞いたシルフ達は、こくりと頷うなずいた後、散布機に向かって飛ひ翔しようを始めた。

　フラグになりそうだから口にはできないが、怖いくらい順調だ。

「……　■■■■　無限牢獄デイメンジヨン・ジエイル」

　一箇所におびき寄せ終わったクラゲを、アーゼさんが空間魔法の檻おりで捕縛した。

　続けて空間魔法の「次元杭デイメンジヨン・パイル」でこの位置に固定して貰もらう。世界樹からの相対位置に設定してあるので、惑星の自転で置き去りになる事はない。

　他ほかのクラゲ達の暴走を誘発しないギリギリの距離だが、ここから遠い場所のクラゲから誘導したので、世界樹からは十分に離れている。

　ここなら、エルフ達の使う上級攻撃魔法で一網打尽で処分できるだろう。

「成功ね」

「ええ、あとはこれを繰り返すだけです」

　嬉うれしそうなアーゼさんに釣られて笑みが漏れそうになったが、無表情ポーカーフエイススキルの助けを借りて真剣な表情のまま釘くぎを刺す事ができた。

　一連の作業で捕獲できたクラゲは一九七匹。

　一万匹のクラゲを全て駆除するにはこれを五〇回以上繰り返す必要がある。途中で魔力回復休憩を挟みつつの長丁場になるだろう。




　　　　◆




「あ、あんっ、サトゥー、もっと優しく」

　アーゼさんの艶つやを帯びた声に理性が飛びそうになりながらも、オレは理性をフルバーニアンしながら術理魔法の「魔力譲渡マナトランスフアー」で彼女の魔力回復に協力している。

　──いかん、少しハイになって支離滅裂な思考だ。

　オレは心の中で素数を唱えながら、補給艦の役割をまっとうした。

　展望台での魔力回復もこれで七度目だ。

　そんな幸せタイム中のオレとアーゼさんの所に巫み女こルーアさんが現れた。

「サトゥーさん、アーゼ様で遊ぶのは自重してください」

「すみません、ルーアさん」

　わりと本気で怒っていそうなので、アーゼさんへの魔力供給に強弱を付けて遊ぶイタズラはほどほどにしよう。

「多脚ゴーレム班の準備はいかがですか？」

「そちらは先ほど完了しました。ゴーレムの一部に動作不良を起こすモノがありましたが、脚部ユニットの換装で対応できたそうです。作戦に遅滞はありません」

　この辺りのメンテナンス性に関してはオレの提案だ。

　生産時のコストが少し嵩かさんだが、熟練技術者がいない状況でも部品交換がスムーズにできるようにしてある。

　休憩が済んで立ち上がろうとしたところで、ゴーヤ君がオレ達の前に姿を現した。彼を見るのも久しぶりだ。

「手伝う！」

「危ないからダメ」

　勢い込んで詰め寄るゴーヤ君に、アーゼさんが困った様子で首を横に振る。

「手伝う！」

「いいじゃないですか、手伝って貰ったら」

　拒否されてもやる気のゴーヤ君に助け舟を出してみた。

「サトゥー？」

「もちろん、事前訓練に参加していないから前線に入るのはダメだよ。でも、ルーアさん達の後方支援部隊の手伝いはできるはず」

　意外そうなゴーヤ君に、手伝いの内容を話す。

「戦える！」

「悪いけど訓練不足だ」

　さすがにレベル一三しかない彼を虚空に連れ出すのは危険すぎる。

　少し不満そうだが、彼の歓心を買う為に他のエルフ達を危険に晒さらすわけにはいかない。

「それに、前線だけが仕事じゃないよ？　後方の支援部隊がいなかったら、前線の人達も満足に活動できないんだからね？」

「むぅ」

　若い内は派手な仕事をやりたがるものだけど、支援部隊を否定するのはいただけない。

　会社だって、開発だけでできているわけじゃない。営業はもちろん、総務や経理がいてくれるからこそ、会社として回るのだ。

「……分かった」

　しばし逡しゆん巡じゆんしたゴーヤ君だったが、こくりと頷いてオレの提案を受け入れた。

　少し無鉄砲だが、考えなしというわけではないようだ。

「それじゃ、ゴーヤ、私についてきなさい。仕分けの連絡員が足りていなかったんです」

　ルーアさんに腕を引っ張られたゴーヤ君が、展望台に積み上げられた物資の向こうへ消えた。

　さて、オレ達も仕事に戻ろう。

「我々も行きましょうか？」

「ええ、サトゥー」

　オレはアーゼさんの手を引いて立ち上がり、残りのクラゲ分布を確認した。

　残りは全体の三割ほど。あと誘導一四、五回で終わる。

　ミスや事故が起こり易いのもこの辺りなので、アーゼさんや巫女ルーアさん経由でエルフ達の「兜かぶとの緒を締める」ように頼んでおいた。




「シルフ達、頑張って！」

　アーゼさんに応援されたシルフ達が散布機の誘導に向かう。

「順調ねぇ～」

　オレの背中にもたれかかったアーゼさんが、のんびりと呟つぶやいた。

　その幸せな感触に浸りかけたオレの視界に、キラリと赤い光が瞬いた。

　──ん？

「あら？　『無限遠話ワールド・フオン』の呼び出しだ──」

　アーゼさんの声を上の空で聞き流し、オレは嫌な予感に従ってマップを開く。

　クラゲを示す光点の色が赤と白に明滅し、全体を俯ふ瞰かんしてみると赤い波紋が流れているように見える。

　──ヤバイ。これはきっとヤバイやつだ。

『総員！　緊急退避！』

　オレは司令部にいるルーアさんに「遠話テレフオン」で告げ、作戦中止を意味する三連の赤い「花火フアイアワークス」の魔法を虚空に放った。

　世界樹の枝が紫電を帯びる。

　何を失敗したか分からないが、今はエルフ達の避難が先だ。

　多脚ゴーレムには雷対策をしてあるから、短時間なら世界樹の電撃にも耐えられるはず。

「サトゥー！　ベリウナンが失敗したって！　私達と同時に彼らも駆除作戦を実行していたみたい！」

　──なんだと？

　クラゲは相互リンクしているみたいだから、不測の事態を防ぐ為ためにボルエナン氏族だけが先行するって決まったのを、あいつらは聞いていなかったのか？

　──おっと、苛いら立だちに身を委ゆだねるのは後だ。

　オレは荒ぶる心をねじ伏せ、囮おとりになるべくアーゼさんの近くという安全圏から飛び出す。

「サトゥー！」

　アーゼさんの「風の結界」の外に出たら声が届かないので、彼女との「遠話テレフオン」を繫つなぐ。

『アーゼさんは光船に退避を！　私はクラゲ達と世界樹の注意を引き付けます』

『無茶よ！　エルフ達も動かなければ大丈夫だから！』

　アーゼさんを心配させるのは本意ではないが、怪け我が人や死人を出すよりはいい。

「このウドの大木野郎！　枝か根かはっきりしやがれ！」

　オレは気合いを篭こめて世界樹に「挑発」スキルを叩たたき付ける。

　空気が無いので音声が伝でん播ぱするはずはないのだが、気合い十分なオレの叫びは世界樹に届いたようだ。

　眼下の世界樹から豪雷がオレに向かって伸びる。

『危ない！』

　レーダーに映るアーゼさんとの相対距離が縮んでいる。

　──バカな！　オレを庇かばおうとしているのか！

　前の時と違って世界樹の電撃は放たれたばかりだ。

　このままだとアーゼさんが巻き込まれる。

　オレの焦燥感が引き延ばしたゆったりとした時間の流れの中、「理力の手マジツク・ハンド」を電撃へと伸ばす。

　実体を持たない「理力の手マジツク・ハンド」は感電する事なく電撃を摑つかんだ。

　次の瞬間──。

『サトゥー、夢を見ているのかしら……世界樹の電撃が消えたわ』

　呆ぼう然ぜんとしたアーゼさんの声が「遠話テレフオン」越しに届く。

　──ふう、間に合った。

　ギガワット級の電撃なら、オレのストレージの中で大人しくしている。

　酸素分子が保存できて、電撃の正体である電子や荷電イオンが保存できない道理がないのだ。

　かつて炎の収納に失敗したが、あれは炎の正体をよく理解していなかったからなので、今回とはケースが違う。

『電撃対策は何重にもしてあるから大丈夫です。アーゼさんは光船と合流してエルフ達の回収を急いでください。私は囮になりつつクラゲを殲せん滅めつしてから戻りますから』

　風の結界がオレを包む。背中からアーゼさんの肉声と温ぬくもりが届いた。

「一人でなんて無理！　私も一緒に──」

　アーゼさんの手を取って、ひたむきな彼女の瞳ひとみを見つめ返す。

　彼女を迎えに次元の狭はざ間まから光船が現れた。

「大丈夫、怪我一つなく無事に帰りますよ」

「──約束よ」

「ええ、約束です」

　かつて崩壊する「揺り篭クレイドル」でミーアと交わしたように、アーゼさんと指切りする。

　なおも不安そうな彼女を安心させようと、虚空服越しのキスをした。

　コツンと当たる虚空服のヘルメットが少し切ない。

「サ、サトゥー」

「だから、安心して待っていてくださいね」

　赤い顔で驚きに目を丸くするアーゼさんを光船に押しやり、オレは虚空へと身を躍らせた。

　さて、勇者の時間だ──。




　　　　◆




　赤く染まるクラゲの数は一万とんで七六匹。気のせいか数が増えているがこの程度は誤差でしかない。

　それに、アーゼさんの作った「無限牢獄デイメンジヨン・ジエイル」に捕らえられたクラゲは約七割を超える。自由に行動できるクラゲは残り二七六五匹だけだ。

　その内の数十匹がエルフ達の乗る多脚ゴーレムに危害を加えようとしていたので、遠距離からの誘導気絶弾リモート・スタンで邪魔をしておいた。

　これらのクラゲの内、射線が確保できるのは僅わずか九三三匹だけ。

　クラゲは複数の触手で世界樹をガッチリ摑んでいるから、誘導弾で樹木から引き剝はがすのも不可能だ。

　故に、オレは迂う遠えんなカレー作戦を立案したわけなんだが──。

　それはあくまで「エルフ達だけ」でクラゲを排除できる事を命題にしていたからだ。

　オレより遥はるかに長命なエルフ達が、遠い未来で同じような災害に遭ったときに、オレのようなイレギュラーなしに立ち向かえるようにしたかった。

　我ながら、少し老婆心が過ぎたかもしれないね。

「さて、それじゃ、行きますか──」

　オレは大型妖よう精せい鞄かばんから虚空専用ゴーレムを取り出した。

　こいつらはオレの「信号」の魔法で噴射と二軸回転の単純な行動を行うだけのシンプルなヤツらだ。

　お陰で生産コストが安く、頑丈だ。

　今回は用途的にゴムで大部分を覆って頑丈にしてある。

「ていっ──」

　虚空専用ゴーレムに初期加速を与える為、天駆の足場を頼りに手で投げた。

　普通の加速システムより、この方が早いのだ。

　幾度めかの世界樹からの電撃の輝きに、背中の「反射板」をキラキラ輝かせながら、ゴーレム達が虚空の暗くら闇やみに消えていく。

　電撃は今回もストレージへ直行して貰もらった。

　樹木だからか分からないが、そろそろ電撃は効かないと学習して欲しいものだ。

　オレは魔法欄から光魔法の「集光コンデンス」を連続起動させる。

　続いて光魔法の「光線レーザー」を準備し、３Ｄ表示したマップ上に射撃ラインを表示した。

　かつて、公都上空に現れた大怪魚トヴケゼェーラ七匹を抹殺したコンボを彷ほう彿ふつとさせる。

　だが、ここで集束レーザーを撃つ気はない。

　普通のレーザーが近くを通っただけで世界樹の枝が折れそうなのに、集束レーザーなんて論外だ。

　オレは思考を中断し、再びマップに注目した。

　マップ上のクラゲを示す光点を大きな二重円が囲み、集束する。

　その傍らには「ロックオン」の文字。その表示が次々と連鎖し、マップ上の半数近くにマーカーがつく。

　だが、過半数は遮しや蔽へい物の陰だ。





＞リフレクター・ワン、配置完了。

＞リフレクター・フォー、配置完了。

＞リフレクター・トゥエルブ、配置完了。






　虚空専用ゴーレム達から「信号」で定位置についた報告が届く。

　それに合わせて今までターゲットマークがついていなかったクラゲ達に、次々と「ロックオン」の文字が添えられていく。

　念の為確認したが、被害を受けそうな位置にエルフ達はいない。

「さて、チェックメイトだ──」

　オレは心の中でトリガーを引く。




　──光の洪水が虚空を埋め尽くした。




　オレが放った一〇〇本の「光線レーザー」が「集光コンデンス」の作り出したレンズによって拡散し、その数を増やす。

　一〇〇本のレーザーが倍々に増えていき、最終的に三二〇〇本の輝線となって虚空を染め上げる。

　少し多いが問題ないだろう。

　小さな煌きらめきが、世界樹の枝の上を彩る。

　レーザーに射貫かれたクラゲが弾はじけ飛び、拡散する透明な残ざん骸がいでレーザーが乱反射して、煌めきが生まれる。

　一方で、直射できない場所のクラゲは残ったままだ。

　このままだと暴走モードになって増殖してしまう──なんて心配は杞き憂ゆうに終わる。

　細く枝分かれしたレーザーの何割かが、ある地点を境に折れ曲がった。

　幾度か屈折し、世界樹の陰に隠れるクラゲ達を虚空専用ゴーレムが反射したレーザーが撃ち抜く。

　そう、渓流でアリサがやっていたアニメの技をマネしてみたのだ。

　オレの集束レーザーを反射する素材は結局見付からなかったが、拡散によって威力を減じたレーザーくらいならなんとか反射する素材を用意できた。

　こうして世界樹の上に残っていたしつこい赤い光点は、全すべて布で拭ぬぐったように消えていった。




『サトゥー！　檻おりが！』

　光船のアーゼさんから悲痛な叫びが届いた。

　背後頭上を見上げると、「無限牢獄デイメンジヨン・ジエイル」の中から、クラゲ達が這はい出てこようとしていた。

　仲間を大量駆除されたクラゲ達の瞳は赤く怒りに燃えている。

　その数は先ほど殲滅したクラゲの倍以上だ。

『逃げて、サトゥー！』

　アーゼさんの必死な声が胸に痛い。




　──大丈夫ですよ。




　だって、既にチェックメイトは宣言した後だからだ。




　虚空に無慈悲な花が咲く──。




　それは「爆裂エクスプロージヨン」。

　中級の爆裂魔法の中で、最も威力のある攻撃魔法だ。

　無音の虚空に、エーテルを通して振動が届く。

　周辺被害を控える必要のない虚空で、オレが遠慮をする必要はないのだ。

　僅かに生き延びたクラゲを、再起動した「光線レーザー」で焼き払う。

「よし、これで作戦終了、っと」

　クラゲの残骸がデブリにならないように、「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばして回収しながら一息吐つく。




　──危機感知アリ。




　掃討戦を行うオレの脳裏に嫌な予感が走った。

　世界樹方向だ──。

「──こ、これは」

　展望台の下の幹が裂けて、そこから巨大なクラゲの触手が生えていた。

「世界樹の中に潜んでいたヤツがいたのか！」

　触手が展望台へと伸びる。

　──マズイ！

　展望台には虚空服を着ていないエルフ達が沢たく山さんいる。

「光線レーザー」を撃つわけにはいかない。「爆裂エクスプロージヨン」なんて論外だ。

　それに距離が遠すぎる、普通の魔法じゃ届かない。

　天駆と縮地を駆使して移動するが、あまりに遠すぎる。

　クラゲの太い触手が展望台のドームに叩たたき付けられ、砕けた粘膜壁と一緒に数人のエルフが虚空に弾き出された。

　エルフの顔に見覚えがある──あれはミーア母とゴーヤ君だ。

　オレは天駆の足場が砕けるほどの勢いで蹴けりつける。




　──まーにーあーえぇえええええええ！




　時間が間延びするような焦燥感に心が焼かれる。

　この感覚は魔王の生いけ贄にえにされそうになったセーラ達を助けようとしたあの時に近い。

　そうだ、あの時──。





＞「閃駆」スキルを得た。






　頭の中でピースが嵌はまるような感覚を覚えた直後、オレは触手の眼前にいた。

　それが再び展望台のドームに叩き付けられる寸前だと分かった次の瞬間に、身体からだを捻ねじるように引き絞った拳こぶしを、高層ビルのような触手に叩き付けた。

　触手が千切れて幹に向かって飛んでいく様子を目で追いつつ、「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばしてミーア母とゴーヤ君を展望台へと送り返す。

「オレのマップ検索をくぐり抜けるなんてやるじゃないか」

　クラゲの触手に呟つぶやきながら、新しく覚えた「閃駆」スキルを有効化アクテイベートする。

　このスキルは天駆と縮地の複合上位スキルらしい。

　他ほかの場所からもクラゲの触手が何本も飛び出してきた。

　一体、どうやって、オレのマップ検索から逃れたんだ。

　その時脳裏に幾つものイメージが走そう馬ま燈とうのように過よぎった──。




　割れた卵と数の違う幼生体。




　謎なぞの汚染樹液。




　クラゲの近くで汚染樹液詰まりを除去すると卵の破壊時と同じ反応。




　──そうか、答えは揃そろっていたんだ。

　オレは閃ひらめいたイメージを言葉に変える。

　卵から孵かえったクラゲは樹液に潜み、汚染樹液詰まりというサナギの状態を経てクラゲの幼生体へと変異する生態を持っているようだ。

　そして、クラゲが一斉に除去された事で、世界樹の中に汚染樹液として潜んでいたヤツらが一斉に成長し一つに融合巨大化したのだろう。

　現に幹を伝わる樹液が小さなクラゲへと変化しているのが見えた。

　──さて、正体も分かった事だし、駆除駆除。

　害獣相手に慈悲はないのだ。

　世界樹の電撃誘発と触手による物理攻撃しかしてこないクラゲを、指先に伸ばした長い魔刃でサクサクと解体してストレージへと回収する。

　幹に空いた大穴から、世界樹の樹液が噴出し始めた。

　オレは噴出する樹液を一いつ旦たんストレージに回収しつつ、「液体操作リキツド・コントロール」の魔法で流出を止める。

　最後に噴出口から世界樹の内側に入り込んでから、中級水魔法の「治癒：水アクア・ヒール」で塞ふさいで完了だ。

　中に閉じ込められた状態になったが、これから樹液の通る管を巡って内部で変異したクラゲの退治をするので問題ない。

　クラゲを退治するついでに、未変化の「汚染された樹液」を死し骸がいと一緒にストレージへと回収していく。

　汚染範囲の外側もごっそりと抉えぐり取っておこう。

　この手の伝染病みたいなヤツらは変な場所に潜伏したりするからね。




　　　　◆




「サトゥーの反応が消えちゃった」

「それは大変ですね」

　展望台の地面にへたり込んだアーゼさんに声をかける。

「もう！　ルーアったら酷ひどい！　サトゥーは世界樹を救ってくれたのよ?!　どうして、そんな風に言うの！」

　オレの発言をルーアさんのモノだと勘違いしたアーゼさんが、珍しく怒気を漲みなぎらせて叫んだ。

　アーゼさんは怒った顔も魅力的だね。

　オレはアーゼさんの前に無事な姿を現す。もちろん、虚空服はストレージへ直行だ。感動の再会に無粋な装備は必要ない。

「ただいま、アーゼさん」

　キョトンとした表情もなかなか良いいです。

　世界樹の幹の奥深くまで潜ってしまったので、普通に戻るのが面倒になって「帰還転移リターン」の魔法で帰ってきたのだ。

　そのせいでアーゼさんの追跡を振り切ってしまって心配させてしまったらしい。

　見られている感じがしていたから「遠見クレアボヤンス」の魔法で追いかけていたんだと思う。

「おかえりなさい」

　呆ぼう然ぜんと呟くアーゼさん。

「おかえりなさい」

　なぜ、二回言う？

「おかえりなさい、サトゥー」

　オレは、首筋に抱きついてきたアーゼさんを抱きしめ返す。アリサあたりに見られたら「ぎるてぃ」と言われそうだ。

「ただいま、アーゼさん」

　オレは、そう答えて泣きじゃくるハイエルフ様の髪を、愛いとおし気に撫なでた。







　告白





〝サトゥーです。年下の女の子にはよく懐かれましたが、年上に告白して成就した事がありません。過去に付き合った彼女も同い年ばかりでした。年上に嫌われる星の下に生まれたのでしょうか？〟






「ただいま……」

「お帰りなさい。怪け我が無い？　ほら、上着脱いで、そこに寝転びなさい」

　出迎えてくれたアリサに外がい套とうを渡し、勧められるがままにリビングのソファーへと身体を投げ出した。

　アーゼさんとの感動の再会の後、オレは他の氏族のクラゲ退治の為に閃駆で惑星を一周してきたのだ。

　累計七万匹以上倒したのにオレのレベルは三一〇のままだ。

　経験値ゲージは多少伸びたが、今回の分でゲージ全体の五パーセントほどしか変わっていない。

　しかも、クラゲの属する「怪生物」カテゴリーは「魔物」よりも得られる経験値が少ないようで、クラゲ二千匹で大怪魚一匹くらいの換算だった。

　クラゲの死骸には魔コ核アも含まれていなかったしね。

　どの氏族も、ハイエルフ達が強大な疑似精霊を呼び出してクラゲと戦わせていた。

　世界樹やエルフの損害を気にしなければ、オレ抜きでもほとんどの氏族はクラゲを排除できそうだった。

　オレはベリウナン氏族の金色に煌きらめくガルーダやビロアナン氏族の勇壮な炎のイフリートを脳裏に浮かべながら眠りにつく。

　いやはや生身で惑星一周はさすがに疲れたよ。




「準備は宜よろしいですか？」

「ええ、なんだか恥ずかしいですね」

　巫み女こルーアさんに呼ばれて、パレード用の輿こしに乗り込む。

　クラゲ退治から五日後、オレはクラゲ退治を祝うエルフ達のお祭りで主賓として呼ばれていた。

　パレードについては固辞していたのだが、アーゼさんからのお願い攻撃に負けてしまい、このような場所にいる。

「勇者ぁー様ぁー、輿をぉー上げまぁーすぅー」

「ああ、頼む」

　輿を担ぐのは青黒い肌をした小巨人リトル・ジヤイアントサイズのトロール達だ。

　森巨人フオレスト・ジヤイアントほどじゃないが、間延びしたゆったりとした話し方をしている。

「かっくい～？」

「すっごく格好いいのです！」

「ご立派です、ご主人様」

「マスター、素敵だと称賛します。お揃いの鎧よろいが希望です」

　キラキラした瞳ひとみでオレの仮装を見る獣娘達やナナに手を振る。

　今日の衣装は勇者ダイサクが残したという青い聖鎧だ。

　勇者の称号にしないとただの重たいだけの鎧だったが、称号を勇者にしたら自動的にオレの体形に合わせて変形し、何も着ていないほど軽くなった。

「やっぱ、ご主人様は鎧より白衣の方が似合うわよね」

「そうかなー、エプロン姿のご主人様も可愛かわいくて素敵よ？」

　アリサとルルの微妙にズレた会話を苦笑いで受け流し、広場に集まった人達に視線を巡らす。

　今日はボルエナン中からエルフ達が集まっているようだ。さすがに睡眠槽のエルフまでは来ていない。

　他にもブラウニー達や羽妖よう精せいといういつもの面子メンツに加え、スプリガンやレプラコーン、シルキー、トロールなどの妖精族やボルエナンの森外縁に隠れ里を持つ雑多な種類の獣人達の族長が列席している。お祭りだからか、みんな晴れ着だ。

　パレードをするオレの頭上を、沢たく山さんの羽妖精達が花びらを撒まきながら飛び回っている。

「サトゥー！」

　人混みから呼ばれて振り返ると、ゴーヤ君が輿の横を併走していた。

「救助感謝！」

　どうやら、虚空展望台でのお礼を言いたかったらしい。

「認める！」

　何をだろう？

　首を傾かしげると、ゴーヤ君から久々に愚ぐ図ずを見る目で見上げられた。

　だから、単語じゃ分からないって。

「ミーア、婚約、承認！」

　足を止めたゴーヤ君が一言ずつ叫んだ。

　いやいや、それはミーアが言っているだけで、事実無根なんだってば。

　そう言って誤解を解きたかったが、既に彼の姿は人混みの向こうに消えてしまった。誤解はそのうち解こう。

　やがて、中央の壇上に立つアーゼさんが見えてきた。

　今日は巫女服ではなく、「妖精の女王」と呼びたくなるような高い襟の豪ごう奢しやなドレス姿だ。

　こういうお澄まし顔のアーゼさんも良いね。後でツーショット写真を撮らせて貰もらおう。

「ボルエナンの子供達よ、聞いてください。皆には秘密にしていましたが、母なる世界樹は邪海月エビル・ジエリーと呼ばれる怪生物によって危機に瀕ひんしていました。でも、その退治も先日無事に終わり──」

　アーゼさんが透き通る声で、会場に集まった人々にクラゲの件を報告している。

　あらかじめ脚本があるのか、アーゼさんの口調がいつもと違う。

「──そして、彼が世界樹を救った人族の勇者ナナシです！　感謝の拍手を！」

　アーゼさんの凜り々りしい横顔に見み惚とれている間にオレの紹介が終わっていた。少しタイミングが遅れたが、拍手をしてくれる人達に手を振る。

　拍手が止やんだタイミングで、舞台の上に七本の光の柱が立った。

「え、ええぇ？」

　狼ろう狽ばいするアーゼさんを見るに、予定外の事らしい。

　やがて、その場所に現れたのは聖樹会議で顔を見た事のある他の氏族のハイエルフ達だった。

　しかも、今回は映像ではなく実体のようだ。

「うそっ、聖樹様達が自分の世界樹から離れるなんて……」

　聞き耳スキルが巫女ルーアさんの呟つぶやきを拾ってきた。

　どうやら、これは長命なエルフ達からしてもレアケースのようだ。

　いつの間にか、ざわついていた広場が静まり、エルフ以外の多くの種族が平伏していた。エルフ達は平伏こそしていないが、緊張気味に居住まいを正している。

「すまん、アーゼ。事前通告も無しに訪れた不作法を詫わびる」

　ハイエルフ達を代表してか、バレオナン氏族のルーゼ女史が威厳のある口調でアーゼさんに詫びた。

　聖樹会議では男性のハイエルフもいたのに今日は女性達だけだ。

「ど、どうして？」

「ボルエナンだけでなく八本全すべての世界樹を救った勇者ナナシに、祝福を与えるのがアーゼだけでは不足だろう」

「律を破るのは心苦しかったが、ボルエナン以外は他の者に留守を任せられる故、この地に馳はせ参さんじたのだ」

　アーゼさんの疑問にハイエルフ達が口々に答える。

「勇者ナナシ、我らビロアナン氏族は恩人である貴公を友と認めよう。いつなりと訪れるがいい。貴公の炎術とビロアナンの秘技を比べるのも楽しみだ」

　アーゼさんそっくりの赤毛のハイエルフさんが燃え上がるような獰どう猛もうな笑顔でオレの手を握る。

「勇者ナナシ、我らブライナン氏族も恩人たる貴公を友と認めよう。我らは貴公の力よりも、叡えい智ちを評価する。貴公の訪れを歓迎する。共に研究を行おう」

　エメラルドのような不思議な質感の髪をしたハイエルフさんが、叡智を秘めた落ち着いた笑顔でオレの手の上に繊手を重ねた。

　他のハイエルフ達が同じように感謝の言葉を述べて手を重ねていく。

　そして、最後に──。

「勇者ナナシ！　我らベリウナン氏族の不始末を終息させてくれて感謝する！　ベリウナン氏族は勇者ナナシの要請があれば氏族全てを挙げて協力すると誓おう。どんな願いでも構わない。いつでも頼って欲しい」

　水色の髪の周りに水滴を浮かべたベリウナン氏族のハイエルフが滂ぼう沱だの涙を流しながらオレの手を両手で包む。

「「「我ら聖樹会議は勇者ナナシを九柱目の聖樹と認める」」」

　──はい？

「「「祝福を」」」

　アーゼさんを除く七人のハイエルフが唱和し、順番に仮面越しの額に祝福の口付けをしてくれた。

　なんだか、少し気恥ずかしいね。





＞称号「賢者」を得た。

＞称号「聖樹」を得た。

＞称号「エルフの恩人」を得た。

＞称号「ハイエルフの友」を得た。

＞称号「ハイエルフの恩人」を得た。






　あれ？　聖樹って称号じゃなくて、ハイエルフの役職や愛称じゃなかったっけ？

「「「あーーーーー！」」」

　アーゼさんと会場のアリサやルルから悲鳴が上がった。

　なぜか、アーゼさんが涙目だ。

「……せ、聖樹様達が誓約の口付けを？」

　ハイエルフさん達の行動を見たエルフ達が固まっている。

　額へのキスは神聖な行いって言っていたし、ハイエルフが人族にするのは茫ぼう然ぜん自じ失しつするくらいの珍事なのだろう。

「どうした、アーゼ。お前はしないのか？」

「う、うぅぅ……ダメ、だもん」

　ビロアナン氏族のハイエルフの問いに、アーゼさんが真っ赤な顔で首を横に振る。

　アーゼさんにもキスして欲しかったけど拒否されてしまった。少し残念だ。

「勇者ナナシ、これは我らからの礼だ。受け取って欲しい」

　ハイエルフ達が空間魔法の「格納庫ガレージ」から、巨大な青い結晶柱を次々と取り出した。

　ＡＲ表示によると、この一つ一トンくらいある結晶柱は聖樹石らしい。

「どのような用途に使おうと我らは関知しない。貴公の采さい配はいに期待する」

　なるほど、ボルエナン氏族の聖樹石不足を解消してやって欲しいという事のようだ。

　直接渡さないのは、何かオレの知らない事情があるのだろう。

「さらばだ、勇者ナナシ」

「また会おう！」

　そう言ってハイエルフ達が現れた時と同様に光の柱の中に消えた。

　そういえば、彼女達にはサトゥーという名前は教えていないままだったっけ。

　彼女達の世界樹に遊びに行ったときにでも素顔を見せて、こちらの世界の通り名の方も教えておこう。

　ふと振り返ると、アーゼさんがチラチラとこちらを窺うかがっていた。

「アーゼさん、これでボルエナンの光ひかり船ぶねを定数に戻せますね」

「え？　これはサトゥーが貰った物でしょう？」

　聖樹石の結晶柱が欲しいと言い出せなくてチラチラ見ていたのかと思ったが違ったようだ。

「私一人では使い切れませんよ。光船を再建して世界樹の修復に使った余りで十分です」

　オレには大量の蒼そう貨かもあるし、聖樹石が必ひつ須すの用途ってほとんどないんだよね。

「ボルエナンでは様々な知識を惜しみなく教えていただきましたし、このくらいの恩返しはさせてください」

「サトゥー」

　アーゼさんがオレの名を呼んで、感極まったように抱きしめてくれた。

　遠くからアリサとミーアの「ぎるてぃ」の声が微かすかに聞こえる。

　視界の隅で長老エルフの一人が楽団に合図するのが見えた。アーゼさんの代わりに長老が祭りの進行を行ってくれたようだ。




「いつの間に他の氏族のハイエルフまでたらし込んだのよ」

「浮うわ気き者」

　アリサとミーアの二人がオレの腕をホールドして抗議してきた。

　お祭りにクレープの屋台を出すルルも少し不機嫌だ。

　ルルを手伝うナナや焼き肉屋台を出す獣娘達はいつものペースで、楽しそうにボルエナンの住人達と仲良くやっている。

　この森の人達は種族の違いだけでなく、アリサの紫髪やルルの容姿についても忌避する様子がない。

　世界観光の旅が終わったら、この森に腰を落ち着けて定住するのもいいかもね。

「アーゼさん、どうかしましたか？」

　さっきからチラチラこちらを窺うアーゼさんに問い掛ける。

　なんだか、気になる異性に自分の事を気付いて欲しい思春期の女の子みたいで、いやがうえにも期待が高まる。

　恐らくオレの自意識過剰の勘違いなんだろうけど、こういう思わせぶりな態度に男は弱いのだ。

「サ、サトゥー、一緒に来て」

　アーゼさんがオレの手を取って、勢いよく立ち上がった。

　何やらテンパっているようだ。

「ええ、私でよければ──」

　オレが首肯して立ち上がると、くいっと袖そでが引かれた。

　視線を向けると、アリサとミーアがオレの袖を摘つまんでいた。「行かないで」と二人の顔に書いてあるように見える。

「すぐに戻るよ」

　袖から二人の指を離し、微笑ほほえみながらそう告げた。

　オレはアーゼさんの手を取り、彼女の転移で世界樹へと移動する。




「これはもしかすると、もしかするのだろうか……」

　転移先は世界樹の最奥にあるアーゼさんの私室だった。

　壁越しに水音が聞こえる。

　脳裏にシャワーを浴びるアーゼさんの裸身が浮かぶ。

　なんとなく生活魔法の「柔洗浄ソフト・ウオツシユ」と「乾燥ドライ」で、身体からだを清めておく。

「お待たせ。サトゥーもシャワーを浴びる？」

　水音が消えて、素肌にバスローブを纏まとったアーゼさんが浴室から戻ってきた。

「え、いいえ、生活魔法で済ませました」

「……そう。なら、いいわ」

　心なしか艶つやっぽいアーゼさんに手を引かれて、暗い隣室へ向かう。

「こ、ここは？」

　淡い光が舞う部屋はオレの予想と違った。

「ここはハイエルフの記憶庫。人族でここに入ったのはサトゥーが初めてよ」

　光栄なんだけど、微妙に嬉うれしくない。

　下心を抱いていたオレが悪いのだが、凄すごく肩すかしを喰らった気分だ。

『■　記憶庫接続コネクト・メモリー』

　アーゼさんがバスローブを脱ぎ落とし、合言葉を呟くと青い光が彼女を包んだ。

　神秘的な光の乱舞が終わり、アーゼさんがゆっくりと目を開けた。

　長老エルフ達のような深く澄んだ不動の瞳ひとみだ。

「サトゥー、いつもの私が期待させたみたいでごめんなさい」

　──いつもの私？

　昔読んだ名作漫画みたいな多重人格とかなのかな？

　古い自我を捨てて新しい自我に乗り換えている的な。

「あなたはアーゼさんとは別の自我を持っておられるのですか？」

「いいえ、私は私です。今の私は世界樹の記憶庫のアーカイブに接続していますが、私の自我は一つだけですよ」

　普段のアーゼさんは直近の数百年分の記憶の他ほかは、古い経験や記憶の索引だけを持っている状態らしい。

　でも、いつものアーゼさんとは口調が違う気がする。

「私達も時間と共に変化します。全ての記憶に繫つながっていると、古い記憶に引っ張られて言葉遣いが丁寧になったり、態度に落ち着きが出たりするようですね」

　こんなアーゼさんなら亜神と言われても信じられそうだ。このアーゼさんは亜神アーゼさんと呼ぼう。

　亜神アーゼさんが「そうですね」と微笑む。

「もしかして、心が読めるのですか？」

「ええ、少しだけ。ここにいる者は表層意識が繫がりますから──あなたが頭の中で言葉にした事くらいなら、なんとなく分かります」

　なるほど、エッチな事は考えないようにしなければ。

「そうしていただけると助かります。永ながく生きていますが、私は初婚もまだの乙女ですからね」

　普段のアーゼさんなら絶対言わないようなジョークを、亜神アーゼさんが呟いた。

　なんだか、アーゼさんが二人いるみたいで調子が狂うね。

「それで、私をここに呼ばれたのはどのようなご用でしょう？」

　さすがに聖樹石を沢たく山さん贈ったから、とかではないだろう。

　オレの言葉を聞いた亜神アーゼさんが裸身の胸を張って居住まいを正す。

「そうでした。あなたに尋ねたい事があります」

　亜神アーゼさんが言葉を一いつ旦たん切り、オレに問いを発した。

「サトゥー、あなたは何者ですか？」

　唐突な彼女の質問に、オレはどう答えるべきか迷う。

「勇者は規格外な者が多いけれど、あなたは度を超しています。二万年前に神々に反旗を翻し邪神と呼ばれた最強の大魔王と比べても遥はるかに強いでしょう──」

　なるほど、世界樹でクラゲ退治をした時の行いが彼女の警戒心を刺激したようだ。

　これ以上怖がられるのも嫌だし、あまり全力を出していなかったという事は秘密にしておこう。

「──神だと言われた方が納得できますが、あなたは神ではありませんね？」

　オレは首肯しつつ、そう思った理由を尋ねた。

「神や神の使徒は鑑定アナライズできません。鑑定できるのはこの地に根ざす永続性イモータリテイーを得た私達ハイエルフや天竜のような亜神、そして妖よう精せい族や人族のような定命の者達だけです」

　ふむ、鑑定できない者がいたら注意した方が良さそうだ。

　そして、長寿なエルフ達にも、一応寿命があるらしい。

「あなたの異常性は力だけではありません。知識の吸収速度も常軌を逸しています。まるで初めから知っていた事を学び直すように、一を知る事で十を覚えていくのです。いつもの私は単純に喜んでいましたが、私の永い記憶の中にも他のハイエルフ達との共同データベースの中にも、そんな者は一人もいませんでした」

　それは知力ＩＮＴ値が異様に高いからと、元の世界の知識があるからですよ。

「もちろん、あなたに私やボルエナンの子達に危害を加える気がないのは分かっています。でも、私はボルエナンを預かる聖樹として、あなたに問う必要があるのです。『あなたは何者なのか』と」

　ふむ、ここは正直に話すとしよう。

「少し長い話になります。私はこことは別の世界、勇者達と同じ所から来ました──」

　オレは全すべてを語る。

　アリサ達にも語っていない竜神を倒した事も全て話した。

　一億年の叡えい智ちを持つ彼女なら、オレがこの世界に招かれた理由が分かるかもしれないと思ったのもあるが、表層意識を読まれる状況でその事を秘密にして、彼女に無用な疑念や不信感を与えるのが怖かったのだ。

「──竜神様を？」

「はい、言い訳になりますが、その時は流星雨の威力も、蜥蜴とかげ人の大群の後ろに竜神がいる事も知りませんでした」

「責めているのではありません。竜は己に挑み、なおかつ傷つける事ができた強者を称賛します。竜神様も自分を殺したあなたを讃たたえこそすれ恨む事はないでしょう」

　オレの脳裏に黒竜ヘイロンのバトルジャンキーな姿が過よぎった。

　竜の基本的な思考パターンは黒竜ヘイロンと同じような感じなのだろう。

「それに不滅の竜神様なら死んでも一〇〇年とかからずに肉体ごと復活します。竜神様が蘇よみがえれば、他の眷けん属ぞく達も竜神様の神力で蘇るでしょう」

　さすが最強の神様。奇跡の力も桁けた違ちがいだ。

「もっとも、竜神様は負けず嫌いですから、サトゥーに再戦を挑むでしょうね」

　うげっ、マジですか……不意打ちならともかく、万全の態勢の竜神に勝てる気がしないんですが。

「私の寿命が尽きる前だといいですね」

　オレは無駄だと知りつつ、無表情ポーカーフエイススキルで表情を繕い、建前を亜神アーゼさんに語る。

　彼女は優しい微笑みで、オレの虚勢を受け流してくれた。

「サトゥーがなぜこの世界に転移したのかは分かりません。ですが、ユニークスキルを持つなら、なんらかの神の加護を有している可能性が高いと思われます。どの神の加護かを判別する方法はありませんが、いずれ神の方から接触があるでしょう」

　その言葉に、ふと謎なぞのフラッシュバックの事が脳裏を過った。

　もしかしたら、あの極彩色の髪をした女の子達のイメージは、オレをこの世界に招いた神様からのメッセージなのかもしれない。

　少し重くなった雰囲気を軽くする為ために、仲間達の出会いからクジラ退治までの話を面白おかしく聞かせる。

「──観光ですか……とても楽しそうですね」

「アーゼさんなら大歓迎ですよ。私と一緒に来ませんか？」

　憧あこがれと寂しさが複雑に混ざった亜神アーゼさんの言葉に、思わずそんな誘いをしてしまった。

　この場所では彼女に対するオレの淡い恋心や下心なんて筒抜けだろう。

「ごめんなさい、サトゥー」

　拒否の言葉が予想以上に深く胸に突き刺さる。

「い、いえ、謝らなくていいですよ」

　なんとか表層は取り繕えたが、心の奥底はどろどろとした感情が渦巻いていて、口から飛び出してきそうだ。

「サトゥー、私はボルエナン最後の聖樹なのです。世界樹やボルエナンの子供達を見守る役目があります。だから、あなたの想いには応こたえられません」

　亜神アーゼさんがオレの頭を胸元に抱き寄せる。

　そのまま彼女の細い腰を抱き返したい衝動に駆られたが、それは意志と理性を総動員して耐えた。

「それに、ハイエルフは『伴はん侶りよを得られなかった神』の花嫁。定命の者が私達ハイエルフに手を出す事は神の怒りを買う事なのです。ですから、私にできるのはこれだけ──」

　亜神アーゼさんが微かに触れるようなキスをオレの額にして、オレを搔かき抱いだいていた腕をゆっくりと解いた。

「──サトゥー、先ほどの事とここで語ったあなたの秘密は私個人の記憶庫に納めます。他のハイエルフ達には見えないし、いつもの私にもアクセスできないから安心して」

　オレの来歴を聞き終わった亜神アーゼさんがそう約束してくれた。

　さっきのキスは、いつものアーゼさんにも秘密らしい。

「そろそろ記憶庫の接続を切らないと身体への負担が大きいですね……また、会いましょう、は変ですね。できれば、いつもの私と普段通りに接してあげてください」

　亜神アーゼさんがそう告げると、彼女を包んでいた神秘的な青い光が消える。

　接続の切れたアーゼさんがオレに裸身を晒さらしていた事を恥ずかしがって、しばらく会ってくれなくなったりしたが、亜神アーゼさんが約束してくれたように、彼女はオレとの会話を覚えていなかった。

　告白する前に終わったオレの恋だが、恋とは障害が多いほど燃えるものだ。

　他のハイエルフを穏便に目覚めさせる方法と神の怒りをなんとかする方法を見つけ出したら、改めて彼女に告白しようと思う。

　それまでは、友人以上恋人未満のポジションを目指して緩いアプローチで我慢だね。




　　　　◆




　祭りから一ヶ月。

　ボルエナンの森での日々は充実していた。

　文章にしたら小説が一冊書けそうなくらい濃い日々だ──。

「サトゥー、静止衛星軌道の監視用ゴーレム『カカシ七式』の運用は順調だ。望遠レンズの精度をもう少し上げたいが、先に──」

「話が長いぞ、ブライナンのケーゼ！　クラゲ調査用の深宇宙探査ゴーレムの設計が終わった。設計図を送るから査読してくれ」

「まったく、ベリウナンのサーゼは順番も守れぬのか」

　クラゲの早期警戒網の構築とクラゲ大発生の理由を調べる為の調査ユニットの準備は順調に進んでいる。
















　一応最後まで関わるつもりだが、ここまで進んだら後はオレがいなくても大丈夫だろう。

　仲良くじゃれ合う二氏族のハイエルフ達を見送り、オレは転送されてきた設計書の査読を始める。

「あ、サトゥーさん。光船の再建造も順調です。半年もしたらボルエナンの光船も定数が揃そろいますよ」

　通りかかった園芸員のジーア嬢が、光船補充の進しん捗ちよく状況を話してくれた。

「そうそう、キーヤがサトゥーさんの作った二重反転式空力機関について尋ねたい事があるって言っていたんで、後で顔を出してあげてください」

「分かりました。今日は錬成工房で神金オリハルコンの錬成方法を教えて貰もらいに行く予定なので、そっちが終わってから尋ねてみます」

「それがいいよ。キーヤの話は長いからさ」

　先約があるから後回しだけど、魔法道具マジツク・アイテム工房のキーヤ氏には迷宮都市への足に使う魔導帆船の魔改造で色々とお世話になったから無下にできないんだよね。




「マスター、準備は万端だと告げます」

「ああ、分かったから少し落ち着け」

　地下研究所の培養槽前で勢いよく服を脱ぎ捨てて裸身を晒すナナに、大判のタオルを押し付けた。

　無表情なのに、彼女のわくわく感が伝わってくる。

　よっぽど楽しみにしていたらしい。

「サトゥー様、培養液の充じゆう塡てんが終わりました」

「ありがとう、ギリル。いくよ、ナナ」

「イエス・マスター！　新しい私はもっとマスターの役に立つと宣言します！」

　気合い十分のナナを「理力の手マジツク・ハンド」で持ち上げ、培養槽の天てつ辺ぺんから薄緑色の液体の中に優しく降ろす。

　この液体はＳＦでよくある肺に直接酸素を供給する機能がある。

　一度自分自身で試してみたが、入った時と出る時が少し苦しいだけで、中にいる間は快適だった。

「ギリル、その衝つい立たてを頼む」

　培養槽に浮かぶナナがあまりに無防備なので、ギリル氏に頼んで裸体が隠れるようにして貰う。

　機材の設定は前日に終えていたので、さっそく、ナナに新しい理術をインストールする。

　数日後には強化処理は完了し、エルフ師匠達の訓練場で皆を驚かせる事になるだろう。

　オレはそんな未来を想像しながら、培養槽横のモニターに表示されるナナのバイタル変化に注意を戻した。

　設定の見直しは完かん璧ぺきだけど、ナナに万が一の事があったら嫌だからね。




「──種たね蒔まきですか？」

「ええ、トレント達に頼まれたの」

　ナナの強化が終わった翌日、アーゼさんが樹家を訪れた。

　アーゼさんが手渡してくれたのはトレントの黄金の果実だ。

「孤島でも湿原でもいいけど、水が豊富で瘴しよう気きの薄い場所に種を蒔いてあげて欲しいの。できれば、どこかの源泉近くが良いいわ」

　源泉付近に蒔く場合、果肉の方は自由にして良いそうだ。

　上級魔法薬の素材になる上に、非常に美味らしい。

「ええ、私で良ければいくらでも」

「ありがとう、サトゥー」

　にっこり笑ったアーゼさんが、空間魔法の「格納庫ガレージ」を開けて千個近い黄金の果実をその場に取り出した。

「一箇所には五個から一〇個くらい蒔いてね」

　つまり百箇所以上の源泉を探せという事ですね。

「分かりました。微力を尽くします」

　アーゼさんのお願いに、胸を叩たたいて了承した。

　そういえば珍しくミーアの「ぎるてぃ」発言がない。別れを予感してセンチメンタルになっているんだろうか？

　移動用の帆船や予備の小型飛空艇も完成した事だし、出発までの時間はミーアと遊ぶのに費やそう。




「──行く」

「ダメだ」

「そうよ、ダメよ。禁止なの。迷宮は危ないわ。ユーヤやシーアと一緒に行った子達は皆帰って来なかったの、誰だれもよ？　許可できないわ、絶対に！」

　遊びに誘いに来たミーアの家の庭先で、聞き耳スキルがそんな口論を拾ってきた。

　ミーアはオレ達と一緒に迷宮に行きたいようだが、ご両親は反対されているようだ。

　当たり前か……危険な場所に娘を送り出したい親なんているはずないしね。

「サトゥー」

　玄関から飛び出してきたミーアを受け止める。

　心配そうに顔を覗のぞかせるご両親に会釈して、その日はミーアを預かった。

「……一緒に行きたい」

「ご両親が心配するよ。成人と認められるまでは勝手はダメだ」

　大人の意見だと反発されそうだが、親に庇ひ護ごされている間の勝手な行動はダメだと思う。

　自由に生きるのは、精神的にも経済的にも親から独立してからじゃないとね。

「ん、分かった」

　予想以上に素直にミーアがそう呟つぶやいた。

　そこには葛かつ藤とうも、苦渋もない。恐らく、ミーアの中では既に答えが出ていたのだろう。

　翌日から出発の日まで、オレ達は朝から晩まで遊び尽くした。

　ボルエナンの森は自分の庭だと言えるくらい縦横に訪れて回ったのだ。

　留守番が多くて拗すねていた馬や走竜達を連れ出して走る大草原の鹿しか狩りは楽しかった。

　一角獣ユニコーンの群れの見物に行ったときに、ミーアの騎乗するツノナシが群れのメスに惚ほれて番つがいになる事件もあったっけ。

　そして、楽しいエルフの里での日々も、やがて終わる──。




「潮風が気持ちいいわね。あれがわたし達の船？」

「そうだよ、アリサ」

　なびく髪を押さえたアリサが桟橋に係留された帆船を見上げる。

　ここはボルエナンの森の外縁にある鰭ひれ人ひと族の港だ。

　見送りにきてくれたエルフ達とは樹家前の広場で別れたので、ここにいるのは仲間達とミーア一家、それからアーゼさん達だけだ。

「何か変なのです」

「変な臭におい～？」

　磯いその臭いが初めてなのだろう。ポチとタマが鼻を押さえていた。

　これが潮の香りだと、アリサが教えてあげている。このあたりは気温も高いみたいだし、一度、海水浴でもさせてあげよう。

　大きな荷物を抱えたリザとナナが船のタラップを登って行く。ルルは甲板で作業中のようだ。

　オレの所にトテトテとミーアが歩み寄ってきた。

「じゃあ、ミーア、ご両親と仲良くね」

「ん、サトゥー」

　ミーアが額にかかる髪を両手で避よけて、ここにキスをしろと圧力を掛けてきた。

　おでこへのキスは神聖だって言っていたし、再会を約束したキスって事かな？

　お別れの挨あい拶さつに、おでこにキスくらいはいいだろう。

　軽く触れるか触れないかのキスをする。

「まあ、やるわねミーア。策略家だわ」

「むむ、承知」

　ミーアが勝ち誇った笑顔で、後ろの両親に勝利のサインをしている。

「同行する」

　はい？

「同行する！」

　二度そう繰り返した後、ミーアが久々の長文を続ける。

「シガ王国のサトゥー、あなたが婚約の儀式を受け入れてくれた事を嬉うれしく思います。ミサナリーア・ボルエナンは、死があなたを連れ去るまで、あなたの片翼として存在する事を誓います」

　ひょっとして、嵌はめられた？

「まあ、素敵ね。素敵だわ。サトゥーさん、ミーアを宜よろしくね。お願いなの」

「守れ」

　これは、少しやらかしてしまったみたいだ。

　ミーア母によると「額へのキスが神聖」というのは色々と意味があるとの事だった。

　特に、三親等以上離れた未婚の男女による額へのキスは、先にした方が婚約の申し出で、受けた側が相手の額にキスする事で結婚の了承をするのだという。

　どうりでミーアが「婚約者」と言っていたはずだ。

　ミーアの両親にはその風習を知らなかったと伝えて分かって貰えたのだが、ミーアは確信犯のようで「聞こえない」と耳を塞ふさいでイヤイヤをしている。

　ペシペシと当たるミーアのツインテールがちょっと痛い。

　──あれ？

　それだとオレは初対面のアーゼさんに婚約を申し込んだ事になっていたのか？

　最初の頃ころの彼女の情緒不安定なまでの反応が、少し理解できたかもしれない。

　だとすると、亜神アーゼさんが額にキスしてくれたのは──。

　アーゼさんの方を振り返ると、面白くなさそうに頰ほおを膨らましてそっぽを向く姿があった。

　オレは思わず緩む頰を、無表情スキルの助けを借りて抑え込んだ。




　念の為ため、出航前にミーアのご両親に確認したが、結果はどうあれボルエナンでは「額にキスを交わした」者は成人として扱われるそうなので、ミーアの意志を尊重するとの事だった。

「分かりました。ミーアは責任を持ってお預かりします」

「ええ、信頼しているわ。すっごくね！」

「ん、任せた」

　オレの言葉にミーアの両親がオレの手を取って頷うなずいた。

「ラーヤ、リーア」

　ミーアが両親の名を呼んで二人に抱きつく。

　ミーア一家の別れを邪魔しないように離れ、オレはアーゼさんの所に歩み寄った。
















「では、ここでお別れです。また遊びに来ますね」

「いつでも帰ってきて。ボルエナン氏族は、いつでもあなた達を歓迎するわ」

　アーゼさんとお別れの握手を交わす。

「サトゥーさん──」

　巫み女こルーアさんがオレの首元に抱きついて別れを惜しんでくれた。

　おかしい、彼女とはそんなに親しくなかったはず。

　そんな疑問はすぐに払ふつ拭しよくされた。

「アーゼ様を連れて行かないでくれてありがとう。アーゼ様は私達が尽くすべき最後の聖樹様──私達の心の支え、なの……」

　オレの耳元で巫女ルーアさんが掠かすれる涙声で囁ささやく。

　きっとオレ以外の耳には届いていない。

　……そうか、オレがアーゼさんと仲良くしていると必ず水を差しに現れたのは、そういう心配をしていたからだったのか。

「また、いつでも遊びにきてくださいね。樹家はいつでも使えるようにしておきますから」

　目め尻じりに涙を浮かべた巫女ルーアさんにオレは首肯する。

　いつまでも名残は尽きないが、ミーアが両親から離れてオレの腰に抱きついてきたので、それを契機に船へと乗り込んだ。

　それに、アーゼさん達に許可を貰もらって、滞在していた樹家に「帰還転移リターン」用の刻印板を設置してあるので、いつでも戻ってこられるしね。

　中継地点の確保が大変そうだが、島や陸沿いに進めば良いだろう。

　見送りの人達に手を振りながら、畳んだ帆を「理力の手マジツク・ハンド」で広げる。「気体操作エア・コントロール」の魔法を発動して、帆に風を吹き付けて船を出港させた。

「「「サトゥー」」」

　声の方を振り返ると、樹家前で別れを告げたエルフ達が見送りにきてくれていた。

　無数の羽妖よう精せい達がナナや仲間達の名を呼びながら、光る軌跡で「さよなら」のサインを描く。

　……嬉しいけど、こんなに別れを惜しまれたら「帰還転移リターン」で戻りにくいじゃないか。

　オレは仲間達と一緒に大きく手を振り、港の人達が見えなくなるまで続けた。

「見えなくなっちゃったね」

「ん、また」

　アリサの旅愁を帯びた呟きに、目元を赤くしたミーアが小さく呟く。

　またいつでも遊びに来られると言いたいのだろう。

「サトゥー」

　ぽふん、と胸元に飛び込んできたミーアを抱きしめ、海原の向こうの水平線を眺める。

　こうして、ボルエナンの森での長い休養を終えたオレ達は、帆を満たす風に導かれて迷宮都市への旅路を踏み出した。







　あとがき




　こんにちは、愛あい七ななひろです。

　このたびは「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第八巻をお手にとっていただき、誠にありがとうございます！

　ここまで巻数を進める事ができたのも、読者の皆様の応援のお陰です。

　これからも今まで以上に気合いを入れて作品を面白く盛り上げて参りますので、今後とも変わらぬご支持をお願いいたします。




　さて、それでは恒例の本巻の見どころから参りましょう。

　今回はエルフの里ボルエナンの森が舞台となります。前巻でミーアを故郷へと連れ帰ったサトゥー達が、エルフ達に囲まれて楽しいバカンスな日々を送る物語として再構成しました。

　最初の二章はＷＥＢの流れを踏襲していますが、そこから先はがっつりと書き下ろしています。

　発売日の季節を意識したわけではありませんが、森での夏休み風な休暇イベントを中心に、エルフ達との肌色多めで湯気一杯の社交場や、ＷＥＢでは登場しなかった各種妖よう精せい族や樹人トレントとの交流、エルフ師匠達との出会いなどを加筆してあります。

　サトゥーと仲間達の和わ気き藹あい々あいとした夏休みをお楽しみ下さい。




　──なんて事を書いても、きっと訓練されたデスマ読者の皆さんは鵜う吞のみにしないでしょう。




　ワーカーホリック気味なサトゥーが、ただのんびりと休暇を満喫するなんてできっこありません。

　なんと言っても、人族よりも遥はるかに優れた魔法文明の中心に来たのですから。

　仲間達との平和な日常の間に見え隠れするサトゥーの社畜風の活動も楽しんで頂けたら幸いです。




　もちろん、日常や研究だけではありません。

　今回はちょっとだけ、そう、ほんの僅わずかに恋愛風エッセンスが加わります。

　これまでもチラチラと名前が出ていた新ヒロインが正式登場し、年上の魅力でサトゥーを骨抜きに──できるかは読む楽しみが減るので、ここには明記しないでおきましょう。

　ＷＥＢ版既読の方も、新ヒロインとの交流ステップや最後の例のシーンがＷＥＢから変わっているので、最後までわくわくしながら読み進めて頂けると自負しております。ご期待ください。




　では恒例の謝辞に移りたいと思います。

　編集長のＨ氏、担当のＫ氏のお二人による指摘や改稿アドバイスでシーンの魅力や臨場感がアップしました。これからもご指導ご鞭べん撻たつの程をよろしくお願いいたします。

　また、毎回素敵なイラストでデスマ世界に色鮮やかな彩りを与えて盛り上げてくださるｓｈｒｉさんには幾らお礼を言っても言い足りません。今回は特に巫み女こ服のアイアリーゼのキャラデザが最高に素敵でした。

　これからもデスマ世界のビジュアル面をよろしくお願いいたします。

　そして、カドカワＢＯＯＫＳ編集部の皆様を始めとして、この本の出版や流通、販売に関かかわったすべての方にお礼申し上げます。

　いつも同じ感じになってしまいますが、読者の皆様に最大限の感謝を！！

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます。




　では次巻、海洋冒険編でお会いしましょう！

　なんと、次巻は完全書き下ろしだったりします。





愛七ひろ


















　元令嬢様の華麗なる戦闘記　電子特別お試し版　（著：夢猫　イラスト：伊藤明十）
















　異世界から来た〝聖女様〟の企みにより、国を追放された公爵令嬢シルティーナ。身一つで逃げ出した彼女は隣国のギルドに入り、冒険者として生きていく選択をした。

　それから二年。努力を重ね、二つ名を持つほどの有名な冒険者となった彼女のもとに、ある依頼が舞い込む。それは、荒廃した祖国を救って欲しいという国王からの依頼で……？

　捨てられた〝悪役令嬢〟の華麗な大逆転劇!?　気高く勇ましい元令嬢様の祖国奪還の旅が、いま始まる──！







　　　プロローグ







「お断り申し上げます」

　広い室内に凛りんとした声が響いた。その言葉にザワリと空気が揺れる。

　多くの貴族や騎士に囲まれたその中央で膝ひざを折っているのは、動きやすそうな旅装束に身を包んだ女性だ。

　金の髪を肩口で切り揃そろえたその人は、眼前の玉座に座る王を強い光を宿した薄紫色の瞳ひとみで真まっ直すぐに見据えて言う。

　リディーラン王国王城の謁見の間。国王を前にしても決して頭を垂れる事をしなかった女性、シルティーナは、ただ一言断りの言葉を口にしたのだった。

「……なんだと？」

「お断り申し上げます、と言ったのです」

　一段低くなった王の声音に、それでも平然と先程と同じ言葉を返すシルティーナ。

　王の顔に怒りが浮かぶ。それはこの謁見の間に居る全ての人間が浮かべている表情でもあった。

「王である我われの命が聞けぬと言うか」

「お忘れですか、国王様。王であるあなた様の命を受け、私は二年前この国から追放されたのです」

　何の感慨も感じられない声音で、シルティーナはただ事実のみを口にする。

「有りもせぬ罪を着せられ、学園を退学させられ、家から絶縁され、国外追放させられた私が何な故ぜ、僅わずか二年の後にこの国に呼び戻されあなた方の為ために剣を振るわねばならぬのです？」

　シルティーナは貴族令嬢だった。リディーラン王国の中でも王族の次に権力を持っていたバルラトナ公爵家の長女、〝シルティーナ・バルラトナ〟だった。そんな彼女がまるで謀られたかのようにその手にあった全てを失ったのが二年前である。否、あれは確実に謀られていたのだろう。異世界からやって来た一人の少女によってシルティーナは全てを失ったのだ。

「私は既にこの国の国民ではありません。故に、あなた様の命に従う道理はありません」

「お前の生まれ育った国の危機なのだぞ!?」

「だから何だと言うのです？　このような事態に陥ったのはこの国の……ひいては国王であるあなた様の責任です。私は予かねてより申しておりました。そこの女にうつつを抜かし過ぎれば、何いずれそれに見あった対価を払わないといけなくなると」

　国王の後ろに控えている王族達の、第一王子の隣に寄り添っている少女へと目を向けてシルティーナは言い放つ。

　全て自業自得だ。救ってやる価値もない。

　この国から見捨てられて二年、シルティーナは必死に生きてきた。隣国へ渡り、それまで嗜たしなみ程度でしか握った事のなかった剣を握り、長かった髪を売り、ドレスの代わりに動きやすい服を身につけ、魔力が尽きかけるまで魔法の練習をして、それこそ本当に死に物狂いで生きてきた。

　彼女をそんな境遇に追いやった者達が、今更自分達の身が危ないから助けてくれなどとはちゃんちゃら可お笑かしな話ではないか。

「魔物がこの国に蔓延はびこり始めたのも、彼女がこの世界に来たのも時期が一致すると、故に警戒は怠らないようにと、私は散々進言申し上げました。それを無下にした挙げ句、〝国税の使い込み〟などと全く身に覚えのない罪を着せられた私が、一体なんの大義があってあなた方を救わねばならないのですか？」

　この世界には古いにしえより国の政治や治安が乱れると現れるモノ達がいる。〝魔物〟と呼ばれる彼らは何ど処こから来ているのかも、その起源が何なのかも全く分からないモノ達であり、けれどその強さだけは並みの兵士だと太刀打ち出来ない程なのだ。彼らにより、一体幾つの国が滅んだか知れない。

　そんな存在がここ、リディーラン王国にも現れた。打ち倒さなければ王国は滅び、それに伴い多くの人命が失われるだろう。

　けれどもう、シルティーナには一切関係のない話である。この国の全ての民が憎いとは言わない。それでも、シルティーナは確かに二年前、この国の王族を筆頭とした民達に命を奪われかけたのだ。

　そんな者達を救ってやれる程、シルティーナは寛大な心を持ち合わせてはいない。

「どうしても受けぬと言うか？」

「私の意は変わりません」

「バルラトナ公爵家にその名を戻す事を許してもか？」

「今更地位など望みませぬ」

「では、土地と金をやろう」

「ギルドに身を置き、世界を渡り歩くこの身に土地など必要なく、多すぎる財は重荷となりましょう」

「ならばお前が望むモノをやろう」

「私の望みは私が叶かなえます。他人に施して貰もらうような望みは持っておりません」

　王の申し出全てにシルティーナは否と応えた。そんな彼女に王は諦あきらめを抱き始めていたが、ここに来て一人の少女が言葉を発した。第一王子の隣に居た少女である。

「何でそんな冷たいことを言うんですか!?　人の命がかかっているんですよ！」

「……」

　そんな少女に向けられたシルティーナの視線は冷たい。

「シルティーナさんが受けてくれれば助かる命が一杯あるんです！　なのに何で断るんですか!?」

　ふざけるな!!　と怒鳴り返したい衝動をグッと堪こらえて、シルティーナは深く息を吐き出した。

「関係のない貴女あなたは口を挟まないで頂きたい。これは私の問題です。私が決める事柄です。貴女がいくら綺き麗れい事を並べようと、私が否と言えばこの件の私に関するモノは全て否なのです」
















「だけどこの国には貴女の家族もお友達も居るんですよ!!」

「そんなモノは居ませんよ。この国に居るのは、私を貶おとしめた友だった人達と私を裏切った家族だった人達だけ。私の守りたい人達はもうこの国には居ません」

　貴女が全て奪ったのだろう。とシルティーナは思った。

「そんなに私を守るのが嫌ですか!?」

「……」

　よく分かっているではないかと、内心感嘆の声をあげながらシルティーナは無言でただ笑顔を張り付ける。

　少女は名を、フユハラ・アカリと言った。

　数年前、このリディーラン王国に突如としてやって来た異世界の少女だ。

　そして、今回シルティーナが呼び出された原因のその人物である。

　ただの〝異世界から来た少女〟だった彼女は今や、その肩書きを〝聖女〟へと替えていた。

　魔物が現れた土地は穢けがれる。穢れは時が過ぎれば薄まるが、完全に無くなるまで数十年の時を要し、その間穢れた土地に生命は宿らない。魔物を倒す事は出来ても穢れを払う事は不可能なのだ。

　ただ唯一、異世界より来たりし癒しの魔法を使う事が出来る者だけがその穢れを払えるのだという。

　古い文献の、僅か数行だけに書かれた噓うそか本当かも分からないソレに頼るしか、もうこのリディーラン王国が助かる術すべはないところまで来てしまっていた。

　リディーラン王国の王はその〝聖女〟を二年前に異世界から来たアカリにやって貰おうとしているのだ。

　確かにアカリは癒しの魔法を使える。しかし、それだけだ。それ以外は剣も扱えなければ他の魔法も使えない。そんな彼女一人を旅立たせれば穢れの浄化どころか魔物一匹にすら太刀打ち出来ないのは明白である。

　共に行くと聞かなかった第一王子も、騎士見習いのバルラトナ公爵家の次男も彼女を守りながら魔物を相手にするには些いささか心許もとなかった。

　そこで白羽の矢が立てられたのがシルティーナだったのだ。




『穢れを浄化する旅に同行し、〝聖女〟であるアカリを守れ』




　それがリディーラン国王からシルティーナが命じられた王命であった。

「そもそも、魔物から彼女を守る位ならば騎士団団長でも出来るでしょう。何故私が行かねばならぬのです？」

　魔物は確かに強い。けれど、決して人が太刀打ち出来ない強さではないのだ。

　それなのに何故自分にその役目が回ってきたのか、シルティーナは不思議でならなかった。

「騎士団団長の座は今は空席だ」

「……は？」

「前騎士団団長であったファミラス・カランザートが一年前に突然辞めて以降、後任が決まっておらぬのだ」

「一年前って……何故そんなにも……」

「…………のだ」

「はい？」

「国政が傾き、治安が乱れ、民達は混乱し、貴族達の多くが自分の領土から出てこなくなってしまいそれどころではなかったのだ。一応副団長を次の団長に命じたのだが、断りの返事だけを寄越して来て、それ以降そやつも消息不明なのだ。ファミラスの直属の部隊の者たちも一人として二人の居場所は知らぬと言うし、アカリの護衛を回してきたら自分達も姿をくらますとまで言ってきおった。今の国の状態であやつ等まで失えば他国の標的となる」

「……」

　呆あきれて物が言えない、という事をシルティーナは今まさに体感していた。

　自分が居なくなって二年。この国は何も変わっていなかったのだ。だからこんな事になった。自分が二年前、何とか保たせようとしていた全ては、自分が居なくなった後にそれを受け継ぐ者も居らずに徒労に終わった。

　その結果がこれだ。

　国は荒れ、民は嘆き、騎士は揺らぎ、治安は乱れ、貴族は籠こもり、魔物が現れ、穢れが生じた。

　リディーラン王国最強の座である騎士団団長の席は一年もの間空席であり、その次の強者である副団長すら居ない。

　その二人が率いていたこの国最強の部隊さえこの件に関しては拒否の姿勢を貫き、それ以外の残された実力者達は騎士団分隊長の座に居る者達だが、彼等だと魔物の相手には不安が残る。

　そこで声がかかったのが今や他国にまで名前が知れ渡ったシルティーナだったのだろう。

　だから言ったのに、と。シルティーナはここに来て初めて目の前の者達に同情した。

　けれど、同情したからと言ってこの件を受けるのかと言われればそれはまた別問題である。

　シルティーナが、もう何度目になるか分からない断りの言葉を口にしようとした時、常では考えられない程の勢いで謁見の間の扉が開かれた。

「どうも、お邪魔します」

　開かれた扉の先、ダルそうに欠伸あくびを嚙かみ殺ころした銀髪の男がそう一言告げて入って来る。

「な、何者だ!?　騎士達は何をしている!!」

「あー、怪しいモンじゃないですよ。ほらこれ。ギルマスからシルティ宛あての手紙。早急に届けるようにって言われたから持って来たんですよ」

　ヒラヒラと手に持った封筒を振りながら言う男に、シルティーナだけが呆れたように溜ため息をついた。

「アル、貴方あなたどうやってここまで来たの？」

「どうって歩いてだが？」

「いや、そうじゃなくて……」

「あぁ、ここに来るまでにえらい絡んで来た奴等については全員倒したぞ」

「倒したって……」

「安心しろ。殺してはいない」

「ならいいけど」

「おい！　ソイツは誰だ!?」

　シルティーナに〝アル〟と呼ばれた男を指してフラクト第一王子が叫ぶ。

「彼は、」

「おっと、名乗り遅れました。俺はシルティと同じギルドに所属しているアルハルト・ルーランス。彼女とはパーティーを組んでいます」

「…………アル」

　シルティーナの言葉を遮り名乗ったアルハルトにシルティーナが低く彼の名を呼んだ。それに楽しそうに笑ったアルハルトはシルティーナに向かって手渡した封筒の中を確認するように示す。

「これは……」

　中に入っていた手紙を読んだシルティーナが僅かに目を見開き、驚きの表情でアルハルトを見た。

「そういう事だ」

「うわぁ……大体予想出来ていたけど行動早すぎない？　てか、もうちょっとこう、私に申し訳ないなぁとかいう心遣いはないわけ？」

「そういう奴らだ。諦めろ」

「……分かっていたわよ。ええ、分かっていたわ。あぁもう!!　しょうがない、か」

　溜め息いきを溢こぼしながら頷うなずいたシルティーナに苦笑を返すアルハルト。

　そんな二人に周囲は訝いぶかしげに首を傾かしげる。困惑する周囲などお構いなしにシルティーナは再び王の前に膝ひざを折った。

「聖女様の護衛の任、慎んでお請け致しましょう」

　その言葉にザワリ、と最初とは違った意味を含んで空気が揺れる。

「急に心変わりでもしたのか？　その手紙には何と書いてあったのだ？」

「ギルドに聖女の護衛をして欲しいという依頼が私達宛に入ったので請けるようにとのギルドマスターからの通達です。ギルドへの依頼となれば話は別です。依頼を私情で断る事はありませんので」

「〝私達〟？」

「はい。私とアルハルト・ルーランス宛の依頼です。故に、この男も浄化の旅に同行します」

「どうぞ宜よろしく」

「……分かった」

「では、」

　パチン、とシルティーナの指が鳴るのと同時にアルハルトが持って来た手紙は跡形もなく燃え尽きる。それを確認したシルティーナは立ち上がり、腰に提げていた剣を抜いた。

　途端に緊張が走ったその場を王が手で制して静めたのを見計らい、アルハルトも同様に剣を抜いた。

「ギルドの依頼として請けるからには私達が所属する傭よう兵へいギルド、〝双翼の剣〟の様式で御前に誓わせて頂きます」

「同じく」

「許そう」

　王が許可すると同時に二人揃そろって剣を自身の足元へと突き立てた。




「「我われ等汝なんじの命に従い、これより彼かの者を守護する盾とならん。さすれば大義を果たした暁にこの剣は至宝の輝きを得るであろう。我等この身が朽ちようと、この心を以もつてして彼の者を守護する剣とならん。さすれば全てを果たしたその時にこの名は気高く語り継がれるであろう。我が名、我が剣、我が命。全てを賭かけとして守ると誓おう。この身は汝が為ためにあり」」
















　言い終わると同時にシャキン、と高い金属音を鳴らして剣が鞘さやへと戻される。

「カッコいい……」

　シン、と静まり返ったその中でポツリと溢されたアカリの言葉が響いた。

「凄すごい！　カッコいいですお二人共!!　私感動しました!!」

〝二人〟と言いながらもアカリの視線はアルハルト一人に向いている。

　そんな彼女の様子に肩を竦すくめて苦笑したシルティーナがアルハルトの隣から一歩離れれば、それを見計らったかのようにそれまでフラクトの隣にピッタリと寄り添っていたアカリが駆け寄って来てアルハルトの手をとった。

「宜しくお願いしますね、アルハルトさん!!」

「……」

「私本当は凄く不安だったんです。やっとこの世界に馴なれたと思ったら〝聖女〟なんて言われ始めて、浄化の旅に出てくれなんて言われて……」

　アルハルトの手を握ったまま声を震わせて俯うつむいたアカリ。ポタリと床に落ちた雫しずくに周囲が同調して哀れみの視線を送る。

「けど異世界人の私にとっても良くしてくれたこの国の人達を救う為だって、そう思って頑張ろうって……けど、やっぱり不安で……」

「……」

「でも!!」

　バッ！　と顔を上げたアカリの瞳ひとみは涙で濡ぬれていて、けれどその顔には笑顔が浮かんでいた。美少女の（今更ながらだが、アカリは絶世の美女である）涙に濡れた気丈な笑顔の美しさに周囲から感嘆の息が漏れる。

「アルハルトさんが守ってくれるなら私何があろうと頑張れます!!」

「……」

　美しい笑顔で真っ正面からそんな事を言われた当のアルハルトはと言うと、

「……うん？　あぁ、終わったか？　えっと、悪いが途中から聞いてなかった。何だって？」

　この反応である。しかも欠伸付き。

「……え、あの、アルハルトさん？」

　流石さすがのアカリもこの反応は予想外だったのか、呆あつ気けにとられた表情でアルハルトを見上げる。

「あーと、聖女様だったか？」

「アカリです。アカリ・フユハラ」

「まぁ何でもいいが、俺があんたを守るのはその依頼が俺とパーティーを組んでいるシルティに来たからだ。シルティは〝俺達宛の依頼〟だと言っていたが、パーティーを組んでいる場合、片方に来た依頼は必然的に〝パーティーの依頼〟となるからな」

「……はぁ」

「つまり、シルティが居るから俺はあんたを守るって事だ。それを忘れるな」

「……ッ!!」

　バッ！　とアカリがシルティーナを睨にらむ。

「ギルドからの正式な依頼が無かったなら、俺はあんたを切り捨ててこんな国さっさと見捨てている。シルティの優しさに感謝することだな」

　そんなアカリの耳元でアルハルトは低く、僅わずかな殺気を込めて呟つぶやいた。

　途端に顔を青ざめさせたアカリは素早く身を翻しフラクトの元へと帰って行く。

　そんなアカリには目もくれず、再び欠伸を嚙み殺したアルハルトは呆れたように自分を見ているシルティーナの前へと歩を進めた。

「やることはやったし、俺は宿に戻って寝る。何かあったら連絡寄越せ」

「分かった」

「お前の分の部屋もとっとくか？」

「多分大丈夫だと思うよ。一応終わったら一回寄るわね」

「分かった。〝青の寝台〟って言う宿屋だ。場所は分かるな？」

「大丈夫」

「よし。あぁ、そうだ。クロも宿屋に居るからな」

「姿が見えないと思ったら……分かったわ」

「ならまた後でな」

「えぇ」

　ポン、とシルティーナの頭を一撫なでしてアルハルトは謁見の間を後にする。そんなアルハルトを見送ったシルティーナは国王へと向き直り姿勢を正した。

「さて、国王様。依頼を請けるにあたり私から一つお願いが御座います」

「何だ？　申してみよ」

「今回の依頼が無事に終了したその時をもって、その後一切私には関わらないようにお願い致します」

「……よかろう」

「ありがとうございます」

「出立は三日後だ。それまでに必要な物は揃えておくように。出立まではバルラトナ公爵家に置いて貰もらえるように頼んである。明日あした、共に旅に出る者達との顔合わせの時間を設けるように手配しておく。昼過ぎに先程の男と共に登城せよ」

「分かりました。では、本日はこれで失礼致します」

　深く一礼して踵きびすを返したシルティーナをアカリだけが強い怒りの籠こもった瞳で見ていた。







　　　第一章







　厳かに聳そびえ立たつ王城。自身がたった今出てきたそれを仰ぎ見てシルティーナは深く息を吸い、そして吐き出した。

　二年。その月日は長く、そして短い。

　二年前公爵令嬢だった自分が今や世界的に有名な傭兵ギルドの一員なのだ。

「変わらない物も多いけれど……」

　見上げた王城は二年前と変わらない。

　この国の者達もまた、変わってなどいなかった。





◇◆◇






　二年前、シルティーナには全てがあった。

　時に厳しく時に優しく彼女に無償の愛をくれる両親。

　幼い頃から共に育ち心の底から信頼出来る従者。

　家の後継ぎとして勉学に励む傍ら自分を可か愛わいがってくれる尊敬できる兄。

　騎士になりたいと剣の稽けい古こに一生懸命な愛らしい笑顔で慕ってくれる弟。

　共に学び笑い合える学年の垣根を越えた多くの友。

　自分の相談を親身に聞いてくれ時には過ちを正してくれる頼りになる教師。

　互いに支え合い共に国を担って行きたいと思える婚約者。

　次期国王の妃きさきとして自分に期待を寄せてくれる敬愛する国王夫妻。

　貴族だからと疎遠にせず声をかけてくれる守りたいと思える民達。

　それら全てを守り、豊かにし、支え、支えられ、愛し、愛される未来。

　全てが、あったのだ。

　彼女が来るまでは……




〝アカリ・フユハラ〟と言う名の少女が異世界からやって来たのは、冬の寒さが厳しい雪が降り積もるある日の昼下がりだった。

　慌ただしい足音を立てて騎士が学園へとやって来て、シルティーナと彼女の婚約者で第一王子のフラクト・リディーランに今すぐ登城するようにとの王命が伝えられた。

　城に着いて通された謁見の間で、二人は困惑するしかなかった。

　玉座に座った王とその右隣の正妃、二人の一歩後ろで控えているシルティーナの父であり宰相のバルラトナ公爵。その隣に佇たたずんでいる騎士団団長。

　謁見の間の左右の壁に沿うように並ぶ騎士達。

　そこまでは良かった。

　別に変わりない、二人も慣れ親しんだ〝謁見の間〟の雰囲気だった。

　けれど一つだけ。何時いつもと違うモノがあった。

　王と二人の間に所在なげに佇む一人の少女。

　それが〝アカリ・フユハラ〟だった。




　突然王城の中庭に現れた彼女は異世界から来たと言った。

　異世界からの訪問者はこの世界では数百年に一度ある事で、文献も多く残されている。

　彼等はこの世界では既に失われた魔法である治癒魔法を使う事が出来、故に異世界からの訪問者を迎えた国はその人物を保護し、生活を保障するように暗黙の了解として定められていた。

　それはリディーラン王国も例外ではなく、王を後見人とした彼女はシルティーナ達が通う学園へと編入する事となったのだ。

　二人が呼ばれたのは、この世界について何も知らない彼女に手を貸してやって欲しいという王の心遣いからだった。

　そうして学園に通い出した彼女は、多くの男達を魅了していった。

　何をどうしたのかなど分からない。

　ただ事実として、学園の中でも人気の高い人達を中心に果てには先生までをも魅了した。

　シルティーナが所属する生徒会の役員達、婚約者であるフラクトや兄であるジルド。弟のテドラに従者のユージンも彼女に魅了された人物だった。

　彼女に魅了された彼等は彼女の願いは何でも叶かなえた。

　競いあうように贈り物をし、爵位を持たない彼女を夜会のパートナーとして連れていく事もあった。

　授業になど参加せず、常に彼女の側そばに在った。

　最初は嫌悪を露あらわにしていた女子生徒達の殆ほとんどもアカリの底抜けな明るさと飾らない可愛さに次第に懐柔されていった。

　そうして半年もしない内にアカリは学園の人気者になったのだ。

　しかし、そんな彼女がもたらしたのは決して良い事ばかりではない。

　寧むしろ悪い事の方が多かった。

　けれども誰もそれには触れなかった。

　見て見ぬふりをした。

　そしてその全ての尻しり拭ぬぐいは生徒会で唯一仕事をしていたシルティーナが行っていた。

　滞った他の生徒会役員の仕事をシルティーナが代わりに行い、未いまだアカリに不満を抱いている生徒たちの意見書を纏まとめ、忙殺される程の量の書類を一人で終わらせ、授業放棄した教師の代わりを見繕い、フラクトからのアカリへの贈り物の為ために減る一方の国税を財務大臣と話し合い何とかし、アカリの願いにより無計画に行われた貧困市民への炊き出し後に彼らに自らの力で生きて行けるようにと職を紹介し、爵位を持たない女の夜会の出席にいい顔をしなかった貴族達へ頭を下げて回り、自分と同じように婚約者がアカリばかりを気にかけるようになってしまった令嬢達を茶会へ招待し新しい婚約者候補と出会わせ、そしてアカリ自身にあまり目に余る行動をしないでくれるように訴えた。

　その間、国王は何もしなかった。




「魔物が現れ始めている」

「彼女に対する警戒と注意を怠らないように」

「彼女の我が儘ままとも言える言動がこれ以上酷ひどくなると国が荒れる」




　そう事あるごとに進言するシルティーナにただ、アカリに不自由させないように、その願いは極力叶えるようにとだけ言った。

　アカリの存在を自国のみの益としたかった王は、きっともうその頃から決してアカリを受け入れようとはしないシルティーナを邪魔に思っていたのだろう。

　そうして、学園では生徒会室に籠こもりっきりになってしまったシルティーナの代わりにアカリがそれまでの彼女の地位に座り、いつの間にかシルティーナの学園での居場所はなくなっていた。

　それと同時に流れ始めた噂うわさがあった。

　婚約者をとられたシルティーナがアカリに嫌がらせをしているという噂と、シルティーナが不正に国税を使い込み贅ぜい沢たく三ざん昧まいしているという噂。

　どちらも事実無根であり、真実とは程遠いモノだったが、それを真正面から否定出来る者は居なかったのだ。

　なんせ生徒会室に籠りっきりのシルティーナがそこで何をやっているのかなど、誰も知らなかったのだから。

　そして、その噂に現実味を持たせる証拠が次々と上がって来たのだ。

　無惨にも切り刻まれたアカリの持ち物たち。

　シルティーナに水をかけられたとビショビショになって保健室に駆け込んだアカリ。

　シルティーナに呼び出しを受けたと泣きながら自分を好いている男達に相談し、ぶたれたと頰を赤く染めて泣くアカリ。

　国王主催のパーティーでシルティーナにドレスにワインをかけられたと落ち込むアカリ。

　しまいにはシルティーナに階段から突き落とされたと言い出した。

　国税の方に関しては財務大臣が固く口を閉ざしてくれていた。

　この全てにおいて、シルティーナは自分は無実であると断言出来た。

　けれどその無実を証明する場も、本当にシルティーナがやったのかを追及する者も居なかったのである。




　そうして迎えた運命の日。

　終業式の最後の項目として壇上に上げさせられたシルティーナは、全校生徒が見ている前でフラクトから婚約破棄を言い渡され、ありもしない罪の糾弾を受けたのだ。

　涙ながらにシルティーナにされた事を語るアカリと彼女を守るように寄り添う男達。

　国税の不正な使い込みについて身に覚えのない罪の責任を問うて来るのは国王である。宰相であるシルティーナの父は娘を庇かばうでもなく事の成り行きをただ静かに傍観していた。

　信じていた従者や愛していた兄や弟、婚約者にはもう自分達に関わるなと言われた。

　友だと思っていた者達は罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べ立てた。

　身に覚えがないと、自分は何もやっていないと訴えても誰も信じようとはしてくれなかった。

　シルティーナを囲んでいるのはアカリに心酔している身分の高い者達ばかりで、他の生徒（特に未だシルティーナを信じ、尊敬している者達）が口出しする隙など与えられず、もしそんな隙があったとしても、自分より位の高い者達に物申しが出来る者など居なかった。

　それぞれの心内はさて置き、事実上その場にシルティーナの味方は一人も居なかったのだ。

　そうしてシルティーナは婚約破棄と同時にバルラトナ公爵家からの絶縁と国からの追放を言い渡された。

　彼女が築いて来た全てが崩れ去り、彼女は全てを失ったのだ。

　騎士達に連行される直前。男達の背に庇われながら、その口元に笑みを浮かべたアカリの姿をシルティーナは生涯忘れられそうにないと思った。

　人間はあんなに醜く笑うことが出来るのだと知った瞬間だった。




　それから〝国外追放〟と銘打っておきながら、国外まで連れて行って貰もらうことすらされず、身一つで放り出されたシルティーナは仕方なしに隣国を目指して歩き始めた。

　しかし〝隣国〟と言っても大陸国家が主流のこの世界では船で海を航わたらなければ他国には行けない。

　王都は大陸のほぼ中央に位置し、港がある街に行くだけでも馬車で数十日を要する程の距離を徒歩で行くなど無謀であった。

　それでも馬車を借りるお金も、馬を買うお金もないシルティーナは歩くしかなかったのだ。

　そしてそんなシルティーナに更に追い討ちをかけるように、王から民にシルティーナが国外追放になったという報しらせがご丁寧にも似顔絵付きで回り、隣国へ渡ろうとしているシルティーナに手を貸す事の一切を禁じたのである。

　そして民達はそれに忠実に従った。

　それまでシルティーナが出来うる限り手を差し伸べてきた民達は、けれど彼女の危機にはほんの少しの救いも与えなかったのである。

　その時になってシルティーナは気が付いた。

　国王は、自分を生かす気などないのだということに。

〝国外追放〟と言いながらも国内に捨て置き、自力で他国を目指せと。けれど他人からの施しは一切受けられないようにして、無謀とも言える道のりを行けと。

　つまりは、〝国を裏切った者など、その全てから見捨てられ死ぬがいい〟と。

　それでも打ち首や投獄などにしなかったのは、そこに誰かの進言があったからか……

　何にせよ、国王は自分の死を望んでいる。

　自分がそこまで王に疎まれるような事をした覚えは全くなかったが、未だ学生であったただの公爵令嬢が国税に関して手を出していた（悪い意味でと思われているが）事実は国の最高指揮官である国王にとって面白い事ではなかったのだろう。

　それまで敬愛していた王に死を望まれながら、それでもシルティーナは泥水をすすり、雑草を食べ、硬い土の上で夜を過ごし、靴底をすり減らし、何度も命の危機に瀕ひんして、何度も倒れそうになりながら、歩き続けるしかなかったのだ。

　こんな所で死ぬ訳にはいかなかったのだ。

　そうして辿たどり着ついた海の向こうの隣国で、シルティーナはギルドに入った。

　剣を握り、魔法を身につけ、髪を切り、服装を変え、少しずつ力をつけていった。

　そうして一年と少し経たった頃、シルティーナは他国にまでその名が知れ渡る程に強くなったのだ。

　強くなるしかなかったのだ。





◇◆◇






「シル姉上!!」

　王城を見上げ二年前の出来事を思い出していたシルティーナにかかる声。

「……」

　視線を前に戻したシルティーナのその視線の先には二年前まで弟だった人物、テドラ・バルラトナが居た。

「テドラ・バルラトナ様、一体何のご用で？」

「家までお供致します」

「有り難い申し出ですが、必要ありません。バルラトナ公爵家の場所は覚えておりますし、寄る所もありますので」

「あの男の所ですか？」

「貴方あなた様には関係のない事です。また後程、バルラトナ公爵家にてお会いしましょう」

　一礼の後、城門をくぐったシルティーナの横にテドラが並ぶ。

「……あの？」

「僕も行きます」

「……」

　彼の意図が分からないとシルティーナは眉まゆを顰ひそめた。

　二年前よりも伸びた背丈と少しだけ大人びた顔つき。筋肉のついた体は彼が騎士になるために頑張った事を示している。そんなテドラを暫くの間見つめたシルティーナは何も言わずに歩き出した。

　家族だったのだ。情がないわけではない。十六年もの間、深い愛情を育んできた者だった。

　最後まで、助けてくれるかもしれないと希望を抱いた存在だった。

　けれど……




『二度と、僕らの前に姿を見せないで下さい。貴女あなたは、我がバルラトナ公爵家の恥だ』




　そう言った彼の表情をよく覚えている。

　振り払われた手の痛みを覚えている。

　自分に向けられた、汚らわしいモノを見るような酷く冷たい視線を覚えている。

　きっと彼等には分からない。

　あの時に感じた計り知れない絶望と失望など。

　だからもう、愛さないのだ。信じないのだ。

　この国の人間など、決して。




「……」

「あの、シル姉上……」

　暫しばらく無言で歩いた後、テドラが不意に話しかけてきた。

「二年前は、その……」

「私は、」

　言い難にくそうに言葉を詰まらせるテドラにシルティーナが口を開く。

「私は貴方様の姉上ではありません。どうぞ、シルティーナとお呼び下さい」

　酷く冷たい声音だとシルティーナは自分で思った。テドラは息を吞のんで足を止めてしまう。

　その顔が悲痛に歪ゆがんでいるのをシルティーナは心底不思議な心境で見ていた。

　何をそんなに悲しんでいるのか。

　自分は〝当たり前の事事実〟を言っただけなのに。

　だって、〝姉〟である自分を捨てたのは彼だ。学校から帰った後ですら自分が忙しく動き回っているのを知っていただろうに。それでも彼は二年前のあの時、アカリの側に立ち、アカリに手を差し伸べた。

　その時、その瞬間から、彼は自分の〝弟〟ではなくなったし、自分も彼の〝姉〟ではなくなったのだ。たとえ家名を奪われなかったとしても、自分が彼を〝弟〟と思う事はもう二度とないのだと思った。

　だからこそ、彼が今している表情の意味が分からない。

「テドラ様？　どうかされましたか？」

「……やはり、怒っておられるのですね」

「はい？」

「二年前に僕が貴女の味方をしなかった事を……僕達が貴女を信じなかった事を怒っておられるのですね？」

「……」

　彼は、何を、言っているのだろうか？

〝怒っている〟などと……

　そんな訳ないではないか。

　そんな、

「そんな生易しい感情ではありませんよ」

　そうだ。二年前からずっとこの胸の内に巣食っている感情は、〝怒り〟などではない。そんな可か愛わいいものではない。

　これは、

「私は、あなた方の事が……この国の事が、滅んでしまえと思える程に〝憎い〟です」

　大好きだった。

　守りたかった。

　愛していた。

　大切だった。

　けれど、だからこそ、その存在に全てを奪われてしまえば、その感情は強い強い憎しみに変わった。

　彼等はそれを分かっていない。

　青ざめた顔で自分を凝視するテドラ・バルラトナ弟だった者に、シルティーナはただただ無感情な視線を向けるのだった。





◇◆◇






「私は、あなた方の事が……この国の事が、滅んでしまえと思える程に〝憎い〟です」

　その言葉にテドラは絶望した。

　二年前まで自分の〝姉〟であった彼女は、その瞳ひとみに自分を映す事なくただ無感情に告げたのだ。

　そこに以前のような優しさも慈しみもない。

　それが、自分のした事だった。自分の失ったモノだった。

　突き付けられた現実にテドラは深く深く後悔した。

　二年前、確かにあった信頼も、向けられていた深い愛情も、自分は……自分達は全て裏切ってしまったのだ。

　自分はやっていないと言う彼女の言葉をどうして少しでも信じようとしなかったのか。彼女が学校から帰った後も休む暇もなく動いている事を自分は知っていたのに。

〝恋は盲目〟とはよく言ったものだ。自分は確かに二年前のあの時、アカリの事に対して盲目になりすぎていた。

　だから気付かなかった。自分の姉が、あの時どれだけ必死にこの国を保もたせようとしていたのか。

　学校でも家でも、全ての時間を、アカリが歪めてしまった物事の後始末に費やしていた事に。




　彼女が居なくなってこの国はみるみる荒れた。

　生徒会が機能せず、シルティーナを最後まで慕っていた多くの生徒がボイコットに走った学園は一時的に閉鎖され、使われ続けた国税は底を尽き国政は滞った。

　不作法な娘の夜会の参加にとうとう怒りを露あらわにした貴族達は職務を放棄し、国の重鎮達の殆ほとんどが領地から出てこなくなった。

　そんな国の上位者達の変化に国民は混乱し、上がった物価と乱れて行く治安に王族への不信が募った。

　魔物の被害は増え、作物の実らない汚れた土地に居た人々が避難して来た土地はあっという間に食糧難に陥り、人同士のいざこざが増えた。そのいざこざを宥なだめる騎士団も団長と副団長を欠いては機能せず、とうとう餓死者やいざこざでの犠牲者が出始め、国はその遺体を処理する機能すら失っており、疫病が流は行やり始めた。




　堕おちるところまで堕ちてしまったこの国の惨状にある時一人の民が呟つぶやいた。

『シルティーナ様が居てくれたなら』と。

　そしてその時、アカリや未いまだにその取り巻きをしている者達以外の皆が気付いたのだ。

『自分達は間違ったのだ』と。

　だからきっと今のこの国の現状は、彼女を裏切ってしまった自分達に対する罰なのだ。

　この国の為ために、自分達の為に、必死に手を尽くしてくれた者にありもしない罪を着せ、死ぬような思いをさせてしまった自分達への罰。

　だから……だからこそ、幾ら王命とはいえ、彼女が再びこの国を訪れた事に驚いた。

〝依頼〟とは言え、この国の為に聖女であるアカリを守ると言った事に驚いた。

　そして、同時に分かってしまった。

　彼女はもう、自分の知る二年前迄の彼女シル姉上ではないのだと。

　肩口で短く切り揃えられた金色の髪。

　強い意思を宿した薄紫色の瞳。

　健康的に日に焼けた肌。

　見苦しくない程度に筋肉のついた体。

　そのどれもが、記憶にある彼女とは違っていた。




「、シルティーナ様」

〝シル姉上〟と呼びそうになり、言葉を吞み込む。

　そう呼ぶ事はもう、許されていないのだ。

「謝って済む事ではないと分かっています。貴女の先程の言葉も尤もつともです。僕達はそれほどの事を貴女にしてしまった」

「……」

　覚えている。

　二年前、自分が彼女に向けて言った言葉を。

　振り払った手の細さを。

　光をなくした彼女の瞳を。

　全て、覚えている。

「だからこれは僕の自己満足です。聞き流してくれて構いません」

「……」

「二年前のあの時、貴女を信じる事が出来なくてすみませんでした。何の非もない貴女に……この国の為に、僕達の為に、手を尽くしてくれていた貴女の事を裏切ってしまい申し訳ありませんでした。本当に、本当に、ごめんなさい。……貴女が生きていてくれて良かった。再び会う事が出来て良かった……」

　深々と頭を下げる。彼女の顔を見るのが恐こわかった。また、全てを拒絶するかのような冷たい視線を向けられるのが恐かった。だから顔を上げる事が出来ず、ただ地面を見つめていた。

「……貴方あなたは、私の弟でした」

「……はい」

　静かな声が降ってくる。

「騎士になるのだと頑張っている貴方が好きでした。可愛い、自慢の弟でした」

「……」

「二年で、騎士見習いになったのですね」

「はい」

「騎士団に入り、まだ見習いとは言え、自分の夢を叶かなえたのですね」

「はい」

「私は、第一王子の妃きさきとなりこの国を彼と共に支えていくのが夢でした」

「……」

「より良い国にする為に出来うる限りの事をするつもりでした」

「……」

「全て、奪われてしまいましたが……」

「……」

「謝罪など要りません。全ては過去です」

「ッ!!」

　彼女の言葉に泣きそうになった。

〝過去〟なのだ。彼女にとってはもう、この国は〝過去終わつた事〟なのだ。

「……シル、ティーナ、さま……」

　掠かすれた声は既に背を向け歩き出した彼女には届かない。

「……シル、姉上……」

　振り返って優しく笑いかけてくれた彼女はもう、居ない。

「申し訳、ありませんでした……」

　届かない謝罪を、それでも伝えなければいけないのだ。もう、それしか自分が彼女に出来る事はないのだから。




　自分達が間違ったと気付いて直すぐ、シルティーナが糾弾された〝罪〟の全てを調べ直した。

　そして分かった彼女の無実。

　シルティーナは……自分の姉は、アカリが言うような嫌がらせも、国王に責め立てられていた国税の使い込みもやってはいなかったのだ。

　その全てを調べるのに時間も人手も然さ程ほどかからなかった。

　何な故ぜなら、アカリが学園に通い始めた数ヶ月後からシルティーナは生徒会室で殆どの時間を過ごし、授業どころか昼食も昼休みも放課後も生徒会室から出てこない彼女がアカリと接触する所など誰も見ていなかったのだ。

　けれど、シルティーナが生徒会室へ入る所や、沢山の書類を抱えて職員室に向かう所などは度々目撃されており、シルティーナが生徒会の仕事で缶詰め状態だった事は、その間に提出された全てシルティーナの署名である生徒会の書類からも簡単に証明出来た。

　国税に関して言えば調べるまでもなかった。そもそもの問題として、王族でもないただの令嬢がいくら公爵家の者だからとて好き勝手に扱えるモノではないのだ。

　多くの貴族や民達からの信頼があろうと、国税を管理する者は財務大臣であり、彼の意見すらねじ曲げて使える者は王族だけなのだ。

　そして現に、国税を使い込んだと言われて国を追われたシルティーナが居なくなっても国税は減る一方で、寧ろ彼女がいた頃は何とか保っていられた財政は今やズタボロ状態である。

　生憎あいにくとその時に財務大臣の任を担っていた者はシルティーナが居なくなってから直ぐにその席を降り、どれだけ捜そうが所在が摑つかめなかった為、詳しい事は分からなかったが、それでも彼が残した最後の一言はシルティーナが国税を使い込んだのではないということを示すには十分なモノだった。

　そんな、少し考えたら……寧むしろ考える必要もなく分かる事が、あの時の自分には分からなかったのだ。

　そして、彼女の無実を確信してからは多くの者にその事を伝えていった。

　父はただ黙って息をついた。

　母はただ静かに微ほほ笑えんだ。

　兄はただ啞あ然ぜんと口を開けた。

　従者はただ悲しそうに彼女の名を呼んだ。

　貴族達はただ沈黙を貫いた。

　学友達はただ深く懺ざん悔げした。

　民達はただ救いをと求めた。

　王と王子とアカリ、そして未だにその取り巻きをやっていた数人の貴族令息だけが、ただ全てを否定した。




　自分一人の力では、シルティーナの為に出来る事など限られていた。彼女が失ったモノは、自分では決して取り戻せないモノだと気付いた時、自分の無力さにただ泣いた。

　自分達は、二年前のあの時、彼女の信頼も愛情も希望も夢も未来さえも奪ってしまったのだ。

　彼女が自分達にくれていた全ての正の感情を踏みにじり、負の感情のみを与えてしまったのだ。

　そんなの、許される筈はずがないではないか。

　彼女がこうして〝今〟の自分を確立するためにどれだけのモノを費やして来たのか想像すら出来ない自分が、そう簡単に許されていい筈がないではないか。

　それでも、自分に出来る最後の事として、彼女に謝り続けるのだ。

　届かないと分かっていても、先まずは自分達の過ちを謝る事からしなければ、自分達はきっと先へは進めないから。

「申し訳ありませんでした……」

　再び口にした謝罪の言葉は、やはり彼女に届く前に風に流されて消えたのだった。





◇◆◇






「シルティーナ様！　どうか私達をお救い下さい!!」

「……」

　自分にすがり付いて涙ながらに訴える女性。そして周りを囲む沢山の人、人、人。

　先が見えない位に集まった民達にシルティーナは顔を曝さらして行動していた自分の迂う闊かつさを呪った。

「シルティーナ様、この国に戻って来て下さったのですか!?」

「助けに来て下さったのですよね!!」

「良かった！　これで救われる!!」

「……」

　口々にシルティーナへの言葉を投げ掛ける民達をシルティーナは一度グルリと見渡し、次いで小さく息をついた。

「雨に降られて困っています。軒先を貸して下さるだけでいいのです。どうかお願いできませんか？」

「え？」

「三日、何も食べていないのです。少しでもいいので何か恵んで下さいませ」

「？」

「せめてコップ一杯の水だけでも下さいませんか。お願いします」

「シルティーナ様？」

「二年前、あなた方はそう言って頭を下げた私の救いを求める手を尽ことごとく振り払ったではありませんか」

「それは……」

「なのに今更、自分達が危機に晒さらされたら助けてくれと嘆くのですか」

「しかしあれは国王様達がっ!!」

「あなた方が誰の命でやったかなどどうでもいいのです。私にとっての真実は、あなた方に見捨てられたと言うこと。それだけです」

「……」

　シン、と静まった民達。そんな彼等にもう用はないと言わんばかりにその間を進み出したシルティーナ。

　テドラもそんな彼女に戸惑いながらも続いた。

「わ、我々を見捨てるのか!?　俺達は何の力も持たないただの国民なんだぞ!!　国民を守るのが貴族の役目じゃないのか!!」

「そうよ!!　民草だからどうなってもいいって言うの!?」

「……」

「シルティーナ様？」

　上がった民達の非難の声にシルティーナの足が止まる。

　民達を振り返ったシルティーナの瞳ひとみには確かな怒りが宿っていた。

「ただの少女に成り下がった私を先に見捨てたのはあなた方だろう!!　そんなあなた方が今更私に助けを求めるな!!　力を持たない事を誇示するな！　守って貰もらえる事を当たり前と思うな！　私にはもう、あなた方を守る義務などない!!」

　叫んだシルティーナの言葉に民達が怯ひるむ。

「こんな国、国民諸もろとも滅びてしまえばいいんだ!!」

　吐き出された彼女の心に皆が啞然としている間にシルティーナは既にその場を去っていた。





◇◆◇






「アルハルト・ルーランスという男の部屋はどこですか？」

〝青の寝台〟と看板の下がった宿屋に辿たどり着ついたシルティーナは外がい套とうのフードを深く被かぶって受付へと訊たずねる。

「お連れの方ですか？」

「はい」

「それを証明出来る物はありますか？」

「これを」

　証明出来る物をと言われてシルティーナは迷わず右手の親指につけている指輪を見せた。

「はい、確かに。アルハルト・ルーランス様のお部屋は二階右手の突き当たりになります」

「ありがとうございます」

　受付の人の案内に軽く頭を下げたシルティーナは階段を上がって言われた部屋を目指す。

「シルティーナ様、あの指輪は何なのですか？」

「ギルドでは、その依頼内容によっては命を狙われる事があります。だからパーティーを組んでいる者同士でお揃そろいの何かを身に付け、こういう宿屋とかではソレを提示した者だけに部屋を教えるように頼むのです」

　後ろをついて来ていたテドラの問いにシルティーナは足を止めずに答える。

「考えられているんですね」

「考えないと死にますからね」

「……」

　辿り着いた二階右手の突き当たりの部屋。シルティーナはその扉をノックもせずに開け放った。

「シルティーナ様!?」

「クロ!!」

　ギョッと声をあげたテドラを総無視でズカズカと部屋に踏みいったシルティーナはベッドで寝ているアルハルトすら無視して部屋の中に呼び掛けた。

「ニャ～～」

　シルティーナの呼び掛けに応えるように何ど処こからか現れた一匹の黒猫が彼女の腕に飛び込んで来た。

「……クロッ!!」

　その黒猫をギュッと抱き締めたシルティーナは備え付けのソファに黒猫を抱え込んで座る。

「……」

「……シル、ティーナ様？」

　それから動かなくなってしまったシルティーナにテドラが戸惑ったように呼び掛けるが彼女は一切反応しない。

「だから言ったんだ、シルティ」

「……お前、」

　いつの間に起きていたのか、部屋に着いた時には寝ていたアルハルトがベッドの上で胡座あぐらをかいていた。

「この国はお前を傷付ける事しかしない。二年前も、今も。だから俺もクロもこの国に来るのは反対だと言ったんだ」

「……」

「……それで？　お前は誰だ？」

　無言のシルティーナに溜ため息いきをついたアルハルトがテドラへと視線を向ける。

「あ、えっと、テドラ・バルラトナです」

「あぁ、公爵家の次男坊か。こうなったシルティは暫しばらく復活しないがどうする？」

「どうする、とは……」

「シルティが復活するまで此こ処こに居てもいいし、先に公爵家に帰ってもいい。どうせシルティに用意された宿はお前の実家だろう？　場所は把握済みだから、先に帰って貰っても俺がシルティを送り届けられる」

「……残ります」

「そうか。……おい、シルティ。今からでも遅くないぞ。やめるか？」

「……」

　アルハルトの問いにフルフルと首を横に振ったシルティーナにアルハルトは軽く肩を竦すくめた。

「あの、シルティーナ様は何故なぜこのような状態に？」

「お前、城から此処まで一緒に来たんだろ？　分かんないのか？」

「？」

　自分の言葉に首を傾かしげるテドラにアルハルトは呆あきれたように息をついてシルティーナの隣に腰掛ける。

「城から此処までに何があった？」

「何が……僕が謝って、それを拒否されて、そして……民達に囲まれました。助けてくれと」

「それだよ」

「え？　僕の謝罪が……？」

「あー、いや、それじゃない。その後」

「民達に囲まれて助けてくれと言われた事が原因と？」

「あぁ。そうだ」

　ポンポン、と宥なだめるようにシルティーナの背を撫なでながらアルハルトは頷うなずいた。

「コイツの帰国に喜ぶのは別にいい。縋すがり付き二年前の謝罪をするのもいい。だが、コイツに救いを求めるのだけはダメだ。それだけは許される事ではない」

　静かに話すアルハルトの瞳には、その落ち着いた声音には似つかわしくない激げき昂こうが宿っている。

「ずっとコイツに救われていたこの国の人間達は、けれどコイツが救いを求めた時には尽くそれを拒否した。それなのに今更どの面下げてコイツに救いを求める？」

「ニャァ」

　アルハルトの言葉に同意するかのようにシルティーナの腕の中に居る黒猫が一声鳴いた。

「二年前、コイツを傷付けるだけ傷付けて、なのにそれすらなかった事にして聖女なんぞの護衛を頼むだけでも神経疑うのに、それに加えて救えだと？　バカも休み休み言え。〝今の〟コイツに成るまでにシルティがどれだけのモノを犠牲にし、どれだけの努力を積み重ね、どれだけの傷を負ったと思っている。ただ自身の身可か愛わいさに自分に縋る民達の、その愚かしい姿にコイツがどれだけ傷つくと思っている？　謝罪もなくただいいように利用しようとしている者達に、コイツの指一本すら貸してやるものか」

　終始静かに話したアルハルトだが、テドラにはそれが恐ろしくて堪たまらなかった。

　銀髪の下で鋭く光る琥こ珀はく色いろの瞳は、シルティーナに謝罪したと言ったテドラでさえ、隙あれば食い殺そうとしている猛獣の色をしていた。







　　　第二章







　バルラトナ公爵家は王城より馬車で二十分走った所にある。

「……」

「大丈夫ですか、シルティーナ様？」

　屋敷の前で黒猫のクロを抱き締めてただ無表情で立つシルティーナにテドラが声をかけた。

「大丈夫です。行きましょう」

「はい」

　扉を開けた先にはズラリと並んだ使用人達。

「「「「お帰りなさいませ、テドラ様」」」」

「あぁ、ただいま」

　テドラの返事を聞いて顔を上げた使用人達の動きが止まる。テドラの横にシルティーナの姿を見たからだ。

「皆も聞き及んでいるだろう。聖女様の浄化の旅に護衛として同行するシルティーナ様だ。旅立ちまで我が家でお世話をさせて頂く事となっている。粗相のないように」

「ぁ、えっと……」

　テドラの説明を受けても、使用人達は戸惑ったように二人を見ていた。

　勿もち論ろん、聖女の護衛として同行するシルティーナが自分達の仕えるこのバルラトナ公爵家に滞在する事は聞いていた。彼女が二年前までこの公爵家の長女であったあの〝お嬢様シルテイーナ様〟である事も理解していた。

　けれど、当の本人を目の前にして彼等は驚きよう愕がくしたのだ。自分達の知る〝お嬢様シルテイーナ様〟とはあまりに変わってしまっていたから……

　華やかなドレスを身に纏まとっていた彼女が動きやすさ重視の質素な服を身に纏い、腰には剣を提げている。

　長く手触りの良かった髪は短く切られ、かつての輝きはない。

　綺き麗れいな刺し繡しゆうを生み出していた手はあかぎれや剣ダコが出来、荒れている。

　彼女は、かつての〝お嬢様シルテイーナ様〟ではないのだと、突き付けられたのだ。

　帰参を喜ぶ言葉をかけるべきなのか、客へ対する言葉をかけるべきなのか。混乱の中、彼等はただ言葉を失ったのである。

「今日から三日間、バルラトナ公爵家でお世話になるシルティーナと申します」

　言葉を発しない使用人達の代わりにシルティーナが口を開いた。

　その声は凛りんとしていてよく響いた。それは……それだけは、自分達のよく知る彼女のモノだった。

「お久しぶりにございます、シルティーナ様」

　使用人達の中から初老の男性が進み出る。執事長のハーギナルだ。

「ご滞在の間、何か不便な点が御座いましたら何なりとお申し付け下さいませ。数人の侍女をつけましょう。ご用向きはその者達に」

「いいえ。侍女は必要ありません。自分の事は自分で出来ます」

「しかし、それでは何かと不便も御座いましょう」

「不便などありません」

　それは静かな、けれど確かな拒絶だった。

「……左様で御座いますか。では、お部屋へ案内させて頂きます。こちらへ」

　シルティーナの言葉に悲しそうに目め尻じりを下げたハーギナルは案内する為ために歩き出す。

　その後に続こうとしたシルティーナの腕をテドラがとった。

「シルティーナ様、申し訳ありませんが猫は我が家には入れられません。母がアレルギーなのです」

「……そう、でしたね。クロ」

　テドラの言葉に一瞬だけ懐かしむように目を細めたシルティーナが腕の中の黒猫に呼び掛ける。

　彼女の意を汲くんだ黒猫がその腕から飛び出る。

　地に前脚がつくかというその瞬間、黒猫は瞬く間に姿を変え長身の青年へと成っていた。

　黒い長髪を後ろで緩く結び、猫の時と同色の金の瞳ひとみは鋭い光を宿している。
















「……え？」

　啞あ然ぜんとした顔で今目の前で起こった出来事に思考が追い付いていないテドラと使用人達をグルリと見渡して、黒猫だったモノはそのあまりの間抜け面を鼻で笑った。

「見てみろシルティ。人間とはここまで間抜けな面が出来るのだな」

　楽しそうに笑った青年がテドラへと近づく。

「バルラトナ公爵家の次男よ、我われは屋敷に入れぬ黒猫か？」

「……ぃ、いえ。アナタは、一体……」

　上から覗のぞき込むようにしてテドラと視線を合わせた青年の問いに、テドラは震える声で何とか答えた。

「彼は私の使い魔です」

「そう。我はこやつの意に従い、こやつの為だけに動く、こやつの使い魔。名を〝クロイツ〟と言う」

「使い、魔？」

「なんだ、この国には使い魔すら居おらんのか？」

「使い魔召喚の魔法がないのよ。私もギルドに入って初めて知ったんだから」

「成る程。脆ぜい弱じやくな人間の中でも更に脆弱な存在と言うわけか」

「魔法に乏しいだけよ。それより、テドラ様にきちんと説明して差し上げて」

「〝使い魔〟という存在は召喚した者と盟約で結ばれた者の事だ」

「盟約？」

「召喚した者の願いと召喚された者の願い。それぞれの〝願い〟を叶かなえる為に結んだ協力関係、ですよ。分かりやすく言えば」

「シルティーナ様も彼に何か願いを？」

「使い魔とその主あるじの間で交わされた盟約を他言する事は違反行為です。私達の〝願い〟は私達だけのモノなのですよ」

「……そうですか。あの、彼は人間ではない、のですよね？」

「えぇ。彼は……彼等はこの世界とは別の世界の住人です。私達は彼等の事を〝魔族〟と呼びます」

「魔族……」

「さて、話はもういいか？」

　飽きた、と言わんばかりに欠伸あくびをしたクロイツに、あまりの出来事に放心していた使用人達がやっと動き出した。目の前でたとえ何が起ころうとも動じずに仕事をこなすのが、バルラトナ公爵家の使用人の心得だ。

　だからこそ自分達は今、ただ驚きに固まっているだけではいけないのだ。先程までの動揺が噓うそのようにテキパキと動き出した使用人達にテドラも、そしてハーギナルも同様に動き出す。

「お部屋にご案内致します」

　再び歩き出したハーギナルにシルティーナもテドラもそしてクロイツも、今度は無言で従った。







　この続きは現在配信中の『元令嬢様の華麗なる戦闘記』にてお楽しみください


(C)Yumeneko, Akito Ito 2016
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